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第144次調査柱列（西から）





例 言

ー

2
 

本書は、斎宮歴史博物館が平成16年度に国庫補助金を受けて実施した史跡斎宮跡発掘調

査（第143・144次調査）を中心として概要をまとめたものである。

明和町が国庫補助金の交付を受け、調査主体となって実施した史跡現状変更等に伴う緊

急発掘調査の第145次調査報告書は、別途明和町が刊行している。

3
 

遺構の実測にあたっては、 日本測地系による国土調壺法（旧国土座標）の第VI座標系を

4
 

基準とし、方位は旧国土座標による座標北で示している。

遺構時期区分の指標となる土器の分類と時期認定については、「斎宮跡の土器」（『斎宮跡

発掘調査報告』 I 斎宮歴史博物館 2001年）による。

5
 

遺構表示記号は次のとおりである。

SB: 掘立柱建物

sx: 土壊墓・墓

SD: 溝 SE: 井戸 SF: 道路

sz: 落ち込み・その他

SH: 竪穴住居（建物）跡 SK: 土坑

pit: 柱穴

6
 

7

8

 

遺物実測図は実物の4分の 1を基本とし、資料の性格に応じて変更したものである。遺

物写真はとくに指定したもの以外は縮尺不同である。

出土遺物の色調は、日本色研事業株式会社発行『新版標準士色帖』 (2004年度版）に拠る。

遺物の文字表現には、材質の差による漢字の偏に必ずしも従うことなく、「わん」は「椀」、

「つき」は「杯」を用いている。

，
 

本書の執筆は、竹内英昭・小演 学・柴山圭子があたり、目次および文末に記した。編

集は調査研究グループで行った。また、発掘調査および資料整理については、西村秋子・

杉原泰子・鈴木美智子・八木光代・水木夏美・オ木 薫・長島悠子が行った。



序

平成 7年度に策定いたしました『史跡斎宮跡 整備基本構想』のなかで、史跡

東部を「遺構の学術的復元・整備ゾーン」と位置づけ、今日まで重点的に学術調

査を継続しております。当区域は平安時代の斎宮の中心と考えられます方格地割

内にあたり、今年度は、過年度の調査で内院を区画した掘立柱塀などが確認され

ました牛菓東区圃の北側の区画であります柳原区画を第143次調査として発掘調査

いたしました。

また史跡西部では、昨年度に引き続き、飛鳥・奈良時代の斎宮の中枢部を確認

するための調査を第144次調査として実施いたしました。

これら調査の概要は本書をご覧いただき、斎宮跡の研究に役立てていただくと

ともに、お気づきの点がございましたらご教示いただければ幸いです。

最後に、史跡斎宮跡の保存と調在研究・整備にあたりましては、地元明和町及

び関係機関並びに斎宮跡調査研究指導委員をはじめとする諸先生方や文化庁から

ご指導、ご助力をいただいております。また、発掘調査にご配慮いただきました

地元の皆様も含めまして改めて厚く御礼申し上げます。

2006 (平成18)年3月

斎宮歴史博物館

館長内田節夫
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ー 前 言

ー 調査の経緯と概要

史跡斎宮跡は、後に斎宮歴史博物館が建設された

古里地区での宅地開発計画に伴い昭和45年に発掘調

査が始まり、文化庁の補助事業として昭和48年から

開始した範囲確認調査を経て、昭和54年3月27日に

国の史跡に指定された。県は史跡指定に伴い斎宮跡

調査事務所を設置して発掘調査に当たり、平成元年

度からは斎宮歴史博物館を建設し、史跡解明の計画

調在を継続して実施している。

斎宮跡の発掘調査は、これまでの成果の蓄積から、

史跡東部に存在した平安時代の斎宮跡解明が中心と

なって進められてきたが、史跡西部に所在すると想

定されてきた飛鳥・奈良時代の斎宮跡を解明するこ

とも重要な課題として残っており、この課題解明の

ため平成13年度には第132次調査として面調奎を実施

している。

発掘調査

史跡東部の調在では、斎宮寮の中枢部である内院

地区の可能性が強い牛葉・鍛冶山地区の調査、その

最北端の寮庫推定区画について、これまでの数次に

わたる調査で区画の解明がほぼ終了しているが、柳

原区画は、内院のすぐ北側の区画であり、斎宮寮頭

の館跡や事務機関の所在地として推定されているも

のの、不明な点も多いため、今年度に第143次調査と

して実施することとなった。

また、史跡東部の飛鳥・奈良時代の斎宮跡の調査

は、対象地域が広いため、効率を考えてトレンチ調

奄による範囲確認調査を平成14年度から実施してお

り、今年度はその 3年次目として、昨年度第142次調

査の西側箇所を第144次調査として実施することと

した。

2
 

調査体制

史跡斎宮跡の調在・整備に関する業務は、斎宮歴

史博物館調査研究グループが担当した。当報告に関

わる組織は以下の体制で行った。

平成16年度

新田 洋（主幹兼グループリーダー•平成16年 8

月31日迄）

竹内英昭（主査•平成16年 8 月 31 日迄、主壺兼

グループリーダー• 平成16年9月1日から）

小浪学（主事兼学芸員）

柴山圭子（主事）

才木 薫（専門業務補助員・平成16年9月1日か

ら）

平成17年度

竹内英昭（主幹兼グループリーダー）

小潰学（主事）

水橋公恵（技師）

3
 

調査研究指導委員会議

斎宮跡の調森・整備について指導・助言を得るた

め、斎宮跡調在研究指導委員会議を実施している。

平成16年度は、第 1回を平成16年7月9日（金）、第

2回を平成16年10月15日（金）に開催した。指導委

員の方々は下記のとおりである（順不同・敬称略）。

上村喜久子（名古屋短期大学教授）

狩野 久（京都橘女子大学教授）

北原理雄（千葉大学教授）

佐々木恵介（聖心女子大学助教授）

鈴木嘉吉（元奈良国立文化財研究所長）

所 京子（岐阜聖徳学園大学教授）

八賀 晋（三重大学名誉教授）

町田 章（独立行政法人文化財研究所奈良文

化財研究所長）

寛（皇學館大学教授）

章裕（京都大学教授）

渡辺

金田

4
 

発掘体験塾

昨年度に引き続き、高校生以上及び成人を対象と

した当館の体験事業として「みんなで掘ろう斎宮一

発掘体験塾ー」を一般公募で実施した。事業の内容

としては、発掘調査の実地体験、室内講義、整理作

-1-
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業といった、一連の発掘調森を8ヶ月（月 1~2回

程度）・計15回(1回台風により中止）に分けて行い、

好評のうちに終了した。

なお、本概報を作成するにあたり、下記の人の助

言を得た。記して感謝の意を示したい。（順不同・敬

称略）

調杏次数 地 区 面積（出） 調在年月日

1 4 3 Rll 650.0 16.5.21~16.8.12 

1 4 4 
G9・GlO・ 

480.0 16.8.18~16. ll.17 
H9 

1 4 5-1 K5 425.0 16.4.13~16.5.6 

145-2 P6 47.0 16.4.7~16.4.8 

145-3 L13 4.2 16.6.4 

145-4 Q13 4.0 16.6.8 

145-5 Gl2 4.8 16.7.9 

145-6 R~U7・8 760.0 16.7.20~16.12.18 

145-7 R~U7・8 550.0 16.7.20~16.12.28 

145-8 P13 2.5 16.7.29 

145-9 Ul3 4.5 16.7.30 

1 4 5 -10 112 4.8 16.10.15 

1 4 5 -11 R13 3.2 16.8.18・16.8.20 

1 4 5 -12 H12 1.5 16.8.25 

1 4 5 -13 Kl2 47.0 16.8.31~16.9.1 

1 4 5 -14 S 13 7.2 16.6.8 

1 4 5 -15 M6 2.5 16.9.22 

1 4 5 -16 R7 43.0 16.10.4~ 16.10. 7 

1 4 5 -17 K6 60.0 
16.11.2~ 16.11. 9 
17 .1.13~17 .1.14 

1 4 5 -18 SlO 3.6 16.11.15 

1 4 5 -19 U7 110.0 16.11.17~16.12. l 

1 4 5-20 pg 53.0 16.9.10~16.9.22 

1 4 5 -21 
D9・E8・ 

1.0 17 .1. 25 
E9 

1 4 5 -22 013 5.0 17 .1.25 

1 4 5 -23 R7 30.0 17.2.9~17.3.8 

1 4 5 -24 U7 198.0 17.3.3~17.3.16 

第 I-1表平成16年度発掘調査一覧

泉雄ニ・伊藤裕偉（三重県埋蔵文化財センター）．

山中章（三重大学）

（竹内英昭）

位 置 土地所有者 現状変更名
保存地区

区 分

明和町斎宮字柳原 明 和 町 計画発掘調柾 1 

明和町竹川字中垣内 明和町・個人 計画発掘調在 2 

明和町斎宮字古里 明 和 町 住宅増築 3 

明和町斎宮 個 人 個人住宅新築 3 

明和町斎宮 個 人 個人住宅新築 4 

明和町斎宮字牛業 個 人 浄化槽設置 4 

明和町竹川 個 人
合併浄化槽埋設Jこ*

4 
及び建物解体

明和町斎宮 明 和 町 下水道管布設 3 

明和町斎宮 明 和 町 下水道管布設 3 

明和町斎宮 個 人
建物解体及び住宅の

4 
新築

明和町斎宮 個 人 住宅の新築 4 

明和町竹川 個 人 合併浄化槽埋設等 4 

明和町斎宮 個 人 個人住宅新築 4 

明和町 個 人 便槽埋設工事 4 

明和町竹川字東裏 個 人 個人住宅新築 3 

明和町斎宮 個 人 庫裏改築 4 

明和町斎宮 個 人 個人住宅新築 4 

明和町斎宮字西前沖 個 人 個人住宅新築 3 

明和Ill「斎宮 個 人 個人住宅新築 3 

明和町斎宮 個 人 合併浄化槽埋設 4 

明和町斎宮字北野 個 人 個人住宅新築 3 

明和IIIT斎宮字宮ノ前 明 和 町 側溝新設 1 

明和町竹川字祓戸 個 人 側溝新設 3 

明和町斎宮字鈴池 個 人 農業用倉庫新設 3 

明和町斎宮 個 人 個人住宅新築 4 

明和町斎宮字東前沖 明 和 町 史跡整備事業 4 

-4-
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II 第143次調在

(6 ARII 柳原区画）

1 調査の契機と経過

第143次調壺区は

内て

、史跡東部に展開する

‘‘、柳原区画と呼ばれ

方格地割の

柳原区画は方格地割の

ているブロックにあたる。

あり、その南中央部付近に

の牛葉東区画は斎王の居所を想定しt~し「内院」と呼

んでいる区画である。

平成5年度の第103次調査や平

調在等では現在の

成 6年度の第108次

竹神社を取り囲むよ

が確認されており

うに掘立柱塀

、今回の調査区はそ>

50mの位置にあたる
'-から北へ約

。内院のす

ことから

ぐ北側の区画である

、東の西加座南地区が主神

のに対し

司と推定される

、今回の調祉区は斎宮寮

するものとみられ

の事務機関が存在

、その実態解明を目的として行

なった。

また、今回の調査区のほぼ中央l
こは昭和49年度に

-7-

実施した範囲確認調在に

ぼ南北に調壺区を縦断し
よる幅4mのトレンチがほ

ていた。

調壺は2004年5

に埋戻まで含めて終了
月21日より開始し、同年8月12日

で、 7月17日（土
した。最終調在面積は約650吋

の参加があった。
）に現地説明会を開催し、約100名

2 調査区の層位

調在区は当初、南北約20m

標南北方向に設定し
、東西約32mのほぼ座

層位は上層から耕作土・
、耕作土から人力により掘削し、

が10cm~2ocmの厚さ
床土以下に黒褐色砂質土層

で堆積が認められ

が含まれてい
、多量の土器

橙色砂質土の地山面
たが、遺構の検出は困難であったため、

遺物は耕作土層から混入し
で遺構の検出を行なった。

暗褐色砂質層によ
ていたが、床土である

り多く包合されていた。出土総量
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第II-2図第14 3次調査区大地区・グリッド図 (1: 400) 

一了＝ 10.2m 

10.2m 

18 

ー 1二 E
 

1表土 10黒褐色砂質土(10YR2/3) 20暗褐色砂質土(10YR3/3)
2暗褐色砂質土(10YR3/3) 1 1黒褐色砂質土(75YR2/2) 21黒褐色砂質土(75YR3/2)
3黒褐色砂質土(75YR3/2) 12暗褐色砂質土(10YR3/3) 22黒褐色砂質土(10YR3/2),橙色土

4黒褐色砂質土(10YR2/2) 13灰黄褐色砂質土(10YR4/2) プロック混
5黒褐色砂質土(75YR3/2),橙色 14黒褐色砂質土(10YR2/3) 23灰褐色砂質土(75YR4/2)

粘質土(75YR6/6)プロック混 15黒褐色砂質土(10YR3/2),橙色土 24黒褐色砂質土(75YR3/2),橙色土
6黒褐色砂質土(7.5YR3/1),橙色土 プロック混 プロック混

若干含む 16黒褐色砂質土(10YR2/3) 25暗褐色砂質土(10YR3/3)

7黒褐色砂質土(10YR3/1) 17客土
8黒褐色砂質土(7.5YR2/2) 18地山
9灰褐色砂質土(7.5YR4/2) 19黒褐色砂質土(10YR3/1)

s E--

西壁断面

—————, ___——,! -"—-,===/2 」二 10.2m

26黒褐色砂質土(7.5YR2/1),焼土・

炭混
27黒褐色砂質土(7.5YR3/1),焼土・

炭混
28黒褐色砂質土(10YR2/2),橙色土

プロック混
29黒褐色砂質土(7.5YR2/1)
30黒褐色砂質土(7.5YR2/2)
31黒褐色砂質土(10YR2/2)
32黒褐色砂質土(7.5YR3/2)
33橙色砂質土(7.5YR6/6)
34黒褐色砂質土(7.5YR3/1)
35黒褐色砂質土(10YR2/3)

5m 

第II-3図第14 3次調査区土層断面図 (1: 100) 
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は遺物収納箱250箱程度である。

調査前の標高は10.4mほどで、ほぽ平坦である。

3
 

遺 構

今回の調査区では奈良時代から鎌倉時代にかけて

の遺構を中心に確認している。遺構は道路跡、掘立

柱建物、竪穴建物跡、井戸、土坑、溝のほか、現時

点では建物又は柵等の柱穴と捉えることができない

ピットが多数検出された。なお、掘立柱建物の主軸

方向は、南北棟・東西棟を問わずすべて座標北 (N

軸）を基準として表記している。

(1)道路跡

方格地割施工以前に機能していた両側S F6800 
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第 1[一5図 第 143次調査区 S B9003平面・断面図 (1: 100) 
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第1I―6図第14 3次調査区 S B9011・S B9012 (上）， SB9013・S B9009 (下）平面・断面図 (1: 100) 
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側溝をもつ道路跡で、調査地内を北西から南東方向

へ横断する。道路跡の北側側溝をSD6801、南側側

溝をSD6802と呼んでいる。

道路面は削平を受けているとみられ、両側側溝も

最大幅が Imほどである。側溝は今回の調査では掘

削を行わず、確認のみとした。部分的な断面断ち割

りの結果、北側で深さ15cm、南側で深さ25cmほどし

かない。

道路幅は、路面で約 8m、側溝芯々間の距離で約

9mとなる。

(2)竪穴建物跡

S H9001 調在区の北西部で検出されたもので、

平面径5.5~6mをはかる。建物内は西側を中心に内

側が一段低くなり、東側に向かうに従い、その段差

面が解消されてくるところから、 2棟の建物の重複

とも考えられたが、断面等の観察からは不分明であ

り、後述する焼土塊等の広がり等から考えて 1棟の

建物と考えた。

主柱穴は認められず、床面は硬化していた。明確

な竃遺構は認めらなかった。建物の北西部に焼土や

白色粘土、炭化物などを含む土塊が集中しており、

精在に努めたが、とくに明瞭な遺構の検出には至ら

なかった。

S H9001は、道路跡SF6800の南側側溝および路

面の一部と重複しており、道路が機能停止してのち

に構築されたものという判断ができる。

埋土中から多量の土師器・須恵器等の土器類が出

土した。特殊な遺物として、管状土錘が計158点にの

ぼり多量に出土したほか、製塩土器、フイゴ羽口、

炉壁塊、鉄釘などがあり、多量の炭化物や焼土の存

在とともに工房的な性格を表す可能性がある。

S H9002 調壺区の北西隅に一部が確認されたも

ので、土坑の可能性も残るが、埋士にSH9001同様

の白色粘土や焼土を含むことから、これと同じ性格

の遺構と考えた。調査の範囲内での知見からすると、

平面方形でコーナ一部にあたる箇所と思われる。出

土した遺物は、土師器・須恵器を中心とする土器類

で、ほぼSH9001と同じ時期である。

(3)掘立柱建物

-12-

確認された掘立柱建物は12棟で、平安時代中～後

期と考えられるものがあるが、時期の特定できない

ものも多い。

S B9003 調査区の東半部で確認された南北建物

で、 5間X2間の身舎に柱間2.9mの広縁の東廂がつ

く。南端部は調査区外へかかるが、梁間中央の柱穴

が確認されたことから、南北 5間とすることができ

る。

建物の方位はN2°Wとなり、柱穴掘形は長方形で、

長辺約 lmと比較的大きいものがある。柱間間隔は

ほぼ2.3mとなる。出土遺物が少なく、時期の特定は

難しい。

S B9004 S B9003と一部重複し、 SB9004の方

が新しい。南北 3間以上、東西 2間で、柱穴掘形の

大きさは不揃いで、建物方位はN5°Wとなる。柱間

間隔は1.9mである。平安中期の遺物が出土している。

S B9005 調査区の東端で確認され、調在区外へ

続くとみられる。南北 3間の南北棟建物と思われ、

建物方位はN5°Wとなる。柱間間隔は2.5~2.6mと

なる。出土遺物はほとんどない。

S B9006 S B9005と大きく重複するが、柱穴の

重複箇所がないため、遺構から建物時期の前後関係

は不明である。東西棟の建物と思われるが、調査区

外へ続くため、全体の規模は不明である。建物方位

は、 N2°Wとみられ、柱間間隔は2.5mとなる。平

安後期の遺物が出土している。

S B9007 調査区の北東隅で一部が確認されたも

ので、東西棟の建物と思われ、東西 4間以上となる。

建物方位はN2°Wで、柱間間隔は1.9mとなる。出

土遺物がなく、時期が特定できない。

S B9008 大部分が昭和49年度に実施した範囲確

認調査のトレンチ部にあたるが、東西 3間、南北 2

間の東西棟建物である。建物方位はNO゚ で、柱間間

隔は2.lmとなる。平安後期と思われる遺物が出土し

ている。

S B265 昭和49年の確認調査の際に推定された南

北棟建物で、南北 4間、東西2間となり、建物方位

はNO゚ で、柱間間隔は2.0mをはかる。時期は特定

できない。

S B9009 調在区の南西隅で確認された東西棟建

物と考えられるもので、東西4間以上となる。建物
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第Il-7図 第 14 3次調査区 S K9026 平面・立面図 (1: 40) 
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方位はN2°Wとみられ、柱間間隔は2.2mとなる。

S B9013と重複するが、前後関係は不明である。平

安後期と考えられる遺物が若干出土している。

S B9010 調査区の北西隅近くで確認された南北

棟の可能性がある建物跡で、南北 2間で調在区外へ

延びる。建物方位はN2°Eで、柱間間隔は2.0mを

はかる。時期は特定できない。

S B9011 調査区の南西で確認された東西棟建物

で、東西5間以上、南北2間となる。建物方位はN

0゚ で、柱間間隔は2.0mとなる。 SB9012と重複す

るが、前後関係は判然としない。出土遺物から時期

は特定できない。

S B9012 S B9011及びSB9013と重複する東西

棟建物で、 SB9013より新しいと判断できる。東西

5間以上、南北 2間となる。建物方位はN5°Wで、

柱間間隔は1.9mとなる。出土遺物から時期は特定で

きない。

S B9013 S B9009及びSB9012と重複する東西

棟建物で、東西 5間以上、南北2間となる。建物方

位はN5°Wで、柱間間隔はl.9~2.2mとなる。出土

遺物から平安後期のものと思われる。

(4)井戸

S E9014 調査区の北辺中央やや西寄りで確認さ

れたもので、現状では素掘りとなる。検出面ではや

や広がるが、径約1.5mの円形の掘形となり、壁面に

亀裂が著しく、崩落の危険があるため、深さ2.lmま

で掘削するに留めた。

a b 

10.lm 

.£;¥' ー＝一=
三

<E3 

A〕

a 

゜
2m 

第Il-8図 第 14 3次調査区 S K9028 平面・立面図 (1: 40) 
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埋土から鎌倉時代前期を中心とする遺物が出土し

ており、破棄・埋没の時期と考えることができる。

(5)土坑

調査区内からいくつかの土坑が確認されたが、多

くは不定形の廃棄土坑と思われるものである。奈良

時代後半～鎌倉時代にかけてのものがある。

S K9015 S B9006の柱穴と一部重複し、これよ

りも新しいことがわかる。長径1.3mの楕円形の土坑

で、平安時代中期の遺物を含む。

S K9016 一辺2mほどの方形の土坑で、底面か

らSB9003の柱穴が検出されたことから、これより

も新しいことがわかる。埋土から平安時代中期の遺

物が出士した。

S K9017 S K9016に隣接する径 lmの円形の土

坑で、出土遺物から平安中期頃のものと思われる。

S K9018 調査区の中央やや北東寄りで確認され

た長辺1.5mの長方形の土坑で、平安時代後期の土器

を含む。

SK9019 SK9018と重複する土坑で、 SK9018 

より古い。長辺1.5mの長方形で、平安後期の遺物を

含む。

S K9020 調査区の北辺で一部が確認され、調査

区外へ広がる。現状では長径3.2mの楕円形の土坑で、

平安時代の遺物が少量出土している。

S K9021 長径1.7mの楕円形の土坑で、 SB9003 

の柱穴が底面で確認された。平安時代後期の遺物を

含む。

S K9022 調査区の中央付近に位置する不定形の

土坑で、 SB9003の柱穴と重複し、これより新しい。

鎌倉時代前期の遺物を含む。

S K9023 調査区の中央南辺付近に位置する不定

形の土坑で、調査区外へ広がる。鎌倉時代末期の遺

物が出土した。

S K9024 S K9023の北に位置する不定形の土坑

で、平安時代後期の遺物が出土した。

S K9025 S K9024の北方に位置する長径2mほ

どの楕円形の土坑で、平安時代後期の遺物が出土した。

S K9026 S K9025の北西に位置する径2mほど

の不整円形の土坑で、平安時代後期の多量の土師器

を中心とした土器が一括破棄された状態で出土した。

S K9027 調査区の南西で確認された不定形の土
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坑で、鎌倉時代前期の遺物が出土している。

S K9028 S H9001の南側で確認された長径2.4m

の楕円形の士坑で、平安時代後期の多量の土師器を

中心とした士器が一括破棄された状態で出土した。

S K9029 S K9027の西方で確認されたやや不整

形な円形の土坑で、平安時代後期の遺物が出土した。

S K9030 S H9002の東に隣接して確認された長

径1.6mの楕円形に近い土坑で、奈良時代末期の土器

が若干出土した。

S K9031 調査区の北西、 SF6800の南側側溝と

重複して築かれた楕円形に近い土坑で、奈良時代と

思われる土器片がわずかに出土したが、土坑時期を

示すものかどうかは不明である。

S K9032 調査区の西端、 SH9001の南西で確認

された長径1.7mの楕円形に近いと思われる土坑で、

平安時代後期の遺物が出土している。

S K9033 S K9029の南側で確認された不定形の

土坑で、平安時代後期の遺物が出土した。

S K9034 調査区の南西隅で確認された土坑で、

南半は調在区外へ広がる。奈良時代後～末期の遺物

が出土した。

S K9035 S K9033と重複する士坑で、平安時代

末期の遺物が出土している。

S K9036 調壺区の南端、中央やや東寄りで確認

された土坑で、平安時代後期の遺物が出土した。

S K9037 S K9036の西側で確認された径0.8mの

円形の土坑で、平安時代後期の遺物がややまとまっ

て出士した。

S K9038 調査区の南東、 SF6800の南側側溝及

びSB9004の北東隅の柱穴と重複するので、 SF6800 

より新しく、 SB9004よりは古いことがわかる。平

安時代前期の遺物が出土した。

S K9039 調査区のほぼ中央付近で確認された土

坑で、平安時代後期の遺物が出士した。

S K9040 S K9039の東側で確認された不整円形

の土坑で、平安時代後期の遺物が出士している。

(6)溝

S D9041 調査区の東寄りで確認された南北方向

の溝で、南東部で一部断絶する。深さは10~55cmを

はかり、平安時代以降の遺物が出士している。



S D9042 調在区中央付近で確認された東西方向

の溝状の遺構で、平安時代以降の遺物が出土している。

S D9043 S H9001と一部重複する南北方向の溝

で、平安時代以降の遺物が出土している。

S D-9044 調査区の南西で確認された南北方向の

溝で、平安時代後期の遺物が出土した。

S D9045 S D9043とほぼ平行して延びる南北方

向の溝で、 SD9043と連続する可能性もある。平安

時代後期の遺物が出土した。

S D9046 S E9014と重複する南北方向の溝で、

S E9014より古い。平安時代後期の遺物が出土した。

S D9047 調査区の南東、 SD9041の東側で確認

された南北方向の溝状遺構で、平安時代後期の遺物

が出土した。

4 出土遺物

ここでは主な遺物について、『斎宮跡発掘調査報告
① ② 

I』 及び都城編年 をもとに記述する。なお遺構

出土遺物の種類に関しては、第1Iー 3表も併せて参

照されたい。

S H9001出土遺物 (1~311) 土師器及び須恵器

を中心に、円脚硯、土玉、製塩土器、土錘、鉄釘、

フイゴ羽口、炉壁塊などが出土した。とくに士師器

の杯皿類を中心に多量に出土し、その出土量からす

ると、建物の廃棄時に一括して多量の遺物を破棄し

たと考えられる。

土師器杯は口径が12~17cmを超えるものまであり、

ほとんどのものが口縁部を下半までヨコナデし、底

部を未調整とする。皿は口径16~21cmが中心で、成

形手法は杯と同様であるが、外面にヘラケズリを施

すものがある。

土師器椀は口径13~14cm前後のものと15~18cm程

度のやや大ぶりのものがあり、口縁部上半のみをヨ

コナデし、以下を未調整とするものだが、一部外面

にヘラミガキないしヘラケズリするものや内面にヘ

ラミガキが残存するものがある。杯・皿ともA形態
③ 

のもの とB形態のものが混在する。

その他土師器には杯Gと呼ばれる、古墳時代以来

の在地型の杯 (1~3)が少数含まれている。

須恵器のうち、壷Gと呼ばれるミズビキ成形され

るスリムな徳利状の器形のもの (137)があり、しば
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しば長岡京を中心とする都城遺跡などでも出土し、

伊豆地方で生産されたものといわれるものである。

斎宮 I-4~II-1段階、奈良末～平安初期に相当

する。

S H9002出土遺物 (313~322) 土師器、須恵器、

土錘が出土した。土師器杯皿類は口縁部をヨコナデ

し、以下を未調整とするもので、高杯は脚部外面を

面取りするものだが、 SH9001同様に長脚化するも

のとその傾向にないものが混在する。 SH9001同様、

斎宮 I-4~II-1段階、奈良末～平安初期に相当

する。

S B9004出土遺物 (333・334) 土師器杯 (333・

334)は口縁部上半をヨコナデし、以下を未調整とす

る。斎宮II-4段階、平安中期に相当する。

8B9006出土遺物 (335~337・982) 土師器皿(335・

336・982)と山茶椀と呼ばれる陶器椀 (337)がある。

斎宮III-2段階、平安後期に相当する。

S B9008出土遺物 (338・983) 平安後期の土師

器皿で、 (983)は外底部にハケメを施し、高杯とな

る可能性もある。

S B9009出土遺物 (339・948) 平安後期の土師

器皿で、口縁部のみヨコナデし、以下未調整。

S B9013出土遺物 (971) 平安後期以降の土師器

皿がある。

S E9014出土遺物 (912~928) 鎌倉前期の土師

器、陶器のほか、青磁・白磁などの輸入陶磁器が出

土している。 (926・927)は、土師器鍋で、伊藤裕偉
④ 

氏のいう南伊勢系鍋第 1段階 に相当する。

S K9015出土遣物 (340) 平安中期の土師器、須

恵器及び灰釉陶器などが出土している。 (340)は土

師器皿で、口縁部上半のみヨコナデし、以下未調整

とする。斎宮II-4段階。

S K9016出土遺物 (342~344) 平安中期の土師

器、須恵器、灰釉陶器のほか、鉄滓が出土している。

(342・343)は土師器皿で、 (344)は灰釉陶器段皿

である。斎宮II-3・4段階に相当する。

S K9018出土遺物 (347) 土師器、灰釉陶器、陶

器及び白磁が出土している。 (347)は外面に花弁文

を連続させる白磁。斎宮III-2•3 段階、平安後期

に属する。

S K9024出土遺物 (348~351) 土師器、須恵器



及び灰釉陶器などが出土している。 (348・349)は土

師器皿で、 (350・351)は回転台土師器皿である。斎

宮皿ー 2・3段階、平安後期のものである。

S K9025出土遺物 (352~358) 土師器、須恵器、

陶器及び白磁などが出土している。 (352~356)は土

師器皿で、 (357)は回転台土師器皿、 (358)は玉縁

状の口縁となる白磁椀である。斎宮III-3段階、平

安後期に属する。

S K9026出土遺物 (393~536) 土師器、須恵器、

灰釉陶器、陶器、瓦器、白磁のほか、土錘等が出土

している。土師器皿は口径9~10cm前後のもの(393~

482)と14~15cm前後のもの (483~515)がある。こ

のうち、 (468・469)は、いわゆる「て」字皿と呼ば

れるものである。 (516~531)は回転台土師器皿で、

口径9cm前後のもの(516~526)、15cm前後のもの(528~

531)のほか、高台のつくもの (527)がある。 (533)

＼ □三 ~o. 
~4~6~8 Cl~s 
こ:c二7~" ー二：

二:~ニニ~-ロニ。ロー
□二こJ, ~ ロニJ,9~ー 1 ― 

□二□:~ ニ丘二。 三~1~
~J,2 —- . ― 

~-J. ~21 ー

~o~ ニLJ
~~~ ニニ3

~J,1い23~—--- 34 

22,- 1J~ ニニー~

~=J,2~24 

ーニしーパ5~ロニ
ロニニニニニ~~ニ=1..~ニ
ロニ.~~ ~ ニu.ローJ=ニ
CLJ,5 C しJ7 O・ 20.cm 

第Il-9図第14 3次調査区出土遺物実測図 (1)(1:4)
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は瓦器椀で、内面見込み部にジグザグ暗文が施され、

体部のヘラミガキも密である。斎宮III-3段階、平

安後期に相当する。

S K9027出土遺物 (905~911) 土師器、陶器、

瓦器及び白磁などが出土している。 (908・909)は土

師器皿で、 (906)には脚状の高台がつく。 (907)は

瓦器椀で、内面のヘラミガキは密だが、外面はやや

簡略化されている。平安末～鎌倉前期に比定できる。

S K9028出土遺物 (569~886) 土師器、須恵器、

~ 103 
／〗ニニニ＝ミ＼

104 

／口~―̀ 105 
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ーロ〕
108 

111 

0 20cm ← I I ,--, I I 

緑釉陶器、灰釉陶器、瓦器及び白磁等の輸入陶磁器

が出士している。 (569~842)は士師器皿で、口径8~

16cm前後のものまであるが、 9~10cm前後のもの、

14~15cm前後のものが多い。 (837・838)はいわゆる

「コースター型」皿と呼ばれるものである。 (839~

842)の皿には高台がつく。また、 (843~880・882・

884・885)は回転台土師器である。斎宮m-3段階、

平安後期に相当する。

S K9029出土遺物 (345) 土師器、須恵器、灰釉

✓,,,, 

---

第II-11図第14 3次調査区出土遺物実測図 (3)(1:4)
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陶器、黒色土器A類などが出土している。 (345)は

土師器皿で、斎宮ID-2段階、平安後期に相当する。

S K9030出土遺物 (323) 土師器、須恵器が出士

している。 (323)は士師器杯で、斎宮 1-4段階頃、

奈良末～平安初期に相当する。

S K9032出土遺物 (359~367) 土師器、須恵器、

陶器、緑釉陶器、青磁等が出土している。 (359~367)

は土師器皿で、斎宮ID-2段階、平安後期に相当する。

S K9033出土遺物 (537~568) 土師器、陶器、

白磁などが出土している。 (537~546・551~556)は

訂 且 凶
⑤ 

゜゚
0 ⑤ 0 

257 258 259 260 261 262 

叫

゜

土師器皿で、口径9cm前後のものと、 15cm前後のも

のがある。 (547~550・557~565)は回転台土師器で

ある。斎宮皿ー 2・3段階、平安後期に相当する。

S K9034出土遺物 (324~332) 土師器、須恵器、

黒色土器A類、製塩土器、土錘が出土している。土師

器皿 (332)外底面には放射状にのびる蕨手状の記号

の墨書がある。 I-3•4段階、奈良後～末期に相

当する。

S K9035出土遺物 (887~904) 土師器、須恵器、

緑釉陶器、灰釉陶器、陶器、青磁等が出土している。

゜゜
にソ

゜゜
口，263 264 265 266 267 268 

-_m¥ __ ITT¥_ 一八＿＿□_ 八

゜
@) 

゜゚゜゚゜゚゜゚
G ◎ 

0282  270 271 272 273 274 275 276 277 278 279 280 281 

——• --□＿＿□ -- I ITT¥ 爪I 
I 

- I -
I 
I 
I 

G 

゜
Q, 

゜゚
0 

゜
(0 Cw 

゜゚゜
@ 

283 284 285 286 287 288 289 290 291 292 293 294 295 

゜゚ > 『-〗 り——, ",--, ,,'―-0-_g_ 

゜⑪ 

゜ 0 0 
◎ 0, CD c G 

゜゜,Q 303 304 305 306 307 308 

296 297 298 299 300 301 302 

包 n
-0- -0-

゜゜
309 310 

> >]>
~ 

砂 ぼ

゜
20cm 

認 311
I::!, 

312 

第IIー14図第14 3次調査区出土遺物実測図 (6)(1:4)

-22-



(887~903)は土師器皿で、 (894~896)には高台が

つく。 (904)は青磁小椀で、竜泉窯系のものと思わ

れる。平安末頃に相当する。

S K9036出土遣物 (388~390) 土師器、陶器等

が出土している。 (389)は回転台土師器皿である。

斎宮III-2段階、平安後期に相当する。

S K9037出土遺物 (368~387) 土師器、黒色土

器、緑釉陶器、灰釉陶器及び猿面硯等が出土してい

る。 (381・382)は回転台土師器皿で、 (387)は猿面

硯の破片である。斎宮III-2段階、平安後期に相当

する。

S K9038出土遺物 (341) 灰釉陶器皿のみが出土

した。灰釉はッケガケされ、斎宮II-3段階、平安

前期後半のものと思われる。

S K9039出土遺物 (346) 土師器等が出土してい

る。 (346)は土師器皿で、平安後期に相当する。

S K9040出土遣物 (391~392) 土師器等が出土

している。 (392)は回転台土師器で、鉢形となると

思われる。平安後期に相当する。

S D9042出土遺物 (929~934) 土師器、灰釉陶
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器、陶器、青磁及び白磁などが出土している。 (930)

は回転台士師器皿である。

S D9043出土遺物 (938) 土師器、須恵器、白磁

及び製塩士器等が出土している。 (938)は白磁椀で、

口縁部が肥厚し玉縁状となる。

S D9044出土遺物 (943~947) 土師器、須恵器

及び土錘等が出土している。

S D9045出土遺物 (935~937) 士師器及び陶器

等が出土している。 (937)は回転台土師器椀である。

S D9046出土遺物 (939~940) 土師器及び須恵

器等が出土している。

S D9047出土遺物 (941~942) 土師器、須恵器

及び陶器等が出土している。

その他Pit等出土遺物(949~970・972~981・984~

991) 平安後期以降のものが多い。 (984)は土馬の

尻尾ないし脚部の可能性がある。

包含層出土遺物 (992~1039) 包含層からは多量

の遺物が出土している。 (1032)は灰釉陶器の耳皿、

(1033・1034)は白磁椀で口縁部を肥厚し、玉縁状

とする。 (1036・1037)は土馬の脚部片と思われる。

(1039)は石製の風字硯の破片である。また、 (1031)

は、いわゆる山茶椀の底部片だが、外底面に「侍所」

と読める墨書が認められる。

~39 

¥。

~ 

~ 

~869 

こ :0

L ロデ
871 

叉 叉 849 ごー三ピ三パ55 ~-―ニーーそク843 862 

~844"c、一十そプ850 ＼ ＼ 三 863856 

＼、―-土857 ヒ 864 ＼し845~851 ＼ 

戸 852＼ーーピ846 ¥____、 ~858 ~865 

三~9＼ ピ847~ ド 853 ＼ ~~66 

01 

~848~ ニこ/854~60~67

□ :72三75~二二~61 二~8

~873~ ニこ~ \~:79 

□□ ~74~~ 
ロニ

"'・・. /:: . . ..  ~ 
20.cm 

第II-22図第14 3次調査区 出土遺物実測図 (14)(1 : 4) 

-30-



支887~891

ゞー888¥..___ f--ジ
892 

守~889
~893 

~890 

~894~ ニニ~― ;?897 三三二901

c:EI"'~ 三二7.,,冒二二，~

ffl.~ ーーロ899~二上~3
三..ニ

~905 

口 06

ミ==-~こ

，` 
ミ
‘
¥
¥
、

ン

ミ

｝

、

＼

ニ
ク
／
〗

l
[―
[
ミ
[

―-[--[／
-
l
/
]
 

ニ
竺
[
-
三
i

(

I

ローロニ＿＿＿二

-

、

「

/

-＿
’
¥
'
¥
l
(
 

r
 

-
．
[
＇
/
 

¥

、

―

―

.

 

-
、

＼
 

、/＼
 

]
 

。
20.cm 

ー，
 

/ヽ

9

 

2
 

ー
‘、
9

」

（

＼

 

ー

ー

●

ー

ー

ー

ー

1
1
ー
，

11J

/
 

__ I
`
.
｀
 

，
＼
ー
、
＼

‘
`
‘
{
｝
 ノ

＼
ー
以
—
—i
ー
_

_

 
ー

／

しニ:::bJ915、三三，18

□二二/923

三

文~21 ~22 

？`  
9 ノ ) -、 一ー、一一、 一- -. 

＇ ク·,-,'-~- - -, ―‘ 、,'''') 7 -, —I-\-, ー，一，-.
I 

）；可万万ー，万ブ―うう''~--, ―、-----I I•'I I I• ,_ -,-, ----—-II''''  一＼ ， 

-\-、-,~.-,-, ―-, ―-, 

ニーー一ーニニロニロ―_--_
_,_ - -―- r , 

ヽ、
ヽ

、＇

1----―ーーニ―:_----__:_-=—— ―― 

第 1Iー23図 第 14 3次調査区 出土遺物実測図 (15) (1 : 4) 

-31-



三三ー:9ーロ
（文□三£1

930 

~ 935 

~ 36 

~ 939 

~:~940 

＼二，43

~ 944 

三］二~932

□二□~ 33 

＼ 
-7 

m ~ ニ三旱~"'
,, 938 ここ」~947

文 941
~ 上-===:::!)945

ロニロニ 34

口 一

ミニ~ 948

文ー 949

~ 950 

＼ここi,;~52

~ 匡ニク，54

~~ 上~ぅ，56

~ 957 

~ 958 

~~ •— ~ 959 

~ 961 

'---~-_l ーラク963

~ 965 

~ 966 

こ二戸~ 967

~~· 
~ 2 

ミー~3 ゜
20cm 

口戸］二d10
~j-:A 

〔二~73

~
 
二

~J ―ヘ
~ 

= 972 

了
[=-

-~75 

ヽ〗□三ご：~7

~ 978 

' ーコロ
タク

---

＝ ~ g 

-—— 976 

~=~8。

~ 二／ニ

~ 2 

＼ーロ← こニニごジぞ:3

4
 

8
 ，
 

1

町
酎
U190 

二~-~ニ三

-.. —ーニロ―/――-=ベ-、
'-、9 、-、マ

二二＿

990 

ここ二ニこニニ こ二こー＜ニー一.--,---' ~~ —、=-—------;: .....'::: ::.. 
（ 

、どて―,~--=- '=— ミア)、ヽ｀
- -べC --'--- --=こ'----::: _. 一---::=-'~ ⇒ ~) -

-―- ,-
, __ (_ 

_)  

第 1Iー 24図 第 14 3次調査区 出土遺物実測図 (16)(1 : 4) 

-32-



5 まとめと検討

(1)土器編年の新資料とその修正について

2000年に設定した斎宮跡出土土器の編年は、第 I~

皿期に大別し、さらに各期を段階設定した。一応の

体系化がなったわけであるが、細部でさらなる調整

の必要な課題も内包することとなった。

①第 1期から第11期にかかる過渡期の問題

斎宮 I-4段階は、第 I期の最終段階として位置

づけられ、土師器はそれまでの都城に似せたものか

ら、新しい手法による独自形態のものへと変化する

過渡的な様相を示すものとしていた。

しかしながら、基準資料としたSE4580出土遺物

は必ずしもこの段階の土器様相を的確に示すに資料

数が十分とはいえず、都城編年との併行関係や年代

観を含めて再検討を要するものである。

今回の調査で確認されたSH9001出土土器は、竪

穴建物の廃絶時に一括廃棄された土器を多量に含み、

第 I 期から第 1I 期、つまり斎宮 I-4段階から 1I —

1段階の過渡的な様相を示す資料として重要となる

はずである。

S H9001出土土器は、土師器の杯・椀・皿の供膳

形態にA形態と B形態のどちらも相当量含んでいる。
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ただ、全体の様相は、斎宮 I-3段階の基準資料で

ある SK6210出土資料よりも明らかに新しく、斎宮

II-1段階とする SK6030に近い。

SH9001の性格が後述するように方格地割の施工

時に関わる建物とすれば、破棄時点が方格地割の完

成と時期的に重なることとなる。 SH9001埋土中に、

ー住居での消費を凌駕するほどの多量廃棄された土

器がある点、この考えを補強するものだろう。

一方、斎宮II-1段階とする基準資料のSK6030 

とSK1445は、 SK1445の方がより後出的要素があ

るが、どちらも東海産の施釉陶器を含んでいないの

で、その年代の下限が9世紀第 1四半期のうちにある。

また、都城の土器との併行関係を考えるうえで最

も重要な指標となる土器が須恵器の壷Gで、その特

徴は長岡京跡から出土するものとほぽ同じであり、

遺物の時期を限定することができる。

以上のことから、 SH9001の出土資料は、方格地

割完成時の土器様相を表す可能性が大きく、その年

代は都城で比較すれば長岡京期頃、すなわち 8世紀

第4四半期から 9世紀にかかるまでのうちに求める

ことができる。

斎宮 1-3段階の年代をめぐって、下限は光仁朝
⑤ 

にまで下る可能性の指摘 もあり、斎宮 1-4段階

の設定はさらに困難になりつつあり、むしろ斎宮 I-

3段階の細分等の見直しも今後必要となろう。

②第m期の見直しと第w期の設定

平安時代中期以降の斎宮は、華やかな王朝文化の

地方拠点であったイメージに対し、遺構の状況とし

ては不明な点が多い。この時期に相当する土器編年

の第皿期は、土師質土器、ロクロ土師器あるいは回

転台土師器とも称せられる、陶磁器製作に普遍的な

輔櫨ないし回転台を利用して製作された土師器の出

現をもって以前の第I1期とは画されるものである。

これまで第皿期は3つの段階を設定し、年代的に

は皿ー 1段階を10世紀後半代に、同 2段階を11世紀

前半代に、 3段階を11世紀後半代に充てている。

しかしながら、皿ー 3段階の基準とする SD3052 

出土資料と同 2段階の基準とする SK1730・1074な

どの資料との型式差は大きい。

S D3052出土資料の場合、溝埋土出士資料という

-34-

点で一括性に劣ることもあり、再検討の必要性は以

前より指摘するところであったが、今回の土坑SK

9026およびSK9028で一括廃棄された土器群は、こ

れを補う上で好資料となるものである。

S K9026では、非回転台成形の土師器皿が主体を

しめるが、一定量の回転台土師器が含まれる。土師

器皿のなかには少量ではあるが、いわゆる「て」字

状口縁皿がみられる。畿内を中心に盛行したこの種

の皿のなかでも、やや後出・退化的なものであり、

古相の瓦器椀も伴出している。これらの特色から11

世紀後半代の様相を示す土器群といえる。

S K9028は、 SK9026と同様、多量の土師器皿を

中心とするが、 SK9026に「て」字状口縁皿が含ま

れていたのに対し、 SK9028では「コースター」型

の皿となるが、これらが時期差を表すとは断定でき

ない。回転台土師器は、 SK9026より量的に多いが、

柱状高台の皿や平安京左京三条四坊四町高倉宮・曇
⑥ 

華院跡4次井戸12 等で出土している高杯形のもの

もある。山茶椀と呼ばれる陶器椀は藤澤良祐氏の編
⑦ 

年 でいう 3型式にあたるもので、これらから11世

紀後半代に位置づけられるものである。

これら SK9026とSK9028の出土資料は、年代的

に斎宮m-3段階に相当することになり、前述した

ように、基準資料としている SD3052とは合致せず、

S D3052資料の方が後出的である。

一方、これまでの斎宮編年では設定されていなかっ

た鎌倉時代の資料について、今回提示しておきたい。

資料的に十分とはいえないが、 SE9014出土遺物は、

中世的な土器様相を示すこともあり、第m期から切

り離し、第w期として設定したい。

今回の SE9014出土資料は、大型の浅鉢などが認

められ、土師器甕の鍋として定着する初期の段階、

伊藤裕偉氏の南伊勢系鍋の第 1段階に相当し、山茶

椀は、藤澤氏の第 5型式にあたり、これまでの年代

観から13世紀を前後する時期となる。

S E9014を斎宮N-1段階とした場合、 SK9026 

及びSK9028などの斎宮m-3段階との間に連続性

は薄い。したがって第皿期に少なくとももう 1段階

設定し、斎宮m-4段階としておく必要がある。こ

の標式となる資料は今後示していく必要があるが、

従来の基準資料の SD3052出土資料に相当するもの
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で、より一括性のあるものを示すべきであろう。

(2)奈良時代道路跡について

調壺区の北西から南東にかけて延びる平行する 2

条の溝を両側側溝とした道路跡SF6800が確認され

た。この道路跡は溝芯々距離で幅9mあり、方格地

割の造営直前までは度会郡、つまり伊勢神宮を終着

とする可能性が大きく、斎宮地内では台地上を北西

から南東方向に向かって、ほぼ直線的に延びること

が推定されている⑧。この延長にランドマークとし

て見えるものは現在の伊勢神宮内宮の背後に聾える

朝熊山であり、奈良時代古道は、これを目印に設定

された可能性も考えられる。

S F6800は、内院地区では斎宮 I-3段階に相当

する一括遺物が出土する SK6010・6020などの土坑

群に道路面を壊されていると考えられることから、

斎宮 I-3段階の年代からすると、内院地区では光

仁朝にはすでに付替えられている可能性が高い。今

回の調在区ではII-1段階のSH9001やSH9002が

古道廃棄後に造られたことが、古道と重複関係を有

するような I-3段階に遡る遺物を伴う遺構は確認

されていないため、内院地区の外側の区画である柳

原区画での古道の付替え時期が内院と機を一にする

ものかどうかの確認にまで至らなかった。

(3)方格地割の施工時期について

これまで方格地割の施工時期については、奈良時

代後半の光仁朝とみる説を有力視する考えがあった。

その背景には『続日本紀』宝亀 2 (771)年11月条の

斎宮造営のためとして気太王の派遣の記事があり、

これが光仁天皇と、自らも斎王として伊勢へ赴任し

た経験のある后の井上内親王との間に生まれた酒人

内親王の斎王就任を前提にしたものと考えられたこ

とにある。

一方で、『続日本紀』延暦4 (785)年4月条に紀

朝臣作良を造斎宮長官に任命する記事もあり、桓武

朝に洒人内親王の娘である朝原内親王の斎王就任に

際しての斎宮造営に合致させる説もある。

鍛冶山西区画などのこれまでの調壺知見からする

と、内院地区については、当初はその東限とみられ

る掘立柱塀が方格地割に必ずしも規制されていない
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ことから、方格地割に先立って成立していたと考え

られ、内院の造営が光仁朝に遡る可能性がある。

光仁朝の酒人斎王の場合、斎宮造営記事から 2年

後の宝亀 5 (774)年 9月に伊勢へ向かうのに対し、

桓武朝の朝原斎王の場合、造営長官任命記事からわ

ずか4ヶ月余り後に伊勢に向かっている。井上一洒

人ー朝原という 3代にわたる斎王、退任後に天皇の

皇妃にというラインで結ばれた、奈良時代の嗚り物
⑨ 

入りともいえる斎王 の宮を、紀作良長官の就任か

ら実質 4ヶ月も猶予もない期間で選地から整地、内

院建物の新造はあまりにも困難で、既存の施設を改

変する程度しか対応できないと考えるのが自然である。

むしろ斎王在任中でも工事可能な内院を核とした

区画割りとしての方格地割の建設がこの時期から進

められたと考えるのが、発掘調査の成果からも妥当

性がある。

したがって方格地割の造営は、内院の区圃変更を

伴い実施されたもので、今回の調査で確認された竪

穴建物跡SH9001がその上限年代を示す考古資料と

判断したい。とくに SH9001の埋土中から出士した

土器は著しく多量で、竪穴建物の廃棄に伴い、住居

内で用いられた土器のみならず、周辺で使用されて

いたものも合わせて埋められ、清掃されたものと考

える。

(4)墨書土器「侍所」について

遺構には伴わないが、陶器椀の外底面に「侍所」

と判読できる墨書がみつかった。土器は山茶椀と一

般に呼ばれるもので、高台の特徴などから藤澤良祐

氏の編年でいう第4型式に相当するもので、 12世紀

前半代の平安時代末期にあたり、斎宮の編年によれ

ば今回新設定したIII-4段階となる。

「侍所」は、平安時代には寝殿などの廊内近くに

設けられた警固の任にあたる侍の詰所を指すもので、

調在区が内院のすぐ北側の区画にあることから、調

在区周辺に侍所に相当する施設があったことを示す

ものである。

今回の調在区で実際に侍所の建物を指摘すること

は難しいが、この土器が指し示す平安時代末期まで、

少なくとも竹神社周辺に内院または寮頭の館が存続

していたことを裏付ける可能性がある。
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追構名
遺構の

地区 グリット
時期

出 士 逮 物 遺構の性格・重複関係 旧遺構名
種類 （斎宮編年）

竪穴 h4, i 4,g5, 奈良末
土師器（杯・椀・皿・高杯・蓋・壷・盤・甕） ，須恵器

SH9001 R11 （杯・蓋・皿・折縁皿・壷・壷蓋・盤・甕），円脚硯・士 S F6800より新しい。 士坑65
建物跡 h5, i 5 (I-4~11-0 

玉・製塩土器・土錘・釘・フイゴ羽ロ・炉材・炭化物

SH9002 竪穴 Rll g3, g4 奈良末 土師器（杯・皿・高杯・甕），須恵器（杯·蓋・皿•長 S F6800より新しい。 土坑55
建物跡 (1-4~ 11-1) 頚瓶），土錘

S E9014 井 戸 Rll 
i 3, i 3, i 4, 鎌倉前期 土師器（皿・鉢・鍋・羽釜），ロクロ土師器（台付

土坑50•51
j 4 (N-1) 皿） ，陶器（杯・椀・皿・鉢・火入） ，青磁・白磁椀

S K9015 土 坑 Rll n5 平安中期
土師器（杯・甕），須恵器甕，灰釉陶器椀 土坑10(II-4) 

S K9016 土 坑 Rll m5,n5 平安中期 土師器（杯・皿・甕），須恵器蓋，灰釉陶器（皿・段
土坑38(II -3•4) 皿），鉄滓

SK9017 士 坑 Rll m5 平安中期～ 士師器皿 土坑39

S K9018 土 坑 R11 14, 15 平安後期 士師器皿，ロクロ土師器，灰釉陶器椀，陶器鉢，白
土坑36(ill-2・3) 磁椀

S K9019 土坑 Rll 14, 15 平安後期 土師器皿，ロクロ土師器皿，陶器 土坑19

S K9020 土坑 Rll 13 平安 土師器杯，灰釉陶器 土坑48

S K9021 土坑 Rll 16 平安後期 土師器皿，須恵器杯，灰釉陶器，緑釉陶器 土坑13

S K9022 土坑 R11 k5, 15 鎌倉前期 土師器皿，陶器椀，須恵器甕 土坑42

S K9023 土坑 Rll j 8 平安末期
土師器（皿・甕），須恵器（杯・甕），陶器椀 土坑61(ill-4) 

S K9024 土坑 R11 j 7 平安後期 土師器（皿・台付皿），ロクロ土師器皿，須恵器甕，
士坑53(ill-2・3) 灰釉陶器（椀・鉢・壷）

S K9025 土坑 Rll i 6, i 6 平安後期 土師器（杯・皿・鍋），ロクロ士師器杯，須恵器甕，
士坑52(ill-3) 陶器（椀・皿），白磁椀

i 5, i 5, i 6, 平安後期
土師器（杯・皿・高杯・甕・鍋），ロクロ土師器（杯・

S K9026 土坑 Rll 
j 6 (ill-3) 皿），須恵器壷，灰釉陶器椀，陶器椀，瓦器椀，白磁， 土坑54

土錘

S K9027 土坑 Rll 
h6, i6,h7, 鎌倉前期 土師器（杯・皿・台付皿），ロクロ土師器皿陶器（椀・

士坑74i 7 (ffi-4~N-1) 鉢），白磁椀，瓦器椀

h5, i5,h6, 平安後期
土師器（杯・皿・台付皿・高杯・甕），須恵器壷ロク

S K9028 土坑 Rll i 6 (ill-3) ロ土師器（椀・皿・台付皿），緑釉陶器，灰釉陶器（皿・ 土坑76
段皿），青白磁，白磁，鉄滓

S K9029 土坑 Rll h6, h7 平安後期 土師器皿，須恵器（杯・蓋・壷蓋・甕），灰釉陶器椀，
士坑70（皿ー2) 黒色土器A

S K9030 土坑 R11 g4, h4 奈良後期
土師器（杯・皿・高杯・甕），須恵器壷 土坑56(1-4) 

S K9031 土坑 R11 g4 奈良？ 土師器杯，須恵器 土坑59

S K9032 士坑 Rll g5, g6 平安後期 土師器（杯・皿・壷・脚台），ロクロ土師器皿，須恵
土坑71・72(ill-2) 器蓋，陶器（杯・壷），緑釉陶器，青磁椀

S K9033 土坑 Rll h7 平安後期 土師器（杯・皿・台付皿・甕），ロクロ土師器（杯・
土坑77（田一2・3) 皿・台付皿），陶器椀，白磁

S K9034 土坑 Rll g8, h8 奈良後期 土師器（杯・椀・皿・高杯・蓋・甑・甕），須恵器杯，黒
土坑66(I -3・4) 色土器A杯，製塩土器，土錘

平安末期
土師器（杯・皿・台付皿・高杯），ロクロ土師器皿，

S K9035 士坑 Rll g7 (ill-4) 緑釉陶器（陰刻花文），須恵器（蓋・甕），灰釉陶器 土坑67・78
段皿，陶器椀，青磁

S K9036 土坑 Rll 18 平安後期
土師器（杯・皿），ロクロ土師器台付皿，陶器鉢 土坑47(ll-2) 

S K9037 土坑 Rll 18 
平安後期 士師器（杯・皿），ロクロ土師器皿，黒色土器，灰釉

土坑46(ill-2) 陶器，猿面硯，緑釉陶器

S K9038 土坑 Rll 06 平安前期
灰釉陶器台付皿 土坑16(Il-3) 

S K9039 土坑 Rll k5, 15 平安後期
土師器（皿・甕），ロクロ土師器 土坑31(ill-2?) 

S K9040 土坑 Rll 平安後期 土師器皿，ロクロ土師器鉢 土坑9

S D9041 溝 Rll 
m3,m4,m5, 

土師器皿，ロクロ土師器台付椀 溝33rn6,rn7,rn8 

S D9042 溝 R11 
i 5, k5, k6, 土師器（皿・台付皿・高杯），ロクロ土師器皿，陶

溝3015, l 6,m5,m6 器椀，灰釉陶器fill,青磁，白磁

S D9043 溝 Rll h3, h4 土師器（椀・皿・高杯・甕），ロクロ土師器杯，須恵
溝58

器（壺・甕），白磁，製塩土器

S D9044 溝 Rll i 6, i 7, i 8 平安後期 土師器（杯・椀・皿・甕），須恵器（杯・蓋・壷・甕），
溝64(ill-3) 土錘

S D9045 溝 R11 
h6, i6,h7, 平安後期

土師器（杯・皿・甕），ロクロ土師器杯，陶器椀 溝69i 7, h8, i 8 (III-2) 

S D9046 溝 Rll i 4, i 5 
平安後期

土師器（杯・皿・台付皿・鍋） ，須恵器壷 溝75・ 士坑75(ill-3) 

S D9047 溝 R11 n6, n7, n8 平安後期 土師器（杯・皿・高杯・鍋），ロクロ土師器皿，須恵
溝4(ill-2) 器蓋，陶器椀

第Il-3表第14 3次調査区遺構一覧表
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席I) t絃
器種 器形

地,~ 法 M
調整・ 1女法の特徴 胎 j: 悶 色 調 残/fl!! 伽 与番I} 迫構 C<m) 

I 105-02 J: 師器 杯G S H9001 
II径 12 4 外 11絃珀部付近ヨコナデ,J.1ドユピオサエ

微砂粒含む l} にぶい叫l(!IOYR7/4 111.14 
器店 3 I 内 口緑端部付近ヨコナデ, I~ ドナデ

2 !07--08 I: 師器 杯G S 119001 
n 径 13.0 外 ,, 絃珀部付近ヨコナデ．以ドユピオサエ

赤色粒含む !} Kl75YR6/6 111/3 器砧 3 7 内 II緑端部付近ヨコナデ，以ドナデ

3 106--03 I師器 杯G S H900I 
n径 13 6 外 ,_, 舷端部付近ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ多く含む 且 K!5YR6/6 
111/4以

内 II舷岨部付近ヨコナデ、以ドナデ ド

4 103--06 1-M; 器 杯 S H9001 
11径 9 8 外 II給部le平ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒含む 且 !Q75YH6/6, 7,5YR7/6 112/3 淵 麻 2 8 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

5 057-QS I: 師illl 杯 S H9001 1-1径 12 0 外 IJ絃部ヨコナデ．麻部ヘラケズリ
ウンモ多く含む 且符7.5YR7/6 117/12 器 9店 3 2 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ

6 058-05 庫1;器 杯 S 119001 
n径 12 2 外 1―1 絃部ヨコナデ， lit 部ユピオ➔)·エ 白色粒、赤色斑粒多く介

且代SYR6/8 ほぽ完/;
器 麻 2 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ む

7 049-06 I. 師器 杯 S 119001 
II径 12 3 外 II絃部ヨコナデ，脱部ユピオサエ

赤色粒少H合む 且 !1!7SY R6/6 ほぽ完Ii'器 甜 3 0 内 1-1絃部ヨコナデ，以ドナデ

8 019--09 t・ 師器 杯 S H9001 
II径 12 3 外 II舷部I・・半ヨコナデ．以ドユピオサエ

n色粒少H含む § ⑬ 11l10Y R8/3 3/4 器砧 3 5 内 1―1緑部ヨコナデ，以ドナデ

， 100-12 I. 師器 杯A S H9001 
II径 12 4 外 1―1緑部ヨコナデ．底部ユピオサエ

ウンモ行干含む l}柑5YR6/8 
111/4 

器科 2 6 内 II緑部ヨコナデ.11ドナデ 以ド

10 !04-07 L師器 杯 S H900l 
II径 12 8 外 II絃部ヨコナデ，b¥:部ユピオサエ

赤色粒少且含む !}. 柑7SY R7/6 残If少器 ,ff, 3 3 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

II 102-()8 i: 師器 杯A S119001 
II I! 13.0 外 1こ9緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ

微I~ 色粒、赤色粒含む l}円SYR6i8 IJl/3 
器店 2.6 内 「1緑部ヨコナデ.J.1. ドナデ

12 106-02 J: 師器 杯 S!-19001 
II径 13 0 外.II給部ヨコナデ.I.I'=部ユピオサエ

ウンモ含む 良好 棺1リ1S/11.Y 褐RJ7O/Y8 R 7/6 111/4弱器裔 2 9 内 rJ緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

13 020-07 l師器 杯 S 119001 
II径 13 0 外 II舷 部j・・半ヨコナデ，JlFュピオ➔J-エ

赤色粒多く含む t1 にぷい40:75Y R7/4 完/;
器店 2.8 I'< II絃郎ヨコナデ，以ドナデ

14 049-07 I. 師器 杯 S J-19001 
II径 13 0 外 1-1絃部ヨコナデ，底部ユピオサエ

白色粒少lil含む t}恥 R6/8 ほぽえll器 麻 3 0 内 1―I緑部ヨコナデ，iiドナデ

15 108-01 I: 師器 杯 Sil900I 
n 径 13 0 外 1 .. 1 緑邪_]_·~ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ、微砂粒含む 且棺SYRG/8 
I―11/4 

器麻 3 2 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ 以ト・

16 102-10 I. 師器 杯A S H9001 
II! 登 13 0 外 1-1給部ヨコナデ，底部ユピオサエ

赤色粒含む l} 11l5Y R6/6 
111/4 

器 麻 3 3 内 l―1絃部ヨコナデ，以ドナデ 以ト・

17 10,-05 j師器 杯A S 1-19001 
II径 13 0 外 "絃瑞部付近ヨコナデ，以ドユピオサエ ウンモ．徴砂位赤色I< § 阻75Y R7/6 UI/'I 
器高 3 3 内 17緑地部付近ヨコナデ、以ドナデ 合む

18 102--02 l師器 杯 S119001 
II径 13 I 外 II緑部 leキヨコナデ，以ドユピオ<J-エ

赤色粒多く含む n にぶい畑IIIYR7/4 111/4弱器麻 3 3 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

19 103-11 I: 師器 杯A S 119001 
II径 13 2 外 1―1緑端部f・「近ヨコナデ．以ドユピオサエ

赤色粒含む l}杞5YR6/6 
I 11/1 

器絲 3.0 内 II舷端部付近3コナデ、以ドナデ 以ド

20 090-03 I. 師器 杯 S 1-19001 
II径 13 3 外. 11絃部 I.ー·1~ ョコナデ.11. ドユピオサエ 赤色斑粒、ウンモ少1,1介 fl. iU7 5Y R7/6 115/12 
器蒻 3 2 内 II絃部ヨコナデ，J、).ドナデ む

21 105-07 I. 師器 杯 S 119001 
II径 13.4 外 ti緑部 l.'fヨコナデ，11ドユピオサエ

赤色粒含む lll5Y R6/6 111/,J II 緑部,~面にIMliiあり器秘 3 0 内 II緑部ヨコナデ，)~ ドナデ

22 020-03 L師料 杯 S 119001 
II径 13 4 外 II緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ

f'f色l,t多く含む 且悦5YR6/6 完{』;
僻沿； 3 7 内 fl緑部ヨコナデ，J又ドナデ

23 020-05 1師器 杯 S H9001 
,-, 径 13 4 外 II緑部le平ヨコナデ，以ドユピオサエ

1・1色1:,亦色粒少lit介む 且棺2.5YR1/H 完Ir
器点i 3 I 内 1こ1緑部ヨコナデ，以ドナデ

21 019-09 I・ 師器 杯 S1-19001 
II径 13 5 外 II緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ

赤色粒少偵含む 且杞SYRfi/8 3/4 外1f1ilこ !!.\•Jc あり器;~; 2 7 内 II舷部ヨコナデ，以ド

25 020-{)9 1師器 杯 S 119001 
II径 13 6 外 r―1緑 部I:半ヨコ・トデ，以ドユピオサエ

赤色粒少凩含む 且 IQ5YR6/6 ほぼ忍f
底部外1{iilこ刻,'「あり

器 甜 2 9 内 rl緑部ヨコナヂ,J.'1.ドナデ サ音訊1安

26 021-0I t師器 杯 S 1-19001 
II径 13.6 外 1.1緑部ヨコナデ．底部ユピオ-I}-エ

白色粒含む t1 IQ5YR6l6 ほぽ足/; 底部外IWに k~,りあり器贔 3.6 内 J:J絃部ヨコナデ．以ドナデ

27 10.1-01 I. 師器 杯A S 1-19001 
II径 13.8 外 1: ―l絃部ヨコナデ，底部ユピオサエ

ウンモと赤色粒少J,t介む
良好 1リl赤褐5YR5"6 11314 

器麻 3 2 内 ,_, 緑部ヨコナデ．以ドナデ 祖5YR6/6 

28 050-03 I. 師器 杯 S 1-19001 
II!> 13 8 外 11絃部 I.'f-ヨコナデ,J.:J.ドユピオサエ

赤色粒少肌含む § 団SYR1i8 3/4 
器必 3.0 内 rl緑部ヨコナデ．以ドナデ

29 019-10 I. 師器 杯 S H9001 
II径 13.8 外 11緑部ヨコナデ．底部ユピオサエ

赤色粒少且含む § 祖SYR6'6 ぼぽ元/{器麻 3.1 内 n緑部ヨコナデ.J'.I. ドナデ

:io 0-1紐 I: 師器 杯 S H900I 
II径 13.9 外 fl緑部ヨコナデ．底部ユピオサエ

赤色粒、ウンモ少tt介む l} 1(!5YR6/6 3/4 器 邸 3 5 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

31 l05-05 I師岱 杯A S B9001 
11径 14 0 外 1-1緑 部I.平ヨコナデ，以ドユピオサエ

微白色粒、赤色粒含む 且悦SY1<6/8 I 11/4 
器 甜 3 3 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナヂ

:12 lo:!--03 J・ 帥器 杯A S 119001 
II径 14 0 外 '-'緑部 1半ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少拭と赤色粒介む 且 ≪!5YR7/8、5YR6/6 111/4 
樅 甜 3 3 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以 lヽ・ナデ

3:1 107-1{) 1師器 杯A S 119001 
II径 14 外 II 緑部ヨコナデ， 1,t 部ユピオ➔)·エ ウンモ、微砂位赤色粒

且柑5YR6/8 I 11/~ 
器 裔 43 0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 含む

3・1 106-08 1n,i;:m 杯A S1-19001 
II径 15 2 外 II 緑部ヨコナデ， l1~/\11ユピオ➔)·エ

赤色"'含む 且 11!5YR6/8
I I l /4 

II緑部内1/liに煤付杓器 i¥li 3 6 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 以ト・

:is Ull-03 I.OH器 杯A S 1-19001 
II径 15 4 外 II絃部ヨコナデ..~ 部ユピオサエ

赤色粒朽干含む l}如 YR6/6 
111/4 

器秘 2.9 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ 以ド

36 10ャ1-&I I: 師器 杯A S 119001 lllf. 15 7 外 n緑部 i.•r, ヨコナデ，以ドユピオサエ
赤色粒含む 且柑SYR6/8. 5Y R7/8 ほぼ足u

器 甜 4 I 内 II緑部ヨコナデ、以ト・ナデ

37 020-01 l師器 杯 S 1-19001 
II径 15.6 外 11舷部ヨコナデ．底部ユピオサエ

赤色粒少屈含む l}棺5YR6/6 -;w 
器，1l; 4.1 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

38 101-01 I. 師器 杯A S119001 
II径 15.8 外 11緑部ヨコナデ．庇部ユピオサエ

赤色粒t干含む l}怜7SY R7'6 1-11/4強
器位i 3.5 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

39 057-03 I. 師器 杯 S ll9001 
II径 16.4 外 11緑部ヨコナデ底部ユピオサエ 赤色斑粒. ,., 色粒、ウン ii IQSYR68 117:'12 
器絲 3.8 内 11緑部ヨコナデ.11ドナデ モ少!,¥含む

Ill 105-01 I師沿 杯A S H900l 
ロIf. 16,6 外 11舷部ヨコナデ，庇部ユピオサエ

ウンモと赤色l,t少1,し合む § 朽SYR6l8 残Ii少器 a-,; 3 2 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

・11 10)-07 l師甜 杯A S H9001 1-11を 16 6 外 11緑部 1平ヨコナデ，以ドユビオサエ
赤色粒少ht含む

良好 外杞75YR6/8 I I I/、1
器 甜 3,9 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ 内 IQSYR6/8 

,,2 107-07 1帥閑 杯A S H9001 
llif. 16 6 外 II絃部ヨコナデ，庇部ユピオサエ ウンモ少I,!{>;む赤色粒含

且 l;!SYR6/8 
I 11 /1 

器，(r, 3.9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ む 以ト・

1:l lll2・05 1帥岱 杯A S I-19001 「11怜 16 8 外 II緑端部付近ヨコナデ，以ト・ユピオサエ
赤色粒少r,trtむ 且桁SYR6/6、7SY R7/(; I 11 /4 器，(1; 3 6 内 II舷地部付近ヨコナデ、以ト・ナデ

M 1116-0•1 1帥料 杯 S I--19001 
口 径 17.0 外 11 緑部ヨコナデ，底祁ユピオ➔J-エ

ウンモl'.'r・合む 良好 橙1リ15赤Y褐R56Y/6 R5/6 
I I 1/4 

器,,; 3.0 内 11緑部ヨコナデ上以ドナデ 以 I'

•15 ()90-0-1 l師器 杯 S H9001 
ロIt 17.2 外 11舷部ヨコナデ．底部ヘラケズリ 赤色斑111.、ウンモ少t,t合 t}柑75YR6/6 I 1:1/12 
器紅 3.6 内 11舷部ヨコナデ．以ドナデ む

•11i 057-02 1師器 杯 S H9001 
n I怜 17.4 外 II給部ヨコナデ．底部ユピオサエ？

赤色斑粒多く介む ~Kf7 5Y R7/6 116/12 
器 “ 3 9 内 11舷部ヨコナデ双ドナデ

、17 105-11 l師器 杯A S H9001 
Cl rn 17 8 外 II舷部ヨコナデ，庇部ユピオサエ

赤色粒介む 且．橙7.SYR7/6 
111/4 

器蒻 4.1 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 以~

,,x 
090ー'" 1師器 椀 S 1-19001 

Illを 10 2 外 II緑端部付近ヨコナデ，以ドヘラミガキ
ウンモ少,,玲 む 且棺5YR6/8 1110/12 

器岱 3 I 内 11絃端部M近ヨコナデ．以ト・ナデ

49 090~0) 1師湘 椀 S H9001 n rn 12.6 外 II給端部付近ヨコナデ，以ト・ユピオサエ
赤色斑粒介む ft畑 7SY R7/8 I lfi/12 II絃端部に漆痕器 ,(1; 4 0 内 11緑椛1部付近ヨコナデ、以ドナデ

50 105~),) l師淋 椀 S H9001 Iー,rn 13 0 外 II緑泄部付近ヨコナデ，以ドユピオサエ
ウンモ、赤色粒介む 且悦5YR6/6 残／隋iか

器科 3 4~ 内 II緑瑞部付近ヨコナデ、以卜’ナデ

第II-4表第14 3次調査区出土遺物観察表 (1)
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番¥)
(!I;. 

器種 器形
地区 法 lit

調 整・技法の特徴 胎 I 悶 色 瀾 残/ii虻 備 与
番I) 退構 frm) 

51 105-0:I I侃i器 椀 S 1-19001 
II rn 13.0 外 II舷地部付近ヨコナデ，以卜＇ュピオサエ

ウンモと赤色l/1.少／，沿む 且符5YR6/6 I 11/3 
器 糾 :i 8 内 II 緑端部付近ヨコ—J-デ，以ドナデ

52 HMー03 l帥岱 椀 S I-19001 I l f~ 1:1.0 外 Ifり托のため，関幣イ"リI
ウンモ．赤色粒介む 且符5YR6/6、SYR7/8 

111/,j 
内外,iiに煤付11

器沿； 3 6 内 ！料lfiのため，悶幣イ澗I 以ド

s:i 106-01 l師器 椀 S 1-19001 
II rn 13 0 外 11舷部 I1¥ョコナデ，J.).ト・ヘラケズリ ウンモt'fr. ~2mmの!'I色 l}即 YR6/6 残/(-僅か
器 店 5 0 内 II絃部ヨコナデ．以トーナデ ll.. ,;, 色ll.少lit介む

51 058-0・1 1師器 椀 S H900l 
II ff. 13 0 外 II舷部 !.'I'・ョコナデ．底部l・t近ヘラケズリ

赤色斑"多く介む 且 l:l5YR618 119/12 
器,~ 3 8 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

55 105・09 1師器 椀 S H9001 
II lf 13.2 外 II舷部 I'I¥ョコナデ，以ドヘラケズリ

赤色I,{,む
良好 にぶい褐7,5YR5'4 111/4 

器 d',¥ 3 8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ 橙75YR7;6 以ド

56 096-02 1師器 椀 S 119001 
1-1 If! 13 6 外 II絃端部付近ヨコナデ，以ドユピオサエ 赤色斑,~. ウンモ多く合 § 祖SYR6/7 112』I12 
器刹 2 9 内 II舷端部付近ヨコナデ、以ドナデ む

57 103--05 I・ 師器 椀 S J-{9001 
rilf. 13 6 外 11舷沿部付近ヨコナデ,J.:J.ドユピオサエ

ウンモ介む 且 msvRG/6 111/4強
器科 3 5 内 JI絃沿部付近ヨコナデ. i'.(トーナデ

58 lll:l-02 1師樅 椀 S 1-19001 
II rn 13 6 外 II絃端部付近ヨコナデ，以卜＇ュピオサエ

微砂粒介む lt控SYR6/8 1111;1 外,hiに煤付沿
岱 ,・r, 3、6 内 II緑泄部付近ヨコナデ、以ドナデ

59 102-04 l師器 椀 S J-19001 
111¥¥ 13 6 外 11緑部 I'I',ョコナデ，以ト・ユピオサエ

赤色l!L少1,t介む t)棺5Y R6/8, 5 Y R6/6 I I 1/3 
器泊i 3 r, 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

60 058-03 I師硲 椀 S J-I9001 
II if 13 6 外 II緑部 l'I'・ ヨコナデ，以ドヘラケズリ 赤色斑粒 ウンモ多く含

且悦5YR6/8 1111/12 
器，¥':; 3 8 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ む

61 W:l-01 IM; 器 椀 S 1-19001 
II I怜 1:J 8 外 II緑湖部付近ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモと赤色"少1,1介む 且棺5YR7/6、SYR6/6 
111/1 

器，¥'r, 4 0 内 II舷沿部付近ョコナデ、以ドナデ 以ド

62 IOI-02 1師器 椀 S H900I 
1111. 14 2 外 II舷部 I'I'-ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色~t少 1,t 介む 且柑SYR6/6 
111/4 

器 i:; 3 4 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ 以ド

63 I02・03 1師器 椀 S H900I 
11 lfi 15 0 外 II緑端部付近ヨコナデ．以ドユピオサエ

赤色t,l介む § 橙SYR6/6 
111/4 

器砧 4 9 内 II緑端部付近ヨコナデ．以 Fナデ 以ド

61 105-10 1師鼎 椀 S 1-19001 
11托 15.1 外 IU女部 I'I¥ョコナデ，以ドヘラケズ 1J ウンモ．微l'I 色I~少lo¥介 t}柁SYR6/6 111'4 
器科 4 9 内 11絃部ヨコナデ．以ドナデ む

65 IIJ.1郡 I師器 椀 S H9001 
II If 16 6 外 II舷端部付近ヨコナデ．以ドユピオサエ

赤色粒介む 良好 外内 柑柑57Y 5R¥'6R/8 7/6 11114弱
器'"

,j 8 11i II絃地部付近ヨコナデ．以ドナデ

66 102-{)9 1師器 椀 S 1-19001 
II ff 17 2 外 II舷端部l・t近ヨコ＋デ，以ドユピオサエ

ウンモ少l,l介む
良好 外控5YR6/8 111/4 

器 絲 3 8 内 II絃端部付近ヨコナデ、以ト・ナデ 内橙75Y R7/6 以ト・

67 )(11-(18 I師狼 椀 S 119001 
llli¥ 17 8 外 II絃沿部付近ヨコナデ．以ドユピオサエ

微砂粒とウンモfiI'介む 且悦5YR7/8.5YR6l8 
I tl/11 

器，,・,; 5,1 内 II絃沿邪付近ヨコナ売以ドナデ 以ト・

68 102ーor, 1師器 椀 S 1-19001 
llff. 17,8 外 11絃部 l'I',ヨコナデ，以ドヘラケズリ

ウンモ少1,1と赤色I,¥介む 且即YR6/8 
I 11が1

器，,・,; 4 6 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ 以 F

69 104-09 l師器 1111 S 119001 
lllf. 11.6 外 11緑部 l'tョコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ介む § 橙SYR6/6 残It少
器，¥'(, 2.5 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

70 101-05 1師器 皿 S I-19001 
II rn 16 0 外 II緑部 I'I'ョコナデ，以ドユピオサエ ウンモf.'I・と徴i'I色粒少 l~ ≪ISY R6/8 

I 11/~ 

柑",,.,, 2 4 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ Ii¥介む 以ド

71 IO:l-01 I帥器 1111 S 1-I900l 
II径 16 2 外 II舷部 1・1・,ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモl';iと微砂粒介む 且桁75YR6/6 111/3 II緑部外iiiに煤1寸れ
器 閥 2 6 内 II舷部ヨコ・トデ．以ドナデ

n 101-0・1 1師器 皿 S H9001 
IJ 1~ 16 4 外 11絃部 I.'I¥ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモ少ht介む § 橙SYR6/6 残Ii少
器，｛，； 2 4 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ

7:! 100-13 1帥器 IDl S 1-19001 
ll!f. 16.•I 外 11緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ

Ill良
良好 外橙75Y R6/6 111 /4 

器 甜 2 2 内 II秘部ヨコナデ，以ドナデ 内柑SYR6/6 

74 103—偲 1師淵 皿 S I-19001 
11 ff. 16,8 外 11緑部 l.'I¥・ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

ウンモ．徴砂粒介む ｛｝橙7.SYR7/6 111/4 
器，r,; 2 0 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

75 106-11 I・ 帥器 皿 S 119001 
llif. 17 0 外 11緑部 L'I'・ヨコナデ,J.:I.ドユピオサエ

~2,mのl'I色11,介む ~11!5Y R6,8. SY R7<8 1111'1弱
器 糾 2.2 11< Ill釦部ヨコナデ．以ドナデ

7r, 101-118 I飢;ilil 1111 S I-19001 
llli¥ 17 0 外 11緑部 I'I¥ョコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少ht介む 且橙5YR6/8 111/3 
器，,・,; 2 2 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

77 10:l-07 1・0,1;tl 1111 S H9001 
Ill怜 17 2 外 II舷部 l平ヨコナデ．以ドユピオサエ

赤色粒介む 且橙5YR6/8,5YR7/8 111/2 
器，,・,; 2 2 内 II舷部ヨコナデ，以トナデ

78 107-06 I師粘 1111 S 1(900( ll!f. 17.2 外， II象蛉部 I'11aコナデ，以 Fュピオサエ _,,,,,1・1色!,)と赤色粒介 t} ll,'.5Y R6/8 111/~>>I 
器，,・,; 2.1 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ む

79 020・06 IM; 樅 1111 S i-19001 
111怜 17 4 外 II舷部 I'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒少1,t介む 且棺5YR6/6 ・;w 外1f1i 部に限虻あり
器，,・,; 2.8 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

80 096-03 I師器 1111 S H9001 
lllf. 17 ,6 外内 11舷部 l'I',ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ多く介む 且楼7SY R6/7 112/12 
器，¥'1; 2,9 II秘部ヨコナデ，以ドナデ

81 IOI-to l師器 Dll S 1-19001 
Ill惰 17.8 外 II緑部3コナデ．底部ユピオサエ ウンモ!'iiと赤色I,).少1』¥

り橙SYR6/8 111/3 
器刹 2.5 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ 介む

82 10:1-09 IM; 器 皿 S 1-19001 II ff 17 8 外 II舷部 I'I~ ヨコナデ，以ト・ユピオサエ
,J, 色粒介む l}柑SYR7/8 111/'1 

器，,・,; 2 2 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

8:1 I 郎— 10 I師盛 皿 SI 191101 
II Ii 18.0 外 11緑部 I'I'-ヨコナデ,J.1ドヘラケズリ ウンモ．微砂粒.~5mmの 良好 明褐75Y R5/6 I 11/1強
器，(r, 2,5 I~ I Ii; 祁ヨコナデ．』1ドナデ 1・1色,1ヽi;介む 棺75Y R6/6 

81 )01-02 1師器 皿 S 119001 
II If 18.0 外 11緑部 l•1~ ョコナデ．以ドユピオサエ ウンモ多く．赤色1;,少1,t § 祖75Y R6/6, 7 5Y R7/6 11112~,1 JI緑部外面に焦斑
器晶 2.3 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ 介む

85 102-07 I. 師盛 皿 S l-19001 
II I~ 18 0 外 11舷部 I.'I¥ョコナデ，以ドユピオサエ

ウンモl'.'I・と赤色I,!介む 且柑5YR6/8 残/i'),
器，;：； 2 5 内， II緑部ヨコナデ，以卜＇ナデ

86 090-05 1 IW器 皿 S 119001 
「I径 18.2 外 'II象如部 l'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

赤色斑粒少1,i介む 且掛5YR6/7 I 11/12 
器 ,¥'I; 2 6 内， II緑部ヨコナデ，以ドナデ

87 105-08 I n,Ji湘 !Ill S H9001 lllf. 18 6 
外 'II緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ ~2mmの1'1色粒と赤色粒少

且如YR6/6, SY R7/6 残if少 内外1/1iに煤付{i
内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 1,1介む

88 11)3-11) I師沿 !Ill S H9001 
111怜 18 6 外 II舷部 I'I'• ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

赤色粒介む 且 IQ5YR6/8、5YR7/8 残/{少
~j ,¥'I; 2 5 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

89 1()5ー06 IM澤 !Ill S 1-19001 
,_, 径 18.0 外 II舷部 l'i"ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

赤色lit.介む 且棺5YR7/6.5YR6/6 残Ii-少
~j ,<'1; 2 () 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

90 l04-11 I: 師器 皿 S 119001 
II lf 19.0 外 II緑部 1・'1'3コナデ，11ドユピオサエ 赤色1;1介むウンモ少hし介

良好 外内 屈代57Y SY R6R/6 7/6 1-J 1 / 4 
器,,・ 2 4 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ む

91 106--09 I. 師器 皿 S lf9fl01 
II tf 19 0 外 II緑部 l半ヨコナデ，l'.I.ドユピオサエ

ウンモ少,,しと赤色粒介む l}投SYR618 残/;少
器 I,':; 2 5 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

92 10-1-05 t師器 011 S 1191}(}1 
Ill怜 19 0 外 II粒部l'I'ョコナデ，11ト・ユピオサエ

～畑mの,・,色I<含む 且悦5YR7!8 
口1/4

器 ,iii 3 0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 以―F

93 057--04 I: 師器 皿 S 119001 
11 II 19 2 外 11緑部 I.半ヨコナデ.l'J, ドユピオサエ

,・, 色粒多く介む l}即 YR6"8 I―14/12 
器,.-,; 2 6 内 II緑部ヨコナデ，J又ドナデ

9,1 101--06 I: 師器 1111 S 119001 
Ill怜 19 4 外 ・11緑端部付近ヨコナデ．以ドユピオサエ

徴砂'"含む n畑 75Y R7/8 
nt/4 

料 甜 3 2~ 内 11緑部ヨコナデ，以トナデ 以―ド

95 102-01 I: 師湘 llll S 119001 
Ill怜 19 6 外 11舷部l't'・ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモl'il含む § 如 YR7/R
「I1/4 

湘,¥'/; 2 5 内 II緑部ヨコナデ，以卜:-)-デ 以ト・

96 032-04 _I師盟 1111 S 119001 
Illを 20 0 外 II象女部 l半ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒多く介む 且柑25Y Rfi/8 完存~j ,,・,; 3 3 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

97 IO・HO 1師器 1111 S 119001 
111怜 20 2 外 11絃部l半ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒含む 且柑5YR7/8 I I I/ ,j ~; ,¥',; 2 I 内 II粒部ヨコナデ,ItF・トデ

98 106-06 L帥器 1111 S 119001 
II rn 20 2 外 II舷端部付近ヨコナデ，以ドヘラケズリ ウンモ多く介む微砂粒介 1)杓SYR6;6 

1-11/4 
賂翡 2 5 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ む 以下

99 050-02 J: 師器 皿 S 119001 
11 if. 20 4 外 11緑部 I!faョコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒多く合む 乱 t:J5YR6i8 1/3 
器 晶 I 7 内 11舷部ヨコナデ，以ドナデ

100 106--07 J: 師器 Oil S 119001 
II It 20 8 外 11緑部 I.・半ヨコナデ．以ドヘフケズリ ，，，ンモfffと赤色I~多く t)位5Y Rfr 8 

1111.1 
器贔 I 8 内 11緑部ヨコナデ.1-"1.ドナデ 介む 以下

第II-5表第14 3次調査区出土遺物観察表 (2)
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番I} 〇鯰
器種 器形 地迫 区構

法 Iii
細 僚 ・ 技法の特徴 胎 I: 盟 色 閾 残/{-l!l'. 傭 身爵I} (cm) 

IOI 101--09 上師器 皿 SH9001 口径 22.0 外 口緑部 l:'Iらョコナデ，以ドヘラケズリ
赤色粒介む § 控5YR7/8 1.11/4 

内 ,U給部ヨコナデ，以ドナデ 以ト・

102 四 7 土師器 皿 SH9001 Cllf. 23.0 外内 , tl緑端部f,t近ヨコナデ．以ドヘラケズリ 梢良（ウンモ.n色粒多 tt. Iリ1赤褐SYRS/6 n 1112 : 1-1緑部ヨコナデ．以ドナデ く合む）

103 020-02 土師器 甚 SH9001 n径 14.3 外・n緑端那ヨコナデ.R/t-部ヘラミガキ
赤色粒多く介む § 橙SYR7/8 完/;

器贔 4.0 内.~· 緑部ヨコナデ,xJt・部ナデ

!04 107--09 士師器 慕 S H9001 n径 19.0 外 'II緑珀渾ヨコナデぷ片部ユピオサエ ウンモ多く介む赤色餃介 § 橙5YR6/6 IJl/4 
内．口緑部ヨコナデ,xJt・部ナデ む 以ド

105 I⑯-<J2 t師器 墓 S 1-19001 11径 21.2 外内 ．口緑端郎ヨコナデ,Ji.Jt-部ヘラミガキ
ウンモ．赤色飩介む § 橙5YR6/6 残If-少器店 4.0 !(J緑部ヨコナデ，犬井部ナデ

106 093如 上師器 “杯 SH9001 ＂径 18.2 外・n給昴ヨコナデ．体器 I舟 9ヽ ケメ.I糾翌卜''f.ヘラケズリ
赤色斑粒少r,1介む § 橙5YR6/8 ほ119ぽ/1;譴~ 

器麻 13.1 内 n絃部ヨコナデ．体部9ヽ ケメ

107 091-01 i: 師器 “杯 SH9001 II径 22.3 外,Ll絨紐ヨコナデ．体昂ユピオサエ』刷部ナデ，阻鼠笛ヨコ十デ
赤色斑飩少fol介む § 棺5YR6/8 ほぼえ/;llllrl'/; 13.0 内 u絃紐ヨコナデ，体畠ナデ，覇Iii部ユピオサエ，糊畠毎ヨコナデ

108 058-02 土師器 “杯 S 119001 n径 ＿外・脚胴部ヘラケズリによるIii取り
赤色斑粒多く介む !}. 匝5YR7/8

脚底部
器店 内•脚胴部ナデ 2/12 

109 091-0S I: 師器 麻杯 5119001 t1 f蚤 ー外内 ・脚胴部ヘラケズリによるiii取り
赤色斑It多く介む i IVI赤褐5YR5/8 脚榔のみ

淵甜 ・脚胴部ナデ

110 057--06 I: 師器 店杯 SH9001 n径 ー外内 ・脚胴部ヘラケズリによるlfii取り 赤色斑位．ウンモ多く介 i校5YR6/8 脚部Ji・
器高 ：脚胴部ナデ む

Ill 032--06 土師器 甕 SH9001 口径 12 5 外 II往謡ヨコナデ．体畠I舟 9ヽ ケメ．体笛ド平ヘラケズリ n色粒多く介む i にぶい黄橙IOYR7/2 ほぽ完/(- 外面に煤Hi'!器麻 9.3 内'11給昴ヨコナデ．体福十デ

112 093-()2 I: 師器 甕 SHSOOI n径 12.6 外・11緑昂ヨコナデ．体藁1:fナデ．体槃．＂平ヘラケズリ
砂拉多く介む ti 浅貨l!!IOYRB/4

115/1磁 外面がこ次被熱赤化．煤
器高 9.2 内,LI絃銀ヨコナデ．体饂l:f.tt,体紐ff.ヘラケズ，} 完((- f.ti'l 

113 092-()J .t師器 史 S H9001 n径 15.4 
外： 1-1絃部ヨコナデ」本部 L平9ヽ ケメ

1・1色粒I'll'介む § 浪黄撓IOYRB/3 US/12 ＂拉部が＿．次被熱赤 ft.
内・n絃部ヨコナデ」本部 1:1''ヽケメ 内iii.部に煤

114 093如 土師器 史 Sf-19001 n径 15.0 外 LI給築ヨコナデ．体部l:'f.,ヽケメ．体昴F平ヘラケズリ
精良 良好 灰暗灰貨2黄.52Y.56Y/25/2 113/12 外H面flが＿．．次被熱赤化．煤

器麻 12.8 内・11給椙ヨコナデ．体槃I舟 9ヽ ケ'・体椙ド平ヘラケズリ

115 058--01 l:師器 甕 S 1-19001 U径 16 I 外.rr緑篇ヨコナデ．体篇I舟 9ヽ ケメ．体福ド'fヘラケズリ
ウンモ. (I 色I~少t,¥介む § 浅貨橙IOYRB/4 119/12 外面が2次被熱による赤

器店 14 3 内 n絃紐ヨコナデ，"部/:'ド 9ヽケメ 食．煤による/II化

116 091--04 上師器 甕 SH9001 器n径砧
17.3 外内 .u給部ヨコナデ， f本部 J:•r-ハケ ,.1本部ドトヘラケズリ

紗粒多く介む § 輝 IOYR8/5 ほぼえ/{-14.6 II給部ヨコナデ．体福I:平9ヽ ケ,.,本部F11ヘラケズリ

117 032-03 須恵器 譲 S119001 品悶 11.5 外内 ： U給部阿転ナデ,N.Jt-部1/21"1転ヘラケズリ ,~ 色粒多く介む 且灰5Y5/1 1W 2.1 ：阿転ナデ

ll8 107--03 須恵器 甚 S 119001 U径 12 6 外： II緑部lnl転ナデぷJI郁 1/31"1転ヘラケズリ
微白色粒多く介む 11- 灰1~5Y7/1. 5Y8/2 残“惰か器紅i 2.7 内：'"'転ナデ

119 096-09 須恵器 磁 S H900I 
II径 14.1 外内 ： n絃部[≪I転ナデ.XJF部11m転ヘラケズリ n色粒多く介む l}灰7.5Y611 115/12 
器絲 2.6 l•I転ナデ

120 020-08 須恵器 墓 S 119001 11径 14.2 外・阿転ナデ n色粒多く介む § 灰5Y5/I 完I、: 内1&iにl'I滑Iii及びII!紺あ
．器贔 2.8 内.l•I転ナデ り

121 058--06 須慰器 浚 S119001 II径 14.2 外： n絃部r"，転ナデ.xit-部2>31"1転ヘラケズリ (1色粒多く介む § 囮 !5Y7/1 完I、:
器店 3.1 内・ (jjJ転ナデ

122 107--02 須恵器 慕 S H900l 1-1 I昼 14.0 
外 1-1給部1.. 1転ナデ,N.Jt・部1121.. 1転ヘラケズリ

微砂粒多く介む 良好 灰灰5白Y56Yl7/11 111/3強
内阿転ナデ

123 096-07 須.¥I(器 蓋 S119001 n径 14.6 外 'I―1絃部l司転ナデ,x.Jt-部2/3["1転ヘラケズリ l'I色粒少r,1介む t}疇 75Y R5/2. 5Y R4/2 I 15/12 
内岡転ナデ

124 096--08 須瓜器 甚 S H9001 n径 17.2 
外 ,LJ給部l可転ナデ.J.f.11'部2/Jlnl転ヘラケズリ tl色粒微Ii¥介む i 灰黄褐JOYRS/2 112/12 
内 'i"l転ナデ

125 108-oa 須恵器 甚 S119001 rr I惰 17.2 
外内 ti 緑揺l••I転ナデ， Ji.JI,部2/31••1転ヘラケズリ

・1a1転ナデ
~2o, の微1・1色粒多く介む り灰5Y6/1 残If少

126 096-05 須瓜器 滋 S H9001 口径 18.2 外 ~, 緑部l"i転ナデ， XII•部3/41"1転ヘラケズリ l'I色粒多く介む t}灰5Y6/l 1/12 
器甜 2.5 内阿転ナデ

127 107-01 須恵器 杯A S H9001 RLL惰 11.5 外 体部~I転ナデ，底部l"I転ヘラケズリ
微砂粒多く介む 良好 外内：灰灰5貨Y26./51Y6/2 111/3儘

器麻 3.7 内 -1•』1転ナデ

128 嬌 ID 須恵器 杯A S119001 n程 15.2 外・ 体部i"i転ナデ，底部i"i転ヘラケズリ n色粒多く介む i虹 J7.5Y7/1
115/12 

器紅 5.7 内：阿転ナデ 底8/12

129 108--04 須恵器 杯A SH9001 ＂粍 15.0 外内 ：体部,,,,転ナデ，底部,.. , 転ヘラケズリ
徴n色位介む 良好 灰黄2.5Y6/2

残仔惰か
器麻 5.8 : 1•1転ナデ 貨灰2.5Y6/1

130 107-11 須恵器 杯A SH9001 n I沿 14.8 
外・ 体部1•1転ナデ，底部(u)転ヘラケズリ

微l'I色粒多く介む !}. 灰7SYS/I 111/4 
内• (n(転ナデ 以ド

131 032-{)2 須恵器 杯A S 119001 n I昼 15.9 外体部,,,,転ナデ.,t部fnf転ヘラケズ，)
白色粒少t,t介む t}紐 2.5Y6/I 1/2 

器舷 6.0 内．阿転ナデ

132 106-05 須恵器 折給皿 S 119001 JJ I洛 19.8 
外内 ,['11転ナデ．絲台ハリッケ

, [u[転ナデ -2 ... の(I 色,~介む 良好 暗灰貨25Y5/2 
灰5Y5/l 111/4弱

133 09Z-02 須嵐器 杯B S H9001 IJI蚤 16.6 外’体部f,ij転ナデ．底部,.. , 転ヘラケズリ，店台ハリッケ
白色飩多く介む t}. 灰l'J5Y711 合5/12 底に刻井あり

1111" 5.0 内’同転ナデ

134 四 須恵器 杯身 S119001 1111 18.2 外’体部i"i転ナデ．底部i"I転ヘラケズリぶ5介ハリッケ 1・1色粒介む t}知 5Y7/l
113/12 

器店 5.2 内 r,,1転ナデ 合2/12

135 096-11 須恵器 ~! 磁 S H9001 n径 12.1 外.(I然釉で調幣イ,,り1
,・, 色粒多く介む 良好 釉内．暗黄灰オ2リ.ープ75Y4/3 116/12 fl然紺9

器甜 2.9 内.,,,転ナデ : 5Y5/J 

136 032-()5 須恵器 点滋 S119001 IJf! 16 I 外 .x,片部,,,,転ヘラケズリ n色粒多く介む t /11.fli.2 5Y6/1 3/4 Ji.Jf部外iiiにl'I然釉
器砧 5.4 内： I司転ナデ

137 067-o2 須恵器 ,!!G S 119001 11径 外：体部阿転ナデ，,~部1"1転糸切り
-4 ... のl'I色粒多く介む t} i'I灰585/1 完「I給(;以外

器店 ―内：体部'"'転ナデ

138 090-06 須恵器 絲杯 S 119001 底 1昼 13 0 
外•脚胴部,.. , 転ナデ

精緻 § 虹 2.5Y7/2
脚 1:部

すかし 3,.,w 
内·脚胴部l••l転ナデ 6/12 

139 107釘 須紙器 盤滋 S119001 n f洛 26.0 外 n緑部1••1転ナデ,Ji}卜部2/31"1転ヘラケズリ
微,・,色粒介む 良好 貨灰2.5Y6/l 残/;.少

内．阿転ナデ 灰/11.25Y6/2 

140 096-06 須ぶ器 盤 S H9001 11 I洛 25.0 外 f本部!nl転ナデ
t'I 色飩少~\介む 良好 外内 にぶい赤赤褐5YR4/3 112/12 

器邸 4.6 内 ,f本部jnj転ナデ ・にぶい褐5YR5/3 介3/12

141 109-01 須瓜器 ,., 脚硯 SH9001 峠 ft 21.2 
外’脚部[,ij転ナデ n色砂粒少lot介む

良好 外：灰褐7.5YR4/2 脚庇部
内脚部i"I転ナデ 内：灰オリープ5Y5/2 1/12 

142 057-01 須恵器 甕 S119001 llfl¥ 22.8 
外 n緑部タタキ後ヨコナデ,f本部タクキ l'I色砂粒多く介む

良好 外：灰白7.5Y7/J 117/12 
内 11緑福ヨコナデ，体部ククキオサエ 内 暗 灰N3/

143 093-01 須恵器 甕 S 1-19001 1--11至 21.6 外 "給部ククキ後ヨコナデ.f本部ククキ 1・1色I<多く介む 且灰N6/ 113/12 
内・ II緑福ヨコナデ．体陥ククキオサエ

144 092--01 須恵器 甕 SH9001 II径 50.4 
外： 11緑躍タタキ後ヨコナデ,f本部クタキ

1/1緻 l} Iりli'I灰5B7/ 112/12 
内・n緑部ヨコナデ，体部ククキオサエ

145 臨 22 J: 製品 I. 錘 S 1-19001 比さ 2.8 
防錘形J:錘．片側穿孔 (1色位少1,1介む § 棺75YR7/6 ー→部欠m貧l1l2.95g

幅 I 3 

146 005-19 土製品 1純 S 119001 l<さ 2.9 
防錘形I:純．片側穿iL 1/11~ り にぷい黄橙IOYR6/4 完Ii・ 頂lol349g 

幅 1.3 

147 066--15 I: 製品 .I: 純 S 119001 此さ 2.9 
防錘形I:錘。J¥・側穿孔 砂粒多く介む り にぶい紐IOYR7/4 完/;. 頂h¥422g 

幅 1.5 

148 06.1-12 i:'11,11, I: 錘 S 119001 此さ 2.9 
防錘形I:錘.J¥・側穿-1l i'l色粒少Iii介む り にぶい貨橙IOYR7/4 郁欠Hl •Tch\3.28g 

福 I 4 

149 函 -01 t製品 I: 鈍 s B9001 比さ 2.9 
防錘形l:錘。JI・側守孔

ウンモ少1,1.n色粒少t,l I} rll如l(!IOYR8/3 完/(. IT</il4.50g 
幅 1.4 介む

150 暉5-21 J: 製品 I: 錘 S 119001 比さ 3.0 
防錘形t錘.JI・側穿孔 l'I色粒多く介む I} 浅黄橙IOYRB/4 完If IT(l,t5.05g 

幅 1.4 

第11-6表第14 3次調査区出土遺物観察表 (3)
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爵サ
登録

器種 器 形
地区 法槍

調 整・技法の特徴 胎 J: 盟 色 調 残If-Ill 備 JI 
番月 迫構 (cm) 

151 095--07 土製品 t錘 S H9001 幅 1.4 防錘形j:錘.J¥・側穿孔 i'1色粒微1t¥介む fi にぶい11J.棺75YR7/4 2/3 lf(ld4.9g 

152 063--08 J: 製品 土錘 SH9001 
比さ 3.1 

防錘形上錘。Jl・側穿lL 白色粒微hi介む ~ Iこぶい貨橙IOYR7/4 完If 頂ld5.3lg
幅 1.4 

153 095-08 上製品 I: 錘 SH9001 幅 1.3 防錘形t鈍。11-側穿孔 ウンモ微！“介む 且桟貨撹IOYR8/4 2/3 1T(l,15.3g 

154 063-10 J:製品 .I:錘 S I-19001 
長さ 3.2 

防錘形．七錘。Iヤ側穿孔 ウンモ多く合む ＃ にぶい輝JOYR7/4 完If 1f!IM.70g 
幅 0.9 

155 063-05 土製品 -~ 錘 S 1-19001 l• さ 3.2 
llli錘形土錘．片側穿孔 ウンモ少駄介む t ! 曳黄櫂IOYRS/4 完(;. 頂!1l668g 

幅 1.7 

156 095-09 .~ 製品 J: 錘 SH9001 幅 I 4 防錘形i:錘.J¥・側芽孔 ウンモ微凩介む { 1こぶい貨代IOYR7/2 2/3 irms s. 

157 095-18 上製品 ±錘 SH9001 及さ 3.4 
防錘形土錘。1ヤ側穿iL 精良 § 虹 2.5Y7/2 完Ir- 賃fil44g 

幅 1.3 

158 063咽 ヒ製品 土錘 SH9001 
給さ 3.5 

防錘形土錘,It側穿孔 ウンモ少Iヽし介む § 旺 2.5Y7/3 完/;. 煎h¥520g 
幅 1.4 

159 063-03 t製品 -~ 錘 SH9001 
北さ 3.5 

llli錘形士錘。片側穿孔 n色粒少1,1含む § 叫貨褐lOYR7/6 完/; 爪r~s.7Sg
幅 1.6 

160 095-19 J: 製品 l:錘 S H9001 Kさ 3.5 
防錘形 I:錘．片側穿孔 1'1色飩多く含む : 1111黄褐IOYR7/6 完(;. 頂ld5.3g

幅 1.4 

161 師5-18 土製品 上錘 S H9001 
此さ 3.5 

防錘形_t錘．片開穿孔 白色粒多く介む t}. にぶい貨橙JOYR714 完/(- -~(lr15.64g 
幅 1.5 

162 095-20 土製品 ±錘 SH9001 幅 1.4 防錘形上錘。H・側穿孔 白色粒微慎介む t} 浅貨2.5Y7/3 2/3 頂J115.2g

163 063-17 i: 製品 土錘 S H9001 幅 1.3 防錘形I:錘．片側穿孔 l'I色透叫粒多く含む § 浅輝IOYRS/3 •部欠m 頂l,¥4.52g

164 063-02 -~-製品 I: 錘 SH9001 必さ 3.4 
防錘形上錘.11浪匹1-/l ウンモ少偵介む § 叫災褐JOYR7/6 完If 頂l1¥5.38g

幅 1.5 

165 095-17 上製品 土錘 S H9001 
此さ 3 4 

防錘形上錘。Iヤ側穿fL Ill良 § 目I紐 IOYR6/7 完/(- lfl/i\4.7• 
幅 1.4 

166 063--06 J・・製品 .I: 錘 S H9001 必さ 3.4 
防錘形土錘．片側穿孔 白色粒少!ti介む t llJl/11. 褐IOYR7/6 完(; ifil,17 35g 

幅 I 7 

167 095-05 土製品 J: 錘 S1-19001 紺 1.5 防錘形I:錘。片側穿孔 精）t ti にぶい紐IOYR7/4 2/3 lfCM7.0g 

168 063-11 上製品 上錘 SH9001 
長さ 3.6 

防錘形t錘.H・llll穿孔 ウンモ少ltl介む t} 灰貨2.SY7/2 -,~If lfChlS.90• 
幅 1.5 

169 095-DJ 上製品 I: 錘 SH9001 福 1.3防錘形土錘。片側穿孔 日色粒．ウンモ少f,l介む i即 12.5Y8/2 2/3 iJll姉,3g

170 065-20 上製品 土錘 S H9001 
此さ 3.7 

防錘形土錘．片側穿孔 ウンモ多く含む § 橙7.5YR7/6 完I, 頂IA4.05s
福 1.5 

171 063--04 t製品 土錘 SH9001 
長さ 3.7 

防錘形上錘．片側穿孔 ウンモ少bl介む § 叫貨褐IOYR716 完/(. 頂!i¥6.!Gg
堀 1.6 

172 066-13 J:'11品 J:錘 S H9001 
此さ 3.8 

防錘形I:錘．片側穿孔 ,,, 色透叫砂飩多く含む § 紐 25Y7/2 ーボt欠りi 頂!,¥8.50g
幅 1.7 

173 063--07 t製，II, t錘 SH9001 Kさ 3.8 
防錘形上錘。片側穿孔 ウンモ. 1'1 色粒少I~介む ~t皇/11.25Y7/3 完t、: 頂l,18.90g

幅 1.7 

174 畷 14 l: 製品 t錘 SH9001 必さ 3 8 
防錘形I:錘．片側穿孔 n色粒多く含む #. tli/li2 5Y7/3 完/;・ if('1¥5.69g 

幅 1.2 

175 063-18 土製品 土錘 SH9001 比さ 3.9 
防錘形 t錘。片側穿孔 白色粒多く介む § 虹 2.5Y7/3 完/{- 頂ld4.83•

幅 1.3 

176 065-17 I: 製品 I: 錘 SH9001 止さ 3.9 
防錘形土錘。片側穿孔 白色粒多く含む § にぶい貨橙IOYR7/4 部欠m lllr.tS 83g 

幅 1.5 

177 065-15 土製品 上錘 S HSOOI 
此さ 4.0 

防錘形t錘。H・側穿孔 白色粒多く介む 且控7.SYR7/6 完/(- if(i¥4.68g 
幅 1.3 

178 066-14 上製品 1: 錘 S H9001 幅 1.4 防錘形t錘。片側穿孔 白色透叫砂粒多く介む ll 灰白2.5Y8/2 3/4 if(l,l5.22g 

179 065-16 J: 製品 土錘 SH9001 n さ 4.1 
防錘形I:錘．片側穿孔 白色飩多く介む i にぶい貨橙IOYR7/4 都 欠ffl •1H,\4.62g 

幅 1.4 

180 094-10 土製品 上錘 SH9001 
長さ 4.1 

防錘形土錘.J¥・側穿孔 ウンモ.1'1色粒少1a介む t Ill//. 橙10YR8/4 完If ifi~\9.lg 
紺 1.7 

181 060-06 _I: 製品 I: 錘 SH9001 
j~ さ 4 I 

防錘形I:錘．片側穿孔 ウンモ多く含む i 浪黄ll!IOYRB/4 部欠損 頂0¥11.12R
幅 1.9 

182 095-10 土製品 t錘 SH9001 此さ 4.1 
防錘形t錘.,ヤ側穿孔 白色粒少~l含む § 浅黄2.5Y7/3 完If. 爪IM.8•

幅 1.3 

183 063-13 上製品 上錘 S H9001 
長さ 4.2 

防錘形土錘．片側穿孔 1'1色粒．ウンモ少1il介む § 浅貨25Y7/3 完/; if(~t5.l6g 
娼 1.3 

184 095-06 上製品 土錘 SH9001 
紙さ 4.2 

llli錘形上錘。片側か孔 砂粒多く介む § 浅貨橙7SY RB/6 部欠捐 ~ms.sg 
幅 1.4 

185 095-11 J:製品 J: 錘 SH9001 
及さ 4 3 

防錘形J:錘.J¥・側穿孔 ウンモ微hi介む t WI黄褐JOYR7/6 完Ii- mras 7g 
幅 I 4 

186 畷 14 .i: 製品 i: 錘 SH9001 止さ 41 . .4 3 防錘形i:錘。J¥・側穿孔 n色粒少f,¥含む t} 1.li/J/.2 5Y7/4 部欠flt 頂ld5.86g
幅

187 066-16 土製品 土錘 SH9001 幅 I 2 11/i錘形土錘。片側穿孔 砂粒多く介む § 棺7.SYR7/6 →部欠HI 頂fd4.26g

188 094-11 土製品 土錘 SH9001 
長さ

4I. .3 7 防錘形t錘．片側穿孔 ウンモ多く含む i灰1'15Y4/I 、元Ir- 項1il95g 
幅

189 063-22 上製品 土錘 SH9001 幅 1.4 防錘形土錘。片側穿孔 ウンモ多く介む t fl紐 IOYRS/3 一部欠ffl illft¥6.22● 

190 095--01 上製品 土錘 SH9001 且さ 41..3 5 防錘形土錘。片側穿孔 ウンモ微I~介む i Uff紐 2.SYS/2 →部欠FFL 頂 1~6.2g
幅

191 063-15 J: 製品 t錘 SH9001 n さ 4 1.・33 防錘形j:錘．片側穿孔 ウンモ少/,I介む ~Ill畑lOYRB/3 福欠Ht aHa4 87• 
幅

192 063-16 ±製品 土錘 S HSOOI 
此さ 4 1.・34 防錘形J:錘。Iヤ側穿孔 1・1色粒．ウンモ多く介む ＃ 浅黄2.5Y7/3 →部欠捐 頂111596• 
面

193 065-10 I: 襲品 t錘 S H9001 幅 1.8 防錘形T錘。n・側穿孔 ウンモ少Ll介む e , 紐 2.5Y7/3 ー一部欠Ht ifiltt8 82• 

194 095-16 I: 製品 k鈍 S H9001 長さ 4 1.・43 防錘形I:錘.I¥側穿孔 ウンモ少り介む ~ i豆貨2,5Y7/3 2/3 ;fchl5.5s 
幅

195 063-23 上製品 土錘 SH9001 
此さ

4 I '4 5 防錘形土錘.,ヤ側穿孔 n 色,~. ウンモ少Iii介む § 淡黄2.5Y8/3 部欠HI 頂1,1113g 
贔i

196 063-20 .I: 製品 t錘 S H9001 
及さ

4 1.・44 防錘形.I:錘。1ヤ側穿孔 白色粒．ウンモ多く介む t t曳1/i.25Y7/3 淵次捐 頂m.28g
幅

197 063-19 上製品 t錘 S H9001 
及さ 4 1.・64 防錘形土錘。片側穿孔 n色粒言ウンモ多く介む § 知 25Y7/2 ,1,/; 頂lil987• 
幅

198 嬌 14 士襲，II, 上錘 SH9001 
及さ 4 1.4 . 5 11/i錘形J:錘,J¥・側芽孔 1・1色粒多く含む § 虹 2.5Y7/3 、 部欠HI llll』17.3g
幅

199 095--13 I: 製品 J:錘 SH9001 此さ 4 1.・ 5 4 防錘形土錘．片閲穿孔 白色粒少1』tftむ § 知 2.5Y8/2 完/; 頂l1l7.4g
蝠

200 065--09 上製品 ±錘 SH9001 娼 1.5防純形土鈍。片側穿孔 ＂色粒多く含む ~Iリ1/11.褐IOYR7/6 憫次HI 項1姉.62g
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番I} Q鯰
器種 1111 形

地区 法 lo¥
調 幣 ・ 技法の特徴 胎 I: 盟 色 品 残(;.崖 伯 考

番'} 遺構 （四）

201 060-10 J: 製品 t錘 S119001 !<さ 4.5 
防錘形 I:錘．片側穿孔 ウンモ多く介む § 虹 t2.5Y7/3 部欠損 ill~l6.05g 幅 1.4 

202 065-13 J: 製品 上錘 SH9001 
及さ 4.5 

防錘形I:錘.H・IJIII穿孔 l'I色粒多く介む 且屈7.5YR7/6 完/(- lflb¥8 06g 
幅 1.6 

203 063-24 t製品 土錘 S H9001 ),! さ 4.7 防純形 I:錘.J¥・IJIJ穿孔 ウンモ少ht介む § 浅黄lll!OYR8/3 惰部欠りi l[(!Jt5.55g 

204 095--02 i: 製品 J: 錘 S H9001 K さ 4.6 
防錘形1:錘．片側穿孔 砂,~多く介む § にぶい黄橙JOYR7/4 ・えII 頂!,l5.4g

紺 1.3 

205 095-04 t製品 ± 錘 SH9001 及さ 4.6 
防錘形 1:錘．，＂印 1-ll ウンモ微U介む § にぶい黄攪IOYR7/4 、えIi- illlt¥7.3g 幅 1.4 

碑 063-21 I: 賛品 土錘 SH9001 似 1.4 防錘形上錘。J¥・側穿孔
1·1 色透叫,~. ウンモ多く § 知 2.5¥7/1 部欠川 if(l,¥6.96g 
介む

207 094-14 上製品 士錘 SHSOOI 比さ 4.6 
防純形I:錘．片側穿孔 1'1色粒少Id介む § 橙75YR7l6 完If. 貧9』uo7g 幅 1.8 

碑 暉5-15 l: 製品 j; 錘 S119001 比さ 4.6 
防錘形 I:錘,I¥・側穿-/L ＂色I~少l,l介む § 知 2.5Y8/2 ・え(;. •Clol7 7g 幅 1.4 

209 060-05 I: 製品 t錘 SH細 I !• さ 4.6 
防錘形 I:錘。Iヤ側穿孔 ウンモ.,1ヽ1;多く介む f 1!17 5YR7/6 完/(- i[(fitll 00g 

輻 1.8 

210 060--09 I: 製品 土錘 SH9001 K さ 4.6 
防錘形1:錘。9ヤ側穿fl ウンモ微1,1介む § 浅黄25Y7/3 完（、： if(l116.78g 

幅 1.4 

211 094-13 I: 製品 J: 錘 S119001 
及さ 4.6 

防錘形I:錘。J¥・側穿孔 Ill良 !} にぶい紐IOYR7/4 ・,W 頂li¥8.2g
幅 1.6 

212 095-12 上製品 土錘 S H9001 比さ 4.6 
防錘形K錘。11側穿孔 精良 § 知 2.5Y8/2 部欠HI illhl5.9g 

糾 1.4 

213 065-11 I: 製品 I: 錘 SH9001 比さ 4.6 
防鈍形I:鈍．片側穿孔 ウンモ少Iii介む § 淡黄25Y7/5 ·,~//- illl,15.95g 

屈i 1.4 

214 094-12 I: 製品 土錘 S H9001 
J, さ 4.7 

防純形t錘。片側窃孔 ウンモ少1,t介む § 橙7.SYR7/6 ・えIt' lf(Jft8.5g 
幅 1.8 

215 062-03 I: 製品 t錘 SH9001 J, さ 4.7 
防純形t錘.,ヤ側穿孔 "色柑少lot介む i橙7.5YR7/6 完/(- 頂~l973g 

幅 1.6 

216 066-09 l: 製品 :!: 錘 SH9001 l<さ 4.7 
防錘形I:錘．片側穿孔 ウンモ. ~I 色粒少慎含む i橙7.5YR7/6 完If •T!l1U0.74g 

幅 1.9 

217 094-09 t製品 土錘 SH9001 及さ 4.7 
防錘形上錘。片側穿孔 ウンモ多く介む t} 11/1/.2 5Y7/3 部欠m 頂ldl2.4g

幅 2.0 

218 065--02 上製品 t錘 S H900l !<さ 4.7 
防鈍形I:錘.J¥・llll穿孔 ウンモ少1,t介む i橙7.5YR7/6 完/(- 項l1tl2.82g

幅 2.0 

219 066-10 I: 製品 t錘 SH!IOOI !, さ 4.7 
防飩形J:錘。片側穿孔 ,・, 色透,u,砂粒多く介む § 淡貨2SYS/3 完/(- 頂11114.95g

幅 2.1 

220 062-11 J: 製品 土錘 SH9001 !<さ 4.7 
防錘形上錘。片側穿孔 ウンモ少lot介む § 灰黄25Y6/2 部欠り1 ifiotll 51g 

幅 2.0 

221 065-07 J: 製品 土錘 SH9001 H さ 4.8 
防錘形 l:錘．片側穿孔 ウンモ多く介む § 灰黄2.5Y6/2 完/(- illlt¥10.l3g 

紺 1.7 

222 060--08 I: 製品 上錘 S1-19001 
及さ 4.8 

防錘形J:錘．片側穿孔 ウンモ多く介む § 紐 25Y8/4 ・え{(- if(!,t8.2!g 
幅 1.4 

223 065-03 上製品 上錘 SH9001 l~ さ 4.8 
防錘形I.錘。片側穿孔 1'1色粒多く介む 且橙7.5YR7/6 mt- 爪ltU0.84g

幅 2.0 

2'24 060-12 t製品 上錘 S H9001 !<さ 4 8 
防錘形 I:錘．片側穿孔 ウンモ多く介む § 淡貨25Y8/3 、え/; ~(l,t7.33g 

幅 1.4 

225 066-08 I: 製品 土錘 SH!IOOI K さ 4.8 
防錘形I:錘.It側穿孔 ウンモ少M介む h にぷい橙7.SYR7/4 ・;(-./( 爪li¥13.14g

紺 1.8 

226 094-07 上製品 l:錘 SH9001 
此さ 4.9 

防錘形I:錘．片側穿孔 ウンモ少t,t介む § 虹 2.5Y7/3 ・;u、: 頂lil126g 
幅 I 8 

227 094--08 I: 製品 1:錘 S H9001 
Jfさ 4.9 

防錘形t錘．片側穿孔 ウンモ微1,1介む § 黄橙IOYRS/6 •部欠り1 1fCl1UO 9g 
幅 1.9 

228 065-12 I: 製品 t錘 SH9001 l• さ 4.9 I!/; 錘形1:錘.,ヤ側穿孔 1・1色粒多く介む § 旺 2.5Y8/3 ~/; ifCI』l7.62g
幅 1.4 

229 060-11 上製品 土錘 SH9001 比さ 4 9 
防錘形・I:錘．，ヤ側穿孔

~Smmのn色位ウンモ少 ti灰/11.2.5¥7/2 ',U; illl119.80g 
幅 1.7 Id介む

230 061-()8 I: 製品 .t錘 S H9001 
J.:iさ 5 0 

防錘形1:錘。Iヤ側穿孔 1'1色粒多く介む § 橙7.SYR7/6 完/(- lfCltl!0.88g 
幅 I. 7 

231 062-12 t製品 上錘 SH9001 
J,! さ 5 0 

防鈍形 I:錘．片側穿孔 ウンモ多く介む
良好 にぶい黄橙JOYR7/3~ 

完Ii- lll1~15.36g 
幅 2.0 褐灰IOYR4/l

232 061-11 i: 製品 t錘 S H9001 l<さ 5.1 
防錘形l:錘.11・1111穿孔 l'I色粒．ウンモ多く介む t にぶい黄棺IOYR7/4 ';(-.If iJH,lll.67g 

輻 1.8 

233 065郊 i: 製品 土錘 SH!lOOI 
↓とさ 5.1 

防飩形I:錘.Jl・ll!J穿孔 1'1 色I~少慎介む § 橙7.5YR7/6 部欠り1爪liU0.60g
糾 1.9 

234 061-04 t製品 J: 錘 S H9001 J~ さ 5.1 
防錘形I:錘。lj・側穿孔 l,U. § 浅黄橙7.5Y8/6 完/(- 頂l1¥9,32g

91,! 1.6 

235 061-03 I: 製品 土錘 S H9001 比さ 5.1 
防錘形I:錘.11・側穿孔 ウンモ多く介む 且黒5¥2/1 完If- 爪IJ¥1024g 

幅 1.6 

236 062--09 I: 襲品 :I: 錘 SH900I Jiさ 5.1 
防錘形土錘。I¥側穿孔 ウンモ多く介む § 暗灰黄2.5Y5/2 完Iヽ： iTchUl.88g 

紺 1.8 

237 066--05 _!: 製品 土錘 S H9001 
此さ 5.2 

防純形 I:錘．片側穿孔 ウンモ多く介む § 灰75Y6/l 完Iヽ： •1llol13 85g 
幅 I 9 

238 061-12 I: 製品 t錘 S H9001 I<さ 5.2 
防錘形上純．片側穿孔 ウンモ少rt介む § 橙5YR6/6 ・えIf lf(M9 31g 

幅 1.6 

239 065-()6 J: 製品 土錘 S H9001 K さ 5 2 
防純形i:錘．片側穿孔 l/i良 § 虹 2.5Y7/3 完Iヽ： if(l,111.!0g 

紺 I 6 

240 晦—12 I: 製品 土錘 S H9001 J~ さ 5.2 
防錘形 I:錘．片側穿孔 ＂色透叫砂粒多く介む § 橙75YR7/6 完（、： 頂1,uass. 

紺 1.9 

241 061--09 t製品 上錘 S H9001 J• さ 5.2 
防錘形I.錘.,ヤ側穿孔 介l'Iむ色粒少1,1,ウンモ少~, り橙75YR7/6 完If if<lil13.l3g 

也i I 8 

242 062--04 I: 製品 .I: 錘 Sl19001 Jiさ 5.2 
防錘形1:錘.,ヤ側穿孔 l'l 色粒微I~介む § 知 75Y8/2 ‘えIl- 頂lft13.60g

輻 2.0 

243 066-07 上製品 土錘 SH900l 比さ 5.2 
防錘形 I:錘.,ヤ側穿孔 ウンモ少Iii含む ti 灰黄2.5Y7/2 完II 頂T,¥12.28g

幅 1.8 

244 062-02 J: 製品 上錘 S 1-19001 比さ 5.2 
防鈍形I:錘.H・fllll穿孔 l'I色粒少lot介む § 畑 7.5YR7/8 9えIf Jf(f,¥12.34g 

幅 1.8 

245 061-01 J: 製品 土錘 S H9001 比さ 5.2 
防純形J:錘.,ヤ側穿孔 ウンモ多く介む 良好 橙屈5褐YIORY6/R63/l~ 完If- 頂lotll.40g

幅 1.6 

246 094咽 上製品 土純 SH9001 
J; さ 5.2 

防錘形I:錘。Jl・側穿孔 ,・, 色粒微M介む § 橙7.5YR7/6 完／，' ifcous.9• 
幅 1.8 

247 060-().1 I: 製品 I: 錘 S H9001 I<さ 5.2 
防錘形I:錘．片側穿孔 ウンモ多く介む § にぶい黄橙lOYR7/3 完/(- 頂11¥23Ilg 

幅 2.4 

2•18 06J-o2 J:製品 I: 錘 S119001 !iさ 5.3 111；錘形I:錘。片側穿孔 "色,~. ウンモ多く介む § 灰黄2.5Y6/2 ・えIf if(l,t9 57g 
幅 1.6 

249 060-07 I: 製品 J: 錘 S119001 
及さ 5.3 

防鈍形J:錘。 I¥・側穿孔 ウンモ少r,t介む り灰黄2.5Y6/2 完/{- 11H,t6 39g 
幅 1.4 

250 065-05 .I: 製品 t鈍 SH!IOOI i. さ 5.3 
防錘形J:錘．片側穿孔 精良 t} ill/l/.2.5Y7/4 完If lf(t,t9 62g 

幅 1.5 
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番け 遺構 C<m) 

251 061如 土製品 土錘 5 H9001 
給さ 5.5 

防錢形t錘．片闊穿孔
I~ 色粒多く．ウンモ微員 § 虹 2.5Y4/1 部欠損 重贔991g 

幅 1.5 合む

252 062--06 」：製品 上錘 SH9001 且さ 5.5 
防錘形.I:錘.Jl・lllJ穿孔 ウンモ多く介む § 知 2.5¥1/2 完存 頂駄11.83g

幅 1.8 

253 094--05 土製品 土錘 S H9001 
此さ 5.5 

防錘形t鍾．片側穿孔 ウンモ少揖含む § 紐 IOYR4/1 一部欠損 !ll!il14.835g 
幅 1.9 

254 

“” 
上製品 :I: 錘 SH9001 

給さ 5.5 
防錘形土錘．片囮穿孔 ウンモ多く含む § 灰黄2.5Y6/2 部欠祖 !llJilll,76g 

紺 1.8 

255 062-07 土製品 l:錘 SH9001 必さ 5.5 llli錘形上錘．片側穿孔 ウンモ多く含む § 虹 2.5Y6/2 ・存 頂凩1626g 
紺 1.9 

256 064--06 土製品 土錘 SH9001 
長さ 5 5 

防錘形土錘。片側穿孔 精良 § 橙7.5YR7/6 完存 !ll慎26.29.
幅 2.5 

257 062-01 土製品 cl: 錘 SH9001 必さ 5.5 
防錘形士鍾．片側穿孔 白色粒多く含む § 橙75Y R7/6 完存 煎l!lll.80g

幅 1.8 

258 061-10 土製品 土錘 SH9001 
比さ 5.5 

防錘形土錘．片側穿孔 白色粒多く含む 且 にぶい貨橙IOYR7/4 完存 頂鼠13.34g
幅 2.0 

259 064-11 J: 製品 i: 鈍 SH9001 
長さ 5.5 

防錘形土錘．片側穿孔 精良 § 浅黄2.SY7/3 一部欠損 煎凩15.73g
幅 1.9 

260 066-11 士製品 :I: 錘 S H9001 必さ 5.0 
防錘形 t錘,/¥側穿孔 白色粒少籠介む § 橙7.5YR7/6 完存 頂りll1.87g

幅 1.7 

茄1 065--04 :I: 製品 I: 錘 SH9001 止さ 5.6 
防錘形土錘．片側穿孔 ウンモ少Ill含む § 諏 2.SYS/1 完れ 爪filll.94g

福 1.7 

262 065-01 l:製品 ±錘 SH9001 
北さ 5.0 

防錘形t.錘.H側穿孔 精良 § 櫂2.5YR6/6 完存 illlill5.30g 
煽 2.0 

263 066--03 土製品 土錘 S H9001 
紙さ 5.7 

Ill；錘形!:鈍。JI・側穿孔 白色粒少鼠介む § 担7.5YR7/6 完Ii 重凩1645g 
福 2.1 

264 059-03 土製，II, 土錘 SH9001 
給さ 5.7 

防錘形土錘．片囮穿孔 ウンモ少lll含む § 虹 2.5Y7/3 ;;;u 頂紐30.37g
籠i 2.5 

265 062如 土製品 J: 錘 S H9001 此さ 5.8 
防錘形．土錘。片側穿孔 白色粒多く合む § 紐 7.5Y7/8 完If !llfi¥13.03g 

福 1.8 

266 066-06 土製品 土錘 SH9001 
伍さ 5 8 

防錘形t錘．片側穿孔 白色透明砂飩多く合む 且淡黄2.5Y8/4 嘩欠損 1Jlllll6.77g 
幅 1.9 

267 064-14 ・t製品 .I: 錘 S H9001 
給さ 5.8 

防錘形土錘.,ヤ側穿孔 ＂色粒多く含む 且淡黄2.5Y8/4 完仔 貧/ll16,74g
幅 2.1 

268 062-0S 土製品 土錘 SH9001 
紙さ 5.8 

防錘形J:錘.n・IIIIJ穿孔 ウンモ少揖含む : IJl/ll2.5Y7/3 完存 頂li¥14.04g
紺 2 0 

269 年 1 土製品 上錘 Sl-19001 
北さ 5 8 

防錘形I:錘．片側穿孔 白色粒．ウンモ少屑介む § 虹 2.5Y7/2 完存 頂凩21.90g
幅 2 I 

”゚
062-10 I: 製品 土錘 S H9001 必さ 5.8 llli錘形土錘．片側穿孔 ウンモ多く介む § 睛灰貨2.5Y5/2 完/; 爪屈1640g 

紺 2.0 

'l:11 061--07 士製品 I: 錘 S119001 妓さ 5 9 
防錘形t錘．片側穿孔 ウンモ多く含む § 灰75Y5/1 完If- 頂li¥15.44g

幅 1.9 

272 059-07 t製品 i: 錘 S H9001 
此さ 5.9 

防錘形土錘.Iヤ側穿孔 ＂色粒、ウンモ徴＆＼合む § 浅黄橙IOYR8/3 完If 11lhl24.85g 
紺 2.4 

273 年 2 土製品 ±錘 S1-19001 給さ 5.9 
防錘形I:錘．片側穿孔 ウンモ少!il含む § 匝7.5YR7/6 完If- 頂伍26.28g

幅 2.3 

'1:14 諏—12 土製品 k錘 S H9001 必さ 6.0 
防錘形J:錘．片側穿孔 白色透叫粒多く含む § 知 2.5Y8/2 一部畑I!ll/i!l4.83g 

幅 1.9 

275 059--04 土製品 J: 錘 SH9001 
給さ 6.0 

防錘形I:錘,H・IIIIJ穿孔 ウンモ多く含む § にぶい貨2.5Y6/3 完ff 頂.li¥29.79g
幅 2.6 

276 060-03 土製品 ±錘 SH9001 !~ さ 6.0 
防錘形土錘,H・IIII穿孔 ウンモ少偵含む § 暉 75YR7/8 完存 頂駄32.17g

紺 2.8 

271 064-01 土製品 土錘 S H9001 
及さ 6.0 

防錘形土錘。片側穿孔 i'I色粒、ウンモ微tit介む § にぶい貨橙IOYR6/4 完存 璽航36.73g 
幅 2.9 

278 060--02 !: 製品 I: 錘 Sl-19001 比さ 6.1 
防錘形・I:錘.JI・側穿孔 ウンモ多く含む § ヽこぷい黄橙JOYR713 完fl- 頂絨19.55g

幅 2.0 

279 094-03 土製品 士錘 S H9001 止さ 6.1 
防錘形：I: 錘．片側穿孔、 ウンモ少凩含む § 浅黄橙IOYRS/3 完存 頂Ji¥21.Sg

幅 2.2 

280 059-01 土製品 t錘 SH9001 
長さ 6.1 

防錘形上錘。片側穿孔
ウンモ多く. ~, 色粒少阻 § 橙75YR7/6 完If 頂1~24.l6g

紺 2.3 含む

281 064-09 j; 製品 .i: 錘 SH9001 !~ さ 6.1 
防錘形I:錘．片側穿孔 ウンモ．白色粒多く合む 乱浅貨2.5Y713 —訟打1 頂屈19.40g

幅 2.1 

寧 064-05 土製品 l:錘 S H9001 
長さ 6.1 

防錘形上錘．／ヤ側窃孔 r1色飩少屈含む tl Iこぶい紐IOYR7/3 完存 頂li¥35.llg
幅 2.8 

公日 059--05 上製品 :I: 錘 SI-19001 
及さ 6.2 

防錘形l:錘．，ヤ側穿孔 ウンモ微bl含む f} l!l5YR7/6 完存 爪絨25.67g
幅 2.3 

281 094-04 J:製品 I: 錘 SH9001 !>さ 6.2 
防錘形 t錘.11・1111穿孔 ウンモ微偵含む § 浅黄橙JOYRB/4 完ff 爪姐20.2g

幅 2.1 

285 0蕊 11 :I: 製品 土錘 SH9001 “さ 6.2 
防錘形1:錘。片側穿iL ウンモ少凩介む § 橙7.5YR7/8 一部欠り1頂拭18.53g

幅 2.3 

286 064-03 ±製品 土純 SH9001 必さ 6.2 
防錘形上錘。）ヤ側穿孔 H色飩．ウンモ少祉含む

良好 貨灰25Y4/1 完存 頂鼠3fi.l5g
幅 2.7 灰黄2.5Y6/2

287 064-13 土製品 土錘 SH9001 及さ 6.3 
防錘形I:錘．片側穿孔 1/1良 § 浅黄橙JOYRB/4 完/; 頂駐17.17g

幅 1.9 

288 061-00 土製品 土錘 S HOOD! 
長さ 6.3 

防錘形土錘.f¥・1111穿孔 白含む色飩多く．ウンモ徴贔 § 黒IOYR2/l 完存• lft~ll6.52g 
幅 1.9 

289 094--02 ,t製品 土錘 SH9001 必さ 6.3 
防錘形土鈍。H-111穿孔 Ill良 且灰黄褐IOY6/2 完If lfllit26.0g 

紺 2.2 

290 年 8 土製品 1: 錘 SH9001 
Kさ 6.4 

防錘形土錘．片側穿孔 ウンモ少M合む t 1!15YR7/6 完（； 頂贔27.llg
紺 2.3 

291 059-10 t製品 :I: 錘 S 119001 f~ さ 6.4 
防錘形I:錘．，「側穿孔 白色粒微鼠含む § 橙7.5YR7/6 一部欠損 頂駄22.66g

幅 2.4 

292 064--02 t製品 土錘 SH9001 
妓さ 6.4 

防鈍形J:鈍．片側穿孔 白色粒多く令む § 虹黄棺7SY R8/6 完Iヽ： ffill\40.18• 
船 3.0 

293 064-oB :I: 製品 土錘 SH9001 虻さ 6.5 
防錘形l:錘.,ヤ側穿孔 白色拉少凩合む 且 にぷい黄橙IOYR7/4 完存 頂lil24.79g 

幅 2.5 

291 064-04 t製品 J: 錘 S H9001 北さ 6.5 
防純形J:錘.f\•lllJ穿孔 白色粒少11介む t Iこぷい紐IOYR7/3 完存 頂h¥41.00g

幅 Z.6 

295 064-10 J:製品 土錘 S H9001 
jもさ 6.5 

防錘形l:錘．，ヤ側穿孔 白色粒多く介む i にぶい貨橙IOYR7/4 ・部欠損 頂fA20.32g
幅 2 3 

296 059-09 ±製品 J:錘 SH9001 
此さ 6.6 

防錘形1:錘．）ヤ側穿孔 ,~ 色粒．ウンモ少H含む § 橙7.5YR7/6 部欠損 頂h123.3D•
紺 2 3 

297 059-05 J:製品 土錘 SH900J 長さ 6.7 
防錘形.t錘．片側穿孔 白色粒多く含む § 浅紐JOYRS/4 •部欠捐 瑣li¥21.90g

幅 2 2 

298 0.,9--02 I: 製品 l: 錘 SH9001 紙さ 6.7 
防錘形土錘．片側穿孔

(I色粒少凩、ウンモ多く I , 曳黄橙7.5YR8/4 ・→部欠祖 頂lil26.34g
幅 2 4 介む

299 059-12 J: 製品 J: 錘 S H9001 
妓さ 6.8 

防錘形土錘。片側穿孔 ウンモ.rc1色飩微Ii¥含む 且 にぷい黄橙IOYR7/4 →謡欠損 !llli¥25.330 
幅 2.4 

300 066--01 土製品 上錘 S H9001 比さ 6.9 
防錘形土錘．片側穿孔 白色粒多く介む § 橙75YR7/6 完{f 重凩34.42•

娠 2.6 
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番I/ e紬
器種 1111 形

地 1><: 法偵
調 整 ・技法の特徴 胎 土 農 色 調 残存度 佃 考番け 遺構 （皿）

301 064-07 土製品 J: 鈍 SH9001 比さ 7.0 
防錘形I:錘.11・1111穿孔 n色粒多く含む t Ill輝 7.SYRB/6 部欠損 前hl29.54g

幅 2.5 

302 094--01 .I: 製品 I: 錘 SHSOOI 比さ 7.0 
防錘形 l:錘．片側穿孔 精良 § にぶい黄橙IOYR7/4 完Ii 頂6130.lg

幅 2.5 

303 068--04 鉄製品 ,r SH9001 !~ さ !ll凩8.99g
幅

潤 I 068--01 鉄製品 ,r SH9001 
此さ

頂債8.67g
紺

30., 068-05 鉄製品 tr SH9001 比さ
頂ld8.32g

幅

306 068価 鉄製品 If SH9001 Iiさ 重fd6.!8g
幅

307 068-02 鉄製品 釘 SH9001 
北さ

I[（植!0.20g
幅

308 068--03 鉄製品
＂ 

SH9001 比さ lll!il9 64g 
幅

幽 067-o7 :1:.1, S H9001 径 2.0 球形．穿孔なし ウンモ多く合む : Iこぶい貨橙JOYR6/4 完If

310 067--08 t:r. SH9001 径 2.1 球形。穿孔なし
~lamの白色粒．ウンモ少

且 にぷい黄橙IOYR6/4 一部欠損~t 多く介む

311 068--08 鉄製品 釘 SH9001 
.1,lさ 13.6 

断面）i形．頭部をL字に折り返す 頂ftl7D63g 
幅 1.2 

312 068-07 鉄製品 ,r m5包合柑
比さ 11.2 

断iii);形．頭部をL字に折り返す !ll鼠34.23g
幅 0.6 

313 109--09 土師器 椀 S H9002 I~I沼 12.0 
外内 ,IJ緑部 I:半ヨコナデ．以・ドユピオサエ

・r, 紬部ヨコナデ，以下ナデ
i'I色粒．ウンモ少凩合む § 屈SYRG/8 112/12 

314 037-o4 l: 師器 杯 S H9002 
n径 12.6 外 '11絃部k平ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少凩介む § 円5YR6/6 1/2 
器紅 2 6 内： 11絃儒ヨコナデ，以ドナデ

315 038--02 土師器 杯 S H9002 
1-1径 13 6 外： II絃部l:・'1'ヨコナデ．以下ユピオサエ

(I色粒少ht合む f}氾75YR7/6 1/4以下
器 店 3.4 内： 1:1絃部ヨコナデ，以下ナデ

316 109-08 土師器 杯 S H9002 n I差 12.0 外内：：暗口絃文部J:半ヨコナデ．以ドユピオサエ ウンモ．赤色斑粒少址含 § りI/JI.褐JOYR7/6 r.12/12 
器 店 2.8 む

317 109-07 ±師器 杯 S H9002 
U径 16 0 外： II給部」： •ra ヨコナデ，底部ユピオサエ 赤＜色介lllむ粒少,a,ウンモ多 § 氾5YR6/8 IJ2/12 
撒,~ 3.3 内： l:t紬部ヨコナデ，以ドナデ

318 035-07 士師器 Dll S H9002 は悶 18.0 外内 ： n絃部 l:'i'ヨコナデ．以ドユピオサエ
赤色粒少「K介む § 団SYR6/6 1/4以F

2.4 :11絃部ヨコナデ．以下ナデ

319 038--01 :I: 師器 皿 S H9002 IJ径 20.4 外内 ,II絃 郎I:半ヨコナデ．庇部ユピオサエ
ウンモ少1il介む § 屈5YR6/6 1/4以 F

器 麻 1.5 : 1-1緑部ヨコナデ．以下ナデ

320 067-01 須恵器 北頸瓶 S H9002 1-1径 8.0 外内 ,ff.Ill部・体輝阿転ナデ -2mmのn色粒多く合む
良好 内頭部～外にぶい橙SYRG/3 115/12 

内頸部～外に(I然釉
'II頚部・体部回転ナデ 内：灰白5Y7/1 頸完存

321 110-01 J: 師器 甜杯 S H9002 は悶 ー外．尉部クテ};向に12面の両取り 白色粒．ウンモ多く含む 且橙5YR7/8

322 JJD-02 t師器 店杯 S H9002 
Ill怜

ー外胴部タテ}j(,りに8面の直i取り
赤色斑飩．ウンモ少掛含 § 屈5YR6/8

器高 む

323 016-07 土師器 杯 S KSOOO 
U径 12.9 外 ・11絃部1:1'ヨコナデ，以下ユピオサエ

1'1色粒多く介む t I~ 紐 IOYR8/4 3/4 
器店 3.2 内 11給部ヨコナデ，以下ナデ

324 109-06 土師器 椀 SK9034 
u径 11 2 外： II紬部」.'f-ョコナデ，以・ドユピオサエ

ウンモ多く介む § 柑5YR6/8 rl2/12 
器 高 2.8 内 ・11絃部ヨコナデ．以下ナデ

325 036--01 」：師器 杯 SK9034 
Ill希 13.6 外 ・11絃部 I.半ヨコナデ，庇部ユピオサエ

1'.1色粒少IJ¥含む 且棺5YR7/6 1/4 
器 “ 3.6 内・ 11緑部ヨコナデ，以 Fナデ

326 035--08 t師器 椀 S K9034 
I-If蚤 14.4 外 'II緑部瑚部ヨコナデ，以―ドユビオサエ

ウンモ少r,t介む i祖SYR6/6 1/2 
器店 3.9 内 II絃部ヨコナデ，わずかに暗文あり

327 031--09 I: 師器 杯 SK9034 
111沼 16.5 外 'II給 部l.'l'ヨコナデ，底部ユピオサエ

白色粒少,a介む i円5YR6/6 ほぽ完存 ヘラ此りあり
器 “ 2.9 内 II絃部ヨコナデ，以下ナデ

328 109-02 須,!(器 折絃llll SK9034 1-111 22.4 n緑岨部角張る．内外iii阿転ナデ l'I色粒少Id介む l}以N6/ ~11/12 

329 109--04 I: 師器 llll S K9034 
II径 15.7 外 'II緑 部l:f.ョコナデ．以ドユピオサエ

白色粒少ht介む § 棺5YR7/8 112/12 
器紅 2 7 内 11絃部ヨコナデ，以下ナデ

330 IO!Hl5 土師器 皿 S K9004 
II径 17.0 外内： II絃部部 I: 半ヨコナデ，以ドユピオサエ 白色位多く合む § 控5YR6/8 i-12/12 
器麻 2.2 'IJ絃 ヨコナデ，以下ナデ

331 IO!HlJ 土師器 皿． SK細 l:J I蚤 18.3 
外： N絃部_t半ヨコナデ．以 Fヘラケズリ 赤色斑粒．ウンモ多く介

{} IUJ褐7.5YR5/6 l:Jl/12 
内 -11給部ヨコナデ．以ドナデ む

332 067--03 I: 師器 皿 S K9034 ＂径 18.3 外 ・11綽部I:平ヨコナデ，以ドヘラケズリ ~Immのn色粒とウンモ多 h位SYR6/8 115/12 底外wiに隕丹あり
器 麻 2.5 内・ II絃部ヨコナデ．以ドナデ く含む

333 053-07 i: 師器 杯 S 89004 u径 11.5 
外内 LI舷部端部ヨコナデ，以ドユピオサエ

'II絃部ヨコナデ，以下ナデ
赤色粒少1,1含む § にぶい黄橙IOYR7/4 J/4以下 内iiiに/II変あり

3:14 053--08 t師1111 杯 S B9004 Ill冷 13.0 
外： II絃 部l:'f.ヨコナデ，以7':,cピオサエ

ウンモ少l1l介む i担75YR7/6 1/4以下 内帥,,央に111'4:あり
内 11絃部ヨコナデ，以ドナデ

335 029--07 土師器 杯 S B9006 ＂粍 13.9 外内 11絃部 lo半ヨコナデ．以ドユピオサエ ウンモ少M.ti色粒多く
且 にぶい貨橙IOYR7/3 完存

器麻 3.5 ,II絃部ヨコナデ．以下ナデ 介む

3.16 029-06 土師器 杯 S 89006 ＂径 13.8 外 IJ給部瑚部ヨコナデ，以下ユピオサエ "色粒少M.ウンモ多く § にぷい貨棺IOYR713 完If
器紅 3.3 内 '11絃部ヨコナデ．以下ナデ 介む

337 029-08 陶器 椀 S89006 
口 径 16.6 

麻ft,ヽ リッケ，内外面ロクロナデ 梢J込 且灰/ll.2.5Y7/2 3/4 
器紅 5.7 

338 053--04 :I: 師器 皿 S B9008 IJ! そ 13.0 
外内 II給部Jc半ヨコナデ．以ドユピオサエ

・II絃部ヨコナデ，以下ナデ
日色,~多く介む 且淡災2.5Y8/3 1/4以下

339 052--07 上師器 皿 S 89009 fl! 沿 20.0 
外内 ：口紬部端部ヨコナデ，以ドユピオサエ

:11給部ヨコナデ，以下ナデ
l'l 色,~多く含む § 浅輝10YR8/3 1/4以下

340 078-10 t師器 皿 S K9015 1.1径 13.0 
外： II絃謡 I:平ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色斑位-I'll・合む i囮7.5YR7/6 Cl3/12 
内 ・11緑部ヨコナデ．以下ナデ

341 017-00 灰釉陶器 台付皿 S K9038 
n f達 15.4 

灰釉ッケガケ．内外面ロクロナデ 黒色粒少It介む i紐 25Y7/2 3/4 内面底部以外にl1li釉
器 “ 2.8 

342 016-03 j: 師器 杯 SK9016 
Iii. せ 14.4 外 ,II絃部 l:'I'ョコナデ．以Fユピオサエ

納良 良好 控内S底Y：Rに6/ぶ6い貨橙IOYR7/4 ほほ完存 全体的に/.!I安あり
器“ 3.0 内： II紬部ヨコナデ．以下ナデ

3・13 045-00 I: 師器 杯 SK9016 
Ill蚤 16.8 外 'I―1緑部 l.'1'・ヨコナデ．以ドユピオサエ l~ 色粒少r,t介む § 帽7.SYR7/6 1/3 内面中央に!l¥-£:あり1111,(1; 3.9 内 II絃部ヨコナデ．以Fナデ

344 045-08 灰釉陶器 段皿 S K9016 ~• I五 17.8 
内外面ロクロナデ 精良

良好 外：浅/1;2.5YR7/3 1/4以 F
器麻 3.4 内．浅災5Y7/3

345 016-10 i: 師器 llll S K9029 ＂径 8.8 外内・"緑部部 I:'ドヨコナデ．以下ユピオサエ ウンモfl!'ftむ § にぶい黄橙IOYR7l3 ぼ庄諒
器 甜 1.7 ・II給 ヨコナデ．以下ナデ

346 016-06 土師器 Oil S K9039 は悶 81..34 外内囀 1111紺絃部藩ヨI:平コナヨデコナ，以デ下．ナ以デFユピオサエ 介白む色粒fil'.ウンモfi'l' 且 にぶい黄棺IOYR7/8 ・,u; 

347 079--04 白磁 椀 S K9018 Jlf丑 11.0 
外 ロクロナデ.It弁文

精良 t}灰l'l5Y8/2 101/12 
内 0クロナデ

:148 017--03 上師器 Oil S K9D24 
JI径 9 8 外： II紬部 I:平ヨコナデ，以Fユピオサエ

ウンモ少ht介む i灰l'IIOYRS/2 完/; 口絃部外面に煤H?I
器 甜 2.0 内： II紬部ヨコナデ．以下ナデ

349 078-11 土師器 Ill SK90'24 
II径 10.0 外内 ： II紬部 L'l'ヨコナデ，以ドユピオサエ ウンモ少l,l介む § 紐 2.5Y8/3 119/12 

内面にわずかに!!.¥色付行
器 砧 2.0 :11紬部ヨコナデ．以下ナデ 物あり

350 017-D2 回転台 l:師料 ftHIDl S K90'24 は悶 9 7 外内・"絃転部lnl転ナデ．底部l"1転糸切り
I 8 : [uJ ナデ

粒が削い tt. t~IIJ. 棺7.5YR8/4 完II
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番号
登鮭

器種 器形
地区 注 !rt

調 棺・技法の特徴 胎 i: 盟 色 調 残存度 伍 ぉ・
番” 遺構 km) 

351 078-12 阿転台I:師器 皿 S K9024 
II径 10.4 外 ·n緑部回転ナデ， k~部i"i転糸切り

白色粒．ウンモ花F介む l} 浅貨氾IOYRB/1
nJ/12 

器高 2 5 内回転ナデ 店台完存

352 016⑲ :I: 師器 llll S K9025 
II径 9 I 外 口緑部_le半ヨコナデ．以ドユピオサエ

l'I色粒多く含む t 灰l'IIOYRB/2 ほぽ沼f
器高 I 5 内・ロ緑部ヨコナデ，以ドナデ

353 031-06 I: 師器 rm S K9025 
II径 9 4 外 口緑部l・.'cヨコナデ，以ドユピオサエ

1・1色粒介む 且貨灰2.5Y5/l ほぼ忍f湘,,; I 8 内 「l緑部ヨコナデ，以ドナデ

354 031-07 f・ 師器 1111 S K9025 
II径 10 0 外 口緑部,,半ヨコナデ， •~Fュビオサエ

ウンモ少J;¥介む l}. にぶい輝JOYR7/4 ほぽ完Ii 平if1jllff色淵,,; 2 2 内 '"絃部ヨコナデ，以―ドナデ

355 017--04 HIIIII 杯 S K9025 
II ff 14 1 外 口緑部地部ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒・r;.r介む 且 浅 謡IOYRS/< 3/4 
器甜 3 4 内 '"絃部ヨコナデ，以ドナデ

356 037-03 :I: 師器 杯 S K9025 ＂径 16 2 外 「1緑部端部ヨコナデ，以ドユピオサエ
1:1色粒少1,1含む 且 浅 紐IOYRB/3 1/4以下

器店 3 4 内 n緑部ヨコナデ，以ドナデ

357 016個 阿転台→I: 師器 杯 S K9025 
lllf. 14 4 外 口緑部阿転ナデ，底部i"I転糸切り

ウンモ行Iこ、白色粒合む 翡浅畑7,SYR8/4 3/4 
内,,;中央力峨曲の巣状に

器麻 3 8 内岡転ナデ m,、

358 079--05 ,・, 磁 椀 S K9025 Ill怪 15 6 外沢緑状11舷
Ill緻(!/.¥色徴細粒多く介 § 虹 17.5Y7/I ll 1/12 
む）

359 034-o2 i: 師器 皿 S K9032 
lllli 8.2 外： tl緑部J,半ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒少lo¥介む ~ill畑IOYRR/3 213 器 ~r, I 5 内： n緑部ヨコナデ．以ドナデ

360 034-()3 阿転台I:師器 nu S K9032 
11 ll 9.1 外：口緑部1••1転ナデ， k~部l"I転糸切り

1・1色粒多く介む l} にぶい輝JOYR7/4 1/3 
器蒻 1.3 内阿転ナデ

361 078--07 1師器 皿 S K9032 
Ill怜 14.5 外： n緑部J:キヨコナデ，以ト・ユピオサエ

赤色斑l~l'iI'含む § 祖SYR7/6 口8/12
器店 2.6 内・ロ緑部ヨコナデ．以ドナデ

362 034-0S 上師器 皿 S K9032 
Ill怜 14.0 外 1:-J緑部端部ヨコナデ，以ドユピオサエ

1・1色位fi-f合む § 知 25Y7/2 1/4以ド
器甜 2 4 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

363 031-05 I・ 師器 l□L S K9032 
II径 15 8 外 口給部ヨコナデ．底部ユピオサエ

l'I色粒多く合む ti jこぶい紐IOYR7/3 1/4 
器刹 2 0 内 r.1緑部ヨコナデ，以ドナデ

364 034-07 -'-師器 1111 S K90:l2 
11m 15 2 外 口緑部Jこ'f.ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

,・, 色粒少ti¥介む i} Iこぶい悦75YR6/4 1/2 
器麻 2 4 内 10緑部ヨコナデ，以ドナデ

365 03.-06 J, 師器 llll S K90:l2 
111怜 15 0 外 Iこ1緑部Jc半ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ打F含む 且 lll75Y R6/6 1/4 
淵，1り 2 8 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

366 033-09 I師器 杯 S K90:32 
II径 15 4 外 口緑部端部ヨコナデ，以I'"-ピオサエ n色粒多く介む 仇 1こぶい麟!OYR7/3 ほぽ完Ii •tini 部に/,11'4:あり器甜 3.3 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

367 034-01 I: 師器 皿 S K9032 
lllf. 16.8 外．口緑部J,'f.ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモfil'含む l)虹 25Y6/2 1/4以下 内iii消＄に!!.¥安あり器麻 2.6 内・ 口緑部ヨコナデ．以ドナデ

368 036-07 _f: 師器 皿 S K9037 
Illを 8 5 外 n緑部L平ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く介む l)叫 i罰IOYR8/3 2/3 
器高 2 0 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

369 013-04 I. 師器 皿 S K9037 
II径 9 3 外 口緑部上半ヨコナデ，11ドユピオサエ

白色粒多く含む l)灰f"IIDY8/2 完存
器係 I 7 内・ロ緑部ヨコナデ．以ドナデ

370 013--05 I: 師器 皿 S K9037 
II径 9 2 外 口緑部J_•p ヨコナデ．以ト・ユピオサエ

!'I色粒少!,t介む § 灰t'IIOYB/2 314 
器刹 2 I 内 n緑部ヨコナデ．以ドナデ

371 013-06 1師器 皿 S K9037 
II径 9 6 外 口緑部.~.•f- ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

!'I色粒多く含む l)灰1'125Y8/2 完if
内ifii•I• 央が黒くなってい

器紅 2 2 内 ,, 緑部ヨコナデ，以ドナデ る

372 037-06 I: 師器 1111 SK91J:l1 
II径 10 2 外 い緑部le'!'• ヨコナデ，以ドユピオサエ

1・1色"'少1,t含む 仇 浅 紐JOYR8/:l 1/3 
甜裔 2 2 内 Cl緑部ヨコナデ，以ド・トデ

373 036-08 1-~1; 鼎 1111 S K91l'.17 
II径 9 8 外 ,_, 緑部」-·~ ヨコナデ，以卜＇ユピオ➔}-エ

['[色粒少lot含む 且 豆25Y8/'.l 1/4 
鼎祁 2 I 内 Cl緑部ヨコナデ，以ドナデ

374 036-05 I: 師器 杯 S K90:!7 
ll!f. 9 6 外 口緑部le半ヨコナデ，以トユピオサエ

,・, 色粒多く含む り 豆25Y7/2 2/3 
器麻 I 8 内 ,_, 緑部ヨコナデ，I'.(ドナデ

375 013-09 I: 師器 1111 S K90:!7 
ll1f. 10 2 外 Cl緑部 !.'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

1/il< l} ,~ 畑 JOYR8/3 完存淵,,; 2 3 内 1こ1緑部ヨコナデ，以 I'ナデ

376 031--08 I. 師器 皿 S K9037 
II ff 10.3 外 n緑部_Jこ・半ヨコナデ．以ドユピオサエ

,・, 色粒多く含む l}灰1'12SYS/2 完I，
器“ 1.9 内 n緑部ヨコナデ．以ドナデ

377 013-o7 J. 師器 Oil S K9037 
llff. 10 3 外 口緑部J'f.ヨコナデ，以ドユピオサエ n色粒多く含む tt. I訊 11!10Y1<8/3 完/;
黙砧 2.2 内 1-l舷部ヨコナデ.ltドナデ

378 013--08 I: 師器 皿 S K90:l7 
II径 9 8 外 II給部-'舟ヨコナデ，以ドユピオサエ n色粒少r.t介む t} 汲黄血IOYRR/4 完If'器蒻 2.2 内 口緑部ヨコナデ．以ドナデ

379 036-06 I: 師器 皿 SK卯37
II It 13.0 外： 9ー1緑部l,'fョコナデ．以卜’ュピオサエ

i'I色I,¥多く含む 且灰1'12,5Y8/2 I/4 
器必 2.6 内 ・n給部ヨコナデ，以ドナデ

380 078-{)9 L師器 皿 S K9037 
Illを 12.6 外・ロ緑部Uf.ヨコナデ．以ドユピオサエ

,., 色粒fil・介む tt IリI紐 JOYR7/6 rJ5/l2 内釦こ!,¥¥色H行物器 ,r, 2.5 内 .CJ緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

381 o:l7-o8 i"i転合I:師器 台1、「1111 S K90:l7 
111沿 8 4 外 n緑部1,,1転ナデ.,,H,ハリッケ．底部[,i]転糸切り

精良 且にぶい1/J.杞JOYR7/4 1/2 湘,・,; 2 9 内 [iii転ナデ

382 031-05 i"I転台 L師器 台Han S K9D:l7 
II径 14 8 外 口緑部阿転ナデ，甜台ハリッケ，底部i"i転糸切り

白色粒多く介む § 杞7SY R6/6 3/4 す部!.l¥'!c
湘邸 4 1 内回転ナデ

383 011-01 1.nili器 杯 S 1<90:!7 
II径 12 6 外 1-l緑部_I・'f-ヨコナデ，以ドユピオサエ

11/J込 良好 外I~ ＇, 淡にぶ黄2い,SW.Y2R.58Y/63 /3 完存
料痛 3 0 内 n緑部ヨコナデ，以ドナデ

384 078-08 I師器 llll Sl<90:l7 
I I ff 14,3 外 '-'緑部 I・半ヨコナヂ，以ドユピオサエ !'! 色砂I,),';I'合む 且淡黄2.5Y8/:! 口10/12悩絲 3 I 内 1ご1緑部ヨコナデ，以ドナデ

385 013-10 L師器 杯 S K9037 
II it 13 0 外 口緑部I.平ヨコナデ，以ドユピオサエ

Ill良 l}灰1'125YR/2 完1,
内外1/iiに!!,¥くなっている

淵絲 3 0 内 口緑部ヨコナデ．以ドナデ ところあり

386 031--0・1 I: 師器 杯 S K903i 
II ff 14 6 外 口緑部 I.平ヨコナデ.11ドユピオサエ

l'I色粒多く介む § 灰災褐JOYR6/2 3,4 一部!!I'll'
鼎高 3 6 内 IJ緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

387 067-()6 須恵器 猿16i硯 S K9D:17 I'/さ 0 6 
外底面1•1転糸切り -o 5., の,・,色粒少f恥む § 囮 J5Y7/I
内 r1滑ft. ー・部'~'''

388 013-02 1師器 皿 S K90:16 
II径 9 7 外 口緑部 I.半ヨコナデ，以ドユピオサエ n色粒少I,¥介む l~ 灰IJi.褐IOYR612 完/;器贔― 1.9 内 n緑部ヨコナデ．以トーナデ

389 013-03 i"i転台I:師器 台HI皿 S K9036 
11m 9 5 外口緑部l•I転ナデ， ht部,.. , 転糸切り

t'l色粒少lit含む 且浅凶棺75Y RH/1 ほiおw器 1,Y, 2.5 内阿転ナデ

390 013-01 I師岱 杯 S K90:)() 
II径 12 7 外 l―1緑部I.平ヨコナデ，以ドユピオサエ

精良 且 浅 暉IIIYR8/4 ほぽ完／｛
器泊i 2 8 内 10緑部ヨコナデ，以ドナデ

391 046-01 I師硲 杯 S K!l010 
111予 14 4 外 口緑部 L・'I'-ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ多く介む 且;~畑 lOYl<B/4 J/3 
柑麻 3 2 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

392 098-02 l"I転台 1師器椀 S K90-10 
甜台

7 5 
外 11緑部[C.[転ナデ，h厨部i"i転糸切り

ウンモ多く介む 且 にぶい輝IOYR7/41f. 内 1••1転ナデ

393 046--08 t帥器 ml S K9026 
Iiiを 8 5 外 17緑部l.'f.ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

白色粒多く介む t} i紐 25Y8/3 2/3 器 ;ft; I 8 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以 Fナデ

391 0:19-03 I師炉A m, S K902f> 
111怜 8 6 外 1:1緑部L半ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモ少M含む l} 浅紐JOYRH/3 ほぼ1,1,器 ,r,; 1.4 内 n緑部ヨコナデ，以ドナデ

395 023-06 I: 帥器 llll S K9026 
II If 8.6 外 口緑部」：キヨコナデ，以ドユピオサエ

l'I色粒多く介む t}. I船貨ll!IOYRS/:! 完I,
器邸 1.8 内：「I舷部ヨコナデ，,iドナデ

396 023-07 I. 師器 皿 S K9026 
II径 8.6 外 n緑部1こ'fヨコナデ，以卜＇ュピオサエ n色1;,多く合む n灰1'12SYR/2 完If器邸 1.9 内 口緑部ヨコナデ．以ドナデ

397 023-o!l I・ 師器 IOI S K9026 
11往 8.7 外 口絃部 I:•r. ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモ少h¥合む I} 浅貨柑IOYHB/3 完存 ・部!.!!・4'
器“ 1.8 内 口緑部ヨコナデ．以ドナデ

398 OZi--02 I: 師器 訓 S K9026 
II ff 8.8 外 n緑部J:1'-ヨコナデ，以ドユピオサエ

,., 色粒多く合む t}灰1'125Y8i2 完If鼎,r. I 8 内 口緑部ヨコナデ．以ドナデ

399 0,16--02 I: 師柑 an S K9026 
11 1Yi 8.8 外 口緑部 I・'f-ヨコナデ．以ドユピオサエ

,・, 色粒多く介む fi にぶい詞WYR7/4 1/2 
器甜 I 7 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

400 023-05 I: 師器 mt S K!l02fi 
II! 怜 8 8 外 10緑部lc'f• ョコナデ，iiF.1ピオサエ

ウンモ少l,t含む 札 にぶい紐IOYR7/4 完存 内 ,Mに /,1.\•4'あり~i .,-,; 1 8 内 目舷邪ヨコナデ，以ドナデ

第II-11表第14 3次調査区出土遺物観察表 (8)
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番l} 登録
器種 w, 形

地 1,: 法 ht
澁 繁 ・技注の特徴 胎 I 悶 色 品l 残存·~ 伽 与番I} 遺構 (<m) 

-101 025-02 1師器 皿 S K9026 
II径 8 8 外 11緑部l.'i'ョコナデ，以 Fュピオサエ ウンモ少t,t.n色粒多く !}. 灰1'125Y8/2 完If器甜 l 9 内 IIは部ヨコナデ．以トーナデ 含む

402 042-{)3 I: 師器 皿 S K9026 
Ill怜 8.8 外 11緑部 J_-~3 コナデ .J..'J. ドユピオサエ

n色粒多く含む ~ i炎貨25Y8/3 3/4 器邸 1.9 内 II緑部ヨコナデ．以トーナデ

403 029-04 I: 師器 皿 SK902fi 
II径 8,9 外 II緑部 I・平ヨコナデ，以ドユピオサエ

1・1色粒多く含む 札 浅 紐IOYRS/3 ほぽ完/;if.li対 2.0 内 II緑部ヨコナデ．以,,ナデ

40,1 027-o1 t・ 師器 ITII S K9026 
llli¥ 8,8 外 II緑部［→'fヨコナデ，以 Fュピオサエ ウンモ杵F含む1雑 1い（外 t} 浅輝JOYR8/4 完Ii器麻 1.6 内 II緑部ヨコナデ，以 lヽ＇ナデ 曲）

405 023-0-1 I: 師器 llll S K9026 
II径 8 9 外 II舷 部1平ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少1,¥介む 且 浪 紐JOYR814 完//甜麻 1 5 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

106 039""02 _/師器 1111 S K9026 
II径 8 9 外 II緑部 l,'i'ョコナデ，以ドユピオサエ ウンモ少,,し,・,色粒多く l}. 淡凶25Y8/3 ほぼ元存鼎絲 1 7 内 ,_, 緑部ヨコナデ．以ドナデ 合む

407 023-02 I師器 LLLL S K9026 
II径 8 9 外 II絃部L'l'・ヨコナデ，以"'エピオサエ

,・, 色粒含む 且灰l'IIOYB/2 完{;器 1,・, 1 5 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

408 023如 J: 師器 皿 S K9026 
Illを 8 9 外 II絵部 I.半ヨコナデ，以ドユピオサエ ウンモ'l>l1t.1'1色粒多く t1灰l'II0¥'812 完Ii 11緑部内血に煤tすれ器贔 I 8 内 II給部ヨコナデ，以ドナデ 介む

・109 0-12・0・1 I: 師器 皿 S K91126 llif 9. 外 11緑部 L半ヨコ十デ，以ドユピオサエ
l'I色粒少11¥合む fl紐 25Y7,2 112 器甜 01 9 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

-110 029-03 1師器 皿 S K9026 
11m 9 0 外 11絃部 I:半ヨコナデ,J.'1ト・ユピオサエ

,・, 色粒多く介む l} j~ 紐 IOYR8・3 ほぽ元存器甜 1 8 内 11緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

411 0-12--01 1師器 皿 S K9026 
II径 9 0 外 1-1緑部 I・ ·1~ ョコナデ，↓'J.ト・ユピオサエ

n色粒少11¥合む l) 淡黄25Y8"3 2'3 器邸 1 6 内 1-J緑部ヨコナデ,l'.I. トーナデ

m 0-1!HJ5 1師器 皿 S K9026 ＂径 9 0 外 11緑部 l:'f・ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色粒少Ii¥介む I}訊 25Y5/I 1/2 湘 1,~ I 6 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

413 048-01 t・ 帥器 1111 S K9026 
II径 9 0 外 1.1緑部.I.'¥-ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む 仇浅貨位JOYR8/:J 1/2 器 i(1; 1 8 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

41-1 047-05 I: 師器 叫 S K9026 
11 If 9 0 外 II緑部 L'r-ヨコナデ．以 Fュピオサエ

赤色粒少1,l.,・, 色粒介む 且浅貨怜75Y 1<8/4 2/3 湘 邸 1 3 内 II秘部ヨコナデ．以ドナデ

415 0'8-02 1:01器 皿 s K9026 llll' 9 0 外 II緑9第1半ヨコナデ，以ドユピオサエ
赤色~)l'i I'介む 乱にぶ~,KJ.7SY R7/4 1/3 閉~t,; 1 6 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

-116 o、11-09 I師器 MT S K9026 Illを 9 0 外 11粒部 I'I'-ヨコ・トデ，以ドユピオサエ
「l色粒多く合む 且浅貨岡JOYR8/1 1/2 鼎，＇，団 1 8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

-117 027--03 1師器 皿 S K9026 
II径 9.1 外 11 絃部 L•r- ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少,,し合む it. 控7SY R7/6 ;ti; 
器 砧 1.5 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

418 025-01 I. 師器 ml S K9026 
Ill怜 9 I 外 I I絃部 1.-'fョコナデ．以ト・ユピオサエ

ウンモ少r,t介む i} I~ 紐 JOYR8 :J 完Ir器 硲 I 9 内 11緑部ヨコナデ．以ドナデ

.jJ9 025-<J.I 1師器 皿 S K9D26 II ff 9 I 外 II紺：部 L・トヨコナデ.1:1.ト・ユピオサエ
粒が削い 且浅凶棺IOYR8'3 ぼヱ元If器甜 2 8 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

・120 0,,-03 I. 師器 皿 s K9026 II !.f 9 I 外 II粒部 I.·1~ ョコナデ．以ト・ユピオ-I}-エ
,・, 色粒含む 且浅貨岡IOYR8 :I 完仔器，·~ I 6 内 11緑部ヨコナデ，11.ト・ナデ

m 024--05 l師器 皿 S K9026 
II径 9 I 外 11 絃部 I•1~ ョコナデ，J;I.ドユピオサエ

l'I色粒多く介む t1. J.kl'!IOY8 2 ほぼ，w湖 ,:r, 1 9 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

422 023-08 I: 帥器 JIil S K902G 
II径 9 1 外 II緑部 I:'/¥ョコナデ，以ドユピオサエ

,,, 色杓多く含む !} 浅凶橙IOYR8/3 完存w.1,・,; 1 7 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

、12:l 038-0・1 I. 師器 1111 S K9026 
II j~ 9 2 外 11緑部 I.平ヨコ・トデ，以ト・ユピオサエ

1・1色l!r少1,t含む 札 にぶい柑75Y R7/4 ほぼ元/1湘 ,1,; 1 7 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

.,,,, 039-01 t帥沿 1111 S K9026 
lllf. 9 2 外 II給部 l'I'• ヨコナデ，以ドユピオサエ

,・, 色粒少1,t介む 且浅如.5Y8/:J ほぽ）・c1,器，:'1; I 9 内 II絃部ヨコナデ， J~ ト・ナデ

"'5 028-09 I. 帥器 !Ill S K!I026 
II径 9 2 外 II舷部 t.·r• ョコナデ，以ト・ユピオサエ

1'1色1:1、ウンモ少Ii¥介む n にぶい紐IIIYl<7/4 ほぽ完fr 内外愴lともに中央が烈街器泊； 1 7 内 II絃部ヨコナデ，以 Fナデ

、126 023-10 l師器 皿 S K9026 
II ii¥ 9 2 外 r.l緑部 I:'t,ョコナデ．以ト・ユピオサエ

,・, 色粒少1,t:'¥-む t} にぷい柑7SY R7., 『4 完存淵絲 2 1 内 11緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

427 027-07 I: 師器 1111 S K9026 Illを 9 2 外 r I緑部 I.半ヨコナデ．以ト・ユピオサエ
,・, 色粒多く合む !}麟ll!IOYRい 完1,器祁 1 8 11< II絃部ヨコナデ，以トナデ

128 0・16-05 I. 帥器 Ill! S K9026 II It 9 2 外 11緑部 1半ヨコナデ,!:I.Iヽ・ユピオサエ
1・1色11,多く含む I} ill畑 IOYR8'3 1/3 

盛ぷi 1 5 11< II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

'29 027-10 I. 帥器 1111 S K9026 II rn 9 2 外 II緑部 I..,,ョコナデ，以 Fュピオサエ
l'I色粒多く含む t}. j紐灼IOYR8べi 完If器,,・ 2 0 内 11緑部ヨコナデ.!'.I.F・rデ

・130 045-03 I. 師器 nn S K9026 
Ill怜 9 3 外 II舷部!・'!'ョコナデ．以卜’ユピオサエ

1・1色粒少lo¥介む l} にぷい貨IQIOYll7'3 3/4 
器ぷi l 9 内 II舷部ヨコナデ．以 I'・ナデ

,J:ll 038-08 1師甜 llll S K9026 Illを 9 3 外 II緑湘 l'J'oヨコ・ナデ，以ドユピオ・f)・エ
,・, 色粒多く介む 且灰i'l25Y8/2 ほぽ応Iiw,;;1'1; I 6 内 11緑部ヨコナデ．以 lヽ・ナデ

432 0,12--02 l師悩 llll S K902fi 
1111¥ 9 3 外 11絃部 .l.,r, ョコナデ，以ドユピオ・!}・エ

1'1色粒少1,l介む 且 にぶい故悦lllYR6/3 2/3 器，,・,; 1 9 内 II絃部ヨコナデ，)1ドナデ

433 012--05 1師器 llll SK902fi 
II径 9.3 外 11緑部 l'I',ョコナデ，以ドユピオサエ

1'1色粒介む 仇浅＆位JOYR8/:J 1/2 器 甜 I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

,13,1 045-02 l帥器 llll S 1(9026 111+. 9 4 外 II 素点部 I'V• ヨコナデ， J'.(I' ュピオ➔)·c,c
1・1色粒少It介む !} i麟 25Y8/:l 2/3 樅，,・,; 1 7 内 11緑部ヨコナヂ，以 Iヽ・ナヂ

,,:15 046-IO t師器 1111 S K9026 
11I怜 9,4 外 II緑部 1平ヨコナデ．以 I'ユピオサエ ウンモ少11¥、i'I色粒多く li にぶい俎灼IOYI⑰ 3 1/2 器 f,:; I 7 内 II粒部ヨコナデ，以ドナデ 介む

436 028~10 I: 師岱 1111 S K902(; II If 9.4 外 II舷部 l.'f• ョコナデ，以ト・ユピオサエ
精I込 ti疇 25Yli/2 ほぼ元If器 ,r,; I 6 内 11舷部ヨコナデ，以 l・・ナデ

m 028--06 I: 師器 UII s K9026 llll' 9.4 外 11緑部じr,ョコナデ．以ト・ユピオサエ
i'I色1:,多く含む ti叩 I細JOYR8/3 3/4 淵出.,. 2.1 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

m 040--04 I. 師器 Ull S K9026 
II ff, 9.4 外 11緑部L'I~ ョコナデ，以 Fユピオサエ

1・1色I,¥多く含む t}灰1'125Y812 ll/I完u器 必 1.7 内 II粘部ヨコナデ．以 Fナデ

-139 0·16~3 I・ 師器 皿 S K9026 
II rn 9 4 外 11緑部 J.•j:. ョコナデ．以ドユピオサエ

,., 色粒多く介む t}. 如 '125Y8/2 113 
器 絲 1.5 内 l l緑部ヨコナデ．以 Fナデ

MO 029-01 I侃i器 llll S K9026 
11 II 9 4 外 11緑部 1平ヨコナデ，以 I;・ユピオサエ

l'I色粒多く介む 仇 i炎如25Y8/3 ほぼ,W花,,,・:; 21 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

HI 0-11-02 I帥器 1111 S K9026 
llif. 9 4 外 11舷部 I'I¥ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く介む 且麟25Y8/3 ほぼ,W 'l'ifli!!.¥複器，'・,; 1.8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

H2 ().((-0:J I. 師器 1111 S K9026 11/f. 9 4 外 11舷部ヨコナデ，底部ユピオサエ
赤色粒少lo¥介む 且怜75YR7/6 :l/4 ~j ,\'1> I 8 内 11舷部ヨコナデ，以ト・ナデ・ハケメ

1•1:l 022-09 I. 師器 ml S K9026 
II I~ 9、4 外 II舷部ヨコナデ底部ユピオサエ

i'I色粒多く介む 且灰1'125Y8/2 完Ii 部照笈恭心i 2.0 内 11舷部ヨコナデ，以ト・ナデ

Ml ("18-08 I帥器 1111 S K9026 
11 I~ 9,4 外 11舷部 1平ヨコナデ，以ドユピオサエ

i'I色粒多く介む 翡浅黄杓10YR8/3 1/2 器，i:; I 5 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

-115 022-10 1師器 皿 S K9026 II!~ 9 4 外 II絃部 L'I'-ヨコナデ，以ドユピオサエ
ウンモ杓 r介む 且淡如5Y8'3 ・;w II緑部内由に煤i、t/'l器，(j 1.7 内 11秘部ヨコナデ，以ドナデ

・1・16 022~)7 1師岱 皿 S K9026 
11 ff. 9 5 外 11舷部 I'I',ヨコナデ，以ドユピオサエ

,・, 色ll少 1,¥介む 且浅輝IOYR8-'4 ・,cir' 器』(:; I 5 内 11舷部ヨコナデ．以ドナデ

IH 02・1-06 1師器 DD S K9026 
11 ffi 9 5 外 11秘部 I'I'・ヨコナデ，以ドユピオサエ

,., 色1,1介む § にぶい紐IOYR7.,;J 完/{ 内 1ii•I• 央!.1¥11'器邸 1.8 内 11緑部ヨコナデ，以トーナデ

H8 028--05 1・ 師器 皿 S K9026 
II I―t 9 5 外 11緑部 I'I¥ョコナデ，以ドユピオサエ

粒が粗¥,' t} 灰如5Y62 ほぽ;w内,iiにまだらに黒安あり器邸 1 7 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

小19 0-19-01 1師器 皿 S K9026 II II'! 9 6 外 11緑部 l.'I¥ヨコナデ，J.又ドユピオサエ
白色粒少M介む 且．灰!'125Y8/2 1/2 底部外lfliに/!.¥!<あり器，1'r, I 6 内 II紐部ヨコナデ．以ドナデ

.1511 0-18-0:, 1帥沿 llil S K9026 111f. 9 6 外 11緑部 I'I¥ョコナデ，以ト・ユピオサエ
赤色I,げ； 1介む 翡 にぶ1,ヽ即7SY R7i'1 1/:J 

器 麻 1.5 内 II舷部ヨコナデ，以ト・ナデ

第II-12表第14 3次調査区出土遺物観察表 (9)
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番•! ＂録 湘種 器形
地区 法 /1¥

澁格・技法の特徴 胎 I 悶 色 批l 伐Iii父 伍I 与~

番け 遺構 (,ml 

、151 019-02 1師湘 1111 S K9026 
I―I lf. 9,6 外 II緑部 l'f.ヨコナデ，以下ユピオサエ

i'l色1:,多く介む l} 浅紐IOYRB/3 12 
器 祁 1 3 内 II絃祁ヨコナデ，以ドナデ

~52 038-09 1師器 Oil S K9026 
n t冷 9 6 外 'II緑部 l.'J¥ヨコナデ．以下ユピオサエ

ウンモ少lot介む li Iり1凶褐10YR7/6 ほぼ，w 内外1f1iとも焦変あり
器 /,'j 2 0 内 II給部ヨコナデ，以下ナデ

・153 02ヤ0・1 1師器 皿 S K9026 
nff. 9.6 外 II絃部 I:'f-ヨコナデ，以Fユピオサエ

1/il込 ti にぶい印IOYR7i3 完／，' 外面全1伍黒企
器莉 2.1 内 II絃部ヨコナデ．以下ナデ

、15・1 0,I0-06 I・ 師器 皿 S K9026 
r1 ft 9 7 外 II絃 部I:'¥-ヨコナデ，以下ユピオサエ

ウンモt'J,~{tむ £} Ii輝 JOYR8/4 3/』'器麻 1 7 内 II舷部ヨコナデ，以下ナデ

155 024叩 I. 師器 皿 S K9026 
lllf. 9 2 外 11給部 I:'I~ ヨコナデ．以下ユピオサエ

,・, 色粒多く介む l} 灰 1•125Y8i2 ・元（｛ 
器ぶ 1.8 内 II給部ヨコナデ，以 Fナデ

、156 02Z-05 1師器 on S K9026 
n I怜 9 7 外 II絃 部1、'f・ヨコナデ．以下ユピオサエ

赤色粒少lit介む t} 浅証IOYR8l4 完｛｛
器 fol I 4 内 11緑部ヨコナデ，以下ナデ

457 046-07 I. 師器 IIll S K9026 
11 II 9.4 外 II緑部lc'I'ョコナデ．以下ユピオサエ

,・, 色粒多く介む § 灰1'125Y8/2 1/2 
器，1l; 2 0 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

158 021-08 IM; 喘 !Ill S K9026 
11径 9, 7 外 II舷邪 L'Iらョコナデ，以下ユピオサエ

1・1色粒多く介む 且浅紐IOYRB/4 ・;w 
器，r,; 2.1 内 II絃部ヨコナデ，以下ナデ

15!l 025-03 I Miilil 1111 S K9026 
n径 9 8 外 ・rr緑部 I:曇-'~-ヨコナデ，以―ドユビオサエ

1・1色粒少Irし介む 仇浅貨棺JOYRS/3 1W  
器，1); 1 9 内 II舷蔀ヨコナデ，以＇ドナデ

~60 (M8・07 1 ll>l;ii 皿 S K9026 II! 怜 9.8 
外 II舷部 l.'f.ヨコナデ，以下ユピオサエ

赤色I,)少／，し介む 翡 11!5YR7/6 1/3 
内 'II緑部ヨコナデ，以・ドナデ

161 IMIHl6 惰1;淵 llll S K9026 
口 径 9.8 外内 11舷部Lfョコナデ，以下ユピオサエ 1・1色t,).多く介む 且，反J'/25Y8/2 1/2 
器 ,tl; l.7 111"部ヨコナデ，以下ナデ

162 021-07 I. 師器 1111 S K9026 
II径 9.8 内外 II舷部 l.'I'ョコナデ，以ドユピオサエ J'J色粒少/1¥介む tJ I~ 紐 JOYRS/3 完/,:
器 麻 I 9 II絃部ヨコナデ，以下ナデ

46:! 024-10 I: 師器 lilt S K9026 
II if 9 8 外 'II絃部l.'I'ヨコナデ，以下ユピオサエ

,・, 色I,多く介む t}. 虹 125Y8/2 完/f
器 絲 2.0 内 II緑部ヨコナデ，以 Fナデ

•164 0,11-01 f・ 師器 皿 S K9026 
llff. 9 9 外,11絃部 1.-'f-ヨコナデ．以下ユピオサエ

赤色l,t少I,¥介む 且控75Y R7/6 213 外Wi・部に黒変あり
器 I~ 1.7 内 'II緑部ヨコナデ，以下ナデ

,J65 0,10--08 1師器 皿 S K9026 ＂径 9 9 外 'II絃部 l.'I'ョコナデ．以下ユピオサエ i'I色粒多く介む 且 にぶい棺7SY R7/4 3/1 
器 甜 I. 7 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

-166 041Hl9 l帥器 皿 S K9026 
r, fl 9 8 外 11緑邪 I.'I¥ョコナデ．以下ユピオサエ

赤色ll少,,沿む l}閉5YR7/6 ほぼ元Ir
器“ I 6 内 II絃部ヨコナデ．以Fナデ

•167 0:18-07 I. 帥鼎 1111 S K9026 
1:itf 10.0 外 ,II絃邪L'f.ヨコナデ．以下ユピオサエ

i'I色1,1介む 且淡貨橙!OYR8/3 ほぼ応/;. 部/.\l•je
器 ,i; 2.2 内 II粒部ヨコナデ，以下ナデ

468 018-05 I. 師器 □II S K9026 
II径 9,9 外 II緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ ウンモ多く介むl'I色,,i多 ti !07 5YR7/6 1/2 て祖~,」緑illl
器沿i 1.5 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ く合む

169 (J.)8-)(l l師器

"" 
S K9026 

II rn 10 4 外 II緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ
,・, 色粒少M介む § 如 125Y8/2 1/2 て四~I I緑皿

器沿i 1.2 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

170 022-IM I: 師器 Oil S K9026 
I―11怜 10,0 外 11緑部I.平ヨコナデ．以ドユビオサエ

1・1色粒多く介む 翡灰1'125Y8/2 ,W・
器/,); I 9 内 II緑部ヨコナデ，以―ドナデ

•171 022-06 I師悩 りll S K9026 
II! 冷 10 0 外 II緑部l.'f.ヨコナデ．以下ユピオサエ

赤色粒少1,t含む 且如YR6/6 ,cir' 
器 1,); 1 7 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

m 027-06 1師器 皿 S K9026 
f-l!f. IO 0 外 11舷部I:一平ヨコナデ．以Fユピオサエ

ウンモ少lot介む § 囮 125Y8/2 ~w 
器 麻 I 7 内 II象い部ヨコナデ，以下ナデ

m 0-18--06 1・ 師湘 fill S K9026 
n It 10,0 外 II緑部 lc'I'ョコナデ．以9・ユピオサエ

l'I色粒含む l} I~ 畑 IOYR814 112 
器 秘 1.6 内 II絃部ヨコナデ．以下ナデ

,17-1 (),IQ-07 l師器 皿 S K9026 
1111¥ 10.0 外 11緑部I・ーキヨコナデ．以下ユピオサエ

,・, 色,~多く介む t} にぶい畑IOYR7/3 :1'-1 
器砧 I 5 内 II給部ヨコナデ．以下ナデ

175 018-()9 l師器 皿 S K9026 II If. 10,0 
外 II舷部 Lfョコナデ．以 Fユピオサエ

l'I色1;含む t}灰1'125Y812 I'、1
内 II絃部ヨコナデ，以下ナデ

、176 (118-01 1師樅 lill S K9026 
II径 10 0 外 'II舷部 I.'ドヨコナデ．以下ユピオサエ

1・1色粒多く介む 且灰1'125Y8l2 )13 
器料 1.6 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

177 029-02 I師樅 1111 S K9026 
II ff 10 1 外 II絃部 l.'I'ョコナデ．以下ユピオサエ

ウンモ少M介む 良if 浅/lii(!IOYRB/3 
完Ii 令，1本的に熱必

器/.~ 1 7 内 II絃部ヨコナデ，以下ナデ 外 M褐25Y3/1 

178 027-08 10,i; 僻 皿 S K9026 
Iii治 10 1 外 II緑部 l'Iらョコナデ，以下ユピオサエ 1・1色粒多く介むウンモ少

且浅凶i(!!OYRB/3 完Ii
器 1:1; 1 7 内， 11給部ヨコナデ，以下ナデ lil介む

m (M砂 4 I n,1;~; mt S K9026 
1-11冷 lO l 外 ,II給部l'I'ョコナデ，以下ユピオサエ

i'I色I,¥少1,t介む 且浅如柑IOYRS/1 1/2 
器,*; 1.4 内 II緑部ヨコナデ．以下ナデ

,180 017-0(; 1n,1; 器 1111 S K9026 
1-1/f. 10 2 外 II緑部 I・ 平ヨコナデ，以下ユピオサエ

1'1色Ill少11し介む 且 にぶい誼IOYR7/3 11:1 
器翡 1 8 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

481 028-03 I・ 師湘 皿 S K9026 
nl怜 10,5 外 II絃部lc'f.ョコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒少1,t合む n杓SYR7/6 完／，'
器 甜 I 7 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

182 IMG-04 l師器 Oil S K9026 
r, If. 11.4 外 11緑部 I.キヨコナデ，以下ユピオサエ

,・, 色"多く介む 且浅黄祖JOYR8/3 1/1 
器砧 2.3 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

183 025-05 l師器 皿 S K9026 
Iii怜 12.0 外 II緑部l:'I'ョコナデ．以―ドユピオサエ

l'I色粒多く介む n I訊陀IOYR8/4 ・;w 黒みがかっているところ

器 1"; 2 5 内 II緑部ヨコナデ．以下ナデ あり

484 028-02 I. 師鼎 IOI S K9026 
II径 12 5 外 II緑部J.•r- ヨコナデ，以―ドユピオサエ l'I色粒多く介む 且浅故棺IOYRS/3 、;w 
器刹 2 8 内 II絃部ヨコナデ．以下ナデ

185 015-05 11,1; 樅 杯 S K9026 
II!~ 12 6 外 II絃蔀 l'I'ヨコナデ，以下ユピオサエ

r'r色粒多く介む ~ill細DY R8/1 1/2 
湘心』 3.2 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

186 (Ji¥! ー08 I飢;iliJ 杯 S K9026 
111怜 13,2 外 II緑 部I.平ヨコナデ．以ト・ュピオサエ

['[色粒多く介む 且 i炎/li.25Y8/3 1/:J 
器心i 3,0 内、 II緑部ヨコナデ，以Fナデ

•187 027・09 I師鼎 1111 S K9026 
II! 冷 13 4 外 'II絃部 l.'I'ヨコナデ，以下ユピオサエ

粒がmし‘ 且 にぶい詞IOYR7/:l
器 祁 2 7 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

~88 ll:!8-0:J I師柑 lilt S K9026 
lllf. 13,6 外 II緑部 l.'I'ョコナデ，以ト・ユピオサエ

白色I Hく介む 且 にぶい畑JOYR7!:I ほぼ足/1 ，，，体的に黒変
器泣i 2.7 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

189 025-08 I師料 杯 S K9026 
II径 13 9 外 II緑部 l'f-ヨコナデ，以ドユピオサエ

精H 且 浅 紐JOYRS/3 ほぼ必Ii
器，苅 3 4 内 II絃邪ヨコナデ，以下ナデ

490 0・11-06 I. 師器 杯 S K9026 
II If 14.0 外 n緑部1,·~ヨコナデ．以ドユピオサエ

,・, 色粒多く介む l} i袋凶25Y8/:I 3;4 
器絲 3.4 内 Cl緑部ヨコナデ，以ドナデ

491 039--07 I. 師器 杯 S K9026 
11 ft: 14.1 外 1-1緑部I・'f-ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く介む lt 灰貨25Y7i2 ほぽ完/; 令rn安
器絲 3.0 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

492 0・11-07 1師器 杯 S K9026 
11/f 14 I 外 口緑部_Jこ·~ ヨコナデ，以ドユピオサエ

,・, 色粒少11¥介む ti IQ7.5YR7/6 1;3 外血に!!.¥受あり
器，r, 3 0 内 い緑部ヨコナデ．以ドナデ

493 045-01 I: 師器 杯 S K9026 II! 径 14 2 
外 口緑部 lこ半ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む fl I~ 畑 JOYR813 I 3 
内 Cl緑部ヨコナデ．以ドナデ

・19・1 039--06 I: 師器 杯 S K9026 
llff. 14 I 外 n緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

n色粒介む t} Kl5Y R7/6 ほぼ忍{
樅,., 3 8 内 Cl緑部ヨコナデ．以ドナデ

495 0434>2 I: 師器 杯 S K9026 
II! 怜 14 3 外 J:J絃部l.'f.ヨコナデ，以ドユピオサエ

,., 色粒多く介む l}灰/11.25Y7/2 ほぽ;[// 外iiiがほぼ令,r,;m復：
器，,, 3 4 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

496 0'12-07 1・111器 杯 S K9026 
1111' 14 4 外 口緑部」：'fヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒少hし介む 且 にぶい柑7SY R7/•l 1/3 
謁，ri 3 2 内 口緑部ヨコナデ．以ドナデ

197 010-03 l:"1器 杯 S K9026 
II径 14 4 外 n緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色9丸白色粒少lot含む 札にぶ渾7,5YR6/4 l/-1以卜っ
樅麻 3 0 内 n緑部ヨコナデ，以トーナデ

498 039-05 I: 師器 杯 S K9026 
II径 14 4 外 I―1緑部」＿半ヨコナデ，以ドユピオサエ

i'l色粒少Ii¥介む 乱 にぶい詞JOYR7/1 ほぼ応If !.'.111: 多くあり
器，「i 3 I 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

499 046-D9 i: 師器 杯 S K9026 
II I~ 14 6 外 11緑部上半ヨコナデ.J.lト・ユピオサエ

ウンモ少 I~含む t~ にぷい畑JOYR7/3 l/4以ド 内面一部!!.陳
器“ 3 0 内 n緑部ヨコナデ，以ドナデ

500 039-08 l:flli器 杯 S K9026 
II It 14.7 外 口緑部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く介む fl i紐 25Y8/3 ほぽ元I{
器ぷ 3 4 内 ・n緑部ヨコナデ.J_'J. ドナデ

第11ー 13表第14 3次調査区出土遺物観察表 (10)
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番号
登録

1111 種 器形
地区 法鼠

謁 整 ・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 残存度 伯 考番け 遺構 (cm) 

501 025-07 _t師器 杯 S K9026 
口径 14 7 外内 ： n縁部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ

赤色粒少鼠含む I 浅黄橙10YR8/3 完存
器 高 3 4 ：口緑部ヨコナデ，以下ナデ

502 042-06 土師器 杯 S K9026 口 径 14.8 外・ロ緑郎上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
白色純含む I 浅黄橙IOYR8/3 1/3 

器高 3.2 内： n緑部ヨコナデ．以下ナデ

503 四 土師器 杯 S K9026 
口 径 14.8 外 ・r:t絃部上半ヨコナデ，以・ドユピオサエ

白色粒多く含む I 橙5YR6/6 1/2 
器高 3.3 内：口緑部ヨコナデ，以下ナデ

504 041-0S 土師器 杯 S K9026 
口径 15.0 外： n緑緑部部上ヨ半ヨコナデ，以下ユビオサエ 白色粒含む : 灰黄2.5Y7/2 ほぼ完存
器 店 3.5 内：ロ コナデ．以下ナデ

505 041Hll 土帥器 杯 S K9026 口径 15.0 外：口縁部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
白色粒多く合む ＃ 灰黄25Y7/2 1/2 

器 高 3.3 内：~·緑部ヨコナデ．以下ナデ

506 042--09 上師器 杯 S K9026 
口 径 15.0 外：口緑部上半ヨコナデ，以Fユピオサエ

ウンモ少昼含む I にぷい黄橙IOYR7/3 2/3 
器高 3.4 内：口緑部ヨコナデ．以下ナデ

507 047--01 上師器 杯 S K9026 
口 径 15.0 外 .r,緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ

白色粒少鼠含む I 橙75YR7/6 1/4 一部黒変
器 高 3 7 内：口緑部ヨコナデ．以下ナデ

508 043-01 土師器 杯 S K9026 口径 15.2 外：口緑部上半ヨコナデ，以下ユビオサエ
白色粒、赤色粒少Iii含む t 浅黄橙IOYRS/4 1/2 内面一部に黒変あり

器店 3.6 内：口緑部ヨコナデ．以下ナデ

509 047--02 土師器 杯 S K9026 口径 15.2 外：口緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
白色粒多く合む : 淡黄25Y8/3 1/4 一部黒変

器 高 3.4 内・ 口緑部ヨコナデ．以下ナデ

510 025-09 土師器 杯 S K9026 
口径 IS.I 外・ロ緑部.t半ヨコナデ，以下ユビオサエ

白色粒多く含む § 橙5YR7/6 ほぼ完存
器 高 3.3 内：口緑部ヨコナデ．以下ナデ

511 025--06 t師器 杯 S K9026 
n径 15.4 外： n緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ

白色粒含む I にぶい此橙IOYR7/3 完存 外と面こにろ黒あみりがかっている
器高 3 5 内：口緑部ヨコナデ，以下ナデ り

512 040-02 土師器 杯 S K9026 口径 15.5 外：口緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
赤色粒少駄含む § 橙5YR7/6 3/4 

器 高 2.9 内：口緑部ヨコナデ．以ドナデ

513 078-01 土師器 皿 S K9026 n径 15.8 外：口緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
白色砂粒杓干合む § 麟橙JOYRB/3 J:111/12 歪み大

器 高 3.8 内： n緑部ヨコナデ，以下ナデ

514 047--03 J: 師器 杯 S K9026 
口径 15.6 外内 ： n緑部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ

白色粒多く含む 且橙5YR7/6 1/4以下
器 麻 3.9 ：口緑部ヨコナデ．以下ナデ

515 042-08 土師器 杯 S K9026 口径 15.8 外：口縁部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
白色粒少慎合む § 浅貨橙IOYRB/4 1/3 

器高 3.6 内・ 口緑部ヨコナデ．以下ナデ

516 027--05 1•1転台土師器 ill S K9026 口径 8.6 外：口緑部回転ナデ．底部I司転糸切り ウンモ少鼠含むIり色粒少 § 複5YR7/6 完存
器 高 2.1 内．阿転ナデ 屈含む

517 028--07 阿転台J:師器 皿 S K9026 口径 9.2 外：口緑部回転ナデ．底部1iiJ転糸切り
ウンモ少凩介む § にぶい橙75YR7/4 完存

器 高 1.9 内：阿転ナデ

518 038-05 阿転台土師器 皿 S K9026 
n径 9.3 外：口緑部阿転ナデ．底部阿転糸切り

白色粒少最含む t Iこぶい橙7.5YR7/4 ぼ翠＃
器麻 1.8 内：回転ナデ

519 022-0S 阿転台土師器 皿 S K9026 口径 9.4 外： U緑部回転ナデ．底部阿転糸切り
白色粒多く合む § 浅黄橙7.SYRB/3 完存

器 甜 2.0 内’回転ナデ

520 024-02 阿転台土師器 皿 SK9026 ば
9.4 外：口緑部同転ナデ，底部阿転糸切り

白色粒．ウンモ多く含む § 橙5YR6/6 完存
1.9 内・ (jlJ転ナデ

521 028--08 阿転台土師器 皿 S K9026 
n径 9.7 外 '11緑部阿転ナデ，底部阿転糸切り

白色粒．ウンモ少鼠含む § 浅黄橙7.5YR8/4 ぼ窃碑
器 高 2.0 内阿転ナデ

522 028如 阿転台土師器 llll S K9026 口 径 9.9 外．口緑部回転ナデ．底部I司転糸切り
白色粒多く合む § 浅Ill.橙JOYRB/3 ぼ菱碑

器 麻 2.1 内： Ill転ナデ

523 023--01 阿転什上師器 介付皿 S K9026 口径 9. 7 外’口緑部阿転ナデ．麻台ハリッケ．底部回転糸切り n色粒少贔含む § 紐 2.5Y5/1 完存
器 麻 2.3 内：阿転ナデ

524 024--01 liiJ転台I:師器皿 SK9026 
口径 9.3 外 '11緑部同転ナデ，底部同転糸切り

白色粒少員含む 乱浅黄視7.5YR8/4 完存
器 紅 2.0 内阿転ナデ

525 028-01 阿転台土師器 皿 S K9026 
n径 10.1 外・ 口緑転ナ部デ同転ナデ．底部阿転糸切り 白色粒少1i1含む § 浅披橙IOYR8/3 完存
器砧 2.1 内．阿

526 078姐 阿転台土師Ill! 皿 S K9026 
n径 10.4 外 ・n緑部同転ナデ，底部回転糸切り

赤色粒．ウンモ少鼠含む § 浅黄橙IOYR8/4 IC14/12 
器麻 2.1 内．回転ナデ

527 049-03 阿転台J:師器 台f寸皿 S K9026 
n径 12.2 外 ・rl緑部同転ナデ,,1/i台ハリッケ，底部阿転糸切り

赤色粒多く含む § 浅黄橙IOYRB/3 1/4 
器麻 2.9 内．回転ナデ

528 0砂 阿転台＋．師器 杯 SK9026 u径 14.6 外：口緑部1•1転ナデ，底部同転糸切り
白色粒多く含む § 浅黄橙JOYRB/4 ほぽ完存 庇部にMl変あり

器 高 3.3 内・阿転ナデ

529 039-09 阿転台土師Iii 杯 S K9026 
i:,f冷 15.6 外．口緑部同転ナデ，底椰lill転糸切り

白色粒．ウンモ多く含む t Iこぶい掛7.5YR7/4 3/4 
器 麻 3.8 内回転ナデ

530 045-04 (n)転台上師器 杯 S K9026 ロ 1蚤 15.6 外・ロ緑部~,転ナデ．底部阿転糸切り
白色粒少M合む § 浅黄橙IOYRS/3 1/4 内面,,ヽ 央に黒庚あり

器 店 4.2 内．回転ナデ

531 041如 阿転台：t師器 杯 S K9026 
口 径 16.6 外 口緑部阿転ナデ．底部回転糸切り

白色粒多く含む 且浅黄橙IOYR8/3 1/3 
器 甜 3.6 内．回転ナデ

532 038--06 陶器 椀 SK9026 口径 15.4 
麻台ハリッケ，内外i酎ロクロナデ 白色粒少lilftむ § 紐 2.5Y7/2 1/4 

器 麻 5.1 

533 078--02 瓦器 椀 S K9026 
口 径 17.0 外’口紬部上半ヨコ方向のヘラミガキ，以下分捐ヘラミガキ

ウンモ多く含む § 灰N4/ l:t2/12 
器 裔 5.2 内・岨部沈線,r,給部ヨコ）i向ヘラミガキ．見込シグザ刃f文

534 078-03 土師器 三足淑 S K9026 ＂径
9.4 外内,’ナ1.J緑デ部ナデ，底部→足ハリッケ 白色粒少慎含む § 虹 2.5Y6/2

535 047-04 上帥器 甕 S K9026 
~· 径

17.0 
外• ロ緑部ヨコナデ，体部ユピオサエ ウンモ少駄．白色粒多く § にぶい黄橙IOYR7/3 1/4以下 外面のほとんどが黒変内.rJ絃部ヨコナデ．体部ナデ 合む

536 050-01 .I: 師器 鍋 S K9026 口径 39.2 外．口緑部ヨコナデ，体体部部クテハケメ
内 口緑部ヨコナデ． ョコハケメ

ウンモ少1ft含む n Iこぶい橙7.SYR7/4 1/4以下

537 033--03 1: 師器 皿 S K9033 
口 径 8.9 外 n緑福J:半ヨコナデ，以しドユピオサエ

ウンモ多く含む t Iこぶい如橙JOYR713 2/3 
器 麻 1.4 内．口緑部ヨコナデ．以下ナデ

538 021--08 t師器 皿 SK9033 l:J径 8.2 外 ・u緑部．と半ヨコナデ．以下ユピオサエ
ウンモ少H含む § 橙7.5YR7/6 3/4 

器 甜 1.3 内 ・i:1絃部ヨコナデ，以ドナデ

539 014--08 I: 師器 皿 SK9033 
n径 8.5 外 n緑部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒莉千含む § 橙SYR7/6 完存
1111麻 1.5 内 口緑部ヨコナデ．以下ナデ

540 014--02 J: 師器 on S K9033 nl釜 8.6 外 '11緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
白色粒少凩含む 且浅黄橙IOYRS/4 完仔

器 高 1.6 I~ n緑部ヨコナデ．以 Fナデ

541 016--05 J: 師器 皿 S K9033 
n径 9.2 外 口緑部.I,半ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く含む ~ ! 曳黄橙lOYR8/4 完存
器 店 1.6 内 .r,縁蔀ヨコナデ，以下ナデ

542 014--03 1: 師器 皿 S K9033 
n径 8.8 外 '11緑 部K半ヨコナデ，以～ドユピオサエ

ウンモ少員含む 1!15YR6/6 完存
器 店 1.6 内.'"緑部ヨコナデ，以下ナデ

543 OI4-o7 t師器 皿 S K9033 n径 8.4 外 .J.1紬部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ
ウンモ、白色粒rn'含む § 橙SYR6/6 完存

器高 1.6 内 ・n緑陥ヨコナデ．以Fナデ

544 014--04 l: 師器 皿 S K9033 口 径 9.0 外 n緑部1:半ヨコナデ．以Fユピオサエ
ウンモ行干含む 仇にぶい位7.5YR7/4 ほぽ元存

器甜 1.7 内 n緑部ヨコナデ．以下ナデ

545 033如 土師器 皿 S K9033 
口径 9.3 外： 1--1緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒少1il含む § にぶい棺7SY R7/4 1/3 
器 店 1.7 内・ 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

546 021--09 J: 師器 皿 S K9033 品悶 9 2 00 外I~ n'1緑絃部謡ヨ上半コナヨデコナ，以デ下，以ナ下デユピオサエ ウンモ少bl含む tJ 1!!5Y R6/6 3/4 

547 021--02 1••1転台土師器 皿 S K9033 
口 径 8,5 外 口緑部阿転ナデ．底部1•1転糸切り n色粒少騒介む i紐 2.5Y7/2 完存
器 麻 2 4 内.'"'転ナデ

5侶 014-00 l•I転台-~師器 皿 S K9033 
口 径 9.2 外 ,J:l紬部I•~転ナデ．底部1噌転糸切り

白色粒花干合む ＃ 洩災橙7.SYRB/4 3/4 
器 硲 1 9 内 l"I転ナデ

5伯 014-()9 同転台.I:師器 台付皿 SK!I033 Pf怜 9.0 外 ・n緑部阿転ナデ．麻台ハリッケ，底部101転糸切り
精良 且柑7.5YR7/6 ほぽ完II' 内iiiが白っぼい

器 甜 3.0 内・ 回転ナデ

550 021-04 同転台土師器 台Hllll S K9033 
~, 径 9.5 外 l:J緑部阿転ナデ.,l台ハリッケ，底部阿転糸切り

白色粒少M介む § 知 25Y8/2 完rr-
器 店 2.9 内：回転ナデ

第IIー14表第14 3次調査区出土遺物観察表 (11)
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器種 1111 形
地区 法，＂ 調整・技法の特徴 胎 I: 悶 色 調 残/II虻 傭 考

柏り 迫構 (cm) 

551 033--07 J: 師器 杯 SK9匹 n l世 15.0 外内 口緑部l:'l'ヨコナデ，以下ユピオサエ
"色粒少r,t介む t} にぶい柑7.SYR6/4 1/4以ド

器泣 2.6 '11緑部ヨコナデ．以下ナデ

552 014-11 I: 師器 FILL S K9033 ＂径 15.0 外内 n緑器上半ヨコナデ．以ドユピオサエ 1'1色粒少hi介む t ,~ 畑 IOYRB/4 完Ii-
器“ 2.8 • IJ緑部ヨコナデ．以下ナデ

553 021-07 I: 師器 If' S K9033 11粍 14.6 外内 口緑部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ
ウンモ少凩介む t Iこぶい紐IOYR7/4 314 一部黒麦

器 麻 3.1 • IJ緑部ヨコナデ，以下ナデ

554 016--02 I: 師器 杯 S K9033 
f_f径 15.1 外： IS緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ

＂色粒多く介む § 淡貨2.SYB/3 ぼえ次If 内面に黒変あり
器 砧 3.2 内：口給部ヨコナデ，以ドナデ

555 016-01 I. 師器 杯 S K9033 Ill蚤 15.7 外内 ・n絃部上半ヨコナデ，以r・ユピオサエ
赤色粒少1,1介む ij 1!17.5YR716 完II ＂給部内面に煤 1-tn

器 紅 3.1 .n緑部ヨコナデ，以下ナデ

556 016-04 ｛師器 杯 S K9033 II径 15 3 外内 ・n給細部ヨコナデ，以Fユピオサエ
精良 § 灰黄褐IOYR5l2 完If-

器 “ 3.7 ・ロ緑蔀ヨコナデ．以下ナデ

557 011-05 (n(転frl:師器皿 S K9033 nl怜 9.5 外内 ,tl絵部l"I転ナデ，底部阿転糸切り (1色粒少偵介む ll Iこぶい棺7.5YR7/4 3/4 
器 絲 2.3 ：回転ナデ

558 078-05 J. 師器 皿 S K9033 II径 13.6 外： I~ 給端部ヨコナデ，以Fユピオサエ
ウンモ少!~介む § 浅輝JOYR8/4 112/12 

器 “ 2.2 内・ロ緑部ヨコナデ．以ドナデ

559 078--06 , .. , 転frI: 師 淵 皿 S K9033 
1:11冷 15.6 外・ロ緑部i"l転ナデ，底部1"1転糸切り 日色l~f/-1'介む t}. 饒7.5YR7/6 

r19/12 
器店 3.1 内’同転ナデ 底9/12

560 014-10 l"i転介I:師1111 皿 S K9033 II径 13.8 外内 n舷藩阿転ナデ．底部阿転糸切り Ill良 § 即 J2.5Y8/1 完(;. 一部暗色
器“ 3.3 ．阿転ナデ

561 015-01 阿転台I:師器 杯 S K9033 11径 15.2 外内：口緑転ナ部1•1転ナデ，底部l司転糸切り ,・, 色粒fil'介む fF Iこぶい畑IOYR7/4 完If
器絲 3.9 :1a1 デ

562 015--02 1••1転介 1:n,11111 杯 S K9033 Ill怜 15.2 外： IJ緑部luJ転ナデ，底部r•1転糸切り
白色飩がH'介む tt. Iこぷい黄榎IOYR7/4 ・えIf 

器麻 4.2 内阿転ナデ

563 043-o4 lnJ転合 I.帥器 脚合部 S K9033 1111! 
—脚台阿転成形

ウンモ多く含むi'l色粒少 l}. 棺7.5YR7/6
器麻 H含む

564 022-03 l••I転trI. 師器 ftHWl S K9033 品悶
9.8 外内 ： IJ 給部l••I転ナデ．高台ハリッケ．底部Jul転糸切り n色粒多く含む ft Ill輝 IOYR8/3 3/4 
4.4 • l•J転ナデ

絋9 043--03 (u(転介 I.師器 ft卜lllll S K9033 IJ径 10.4 杯部l•l転ナデ，脚台部シポリメ痕
ウンモ．赤色粒少M.1'1 l} にぶいlil柑IOYR7/4 暉 元
色飩多く介む

566 043-05 I: 師器 hf-I皿 SK9匹 II径 17 4 外.,~ 緑部ヨコナデ．脚台部ハリッケ
赤色粒少f,I介む り1こぶい畑IOYR7/4 2/3 

器 甜 6.95 内 n緑部ヨコナデ

567 044-01 I: 師器 脚Hllll S K9033 II径 14.2 外内 ,IJ緑部ヨコナデ．脚台部ユピオサエ ウンモ多く介むl'I色9り少 t}. 柑7.SYR7/6 2/3 
• 1-1給部ヨコナデ Iii介む

568 044-o2 I: 師器 甕 s K9033 II径 18.6 
外.IJ給部ヨコナデ」本部ユピオサエ

l'I色粒少1,1介む fF ,~ 如 .5Y7/3 1/4以下 ー一部焦変
内 .n緑部ヨコナデ」本部ナデ

569 081--09 I. 師器 1111 S K9028 !JI昼 8.1 外 口緑部」：半ヨコナデ，以下ユピオサエ ~2.5mmの砂粒多く介む t} IA/II. 代IOYR8/4 完/;
器砧 1.9 内 n緑部ヨコナデ．以ドナデ

570 088-02 I: 師器 Dll S K9028 n t岩 8.2 外内 -IJ緑邪J:半ヨコナデ，以ドユビオサエ
ウンモfi―f介む § 淡貨2.5Y8/3 111/3 

器 /il, I.I :w緑部ヨコナデ，以下ナデ

571 088--04 I. 師器 皿 S K9028 I I fi¥ 8 4 
外： IJ緑部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ ~4.5mmのl'I色位,1ヽ6介 i阻SYR7/6 111/3 
内： f1緑部ヨコナデ，以ドナデ む

572 076-10 I. 師器 皿 S K9028 llf五 8 4 外 U緑部上半ヨコナデ．以Fユピオサエ
砂I~. ウンモ多く介む 且淡黄25Y8/3 115/12 

器 砧 1.7 内 1-1給部ヨコナデ．以下ナデ

573 084-05 1師器 Ill! S K9D28 llf蚤 8 4 外 II緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ
微砂粒介む l}灰1'.12.5Y812 111/3 俎みk

器 必 2 3 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

571 004-01 I: 師器 皿 S K9028 r1 I沿 8.5 外・ロ緑部 l:'f-ヨコナデ，以―ドユピオサエ 内色粒介む赤色粒少lot介 i祖5YR7/8 完/j
器 店 I 4 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ む

575 004--08 I: 師器 皿 S K9028 nl歪 8.5 外：口緑部I:平ヨコナデ，以―ドユピオサエ
"色粒多く介む l} lli畑 IOYRS/3 完Ir-

器 麻 1.5 内： 11緑部ヨコナデ．以ドナデ

576 076-19 I: 師器 皿 S K9028 nlを 8.5 外：口緑部I:平ヨコナデ．以下ユピオサエ
(1 色,~多く介む § 淡貨25Y8/3 I 15/12 

器甜 1.7 内： I~ 緑部ヨコナデ．以―ドナデ

577 010-11 I: 師器 皿 S K9028 11 It 8.5 外 n紬部」：半ヨコナデ．以l'ユピオサエ
赤色,~rnc介む § 紐 IOYR8/6 完/;.

器祁 1.8 内：口緑駕ヨコナデ．以下ナデ

578 004--07 I・ 師器 Ill S K9028 は悶
8.6 外： IJ緑部1:11ョコナデ，以9・ユピオサエ

I/ill § にぶい輝IOYR7/4 完u
1.8 内： IJ給部ヨコナデ，以―ドナデ

579 004-03 I・ 師器 Ill! S K9028 Ill沿 8.6 外： l」絃部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ
ウンモfiI'介む § 即 i2.5Y812 完/(-

器砧 1.8 内：口緑部ヨコナデ．以―ドナデ

580 004-12 I: 師器 on S K9028 Ill丑 8.6 外内 ：日綽部 I:半ヨコナデ，以下ユピオサエ ウンモ少1,1介む1'1色9り少 iJ. Ill/I. 代7SY RS/1 完/;
器甜 2.1 • 1-1給部ヨコナデ，以ドナデ ,, ぼ む

581 003-09 I: 師器 nn S K9028 11 It 8.7 外内 11緑部」：半ヨコナデ，以ドユピオサエ 1'1色粒多く介む l} 淡黄2.5Y8/3 完Iヽ：
器麻 1.5 ・ロ緑部ヨコナデ，以下ナデ

582 （瑯-II I: 師器 Oil S K9028 n径 8.7 外’口絃部」：1ヽョコナデ，以下ユピオサエ
徴砂粒とウンモt'iI'介む l} 灰貨2.5Y7/2 ぼおえIf

器紅 1.7 内 I―I緑部ヨコナデ．以Fナデ

583 臨 -05 I: 師器 皿 S K9028 llfせ 8.7 外 'II緑部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ ~2mmのri色粒介む j}. t~ 畑 IOYRB/4 ぼ弐,W
器麻 1.9 内.~, 絃部ヨコナデ．以下ナデ

581 081-07 I: 師1111 皿 S K9028 1-1径 8.7 外： 1-1緑部上・r-ヨコナデ，以下ユピオサエ
微砂粒多く介む l}. t~ 紐 JOYRB/:1 113/4強

撒,, 2.1 内 口緑部ヨコナデ．以下ナデ

585 005-01 I: 師llll fill S K9028 11m 8.8 外.IJ絃緑部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ ウンモ少t1l.t'.t色N:少t,l
且淡貨2.5Y8/3 1W 

撒 絲 1.7 内.~· 部ヨコナデ．以ドナデ 介む

586 021-03 1:0,11111 Oil S K9028 11 f怜 8.8 外内 .n絃 部1.1'ョコナデ，以下ユピオサエ I~ 色,~多く介む 且灰1'12.SYB/2 完If
器紅 2.0 n絃部ヨコナデ．以 Fナデ

587 076-03 I: 師器 Oil S K9028 II径 8 8 外 'II緑部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ
白色I~多く介む t t~ 紐 IOYR8/4 116/12 

悩刹 2 I 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

細 076-15 I: 師盟 Oil s K9028 r, f吾 8 8 外 n絃部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ
白色ll.多く介む l} 淡如.5Y8/3 115/12 

器砧 1.8 内 n緑部ヨコナデ，以Fナデ

589 OO.i-02 I: 師器 皿 S K9028 11径 8.8 外内 11緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
赤色粒少Ii¥介む l} la7.5Y R7/6 ,W 

器絲 2 0 ・ロ緑部ヨコナデ，以下ナデ

590 076-02 I: 師器 Dll S K9028 rl! 怜 8.8 外内 1-l緑部I:平ヨコナデ．以ドユピオサエ "色,~. ウンモ多く介む {} ll畑 IOYRS/3 116/12 
器 絲 2 2 ・ri緑部ヨコナデ．以 Fナデ

591 076-01 I: 師器 皿 S K9028 Ill蚤 8.8 外内 ：n緑部J:'f.ョコナデ．以下ユピオサエ
白色粒．ウンモ多く介む § 浅輝JOYR8/4 119/12 

器 麻 2.2 ,,_, 緑部ヨコナデ．以Fナデ

592 003-11 I: 師器 Ill S K9028 II往 8.8 外： n緑部」：半ヨコナデ，以ドユピオサエ
ウンモf,P.n色拉含む t} It紐 IOYR8/4 完If

器砧 1.7 内・ ロ緑藩ヨコナデ，以下ナデ

593 OIO咽 I: 師器 皿 S K9028 Ill丑 8.8 外.,_,綽部J:半ヨコナデ，以下ユピオサエ
L'J色粒少1,t介む 良好 内外 ,Iこぶい黄匝IOYR7/3 ・えIf 

器砧 1.9 内： n緑部ヨコナデ，以ドナデ ：汲黄代IOYRS/•I

59,1 089-01 I: 師器 皿 S K9028 Ill怜 9.0 外： n緑部上キヨコナデ，以下ユピオサエ
微砂粒多く介む 良好 外内：：灰淡i'l2/li.2,.55YY8R//32 ほぽ!£(; 俎みあIJ

器 “ 2.0 内： 1-1緑部ヨコナデ．以ドナデ

595 003-12 I: 師器 皿 S K9028 II径 8.9 外： n緑部上半ヨコナデ．以 Fユピオサエ
n色粒少fil介む tt IQ5Y R7l6 完/{ n給部内面に屈企あり

器“ 1.8 内： n緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

596 085-10 l:~11111 皿 S K9028 lllJ. 8.9 外 n緑部 lo'!'ヨコナデ．以下ユピオサエ ~l 5mmの砂粒介む § 淡貨2.5Y8l3.2.5Y7!3 112/3喝
器絲 1.5 内・ 口緑部ヨコナデ．以下ナデ

597 071-02 I: 師1111 Ill S K9028 II! 沿 8 9 外 ・n緑部上半ヨコナデ．以ドユビオサエ I~ 色砂粒多く介む t} 淡貨25Y8/4 I―16/12 
器 ti 2.1 内'「I緑部ヨコナデ，以ードナデ

598 Olo--04 l: 師器 皿 S K9028 17 f怜 8.9 外 口緑部Jo'f.ヨコナデ．以下ユピオサエ
白色粒少Id介む l} 談如5Y8/3 完/(- 外1、中心が熟い

器ぶ 2 0 内,,_,緑部ヨコナデ，以下ナデ

599 1187-07 I. 師器 皿 S K9028 nl追 9 0 外 n緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ
微砂粒介む 浅俎祝JOYR8/4 f 12/3 11緑部内1面に煤Hff

器絲 1.9 内 n緑部ヨコナデ．以下ナデ

600 004-()9 I: 師器 Dll S K9028 NL蚤 9 0 外 ・n緑部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ
ウンモ少tot介む § 淡/P.2.5Y8/3 完If- 外面に!II斑あり

器 “ 2.0 内 ・n緑部ヨコナデ．以Fナデ

第Il-15表第14 3次調査区出土遺物観察表 (12)
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番I} O'U 
器種 器形

地区 法 1,t
調 整 ・技法の特徴 胎 I: 悶 色 品l 残/r'J~ I蘭 与番I} 遺構 (,ml 

601 003-05 I: 師器 皿 S K9028 
II lt 9 0 外 II緑部_Jこ半ヨコナデ．以ドユピオサエ

,・, 色粒多く含む 良好 外灰1'125Y8/2 
完/{器邸 2.1 内 II緑部ヨコナデ，以トーナデ 内浅i/i.!QIOYR8/3 

602 082-02 t師器 1111 S K9028 II If 9.0 外 11緑部1:-'f-ヨコナデ，以ドユピオサエ
ウンモ合む

外杓SYR6/6 
完Ii ~; みあり器甜 I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 内 1リ1凶褐JOYR7/6 

60:l 100-03 I. 師器 1111 S K9028 
II径 9 0 外 II緑部l 平ヨコナデ，以ドユピオサ•エ

~:lmmの1'1色I,¥多く含む 且 !Ji紐 IOYRS/:J I 11/2 器，r,; 2, I 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

604 002-05 I: 師器 !Ill S K9028 
II径 9 0 外 II緑部 Jc•~ ヨコナデ，以ドユピオサエ ウンモれ 1合むi'I色粒合

且 i麟 25Y8/:l -~/; 器，r,; 1 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ む

605 075--03 l: 師器 !Ill S K9028 11 If. 9 0 外 II緑部 nヨコナデ，以ドユピオサエ
1・1色l!Lウンモ多く介む ti麟 2.5Y8/3 7/12 器 ,1); I 8 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

606 076-16 I: 師器 皿 S K9028 
11 tf 9 0 外 Ii緑部 1.-V,ヨコナデ，以ドユピオサエ

,・, 色粒多く介む 且 i訊 25Y7/:! r ra1112 器甜 I 3 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

6CC7 082那 I: 師器 皿 S K9028 1111¥ 9 0 外 11緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ
微砂粒多く含む 且浅如橙IOYR8/3 l 11/2弱器，r,; I 7 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

608 010-03 上帥器 皿 S K9028 
II rn 9.0 外 11絃部_Iこ平ヨコナデ，以ドユピオサエ

!'! 色粒少1,¥含む f}. i紐 25Y8べi 完/;器 f.6 2.1 内 n緑部ヨコナデ．以ドナデ

609 076-17 !: 師器 皿 S K9028 
II ff 9 0 外 1―:1緑部l:'f-ヨコナデ．以ドユピオサエ

!'I色粒多く合む i} i炎凶2.5Y81:l I 15 12 器甜 I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

610 004-o5 I: 師器 !Ill S K9028 
111怜 9 0 外 II緑部l::半ヨコナデ，以ドユピオサエ

t'l色粒多く含む 且浅貨岡JOYR8'、1 ・,tlf 器甜 I 9 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

611 004-11 t師器 皿 S K9028 II If 9 0 外 rl粒部I:ー半ヨコナデ，以ドユピオサエ
n色粒含む l}麟 2SYR/3 ・;u, 

器麻 I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

612 010-08 1師滞 nil S K9028 
II If 9 0 外 fl緑部 l・'f.ヨコナデ，1iドユピオサエ

r'I色粒含む § 紐 2、5Y8/3 ほぼ,"cl{器沿； I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

61:l 081~01 l: 師器 1111 S 1(9028 111怜 9 0 外 II緑部 l半ヨコナヂ，以ドユピオ・1/-工
-2,, のl'I色I,).多く含む 良好 外内 浅 /lj~!JOYRB/1 I 11 I 4以

器，＼＇，； I 8 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 浅此灼JOYRB/:! ド

6J,1 Oll-07 1師器 llll SK9028 
111怜 9,0 外 11緑部上半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

l'I色粒多く含む 仇 I炎1'12SYS/2 完Ir'僻i1; 2 1 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

615 085-09 1師器 llll S K9028 
II径 9 1 外 11緑部上・'¥・ヨコナデ，以ドユピオサエ

~2mmの砂粒含む 良好 浅1こぶ貨閉い!Dlli≪YtIORSY /:! R7/3 l 11/2弱 i; みあり僻，:i 1 4 内 "緑部ヨコナデ，以ドナデ

616 100-09 1: 帥器 1111 S K9028 
lllf. 9 1 外 II緑部 L'r・ヨコナデ，以ドユピオサエ

~2 5,mの砂粒介む 良H 灰/'/2,5Y8/2 I 11/2 閥邸 1 6 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 灰黄25Y7/2 

617 082切 J. 師器 皿 S K9028 
11 If 9 I 外 N緑部 I.半ヨコナデ,J.1ドユピオサエ

-2~(/)砂粒含む サ浅黄柑JOY1<8.'3 1131,J Jiみあり器祁 I 9 内 ,_, 緑部ヨコナデ．以トーナデ

618 0()6~10 I. 師器 皿 S K9028 lllf 9 I 外 1-1緑部_I-.半ヨコナデ，以ドユピオサエ
!'I色1,介む ~; 訊阻IOYRS・:! 9え/;

樅 i岱 2 0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

619 00・1叫 I: 師器 皿 S K9D28 II If 9 I 外 11緑部I.'f'-ヨコナデ．以ドユピオサエ
Ml込 l}灰l'IIOY8'2 ・;w 

器砧 I 9 内・,.,緑部ヨコナデ．以ドナデ

620 011--06 J: 師器 皿 S K9028 
Illを 9 I 外 II 緑部 t·~ヨコナデ，以ドユピオサエ ,., 色粒多く合む l}灰1'125Y8/2 完/;器邸 2 I 内 r1緑部ヨコナデ，以ドナデ

621 076-11 I: 師器 皿 S K9028 II if. 9 2 外 11緑部 lジr3コナデ．以ドユピオ-I}-エ
,・, 色粒介む 仇浅災位IOYR8/<I I 16/12 器祁 14 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

622 011-04 I: 師器 llll S K9028 
II径 9 2 外 II緑部」こ 'f• ヨコナデ，以卜＇ュピオサエ

1・1色粒少1,t含む 且淡如5Y8/3 完/(器甜 I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

62:l 088-08 u~; 器 llll S 1(9028 lltf. 9 2 外 11緑部 I.半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ
微砂粒介む 外 浅凶凶阻IOYR8/:J I I 1/2強 Mみあり II舷部内1flilこ煤器閥 1 7 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ l'i ; 父 ≪!7SY RB/1 

fi24 003-06 1師器 llll S 1<9028 
II径 9 2 外 11緑部」 f-ヨコナデ，以ドユピオサエ

,., 色粒多く含む 且淡黄2,5Y8/:l 完fr器，,・,; I 6 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

625 075-0•l 1師器 nu S 1<9028 
II II 9 2 外 n緑部 I'f',ョコナデ，以ドユピオサエ

砂粒!'ii含む 仇 浅 詞JOYR8/:l I 16/12 樅，,・,; I 4 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

626 07砂 I I: 帥器 ID! S K9028 
11 I~ 9.2 外 11緑部 J-.'I¥ョコナデ,J.'J.ドユピオサエ

ウンモ多く介む l} i~/11.2 5Y7/.J 118/12 
器れi 1.8 内 11緑部ヨコナデ．以トー＋デ

627 071-01 J: 師器 ml S K9028 
II !fa 9 2 外 1....1緑部J:-'f-ヨコナデ．以ドユピオサエ

,・, 色粒多く含む li i夜黄25Y8 3 1111 12 器,~ I 9 内 1―1緑部ヨコナデ．以ドナデ

628 075-08 I: 師器 OJI S K9028 II If 9.2 外 1-1緑部J_-f-ヨコナデ．以ドユピオサエ
,., 色粒．ウンモ多く含む t} にぶい紐IOYR7.:3 116,: 12 

器ぷ 1.6 内 11緑部ヨコナデ．以ドナデ

629 076-13 J: 帥器 皿 S K9028 II II 9.2 外 I ―1 緑部,~平ヨコナデ,J.:l.ドユピオサエ
,・, 色I<.ウンモ多く介む l}細 25Y611 116/12 

器ばi I 7 内 Iこ1緑部ヨコナデ．以ドナデ

•:10 075--05 I: 師器 an S K9028 11 It 9.2 外 1-1緑部＿じトヨコナデ，以ドユピオサエ
i'J色位、ウンモ多く介む 且浅貨lll!OYR8,3 完Ir'湘 t,; 2 0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

631 086-01 l: 師器 1111 S K9028 
I I rn 9 2 外 11緑部I:半ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモl'il合む 良H 浅にぶ/Jl/(!いJO災mYRo8Y/:l R7/:l 113/1 甜閲 2 0 内 11緑部ヨコナデ，以ト・・トデ

632 076-14 I師器 11n SK9028 
II径 9 2 外 II緑部L'f-ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く含む 且浅紺K!lOYRS/:l 116/12 祁 t:; 1 8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

r,:n 076-12 I師器 1111 S K9028 
II径 9 2 外 11緑部l'cヨコナデ，以ドユピオサエ

f'I色粒多く含む 且，繹25Y7/2 116/12 II舷部外1l1ilこ!!.¥m~H、,; 1 8 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

r,:1,1 081-04 11:,, 器 llll S K9028 Iii冷 9 2 
外 II 舷部 L'I'• ョコナデ，以ドユピオサエ

~2mmの1'1色粒多く介む 且 浅 麟!OYR8/1 ほぼ忍i 命みあり内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

6:!5 070-03 I師器 AN S K9028 
II径 9 2 外 "舷部lこ半ヨコナデ，以ドユピオサエ

l'I色粒多く介む 且淡黄2SYBl:l I 19/12 悩!,); 2 2 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

636 076--0,, I・ 師器 皿 S K9028 
ll!f 9 2 外 II緑部1:半ヨコナデ．以ドユピオサエ

n色粒l'iF含む !} m紐 75YR8.'6 11・1/12 器絲 I 9 内 11緑部ヨコナデ．以ドナデ

637 O!IHli I: 師器 皿 S K9028 
ll!f 9 2 外 11舷部I:半ヨコナデ．以ドユピオサエ

n 色粒•J>l,l含む t} j紐 25yg,:3 ',)',{( 
器甜 I 9 内 I―1舷部ヨコナデ．以ドナデ

印8 ⑱ 5-0・1 1師器 皿 S K9028 II If 9 2 外 fl緑部 lこ'f,3コナデ，以ドユピオサエ
微砂粒とウンモ少1,1合む

外 灰 貨25y7•2 
111,3 外ifliに煤H/l器/,); I 9 内 II緑部ヨコナデ．以トーナデ 内 浅 災25Y7, 3 

639 O!o--05 _I: 師器 皿 S K9028 
II! を 9 2 外 II緑部J.:・半ヨコナデ．以ドユピオサエ

n色粒多く合む {}灰1'125Y8.:2 完,,・悩,~; I 9 内 1―1緑部ヨコナデ．以ドナデ

6'IO 069-02 1位団器 1111 s K9028 llff. 9 2 外 I I舷部」A"ヨコナデ，以ドユピオサエ r'I色砂粒多く含む 且灰i'IIOY R8/3 部欠り1
器，＂’ 1 9 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

641 069-04 I: 師器 1111 S K9028 
II径 9 2 外 I I緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

砂粒、ウンモ多く合む 且 ，こぶい紐JOYR 7/4 115/12 器，r,; 2 3 内 IT緑部ヨコナデ，以ドナデ

6'2 003--03 I: 師器 ill! S K9028 lllf. 9 3 外 17緑部.l.:平ヨコナデ，以卜、ユピオサエ
ウンモ少1,¥介む 且 rn紐 75YR8/H ¥cl! 器 ,¥'Ii l 7 内 n絃部ヨコナデ，以ドナデ

643 003-08 I: 師器 1111 S K9028 
11 ff 9 3 外 II緑部L平ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒含む 且浅凶悦lOYR8/:J 完le器麻 l 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

6,¥1 0()6-09 I: 師器 1111 S KH028 
Ill怜 9 3 外 II緑部 1.'I'ヨコナデ，以ドユピオサエ

1・1色l/1.含む ti I炎凶2SY8/:l 完ifil¥l/."li 2 0 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

645 006-01 I: 帥器 皿 SK叩28 II rn 9 3 外 11絃部」：半ヨコナデ．以ドユピオサエ
,・, 色粒少I,¥合む n 浅輝IOYRR/:I 完{(沿 1:1; 2 0 内 1-1緑部ヨコナデ．以ドナデ

6・16 00..-02 t師器 皿 S K9028 11 lf 9 3 外 11緑部 I:'¥-ヨコナデ．以ドユピオサエ ,., 色粒介む 且 浅 紐IOYR8/,J 9元II'
器ぷ 1 8 内 11緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

.. ,; 00.i-IO I: 帥器 IUl S K9028 
Ill怜 9 3 外 I I緑 部I:半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

ウンモ少I,¥介む i, 灰1'125Y8/2 完(;淵必 2.1 内 I I緑部ヨコナデ．以ドナデ

6・18 003-10 上帥器 皿 S K9028 
II径 9.3 外 11緑部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ

... 色粒少l.t!,む § 囮 125Y8'2 完/; 外i6iに/.I.¥安あり
器ぶ 2.0 内 II緑部ヨコナデ，以卜＇ナデ

6・l9 004-06 1師器 ml S K9028 llif. 9 3 外 11緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ
,・, 色粒多く介む l} Iこぶい紐IOYR7/1 ・;w W.l <I':; 2 3 内 11緑部ヨコナデ，以トーナデ

650 081--06 k帥器 皿 S K9028 
II径 9 3 外 n緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

~2皿の砂粒多く介む 灰1'125¥'8/2 ほぼ・;w外i{ijに!.'.ぼあり
器甜 2 0 内 II緑：祁ヨコナデ、以ドナデ
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番')
t録

器桶 器形
地区 法 1,t

調幣・技法の特徴 胎 I 盟 色 函 残If度 偵l ~ 
番サ 遺構 (tm) 

651 088-01 1師柑 皿 S K9028 
llff. 9 4 外 II舷部 lc'fョコナデ．以ドユピオサエ

-,~ のr'I色粒多く介む
良好 外浅此視!OYRS/4 l..::Jl/2強

樅 t,; 1 6 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ 内灰1'125Y8/2 

652 005-06 I・ 師樅

"'' 
S K9028 

Ill怜 9 4 外 II絃部 l'I'ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色粒介む § にぶい紐JOYR7/3 完存

湘，1); 1 8 内 II舷部ヨコナデ，以Fナデ

653 08.1--02 1師器 皿 S K9028 
111を 9.4 外 II粒部I'f・ヨコナデ，以ドユピオサエ

~3mmの砂,~多く含む § 浅黄柑IOYRB/3 nl1-I 
器硲 1.6 内 II絃部ヨコナデ．以下ナデ

654 071--03 I: 師器 FILL S K9028 
II It 9.4 外 II緑部 I'f・ヨコナデ．以ドユピオサエ

Li色砂粒多く介む § 浅役橙JOYRB/4 1....19/12 Jiみk
鼎砧 I 7 内 II舷部ヨコナデ，以・ドナデ

応5 076--05 I・ 師器 皿 S K9028 
11径 9 4 外 II緑部 I.'t'・ヨコナデ,J.'J.ドユピオサエ

白色粒Yil'!tむ § 浅黄25Y7!3舷 2.5Y5/I n10/12 
鼎,, 2 1 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

656 007-02 I・ 師悩 皿 S K9028 
1111¥ 9 4 外 II絃邪 1-・r-ヨコナデ，以ドユピオサエ

精良 § にぶい紐!OYR7/3 完Ii
器甜 2 0 内 II舷邪ヨコナデ，以ドナデ

657 075--06 1師器 皿 S K9028 
ll!f. 9.4 外 II絃部 l.'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む § 浅黄代JOYR8/1 ほぼ完Ii
僻,,; 2 0 内 II秘部ヨコナデ，以ト・ナデ

658 089--03 l師器 皿 S K9028 
II! を 9 4 外 11緑部 I.'j¥ヨコナデ.J.1Fユピオサエ

徴砂粒介む § 浅黄2.5Y7/3 旧安元Ii
器 tr, I 8 内 II絃部ヨコナデ，以―ドナデ

659 005--07 I. 師器 皿 S K9028 
II rn 9 4 外.11舷部 1・トヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く介む § 淡黄2.5Y8/3 完Ii
器邸 1.8 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

660 069-01 庫1;喘 皿 S K9028 
llff. 9,4 外 II絃部I'ドヨコナデ，以ドユピオサエ

白色砂Ill多く介む 仇灰l'IIOYRS/3 完/{
盟，,, 1 8 内 II絃祁ヨコナデ．以ト・ナデ

661 012--06 I: 師器 all SK9028 
Iiiを 9 4 外 11舷部 I.·1~ ョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む § 橙75YR7/6 完Ii
岱、¥':; 1 8 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

662 075-12 I. 師浴 MT S K9028 
Ill¥¥ 9 4 外 11緑部 l平ヨコナデ，以ドユピオサエ

砂粒f,'I'介む 靡 淡 災25Y8/3 1-111/12 
器“ 1.8 内 II給部ヨコナデ，以ドナデ

663 076-18 I. 師器 ml S K9028 
Ill怜 9.4 外 11 緑部 I•1~3 コナデ，以Fユピオサエ ~, 色粒多く!,む 且 淡 毅25¥813 r―13112 
器 ii; 2.1 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

66・1 100-01 l師器 皿 S K9028 
11Iを 9.4 外 II絃部 I'llョコナデ，以 fユピオサエ -2~ のt'I色粒多く含む ｛｝ 浅紐JOYRS/3 I―1L1 
器泊i l 5 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ

665 070--02 I. 師湘 Oil S K9D28 
Illせ 9 4 外 II緑部 l'f,ョコナデ．以ドユピオサエ

砂粒多く介む 良好 7浅/6黄匂IOYRS/3~橙75YR 一部欠り1
湘翡 2 2 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

666 002-11 I Mi~l ml S K9028 
111を 9 4 外 11舷部 l・'I'ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ多く介む 且 投 灰2.5Y4/! 完{{-
器，:'Ii 2 2 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

667 089-05 l師器 on S K9028 
Ill怜 9 4 外 II緑部 l・'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

微砂粒介む 靡 淡 黄25Y8/3 rJl/5山J
俗l,1・1; l 5 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

668 082--07 1師器 mt S K9028 
11 I~ 9 4 外 II絃部 l平ヨコナデ，以ドユピオサエ

微砂粒多く介む 且 淡 黄2SYS/:! 111/4 
淵硲 1 7 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ

669 002-08 I師器 !Ill S 1(9028 II I~ 9 4 外 11絃部 l.'I¥・ヨコナデ．以Fュピオサエ
白色粒多く介む fr i炎黄25Y8/3 完/{'

器心i I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

670 010-1() 1n,1; 器 11ll S K9028 
11/f. 9,4 外 11緑邪 l'f.ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒杓 r-介む § 浅紐JOYRR/1 ほぼ忍,,
器，¥':; I 8 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

671 075-11 1n,1;:i:, !Ill S K!I02R 
111を 9 4 外内 11絃部 l'I¥ヨコナデ，以ドユピオサエ

Ii色粒多く介む 且灰白25Y8/2 r. ―18/12 
器 ;11; I 9 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

672 075--07 l師淵 皿 S K9028 
11 If 9 5 外 II舷部 l'I只ョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む 且浅黄橙IOYR8/:l r16112 
盟 ,,r, 1 9 内 11舷部ヨコナデ，以ドナデ

673 003-07 1師鼎 皿 S K9028 
II ft 9 5 外 II舷部 l'f.ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒少1,l介む
良好 外と内1/3,柑5YR7/8 完{、;

僻 1:: I 7 内 II舷部ヨコナデ，1iドナデ 内浅俎柑IOYRB/4

674 006-06 I師柑A 1111 S K!I02H 
lllf. 9.5 外内 II絃邪 l平ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒介む 且橙75YR7/6 ほぼ必(/
柑:1,n; 2 5 II緑部ヨコナデ．以トーナデ

675 085~11 I師料 1111 S K9028 
Ill怜 9 5 外 II絃邪 l'I'ヨコナデ，以ドユピオサエ

微砂粒合む 灰5Y4/1.SYS/I 111/:1 外血に煤付れ~; ,,・,; 2 1 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

676 081-10 l帥器 Ull S K9028 
II ff 9.5 外 II象女部 I'I'ョコナデ．以ドユピオサエ

徴砂粒．ウンモ介む
桟貨l(!lOYR8/4 

ほぼ,W
鼎邸 2.0 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ にぷい貨抱IOYR7/4 

677 088~3 1師器 IOI S K9028 
II If 9 6 外 11舷部 I'I迂ョコナデ，以ドユピオサエ

~2皿のi'J色1;多く介む § 峠 25Y8/3 111-'3 
器，,・,; I 8 内 JI舷部ヨコナデ．以ト・ナデ

678 075--01 I. 師悩 皿 S K9028 
II It 9 6 外 11絃部 l'I¥ョコナデ．以ドユピオサエ

砂粒多く介む 且浅黄IQIOYRS/4 118/12 
器，I¥ 1 8 内 II絃邪ヨコナデ．以ト・ナデ

r,79 005-08 IM澤 1111 S KH028 
lllf. 9 6 外 II 舷部 l'V• ョコナデ．以応エピオサエ

梢良 且浅黄控JOYR8/4 、元ii
器，,・:; 1 8 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

680 006-07 I師淵 川l S K9028 
llff. 9.6 外 I I舷邪 l'I'-ヨコナデ，以ドユピオサエ

1'1色粒多く介む 且淡黄25Y8/:l 完Ir
器翡 1. 7 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

681 Ill 1-0l l師器 Dll S K9028 
11 I~ 9 6 外 II舷部 I•~ ヨコナデ，以卜＾ユピオサエ

!'I色粒’少I,¥介む § 桟炭柑JOYRS-4 完Ii
器"" 2 2 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

682 012-{)9 1師器 皿 S K9028 
Illを 9 6 外 II舷部 I'I~ ョコナデ．以ドユピオサエ

精良 t Iこぷい輝IOYR7/4 完ll
器,,. I 8 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

683 07砂 5 IM; 淋 1111 S K902H 
Ill怜 9 6 外 II舷部 !'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

砂粒多く介む § 浅如橙IOYRS/1 117/12 
器，,・,; 1 4 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

684 080-09 I師硲 1111 S K!l028 
Illを 9 6 外 II舷部 I.'ドヨコナデ，以ドユピオサエ

-3~(!)['[ 色粒多く介む 且浅畑IOYRB/4 ほぼえIr
器，¥':; 2 3 内 II舷部ヨコナデ，以ト・ナデ

685 088-09 I師賂 1111 S K9028 
Illを 9 6 外 11舷部 I'I'・ヨコナデ，以ドユピオサエ

徴砂粒介む 灰1'12.5Y8/2 1.11/2強
器ぷ； 1.9 内 II緑部ヨコナデよ以ドナデ

686 081--03 1師器 皿 S K91128 
11 Iを 9 6 外 I l緑部 I'I'・ ヨコナデ，以卜:エピオサエ

徴砂粒多く介む ft知 25Y8i2 完Ii
器,:,; 2 1 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

687 080-02 1師淵 ID! S K!Kl28 
Illを 9 6 外 II緑部 I'f¥3コ＋デ．以―ドユピオサエ

-1 5~ の砂粒介む 淡黄2SYS, 『3 1.11 2出l 内外,r,;の中央I・国が懇復：
器，r,; 2 0 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

688 080--04 I師器 m1 S K9028 
11m 9 6 外 11絃部 I, ドヨコナデ，以ドユピオサエ 微砂粒多く含むウンモ少

且浅虹悦JOYR8/4 111/2弱
器，：・,; 2 0 内 II給邪ヨコナデ．以ドナデ lit介む

689 082-10 I師湘 1111 S K9028 
II rn 9 6 外 II舷部 I'I'ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

徴砂粒介む 且浅黄祝lOYR8/1 111/3 
僻絲 14 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

690 080-01 1師器 IJll S K9028 
Illを 9 6 外 11給部 I'I'-ョコナデ，以ドユピオサエ

-2 5四の...色l!l多く含む 灰白25¥'8;2 113・I 底外1iiが!!,¥安
器蒻 2 l 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

691 100-02 1師器 皿 S K9028 
II If 9 6 外 11緑部 I'I'-ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ多く介む
灰黄25Y7.'2 I―:1 I ,1 

盟 1:r, I 6 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ 灰5Y4d

692 003--04 I師樅 皿 S K9028 
Ill怜 9 6 外 11舷部 Ifヨコナデ,J.:J.ドユピオサエ ウンモ少1,t、,・,色I<多く

且浅黄阻IOYRB/4 完fr
器 ，1・,; I 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 介む

693 002-04 I M;il mt S K9028 
lllf. 9 7 外 11緑部 I'l'・ ヨコナデ，以ドユピオサエ ウンモ少lot介む1'1色ll.合

乱浅此橙IOYR8/1 完Ii
鼎，,・,; 2 2 内 11舷部ヨコナデ．以ドナデ む

694 011-08 I師柑 1111 S K9028 
II If 9 7 外内 11舷部 l'I',ヨコナデ，以トロユピオサエ

白色粒少I,¥介む 且浅必1ID:IOYRB/3 ほぼ元It
内,M中央と外,r,;.部が/.II

~{ ,,・,; 2 0 11緑部ヨコナデ，以ドナデ し‘

695 082-03 1師器 皿 S K9028 
ll!f. 9 7 外 11絃部 I'Iビョコナデ，以ドユピオサエ

-2~ のI'!色粒多く介む 良好 外内：・ 灰暗灰1'12災52Y58Y/2 5:2 I」2,.a 内r(riに!!.浚あり
盟甜 I 9 内 II緑部ヨコナデ．以トーナデ

696 005--05 1師料 mt S K!lU28 
11/f. 9 8 外 11緑部 L平ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色IH/1'含む § 疇 25Y7;2 完{;. 部分的に黒ずみ
器贔 I 8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

697 005-09 1帥樅 mt S 1<9028 
ll!f. 9 8 外 11緑部 I'l¥ョコナデ，以―ドユピオサエ

白色粒少1,l介む 仇淡如SYS/3 ほぽ,W Iii<部l勺11,iに!,I,ぼあり
~j ,¥':; I 9 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

698 007--01 I. 師器 ml S KH028 
llif. 9 8 外 11緑部］＇ドヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒少l,l合む 仇 にぶい紐IOYR7/,t 完ii
鼎 ，1・, 1 9 内 II舷部ヨコナデ，以ト・ナデ

699 006-08 i.n,m 1111 S K902R 
Illを 9 8 外 II絃部 l'J',ヨコナデ，以下ユピオサエ

n色粒少1,¥介む § 立 25YR7/3 完fr 'I勺r,U.11疫
器邸 2 I 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ

"" 081--08 I・ 帥湘 mt S K9028 
lllf. 9 8 外 11絃部 I.·1~ ヨコナデ．以ドユピオサエ -2~ 砂，；，多く介む 且浅紐IOYR8/1 1-11/2弛 II舷部に煤付行岱:.-,, I 8 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ
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爵り
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器種 器形
地 I( 法 ~1

謁 整 ・技法の特徴 胎 I: 悶 色 ,Iii 残If.I!!: 佃 考番け 遺構 (cm) 

701 005--04 ！：師器 皿 S K9028 
U 径 9.8 外内：： II絃部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む § 淡貨25Y8/3 完If- II舷部外面に煤f寸杓器店 2 0 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

702 085-07 k師器 皿 S K9028 
n径 9.8 外内 ,II緑部部 1:1'ヨコナデ，以ドユピオサエ ~2mmの砂,~多く含む t I紐阻IOYRB/4 i:11/41貞器高 2.1 ・11絃 ヨコナデ，以ドナデ

7凹 011-10 I: 栢器 皿 S K9028 口 径 9.9 外 'II絃部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ
,~ 色I,¥介む ~,.11紐IOYRB/3 ほぽ;(-,/(-器 高 1.9 内 ,II舷部ヨコナデ．以下ナデ

704 006-04 I: 師器 皿 S K9028 
口 径 9.9 外 II絃部上半ヨコナデ．以ドユピオサエ l'I色粒多く介む § 浅貨祖7.5YR7/6 完I,
器店 2 1 内： LI絃部ヨコナデ，以ドナデ

705 087-11 I: 師器 皿 S K9028 
n径 9.9 外内 ： II絃椰 L半ヨコナデ，以ドユピオサエ

微砂I,)とウンモ少Iii含む tl 浅貨祖JOYRB/3 
112/3 

器 麻 2.2 • IJ絃部ヨコナデ．以ドナデ にぶい貨祖IOYR7/3

706 006-05 I. 師1111 皿 S K9028 
口 径 9.9 外内 'II絃部 I:平ヨコナデ．以ドユピオサエ ウンモ多く介む!'I色飩合

且浪紐JOYRS/3 完If器 店 2.2 'IJ紬部ヨコナデ．以ドナデ む

707 011-0.I -1: 師器 皿 S K9028 ば 10.0 外 'J_J緑部J:半ヨコナデ．以,.'ユピオサエ
1/11~ t にぶい貨棺IOYR7/3 ほぽ';(-./(-

1.6 I~'II絃藩ヨコナデ．以ト・ナデ

1偲 070--04 I: 師器 皿 S K9028 
口径 10.0 外内 ,11緑郁！：半ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモ多く介む : ll輝 JOYRS/3 完存 底内illiに煤付れ器 硲 1.9 'II絃部ヨコナデ．以ドナデ

709 089-01 I: 師器 皿 S K9028 l:J! 至 10.0 外 II絃部上'f.ヨコナデ．以ドユピオサエ
~2 5mmの砂飩介む ti 浪Ill祝IOYRB/3

ほぽえIf
器 高 1.8 内 II絃藩ヨコナデ，以,..ナデ にぶい貨棺IOYR7/3

710 005-03 I: 師器 皿 S K9028 
口径 10.0 外 II絃部 l:'i'ヨコナデ．以ドユピオサエ

Ill良 i 浅貨棺IOYR8/4 ・";r,/(- II絃部に黒変あり
器 店 1.9 内 'II緑部ヨコナデ．以ドナデ

711 006--03 l: 師器 皿 S K9028 
n径 10.0 外内 11絃部 le半ヨコナデ．以ドユピオサエ n色t,¥多く介む fl. 灰1'125Y8/2 完If-器 高 2.0 II緑部ヨコナデ，以Fナデ

712 070-00 I: 師器 ill S K9028 
口径 10.0 外内 ,II緑藩.l:'~ヨコナデ．以ドユピオサエ

砂,~多く介む § 桟黄悦IOYRB/4 I 19/12 a; み大
撒 甜 2.2 :11絃部ヨコナデ．以ドナデ

713 086-o:! I: 師器 IIil S K9028 
口径 10.2 外： n絃部 I:'ドヨコナデ，以ドユピオサエ -2 .. のl'I色粒少1,tとウン

且 にぶい紐IOYR714 111/2強
器 高 2.5 内 'II緑那ヨコナデ．以ドナデ モ少ht介む

714 III0-08 I: 師器 皿 S K9028 t-11差 10.2 
外 'II緑部 L半ヨコナデ，以ドユピオサエ

微砂粒とウンモ少1,¥含む t} 浪貨棺IOYRS/3 ll 1 /2 
内 "絃輝ヨコナデ，以ドナデ

715 084-04 I: 師器 皿 S K9028 
a r~ 10.2 外内 II 緑駕 J:•~ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモr;P介む t} にぶい貨柑IOYR7/4 111/4 
器 麻 2.1 'II絃部ヨコナデ，以ドナデ

716 088-10 I: 師器 皿 S K9028 ＂径 10.3 外内 II緑部上平ヨコナデ，以ドユピオサエ ~2mmの砂粒介む {} 浅俎控IOYRS/4 11213剥
器店 1.4 ・II緑部ヨコナデ，以下ナデ

717 087-0S I: 師器 ll1l S K9028 
n径 10.4 外 'II絃部.J:'I'ヨコナデ，以ドユピオサエ

~2mmの,・,色It少Id介む 良好 浅にぶ//J.校いI/IJ.Oll!YIOR8Y /3 R7/3 111/3 
器硲 1.7 内 ,II絃簾ヨコナデ，以ドナデ

718 002-06 I: 師器 皿 S K9028 品i10.4 外 ,II紬部 J:•~ヨコナデ．以卜’ュピオサエ
l'J色1:,少1,t介む fF Ill紐 IOYR7/4 完Iヽ： 外iりに!I.Iっぽいところあ

1.9 内 'II給部ヨコナデ，以ドナデ り

719 005-11 I: 師器 1111 S K9028 
n径 10.6 外内 11絃部I:半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

1·1 色I~多く介む 良好 /控A¥211: • 5部Y, R/!7.¥ /褐8I O Y R 3 / l 完If :1/4以I:!!.¥慎
器絲 1.9 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

720 088--06 I: 師器 皿 SK9028 
口 径 10.6 外 ,II綽部 t'I'ョコナデ，以卜’ュピオサエ

ウンモr;"と微砂粒介む t} 浅貨視IOYR8/3 111/4 
器甜 1.7 内 II給部ヨコナデ，以ドナデ

721 100-10 l:~lllll 皿 S K9028 
n径 10.6 外： II絃部l:'f.ヨコナデ，以ドユピオサエ

微砂粒多く介む t I~ 畑 IOYRS/3 1-11/3弱 外,!iに煤IW
器 1:r, 2 I 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

722 075-112 I: 師器 皿 S K9028 
口径 10.8 外内 ,II紬部部 I:'胆ヨコナデ，以ドユピオサエ 紗I,¥多く介む 且 I~畑 IOYR8/3 116/12 
器麻 2.0 'II絃 ヨコナデ，以ドナデ

723 001-07 I. 師器 皿 S K9028 
n径 10.9 外 II給部 l'f.ヨコナデ，以ドユピオサエ

1'1色粒少r,t介む 且 にぶい畑IOYR7/3 完(f. II緑部外iiiに煤付れ
器悩 1.9 内 II絃藩ヨコナデ，以ドナデ

m 011-09 I. 師器 皿 S K9028 
U 径 11 0 外 ・11絵部 1.1'ョコナデ，以ドユピオサエ l'I色1;多く含む M. t~ 畑 IOYR8/3 4/5 
器麻 1.9 内： II絃部ヨコナデ.r.J.ドナデ

725 003如 1師器 nn S K9028 
口 径 11.2 外 ,II絃部Jジキヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモ少I、し介む t ! 紐 11llOYRS/5 完If 内iiiに!.¥¥-A:あり
器 店 2.6 内 'II絃部ヨコナデ．以ドナデ

726 075-13 I: 師器 圃． S K9028 
r,f怜 11.4 外 II緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

i'l色砂粒多く介む § 灰1'125Y8/2 1110/12 
器 麻 2.6 内 'II緑部ヨコナデ．以,_.ナデ

727 009--02 I: 師器 fill S K9028 
u径 12.2 外 'II絵部 l:1'ョコナデ，以ドユピオサエ 納1、 n淡/IJ.2.5Y8/3 3/4 

外iiiに黒みがかったとこ

器店 2 7 内 ,II絃邪ヨコナデ．以―ドナデ ろあり

728 016-20 I: 師器 皿 S K9028 は悶 12.6 外内 ,II絃郁 I:半ヨコナデ．以ドユピオサエ
ウンモ多く介む fi Ill紐 IOYRS/3 1-15112 内iiiに煤付71./!¥化

2.8 'II緑部ヨコナデ．以―ドナデ

729 08IHJ7 I: 師器 III! S K9028 
r:1I釜 12.8 外 'II緑部J:'I'ョコナデ，以ドユピオサエ ~2mmの砂粒介む 且 Ill紐 IOYR8/4 111/4 
器経 3.4 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

730 081-<ll I: 師器 IDl S K9028 
口径 12.9 外内 II絃牒 ic1'ョコナデ．以ドユピオサエ ~2mmの砂l!lとウンモ少H

良好 浅にぶ災代いIO貨佑YIROSY/4R7/4 11 l/2•J皇
器甜 2.8 ,II絃郎ヨコナデ．以ドナデ 介む

731 089--06 I. 師器 凱 S K9028 
U 径 13 0 外 II 絃部 J:•r- ヨコナデ，以ドユピオサエ ~2mmの砂!,).介む {~ 灰1'125Y8/2 111/4 
器紅 3 I 内 ・11絃部ヨコナデ．以ドナデ

732 085-02 I: 師器 Ill S K9028 
U 径 13.0 外 •II緑部 I:半ヨコナデ．以ドユピオサエ

微紗位とウンモf;p介む にぶい貨屈IOYR7/4 
111/1以

外1Mに煤f.t府
器 tr. 3.5 内 'II絃部ヨコナデ，以ドナデ ト・

733 074-05 I. 師器 皿 S K9028 □ 径 13.1 内外 ,II絃 部L半ヨコナデ．以卜’ユピオサエ l'I色粒多く介む § 紐 2.5Y813
I 16/12 

器科 3.3 :11絃部ヨコナデ．以ドナデ 底完If.

134 087-o4 I: 師器 IIIl S K90'28 
Cl f吾 13.1 外 ・11紬部 l:'f.ヨコナデ．以ドユピオサエ

徴n色粒多く介む 灰1'12.5Y8/2 111/2 II給部外面に煤Hll
器絲 3 2 内 ・11絃部ヨコナデ，以ドナデ

735 071Hl9 t師器 皿 S K9028 U 径 13.2 外 ,II緑部 usヨコナデ．以ドユピオサエ l'I色I,¥.ウンモ多く含む § 虹2.5Y8/3 ほぽ,WII舷部内iiiと底外1!iがl!.1

器 “ 2.6 内 'II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ 化

7:16 001-01 I: 師器 皿 S K9028 U 径 13.3 外内 11緑部 1:平ヨコナデ，以ドユピオサエ l'I色粒多く介む ~i~/11. 代IOYRS/3 、-X-./f
器 甜 3.3 'II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

737 088-07 l師器 皿 S K9028 は悶 13.4 外内 II絃部J:•r- ヨコナデ，以ドユピオサエ
微砂粒介む 良好 浪にぶ貨位いIO貨悦YIOR8Y/3 R718 11114曲

2.5 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

738 001-10 I: 師器 皿 S K9028 
1-1径 13.4 外 II絃蹄I:半ヨコナデ．以ドユピオサエ ウンモfiI'介む1'1色粒多 ll 好 I底PIー貨・褐部IO叫Y赤R7褐/6SY RS/8 、元(; II緑部に煤付行
器“ 3.1 内 'II絵部ヨコナデ，以―ドナデ ＜介む

739 086-07 t・ 師器 nn S K9028 
n径 13.4 外 ・11給部 1:1'ョコナデ，以ト・ユピオサエ

～血の,・,色粒多く介む 良好 灰1'12.5Y8/2 111/2 
器.~ 2 9 内 ・11絃部ヨコナデ．以ドナデ 灰黄2.5Y7l2

740 070-0S I: 帥器 Dll S K9028 
u fJ; 13.4 外 'If緑部 1:1'ヨコナデ．以ドユピオサエ 1'1色紗粒多く介む § り1/11.lll!OYR7/6 119/12 II給部にタール痕
器 贔 2.8 内 11緑部ヨコナデ．以ドナデ

m OO!Hll I: 師器 皿 S K9028 N径 13.6 外内 ,II緑部 1.,,,ョコナデ．以ドユピオサエ
1'1色I,¥多く介む t}. にぷい紐IOYR7/4 完/(- II舷部外1!iに煤Hf!

器 贔 3.0 'II緑掃ヨコナデ．以Fナデ

742 0血 05 I: 師器 圃． S K9028 
口径 13.6 外 'II緑部 l:'11ヨコナデ，以卜’ュピオサエ

~I 5mmのl'I色粒多く介む t tl! 畑 IOYR8/4
11111以

器甜 3.2 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ ド

i-13 001-05 I: 師器 皿 S K9028 ＂径 13.6 外内 II絃部.I:半ヨコナデ．以ト・ユピオサエ ウンモfiI'介む!'I色飩多 § にぶい輝IOYR7/4 完(;.
器紅 3.7 II緑福ヨコナデ，以・ドナデ ＜介む

7-1-1 07・1-o3 I・ 師器 皿 S K9028 
n It 13.8 外 II綽部,,.,,ョコナデ，以ドユピオサエ n色拉．ウンモ多く介む § 淡黄2.5Y8/4 116/12 
器必 3.2 内： II給部ヨコナデ．以ドナデ

7,15 008--02 I: 師器 圃 S K9028 
口 径 13,8 外 ・11絃 部l:'I'ョコナデ．以ト・ユピオサエ

精良 ＃虹2.5Y7/2 完（／
器高 3.2 内 ・11絵部ヨコナデ．以ドナデ

7-16 007~Ki I: 師器 ml S K9028 Cl II 13 8 外内,1111 絃緑部部ヨI:~コドナヨデコナ，以デド,J.ナiデドユピオサエ 1·1 色,~少1,¥介む t}. 淡/11.2SYS/:! ほぼえ（、：
淵,~ 3.5 

7-17 IIOl-02 I: 師器 皿 S K9028 
,,,, 冷 13.8 外 II絃部 1ジトヨコナデ，以ドユピオサエ i'I色1;,f;I'介む t fl畑 IOYR8/4 ・;w 
器ぶ 3.5 内・ II緑部ヨコナデ．以トーナデ

7•18 001-03 I: 師器 Dll S K9028 
Cl I怜 13.8 外 ,II絃部 J・'I'-ヨコナデ．以ドユピオサエ ウンモ介む,・,色粒少Iむ介 l} 淡貨2SYS/3 、,elf
器 1:,; 3.7 I~ II絃部ヨコナデ．以ト・ナデ む

749 083-01 I: 師器 皿 S K9028 
Cl I沿 13.8 外 II絃部 I:半ヨコナデ．以ドユピオサエ

微砂粒多く介む t i~/ll.2.5Y7/3 111/1弱 ~; みあり
器 “ 3.9 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

750 087--09 l: 師器 皿 S K9028 
口径 13.9 外内 II絃部I:半ヨコナデ，以ドユピオサエ ~Ummの砂,~介む 良好 浅にぶ貨IQいIO凶柑YIORSY/3 R7/3 111/2 
器 “ 2.8 ,II緑部ヨコナデ．以ドナデ
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番I) e以
器種 器形

地区 法 Ii¥
渓整・ 1支法の特徴 胎 t 悶 色 滋 残存llr 俯 且・

番け 遺構 (an) 

751 009--04 I. 師器 皿 s K9028 
II rn 13.9 外 II社部Ifヨコナデ．以ドユピオサエ I'! 色粒少hし合む I} 淡黄2SYS/3 完存
器邸 3.5 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

752 001-01 I: 師器 皿 S K9028 
Illを 13 9 外 II緑部 I・ 、トヨコナデ，以ドユピオサエ ，，，ンモ杓r合むi'l色粒名

且
浅黄11!IOYRB/3 完h

器 絲 3 8 内 II舷部ヨコナデ．以ドナデ く含む

753 015-03 ＇：師器 llll s K9028 Ill怜 14 0 外 11緑；部L・半ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色粒多く含む 仇灰i'IIOYR8/2 完h

器，，，， 2 9 内 II緑部ヨコナデ，以トーナデ

751 087-03 L師器 □ll S 1(9028 Ill怜 14 0 外 II緑部じドヨコナデ，以ト・ユピオサエ
~2mmの砂粒多く含む 良好 浅にぶ災杞いJ俎O棺Y1R0SY/4 R7/4 111/2弱

器,,~ 3 2 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

755 008-07 I: 師器 1111 S K9028 
Ill怜 14 0 外 r-r緑郎 l半ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く合む 且淡貨25Y8/3 完/1
器甜 3 3 内 n絃邪ヨコナデ．以ドナデ

756 083--04 I: 師器 an S K9028 
111怜 14 0 外 1-1緑部）半ヨコナデ，以ドユピオサエ

~3mmの白色粒介む
良好 外にぶい必IQJOYR7/1 1(4以下

器，,・r, 3 7 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 内 にぶい凶柑IOYR7/3

757 087-02 I. 師器 011 S 1(9028 111怜 14 0 外 II絃部 1・r,ョコナデ，以ドユピオサエ ~7mmの白色砂位,,ヽィ，名
淡/li.2.5Y8/:l I―11/2 n緑部外1MIこ煤1寸竹

器，I団 3 8 内 1―l緑祁ヨコナデ，以ドナデ く含む

758 070-11 I・ 師器 皿 S K9<l28 
111を 14.0 外 n緑部 l・fヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む lt 1~ 貨2.5Y7/3 、;w 
器 i, 3.6 内 n緑部ヨコナデ．以ドナデ

759 070-10 I: 師器 皿 S K9028 II I~ 14 0 外 1―1絃部 I.平ヨコナデ，以ドユピオサエ
砂粒多く合む t Ix輝 IOYR8/3 I―19/12 

器 1,r, 3 9 内 "絃部ヨコナデ．以ドナデ

760 010-01 I: 師器 皿 S K9028 
llif. 14 0 外 1―1緑部 lc'JSョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒少M含む § 虹 2.5Y7i2 完{;
器絲 3.3 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

761 012-02 I. 師器 皿 S K9028 
lllf. 14.0 外 ,_, 緑 部I:'Fヨコナデ，J..1ドユピオサエ

精良 l} 浅貨lll!OYRS/3 完/;
器邸 3.9 内 Cl緑部ヨコナデ．以ドナデ

762 089-09 1師器 皿 S K9028 
Ill怜 14.1 外 1-1絃部 I・平ヨコナデ，以ドユピオサエ -2.5四の白色粒多く、ウ li i紐 25Y8/3 I 11/4弱
柑晶 3 2 内 ,-, 緑部ヨコナデ，以ドナデ ンモ少f,¥合む

76:l 086-08 I. 師器 1111 s K9028 
II径 14 2 外 II絃部 I:'~ ヨコナデ，以ドユピオサエ

~1 5四の砂粒含む
浅俎!QIOYRB/:l

ほぼ足Ir-
W.Hli 2 5 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ドナデ にぶい貨棺IOYR7/:I 

764 069-11 I Mi器 FILL S K9028 
II径 14 2 外 II緑部Jc'I←ョコナデ，以下ユピオサエ

砂粒多く含む § 麟 2、5Y8/3 1111/12 
器，11i 3 2 内 n緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

765 009-06 L師器 皿 S K9028 
111を 14 2 外 II粒部_I'I'ョコナデ，以ドユビオサエ

精良 且 lo.7.5YR7/6 完If 1-1緑部内iMに楳付符器贔． 3 6 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

766 070-07 I: 師器 皿 S K9028 
II径 14.2 外 fl舷部 1.'I'-ョコナデル以ドユピオサエ

白色砂粒多く含む 札 浅 緬IOYR8/4 118/12 
沿麻 3.5 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

767 007--08 I: 師器 IDl S K9028 
II径 14 2 外 II 緑部t·~ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒少H含む l} にぶい畑IOYR7,3 完I, 内部側1fiiに!.I.¥いまだらあ
器 甜 3 5 内 n緑部ヨコナデ，以ドナデ り

768 007-o7 I: 師器 皿 S K9028 ll!f. 14 2 外 r1給部 L半ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色1奴含む 且 豆25Y7/2 完仔

器 絲 3 5 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

769 069"" I. 師器 llll S K9028 Illモ 14 2 外 f_J絃部 l'I'-ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色砂粒多く介む 且浅輝JOYR8/1 I 17/12 

器 甜 3 3 内 1」緑部ヨコナデ，以ドナデ

770 076-08 I: 師器 皿 S K9028 
Ill歪 14 3 外 II緑 部1,1,ョコナデ．以ドユピオサエ

白色粒、ウンモ多く含む Ii にぶい貨柑IOYR7/4 114/12 
器 絲 3 I 内 1―1緑部ヨコナデ．以ドナデ

771 007-o4 I: 師器 皿 S K902R Ill至 14 3 外 II緑 部I.半ヨコナデ．以ドユピオサエ
白色粒含む t} にぶい紐IOYR7i3 完If 外面に/.1.i・Jl:あり

器高 4 0 内 11;; 部ヨコナデ．以ドナデ

772 001~06 I師器 皿 S K9028 
II径 14.3 外 11緑部 L-'Iらョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒少杖含む 且 浅 紐IOYR8/3 'iW 鼎絲 3 7 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

773 009-03 I師器 llll SK9028 
II径 14 4 外 II緑部L'I←ョコナデ，以ドユピオサエ

1・1色I<多く合む 札 i炎貨2SYB/3 完Ii鼎 1,Y, 3 5 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

771 001-09 、1師器 llll S K9028 
II径 14 4 外内 II緑部［平ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモ少[,¥合む 且淡如5Y8/:l 完If器，,・,; 3 2 II緑部ヨコナデ，以 lヽ・ナデ

775 084← 03 I師器 llll S K9028 
111冷 14 4 外 II緑部 I'fヨコナデ，以ト・ユピオサエ

~•I皿の白色粒多く含む ）好込外灰1'12.SYB/2 vw 器 ,¥'r, 3 5 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 内浅凶杓IOYR8/4 

776 089-11 I師器 1111 S K9028 II It 14.4 外 II緑部 I・ ヽトヨコナデ．以ドユピオサエ
~3mmの白色粒多く含む l} 浪畑JOYRSI:! [.11/4 

器 ir. 3 5 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

777 084-DJ I. 師器 皿 S K9028 II径 14 4 外 11舷部1:-'f・ヨコナデ，以ドユピオサエ
-2皿の砂粒多く含む 浅此l!!JOYR8/I ・;w 底外面に煤H/'l器,.,, 3 6 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

778 08-1-09 1師器 皿 S K9028 
ll!f. 14.4 外 II緑部 L半ヨコナデ，以ドユピオサエ 徴砂粒とこ-4mmの小,fj" 介• l}峠 25Y8l3 完If盛贔 3.7 内 II給部ヨコナデ，以ドナデ む

779 009-05 I: 師器 ffil S K9028 
II径 14 4 外 II給部 I'r・ヨコナデ，以ドユピオサエ

r'I色粒多く含む l} 灰 1•12.5Y8/2 完/;淵 ,fr, 3 6 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

780 008-05 I: 師器 皿 S K9028 
Ill怪 14 4 外 II緑部 I・ 平ヨコナデ，1iドユピオサエ

n色粒多く合む あ嗜い外岱浪使柑IOYRS/3 3/4 淵 ,r. 3 9 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

781 008-01 l師器 1111 S 1(9028 II径 14 4 外 II絃部l:'f',ヨコ・J-デ．以ドユピオサエ
梢良 ti 浅貨橙IOYRB/4 完I,岱岱 3 9 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

782 012-03 1:Mi器 1111 s K9028 
］］径 14 4 外 1―1絃祁/.'I←ョコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く含む 且灰1'12SYS/2 3/4 
器'" 3 9 内 II絃邪ヨコナデ，以ドナデ

783 071-08 L師器 皿 S K9028 
II径 14 5 外 II絃部 I.半ヨコナデ，以ドユピオサエ

J'J色砂粒多く介む l} 浅輝JOYRS/~ 114/12 W.l, 貨 3 2 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

784 069-08 I. 師盟 1111 S K9028 
II径 14 5 外 II 絃蔀 r.•r, ョコナデ．以ドユピオサエ

白色砂粒多く含む 良好 8 浅災悦7.5YRS/4~杓5YR7/
11 I0/12 

器，＂ 3 7 内 II絃邪ヨコナデ，以ト・ナデ

785 083~)8 1師器 llll S K9028 
II径 14 5 外 II 緑部 l'I'• ヨコナデ，以ドユピオ</・エ

~2mmの砂粒多く介む 良好 浅にぶ凶棺いJO凶IQYIOR8Y /:l 1<7/3 111/2強 II緑部に煤付杵器 ,11; 3.3 内 ,_, 緑部ヨコナデ．以ドナデ

786 069-05 I: 師器 Ull s K9028 11 If 14.5 外 ,_, 緑部 lc'fヨコナデ，以ドユピオサエ
n色粒多く含む ｛｝ 浅叫il!IOYRB/4 令t欠り1器邸 3.3 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

787 007--05 J・ 師器 皿 S K9028 
Ill至 14.5 外 11緑 部I.鼻ドヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒少!,¥含む !}. 浅輝IOYRBI•! ほほ完I,器必 3 7 内 -11緑部ヨコナデ，以ドナデ

788 008~8 I: 師器 皿 S K9028 
II I~ 14 5 外 1-1緑 部1こ'f-ヨコナデ．以ドユピオサエ

,・, 色粒少凩含む i} i~ 紐 IOYR8°3 完/; ロ緑部外16iに!!.I'll:あり器 店 3 4 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

789 069-06 1師器 皿 S K9028 
Illを 14 5 外 11緑部I.半3コナデ，J.1.ドユピオサエ

白色粒少ht含む l} rn輝 IOYR8l3 1.19/12 
器晶 3 4 内 ,_, 粒部ヨコナデ．以ドナデ

790 086-05 I師器 皿 S K9028 
llff. 14 6 外 II緑 部lジI'ョコナデ，以ドユピオサエ

~:lmmの砂粒介む 良好 桟にぶ黄橙い貨!O橙Y10R8Y/1R7/:! 111/2•/氣 内外if1ilこ煤付行器甜 3,8 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

791 008-0(; I師雅 illl S K9028 1-'lf. 14 6 外 'II緑部 l'I'ョコナデ，以下ユピオサエ
赤色粒l'il'合む 且橙5YR7/6 1/5 器泊i 4,0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

792 015-06 l師器 011 S K9028 
,_, rn 11 6 外 11舷部 I'I',ヨコナT,以ドユピオサエ

i'I色1:,少1,t介む 且灰1'.125Y8/2 :!/1 II緑部内1/iiに煤付行器 祁 3 5 内 II緑部ヨコナデ，以Fナデ

79:l IC沿 07 I師器 Ill[ S K9028 
1:i!f. 14 6 外 11 絃部 I'I~ ヨコナデ，以下ユピオサエ

-2,, の,・,色粒多く介む 且淡此25¥8/3 
I 11 / 1以

器 麻 3 6 内 II舷部ヨコナデ．以下ナデ 卜―

791 08:1-0(; I師湘 皿 S K9028 
,_, 径 14 6 外 11舷部 l'V・・ ヨコナデ，以―ドユピオサエ

微砂粒、ウンモ少M介む 良好 外 にぶい凶橙lOYR7/:I 111 /,J 器 甜 3 :l 内 r r絃部ヨコナデ，以下ナデ ，，，， 浅災杞10YR8/:l

795 089-12 1師淵 皿 S K9028 
1-llf. 14.6 外 II緑部 I'I"ョコナデ．以ドユピオサエ

微砂粒介む 良好 淡浅黄貨22 55¥¥87//3 3 
11 Iい1以

器秘 3,5 内 11緑部ヨコナデ.l'J. i: ナデ ド

796 084-08 l師器 IIll S K9028 
,_, ff. 14 6 外 II緑部 1・トヨコナデ．以下ユピオサエ

~2 5皿の砂粒介む 且浅黄橙JOYRS/4 111/2 器,,, 3 0 内 II給部ヨコナデ．以下ナデ

797 083-03 1師器 皿 S K9028 n 径 14 6 
外 11緑部 I'fo:ヨコナデ，以下ユピオサエ

~2,mの砂粒多く,,む ii にぶい如橙IOYR7/•1 111/4剥内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

798 080-03 1師器 皿 S K9028 
1-1往 14.6 外 II緑部I•1~ ョコナデ．以下ユピオサエ

~3,mの1・1色粒多く介む
良好 外浅黄橙IOYR8;•1

111/2弱器絲 3 7 内 II絃部ヨコナデ，以ドナデ 内橙75Y R7>6 

799 001-08 I. 師盟 皿 S K9028 
,_, !f 14.6 外 11緑部 /.'I'-ヨコナデ．以下ユピオサエ

ウンモ少r,t介む 良好 外内 褐に灰ぶlOい黄Y橙R610/lYR7/4 完Ir' ，，，体的に煤（すh器甜 4 1 内 II緑部ヨコナデ，以下ナデ

HOO 086-09 I師湘 llll S K9028 
n 1そ 14.6 外 11絃部 I'j¥ョコナデ．以下ユピオサエ

-2 5m, のi'I色粒多く介む
良好 外浅災橙JOYRB/,j 

I 11 /'1強 内外,r,;に煤付杵器，,・,; 3.8 内 11緑部ヨコナデ，以下ナデ 内灰1'125Y8/2 
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番I) Q趾
器桶 器形

地 I~ 法 fit
調整・ 1女法の特徴 胎 土 悶 色 滋 残If度 伽 ¥, 番け 迫構 (,m) 

801 086--06 I: 師器 皿 S K9028 II径 14 6 
外 1--l緑 部I:半3コナデ．以ト・ユピオサエ ~2,mの砂粒とウンモ少11¥ fl. 外浅黄祖JOYR8/4 111/.f以
内：「I緑部ヨコナデ．以ドナデ 合む 内 にぶい使控lOYR7/4 F 

802 偲3-07 I: 師器 皿 S K9028 
II径 14 7 外・ □緑部 I:半ヨコナデ，以ドユピオサエ

~2 5mmの砂粒合む l} 淡凶25Y8/3 UI/2 
器 岱 3 3 内： Cl給部ヨコナデ，以ドナデ

803 07.J-o4 1帥器 1111 S K9028 
II径 14 7 外 1―-1緑部I:半ヨコナデ．以ト・ユピオサエ !'I色粒、ウンモ多く含む l} 淡貨2SYB/3 112/12 
器 邸 3.3 内 IJ緑部ヨコナデ，以ドナデ

8(M 084-07 1師器 1111 S K9028 
II径 14 7 外 J_/緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

~2m, の砂粒含む
且

浅黄橙JOYR8/1、JOYR8/3 完Ii器麻 3 9 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

805 008-03 1師器 1111 S K9028 
II径 14 7 外 I-=/緑部上半ヨコナデ，以 1;・ユピオサエ

白色粒多く含む ~ 浅黄阻JOYR8/3 完if- 外[(Iiiこi.11'4:あり器店 3 2 内 ,., 絃部ヨコナデ，以ドナヂ

806 015-05 I. 帥器 llll S K9028 
II径 14 8 外 11縁部_L半ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色11,少ht含む n 浅災杓10YR8/:l 完If器麻 3 8 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

807 074← 07 1師岱 1111 S K9028 
II径 14 8 外 11緑部 1.'i'ヨコナデ，以卜’ュピオサエ

白色粒多く合む
仇

淡黄2,SYS/3 116/12 
淵裔 3 6 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

808 069-07 l帥器 Ull S K9028 
1-1径 14 8 外 Cl絃部lこ半ヨコナデ，以ドユピオサエ

砂1//.. ウンモ多く含む 仇灰l'.IIOYRB/3 117/12 
器裔 3 8 内 11緑部ヨコナデ．以 Fナデ

809 085--03 I・ 師器 an S K9028 
II径 14 8 外 n緑部 lc'f,ヨコナデ，以ト・ユピオサエ ~4,mの白色粒（小r;も） {j 淡俎2SYS/3 1~11/4 
器裔 2 6 内 Cl緑部ヨコナデ，以ドナデ 多く合む

810 087-10 f・ 師器 OIi S K9028 
II径 14.8 外 n絃部 !.'I'ョコナデ，以ト・ユピオサエ

徴白色粒多く含む 浅貨位IOYRS/3
nl/4以

II緑部に煤IW器邸 2.9 内 「I緑部ヨコナデ，J、J.ドナデ ード

811 偲9-10 L師器 皿 S K9028 II径 14 8 
外 11絃部_c'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

ウンモriFと砂粒含む l} 浅貨柑IOYRS/4 111/3 
内 LL緑部ヨコナデ．以ドナデ

812 085--01 1師器 on S K9028 
II径 14 8 外 1-1 緑部上—-r- ヨコナデ．以ドユピオサエ

徴砂粒合む t} 外桟/li2SY7/8 
I .JI /3弱

器硲 3 4 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ 内灰災2.5Y6/2

811 074-02 I師器 皿 S K9028 
II径 14 8 外 n緑蔀 L半ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く含む 乱浅貨25Y7/4 117/12 
器邸 3.7 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

814 016~7 I. 師器 1111 S K9028 
II径 14 8 外 1:/緑 部]_:.faヨコナデ，以ドユピオサエ

砂粒多く含む # Iこぶい詞IOYR7/4 117/12 
器硲 4.0 内 FL緑部ヨコナデ，以ドナデ

815 002-02 I. 師器 1111 S K9028 
II径 14 9 外 17緑部l:'f• ョコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少1,1含む l}紐 JOYRS/6 完存器恰； 3 7 内 口緑部ヨコナデ，以ドナデ

816 OJ 5---0•1 I. 師器 m1 S K9028 
II径 14 9 外 口緑部I:半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

赤色粒l'ff合む l} 浅畑lOYRB/4 314 外16i部 mっぽい
器 店 3 9 内 1-1緑部ヨコナデ，以ドナデ

817 ⑱o--08 1師器 on S K9028 
11径 15 0 外 U緑部J:半ヨコナデ．以ト・ユピオサエ

ウンモ．微砂粒介む l} /II. 灰25Y4/I rJI/4 内外iliに!.I.I安あり
器店 3 3 内 ・n緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

818 郎 1-02 I: 帥器 皿 S K9028 II径 15 0 
外： I―1緑部上半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ ~2.5mmの白色粒とウンモ 良好 にぶい黄杞JOYR7/4 111/・1 
内 ・r,緑部ヨコナデ，以ドナデ 少1,1含む 浅此柑IOYR8;4

819 075-14 1帥器 on S K9028 
II径 15 0 外 ·l~I緑部 l・・半ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモ多く介む l} tl!/Ji.2 5Y7/3 118/12 
器裔 3 9 内 ・1-1給部ヨコナデ．以トーナデ

820 076-tl9 1師器 皿 S K9028 
II ff 15 0 外 ・n緑部 le半ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む l}淡/li.25Y8/3 115/12 
器裔 3 5 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

821 002-01 I. 師器 皿 S K9028 
II径 15 I 外 ・Cl緑部Jc半ヨコナデ．以ト・ユピオサエ

ウンモ少,,玲む l} にぶい紐IOYR7/4 完Ii器扁 3 3 内 n緑部ヨコナデ，以ドナデ

822 015--07 I・ 師器 1111 S K9028 
II径 15 I 外 「l緑部」:半ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少fi¥介む 良4(- 灰1'12SYS/2 
ほぼic/f器除→ 3 4 内 11緑部ヨコナデ，以ト・ナデ 橙2.SYRG/8 

823 087--05 1・師器 1111 S 1(9028 
11径 15 1 外 「I緑部lc'I'ョコナデ，以 I'ユピオサエ

微砂粒多く合む 良好 洩にぶ災悦い!O凶杞Y!ORSY /3 R7/3 I 11/<l 
附泊i 3 5 内 [1緑部ヨコナデ，以ドナデ

824 009-()8 I・ 師器 llll S K9028 
II径 15 3 外 "緑部1半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ ,., 色粒少],¥含む 且 浅 紐JOYR813 完If II絃部内,r,;に煤付杓
恭科 3 6 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

825 007-o3 I師器 1111 S K9028 
II径 15 3 外 rs緑部 !.'I'• ョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒合む 仇浅紐JOYR8/3 完存料泊i 4 5 内 i:, 絃部ヨコナデ，以ドナデ

826 008-0・1 I: 帥器 皿 S K9028 
II径 15 4 外 r-1緑部Llョコナデ．以ドユピオサエ

白色柁少I,¥介む 且 I~心 IOYRB/4 完/;
器 裔 4 3 内.ti緑部ヨコナデ，11ドナデ

827 084--06 f・ 師器 mt S K9028 
111至 15 4 外．口緑部I.'I臼ョコナデ,J.'..f.ドユピオサエ

~2四の砂粒多く合む l) ll! 紐 JOYR8'4 
111/4以

II緑部外,r,;に煤f-tn
器店 2 8 内： II緑部ヨコナデ，以ドナデ ト・

828 100-06 I: 師器 皿 S K9028 
II径 15 6 外 11緑部1こー半ヨコナデ．以ドユピオ-+}-エ

~2mmのI●1色粒多く含む 且淡数25Y8/3 l.:J 1/4 
器祁 3 2 内 「l緑部ヨコナデ，11ドナデ

829 07'1-01 I. 師器 皿 S K9028 
II径 15.6 外 口緑部 L'f.ョコナデ，以ドユピオサエ

,・, 色粒多く含む ft紐 25Y8,3 I 19:12 
器店 3.7 内 "緑部ヨコナデ．以ドナデ

830 087--06 1師器 ID! S K9028 
II径 15.6 外 1-1緑部J:半ヨコナデ，以ドユピオサエ -2口のJJ色粒少l,tとウン § 杞7.5YR6/6, 7 5Y R7'6 111:'3 
器紅 3.7 内 11緑部ヨコナデ,11ドナデ モ少,,,合む

s:n 009-07 1師器 llll SK9028 
II径 15 8 外 口緑部 l_!fョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く合む 且灰1'125Y8/2 完if器祁 4 3 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

8'2 100--05 I師器

"" 
S K9028 

II径 15 8 外 口緑部 1→半ヨコナデ，以ドユピオサエ
赤色le多く含む 浅凶悦JOYRS/3 JI 1/4 底外,r,;に}!.¥斑

器麻 2 5 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

833 015--08 1師器 皿 S K9028 
II {f 15 9 外 口緑部 I:平ヨコナデ，以ト・ユピオサエ ウンモr汗 ,・, 色粒少,,し

且 にぶい此橙IOYR7/3 ほぼ足I, II絃部r'irl1iに煤付杓
器麻 4 0 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ 含む

8:J.I 069-10 1師器 皿 S K9028 
II径 16 0 外 II緑部1半ヨコナデ，以ドユピオ<)・エ

白色粒多く含む 良好 6 浅凶杓JOYRS/3~橙5YR7/ I 111/12 
l―1絃部外,ii 部！！．＼化、 Ii

器裔 4 0 内 ~I 緑部ヨコナデ，以ドナデ み大

835 100-11 1帥器 [I[[ S K9028 
II径 16 0 外 II 緑部J,•r, ョコナデ，以ドユピオサエ

~2,mの砂粒含む
灰此褐IOYR5/2 

111/4 
器紅 3.4 内 口緑部ヨコナ弓以ドナデ にぶい貨控IOYR6/3 

8.16 083-05 le師器 皿 S K9028 
II径 16.8 外 11緑端部ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモl'ir-含む 且悦SYR7/6 111/4 
器扁 3.0 内 口緑端部ヨコナデ．以ト・，，＂

S:17 072-02 1師器 llll S K9028 
II径 10.2 外 11緑部ヨコナデ，底部ユピオサエ

n色粒多く合む 且桟災柑IOYRS/3 1-16/12 1-x,-l~<.!D!I 
器 杯 0.8 内 II緑部ヨコナデ．底部ナデ

838 012-07 I: 師器 皿 S K9028 
II径 10.6 外 n絃部ヨコナデ．底部ユピオサエ

粕良 n 浅畑IOYR8/3 完If Jースクー咽UII
器低 I 0 内 口緑部ヨコナデ，,~部ナデ

8.19 003-01 l師器 台i、tlDI S K9028 
II径 9 7 外 l~I緑部I:半3コナデ，以ドユピオサエ，邸介ハリッケ

ウンモ少M含む 且浅黄柑IOYRS/1 旧お"' lhf1iに!.I.しいムラ
器店 2 8 内 1-1緑部ヨコナデ．以ドナデ

810 002-07 1帥閥 台付III! S K9028 
1-11怜 11 I 外 II舷部 l'f-ヨコナデ，以 I'ュピオサエ，Mlハリッケ

梢J込 翡浅此橙!OYRS/4 ほぼ,W 令体的に黒いムラ器，r,; 2. 7 内 II緑部 3コナデ．以ドナデ

8ll tl88-tl5 I帥俗 台1./11[ S K9028 
口径 11.4 外 11緑部 I'I"ヨコナデ，以―ドユピオサエ沿冶ハリッケ

-2,, の1・1色粒多く合む 且橙75YR7/6 
I 11/2 

器 ,,・.1 3 2 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ ,i・;w 

812 082-04 1師岱 台付皿l S K9028 口径 12 0 
外 11絃部 l'J'cョコナデ，以ドユピオサエ，Mi台ハリッケ

~:! 皿の1・1色1/1.介む 且浅妓橙75YR8/1 
11112,1,J 

J! みあり内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ 庇・;w

8-1:! 089-02 i"i≪.. 台 1n,1;器皿 S K9028 
,,,1冷 9 9 外 II緑部l"I転ナデ，底部i"i転糸り」り

ウンモ/'ii'合む § 橙75YR6/6, 7 SY R7/6 It 1/2 器 t,; 1 2 内 i"i転ナデ

8・11 089-08 i"i転台 1帥器皿 S K9028 
口径 10.2 外， 11緑部l≪I転ナデ，底部1≪1転糸切り

ウンモ少1,¥介む 浅黄橙JOYR8i3 111/2 底外1ftiが黒変
器晶 1.7 内 1111転ナデ

8・15 085仰 ["[紅合［師器 皿 S K9028 
口径 9 0 外 II 緑部Iヽ •I転ナデ底部'"'転糸切り

微砂1,1少1,¥含む 橙5YR6i6.5YR7.16 完Ii Iiみk
器絲 l 9 I勺 i"i転ナデ

.. ,. 1112-0・1 i"I紅f,f師器 Dll S K9028 
口径 9 4 外 II秘部'"'転ナデ．底部,.. , 転糸切り

精n 且浅紐IOYR84 ・ん/;. 
器絲 1 6 内 I ヽ •I転ナデ

8-17 ()05-12 1 .. , 転台 1師器 Jill S K9028 
口径 9 6 外 II 緑部'"'転ナデ．底部l••I転糸切り

.. , 色粒多く {tむ i 浅黄橙IOYRS, 4 、;w II舷部内ifiiに煤Hfl
器 麻 1.8 内 i"i転ナデ

8-18 002-10 '"'転台 I.師器皿 S K9028 '" rn 
IO 0 外 II緑部l"I転ナデ.,t部l"I転糸切り

lo'ill n I曳扱橙75YR8,1 完Ii器,~ 2 2 lり , .. , 転ナデ

849 OiS-10 l"I転台 1師器 皿 S K9028 
ロ托 9.6 外 II舷部'"'転ナデ．底部'"'転糸切り ,・, 色粒 ウンモ多く含む 仇浅黄悦lOYRS/4 116/12 
器甜 1. 7 Iり 1111転ナデ

850 006-11 l≪I転台 I.ル耽:; !Ill S K9028 
口径 10.1 外内 II緑部i"i転ナデ，底部i"l転糸切り !'I色粒多く介む § 知 10Y8/2 ;w  
器甜 1 9 l"I転ナデ
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爵け
登録

器種 器 形
地 I>( 法 M

調 幣・技法の特徴 胎 i: 農 色 調 残存度 俯 考
爵け 迫構 (cm) 

851 002-00 阿転台士師11l1 皿 S K9028 は悶
9.7 外内 ： 11絃部1.-,1転ナデ，底部阿転糸切り 精良 § 知 25Y8/2 完存
2.1 :[司転ナデ

852 089-07 阿転台J:師11!1 IIIl S K9028 はi15.4 外内 ．口紬部阿転ナデ．底陥liiJ転糸切り ~2.Smmのl'I色粒介む t Iこぶい褐7.5YR6/3 m12 
2.2 ：阿転ナデ

853 011--02 阿転台：t師器 皿 S K9028 は悶
9.5 外内： n絃転ナ節阿転ナデ．底部l叫転糸切り n色粒少揖含む § にぶい橙7.5YR7/4 ほぼ碑
1.9 : ,., デ

854 082郊 回転台l:師器 皿 SK9028 n径 10.3 内外： II給部1•1転ナデ．底部lnl転糸切り
微砂粒少kl介む t I良貨橙IOYR8/3 口1/4

器 高 2.3 . ,., 転ナデ

855 075-09 阿転台t師器 nn S K9028 nil! 9.2 外 ・1:1絃部,.. , 転ナデ，底部,.. , 転糸切り
n色粒多く含む § 浅黄證IOYRS/3 ぼ安元存

Ill!高 1.7 内．阿転ナデ

856 076価 阿転台l:師1111 皿 S K9028 ＂径 11.0 外内 . J_J紬部l••I転ナデ．底部阿転糸切り
ウンモ'l'i-P介む § 浅黄橙JOYR8/3 口7/12

器高 1.9 ,, .. , 転ナデ 庇完存

857 011如 r.l転台K師器 1111 S K9028 n径 9.4 外 '11紬部1•1転ナデ，底部I•~転糸切り 梢良 § 浅貨橙IOYRB/4 完存
器砧 1.9 内： ~•I転ナデ

858 081--05 回転台I:師器 皿 S K9028 II径 9.6 外： II紬部l"I転ナデ，底部l"I転糸切り 微介!'Iむ色粒多く介む赤色粒 i 浅黄橙7.5YR8/4 完存
器“ 2.0 内：肘転ナデ

859 005-10 阿転台上師器 皿 S K9028 Ill昼 10.3 外内 ： U絃部'"'転ナデ．底揺旧転糸切り 赤色粒少~I介む i祖5YR7/8 ほぼ碑
器 “ 2.1 :『I転ナデ

860 U臼 阿転台.t師器 皿 S K9028 n径 9.9 外内 ·n絃部阿転ナデ．底部r•1転糸切 1)
:l"I転ナデ

ウンモ介む
良好 浅4黄橙IOYR8/4,7.5YR8/ n2/3 歪みあり

861 002--09 阿転台土師器 皿 S K9028 Uf蚤 9.8 外： II給部["I転ナデ．底部,.. , 転糸切り
白色粒介む § 阻SYR7/6 完存

器 麻 2.1 内： ~•I転ナデ

862 074-10 回転台土師器 llll S K9028 JJI沼 9.8 外： rr給部[nl転ナデ．底部r•1転糸切り (1色粒多く介む § 浅黄担7.SYR8/6 
US/12 

器高 1.1 内： 1••1転ナデ 底完存

863 082-0S 阿転台:l:師器 皿 S K9028 ＂径 8.9 外： u給部l•I転ナデ,/If.部[n(転糸切り ~2mmの砂粒介む 良好 外内：：橙浅7黄.5證Y7R.57/Y 6 RS/3 口1/4雄
器高 1.8 内阿転ナデ

864 082-01 l•I転台 l:師器 Illl S K9028 •~I蚤 9.8 外 'II絃郡(•ii転ナデ．底部l••I転糸切り
微l'I色粒多く介む § 灰1~2.5Y8/2 ~13/4 

器麻 1.4 内 (u(転ナデ

865 011Hl6 阿転ft.I:師器 llll S K9028 口径 9.0 外 II絋部[n)転ナデ．底部I•!転糸切IJ
ウンモ少1,1介む § 浪紐IOYR8/3 完存

器店 2.0 内.,,,,転ナデ

866 08(H)6 1噌転台土師器 皿 SK9028 IHせ 10.0 外 1―1絃部,.. , 転ナデ，底部肘転糸切り 微砂粒と-s.,,の1'1色,,ヽ~; § 旺 25Y7/3 tll/3 
器高 2 0 内,(ヽ•I転ナデ 介む

867 006--02 阿転台J:師器 皿 S K9028 II径 10.2 外 ,II絃部Jul転ナデ，庇部Iヽ•I転糸切り
赤色粒少Id介む § 浅黄橙7.5YR8/6 完I,

1111高 1.8 内阿転ナデ

868 086--04 阿転台t師器 皿 S K9028 IJf昼 10.2 外内 ： IJ舷部1••1転ナデ，底部l"i転糸切り ~2.5皿のn色粒介む にぷい貨ll!IOYR7/4 ぼ王沼f 俎みあり
器甜 3.0 :1,,1転ナデ

869 012-0., [o,f転台 l:師器 frf,tllll S K9028 II径 8.6 外内 ： U絃部i"i転ナデ，底部i"i転糸切り
赤色粒少Id/¥-む § 橙5YR7/6 完存

器“ 2.8 ,,,,, 転ナデ

870 072--03 阿転台・t師器 ftf.t皿 S K9028 JIil¥ 10.0 外内 ： ,., 紐部M転ナデ，底蹄'"'転糸切り l'I色砂粒多く介む 且にぷい黄橙IOYR7/4 U2/12 
器砧 2.9 .1 .. 1転ナデ

871 006-12 阿転台l:師器 frf,t皿 S K9028 は悶
JO.I 外内 ,If緑部'"'転ナデ，底部1,q転糸切り 赤色,~少1il介む § 橙5YR7/8 完存•
2.7 -1"1転ナデ

872 088-12 同転台.I:師器 令H皿 S K9028 は悶
10.5 外内 ： 1-1 絃部l"I転ナデ-~~部l"I転糸切り．“台ハリッケ 微~I 色粒多く介む n桟/11.IIIJOYR8/3 

1-13/4強
3.0 ,1 .. 1転ナデ 底完/{-

873 012--08 阿転台t師llll 台Hill S K9028 IJ It 9.0 外：~,緑部1,,1転ナデ．底部l"i転糸切り.,!合ハリッケ
1'1色It少hl介む § 浅貨橙IOYR8/4 完存

器“ 2.8 内・ 阿転ナデ

874 069-03 阿転台Hlilll 台付椀 SK叩28 UI沿 10.4 外 ,U紬部l••I転ナデ．底部lnJ転糸切り ,t/it,ハリッケ
ウンモ多く介む {} 浅黄控JOYR8/4 114/12 

器絲 3.5 内.,.. 1転ナデ

875 074-o!I 阿転台HJllll 台HI皿 SK!l028 llll¥ 10.8 外 'If緑部fnf転ナデ．底部fnf転糸切り浪冶ハリッケ 1'1色粒．ウンモ多く介む ll暉 7.5YR7/8
l」2/12

器贔 3.0 内.'"'転ナデ 砧台完/(-

876 08.-02 阿転frt帥器杯 S K9028 Ill蚤 14.1 外 'II絃部1,,,転ナデ．底部1.. , 転糸切り ~2mmの砂粒介む § 紐 2.SYB/3 tll/4弱
器“ 3.5 内 .,,1転ナデ

877 074--06 阿転台 I・師器 皿 S K9028 ＂往 15.4 外内 ： II絃部fnJ転ナデ．底部fnJ転糸切り l'I 色,~多く介む
良好 桟8/8貨祖7.5YR8/4~橙7.5YR 1-18/12 

器“ 3.4 :1,,1転ナデ

878 012-01 阿転台J:師器 杯 S K9028 llf洛 15.0 外 'f,心部I•~転ナデ．底部fnl転糸切り n色粒少I,¥介む ii にぶい棺IOYR7/4 完存 n緑部に煤付柑
器“ 3.9 内 fu]転ナデ

879 075-15 阿転台J:師器杯 S K9028 絲台 5 9 
外： 1-1舷部lul転ナデ．艇部1•1転糸切り

赤色斑粒多く介む § 控SYR6/8 trm: え/(-
径 内.,,刊転ナデ

880 010--02 阿転台.t師器杯 S K9028 は悶
15.2 外内 1-1緑郁(u(転ナデ，底部(u(転糸切り Ill良 § 浅黄棺IOYR8/4 完存
3.3 , (u(転ナデ

881 072-ol 陶器 椀 S K9028 n径 16.2 外内,： lIIul絃転ナ部lデul転ナデ.ir.台ハリッケ l'I 色砂粒竹—I'介む t}知 5Y7/J I 16/12 
器麻 5.4 

882 072-04 , .. , 転台J:師器
“杯 S K9028 ＂径 ー脚部~ii転成形 ウンモ多く介む § 浅貨杞IOYRB/4

器 紅

883 076-21 ・I: 師描 店杯 S K9028 IJ! 怜 —外脚合行);1:,1のヘラケズリによる tfii取り 1・1色粒fil'介む § 浅貨橙IOYRB/4 脚部11・
器高

884 100-01 ,,,, 転台I:師器 麻杯 S K9028 I.If怜 ー脚部li•I転成形 ウンモ介む n 浅貨橙7.5YRB/4 
1111麻

885 098-00 In! 転台.l:師 器 椀 S K9028 
刹 台

9.2 
外： II絃部1.. 1転ナデ．底部1,11転糸切り．刹台ハリッケ

ウンモ多く介む § 浅黄橙IOYRB/4 
往 内 'l"I転ナデ

886 畷 02 J: 師器 甕 S K9028 は悶
9.9 外内 -II籍部部ヨコナデ．体'*陥ユピオサエ ウンモ行I'介む t Iこぶい輝JOYR7/4 rll/2 
1.5 :11緑 ヨコナデ， 部ナデ

887 034-10 I: 師器 杯 S K9035 
llf怜 8 2 外： II紬 部l:'t-ョコナデ．以ドユピオサエ l'I色拉介む t !~ 輝 IOYRS/3 ほぽだIf-
器麻 1.4 内 '11緑部ヨコナデ,11ドナデ

888 021--05 _t師器 IOI S K9035 111怜 8,0 外 II絵部J:'I'ョコナデ，以ドユピオサエ
ウンモr汗含む § 位5YR7/6 完(;

111116 I.I 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

889 0.15--0.1 J: 師器 皿 S K9035 II径 8.0 外内： II絃部部I:'ドヨコナデ，以ドユピオサエ l'I色粒少M介む l}撓5YR7/6 112 
器甜 0.9 :11緑 ヨコナデ．以ドナデ

890 035-01 J: 師器 皿 S K9035 Ill怜 8.8 外内 'II舷部 l:'f.ヨコナデ．以ドユピオサエ l'I色餃少1,1含む ~Ill紐IOYRS/4 1/2 
器甜 1.1 :11緑部ヨコナデ．以ドナデ

891 035--02 :I: 師器 皿 S K9035 111冶 8.0 外内 II絃部 l:'I'ョコナデ，以ドユピオサエ
"色粒少1,¥含む Pi Iこぶい棺75Y R7/4 ぼ'£if.If-

器紅 1.2 ,II給部ヨコナデ．以ドナデ

892 035--06 I: 師1111 皿 S K9035 n径 8.6 外： II給部 l.'I'ョコナデ，以ドユピオサエ i'I色位多く介む h悦7.5YR7/6 1/3 
器ぷ 1.2 内 'II緑部ヨコナデ．以ドナデ

893 021-10 I: 師器 皿 S K9035 I.If冷 7.9 外内 ,JI給榔 l.'I'ョコナデ，以ドユピオサエ
"色粒少11¥介む § 拉7.5YR7/6 ほぼ完仔 内miに茶色のまだら

器紅 1.4 :r, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

副 0.1.S-114 I: 師器 f>l・t皿 S KSU.15 llf沿 8 6 外内 II絃 部1o・r.ヨコナデ，1iドユピオサエ，IS介ハリッケ l'I色II.少lot介む り即YR7/6 ほぽ足(/
淵泣i 2 6 II絃部ヨコナデ，以ドナデ

895 036-00 t師器 frt-tnn S K9035 llf沿 8 9 外 'II緑部 l:'f-ヨコナデ，11ドユピオサエ，鈷frハリッケ
l'I色粒多く介む I} 円7.5YR8/4 ほぽ'K-.11

器 絲 3.6 内 11絃部ヨコナデ，以ドナデ

臨 036-04 上師器 flf-t皿 S K9035 111沿 9 0 外 'l=I給部I:f. ヨコナデ．以ドユピオサエ泊,frハリッケ
n色飩．ウンモ少lit介む t ほぽえIi

器砧 4 6 内： II絃部ヨコナデ．以ドナデ

897 034--09 J: 師器 杯 SK虹 15 Ill怜 14.2 外： II絃掃 1''1'ョコナデ,t).ドユピオサエ
ウンモ少1,1介む e Iこぶい紐IOYR7/4 1/3 

器“ 3.1 内： II紬部ヨコナデ．以ドナデ

898 079--02 I: 師器 杯 S K9035 Ill怜 14.4 内外： II緑部 1.1ヽ ョコナデ．以ドユピオサエ Ill良 i にぷい災橙IOYR6/4 Ll3/12 
器紅 2.9 ,II絃部ヨコナデ．以ドナデ

899 035-03 lnl転合土師器 皿 SK9035 n It 13.9 外 II絃部fu)転ナデ．底部fu)転糸りJIJ
"色粒多く含む § にぷい黄橙10YR7/3 314 

器麻 3.1 内 (u(転ナデ

900 0.'!5-09 J: 師器 皿 S K9035 "'怜 14.7 外 II舷部 1,・r-ヨコナデ，以ドユピオサエ
n色粒．ウンモ多く介む § にぷい貨橙IOYR7/3 ほぼ忍f-

1111 f.6 2 8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

第II-21表第14 3次調査区出土遺物観察表 (18)

-56-



111'1 
登鯰

器種 淵形
地区 法!,¥

謁幣・ 1占 11' の特徴 胎 I 悶 色 品l 残Iii父 餅j 衿爵¥} 迫構 (cm) 

901 031-05 I: 師器 011 S K9035 11/f. 13 2 外 11緑部 I・ 平ヨコナデ，以ドユピオサエ
i'I色粒少Ii¥介む 廿桟凶柑JOYR7/4 ・,ti/ 

器絲 2.7 内 II緑部3コナデ，J'1Fナデ

902 033-01 上帥器 杯 S K9035 
lllf. 13.8 外 11緑；部J:-'I"-ョコナデ．以ト・ユピオサエ

白色粒少1,t介む Ii 柑7SY R7/6 1/1以ド
器硲 2.7 内 1.1緑部ヨコナデ．以ドナデ

903 033-02 I: 師器 杯 S K!l035 II! 怜 15 4 外 n緑部 L半ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色1!1少l1¥介む

且
浅凶杞IOYR8/1 1/4 底ifli 部に!.II安あり器,,; 3 1 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

904 0;9-01 ;•, 磁 椀 S K90:l5 II!~ 10 6 
内外iii施柑,.,i:;合ケズリダシ

桔緻(!!.¥色微細粒少1,till 良好 本地灰/'/7.5¥7/1 I 13/12 内外,i;n人あり
器，¥'r, 3 4 じる） 釉鉗，'i磁856

905 033-06 I: 師器 1111 S K9027 
Ill怜 9 0 外 II緑部 l.'I'ョコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少l,l、]']色位含む 且 にぶい紐!OYR7/4 1/3 部懇'.'l'樅，(j I 5 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

906 033偲 土師器 fli-tllll S K9027 
lltf. 10 2 外 11緑部L-'f-ヨコナデ，以ト・ユピオサ工．沿jf「ハリッケ

赤色I<少1,¥含む 且 I~詞 JOYRS/~ 3/1 器，,・,; 4 3 内 ,-, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

907 079-06 Jc器 椀 S K9027 111怜 14 8 
外 I――l緑部ヨコナデ，以ドユピオサエ 部ヘラミガキ

精良 l} 灰N5/ 113/12 
内 「」緑端部に沈線，密にヨコ）ifl,Jのヘラミガキ

!108 03-1-04 _t師器 杯 S K9027 11 It 15.2 外 口緑部 lc'i"ョコナデ，以ドユピオサエ
白色粒多く介む 11 にぶい輝IOYR7/3 1/4 

器絲 3 I 内 ,_, 緑部ヨコナデ，以ドナデ

909 021-{)6 J: 帥器 杯 S K9<l27 
tiff. 15.4 外 1―1緑部.l:半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

,・1色粒多く介む 且杞SY1<7/6 3/1 
器邸 3.3 内 11緑部ヨコナデ.nドナデ

910 03Hl 均器 椀 S K9027 
11m 18 0 外 口緑部ロクロナデ，i1'fi介ハリッケ

白色粒多く介む t}. 畑 25Y6/l 3;,1 
器絲 4.8 内 ロクロナデ

911 073-01 1師器 史 S K9027 11 Ii 25 8 
外 I―1緑部ヨコナデ，体部ピ十デ 白色砂粒 ウンモ多く介 I} 浅輝IOYR8が1 I H/12 外1fiiが赤'JI:.煤f-tn内 n緑郎ヨコ十デ．頚掃及び1柑掃 I'fハケ,.ドf,ヘラケズリ む

!ll2 077--04 上師器 ,,; 杯 S E9DH 
II It 

ー外脚阻部ユピオサエ 梢良 i} 1(!7 5YR7,6 脚:¥flのみ樅，(1;

!)13 077-03 t師器 ,1); 杯 S E9014 
11/f. 

ー外関胴部ユピオサエ 白色粒 ウンモ少Ii¥介む 且 1(/75YR7/6 脚将のみ器，(f,

'"・' 077-05 I: 師器 ,¥'/; 杯 S E901'1 II ff ー外脚胆部タテ）,,,,,,, へラミガキ 白色粒l'if・含む !}紐7SY R7/8 脚部のみ器，1);

915 036--09 t師器 1111 S E9011 Illを 13 4 外 n緑 部l'I'ョコナデ，以ドユピオサエ ，h；色粒少1,t,,, 色l/1多く
且 にぶ汲75YR7/1 1/3 II緑部l勺,r,;に黒•Bfあり器，,・,; 2 4 内 ll緑部ヨコナデ，以ドナデ 合む

916 031-03 土師器 fill SE90C~ II rn 14 2 外 ,_, 緑部l'I'ヨコナデ，以ドユピオサエ
梢i:i 且 にぶい如橙JOYR7/3 3/4 外tfriに少し！，I.陳あり器，¥'(, 2 7 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

917 032-ol 陶器 杯 S E9014 
Iii怜 14.6 外 ロクロナデ．底部IHI転糸りJ'Jlii

1・1色位少11¥介む Ii 灰凶25Y7/2 1/3 器 i); 4.1 内 ロクロナデ

918 037--02 _I: 師器 f1f・「[[[[ S E90M 
Ill怜 8.6 外 n舷酪 t平ヨコナデ以ドユピオサエ，(,}iftハリ・'I'r'がポリメ痕

白色粒少1,¥介む l}. にぶいi(!75YR7J,1 1/2 
器糾 2.3 内 II往部ヨコナデぷ［ドナデ

919 037-01 1:師器 flHIDl S E9014 
lllf. 9.2 外 [_J結品卜平ヨコ十デ．↓1ドユピオサエ，硲合,,1J''/7,シポリメIi{

ウンモ少1,t介む 且 浅 紐75Y RB/3 1/2 
器絲 2.8 内 11緑部ヨコナデ．以トーナデ

920 017-01 回転台 1師器 台H皿 S E90l4 
lllf. 9.6 外 II緑部阿転ナデ.,t 部Iヽ •I転糸切り .,\':i台ハリッケ

，，，色粒171'含む t~ にぷい紐IOYR7.14 31,1 内 l~iがn っほ＇し 1
器邸 2.8 内回転ナデ

921 077佃 向器 皿 s E9014 11m 9.2 外 n緑部ロクロナデ．底部ful転糸りJIJIJ<―
精良 lt)Jit'12 5Y8•2 

112/12 外1hiに!!.¥いf-t?浄9内,hiに
湘晶 I 8 内 ロクロナデ 底部完/; 褐色の付行物

922 037-07 固器 llll S E901-1 
lllf. 9 0 外 II緑部ロクロナデ．収部i"i転糸切り 1/i

I'! 色Illれ,-介む 且灰如5¥712 3/4 II舷部に煤付れ器，:',; 2 2 内 ロクロナデ

923 022--01 陶器 鉢 S E9014 
11m 12 6 外 II緑部ロクロナデ，11!部i"i転糸切り"'

精良 且，火5Y5/I ほぼ元if器，，.，； 3 5 内 ロクロナデ

921 022-02 陶器 火人 S E9011 
11/f. 15 8 外 ,~1 緑部ロクロナデ， fit 部木閥依

白色1:1少11¥介む 仇 ，火褐7.,YR6/2 ほぽ・;c11 底部r'i1f1iが熱い器，,・,; 7 3 内 ロクロナデ

fl25 077--02 陶器 鉢 SE901~ II if 21 8 外 lこl緑部ロクロナデ，II知部人閥整
白色粒多く含む 仇 I火5Y5/l

I I l /12 
器，,・,; 5 I 内 ロクロナデ 底10/)2

926 077-01 I: 師器 鉛 S E9014 llif. 24 2 
外 II緑部ヨコナデ，I>部ユピオサエ

砂粒多く合む 札 にぶい紐IOYR7/3 111/12 
内外,r,;に煤Hll.2次,1

内 1―l 緑部ヨコナデ， f~部ナデ 熱黒ft赤復：

927 051-01 t師器 鉗 S E9014 
lllf. 26 0 外 11緑部ヨコナデ，f,t.:部ユピオサエ

l'I色粒多く介む 且浅紐JOYRS/3 ほぽ完“ 外1fliが令体的に!.l.l•J,l;
器 I', 20 l 内 11緑部ヨコナデ.'和部ナデ

928 099-01 上師器 鉢 S E90J.I 11m 50.4 外 ロクロナデ ウンモ少M.1・1色粒多く !} rn紐 JOYR8/3 I―12/12 
器邸 10.0 内 ロクロナデ 介む

929 07砂 7 I: 師器 皿 S D90-12 
11 If. 8 1 外 1―1緑部 I:'f-ヨコナデ．以ドユピオサエ

(lf!!f!;fff含む n 浅貨棺JOYR8l1 119 12 
器必 1.5 内 11緑部ヨコナデ．以ドナデ

930 079---08 同転台 I:師器 皿 S D90•12 II I怜 9 4 外 fl 緑部l••I転ナデ .,t 部,.. , 転糸り） I) 
ウンモ火11¥に含む l} ,,1褐75YR6'6 I.Ji, 12 

器砧 I 7 内回転ナデ

931 07砂 9 上師器 合l・tllll S D9042 
111¥. 9 0 外 「l 緑祁l―・半ヨコナデ， J'.( ドユピオ ~J-エ心dlハリッケ 赤色斑粒 ウンモ多く介

且 /Ji畑 7.5YRS/5 112/12 器，(1; 3 3 内 II緑部ヨコ十デ，）H 十デ む

932 079-10 t師器 1111 S D9(M2 II径 14 6 外 II緑部H'• ョコナデ，以卜＇ュピオサエ
ウンモ多く合む サ にぶい凶橙IOYR7/4 I 14/12 器，1'r, 2 4 内 10緑部ヨコナデ，以ドナデ

!)33 079-11 上~I器 1111 S 1)!)(1,(2 II径 15 2 外 II緑部J.'f,ヨコナデ，以ドユピオサエ 赤色斑粒. i'I色粒l'fl'1'¥
且杓7.5YR7/6 117/12 

器 ii't; 2 9 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ む

93-1 079-12 1・師器 1111 S 1)9012 lllf. 14 6 外 II緑部t平ヨコナデ，以卜＇ュピオサエ
1'1色粒少t,し合む 且浅凶25Y7/:l 1111/12 器，,,,, 3 4 内 ri緑部ヨコナデ，以 I'ナデ

9:15 052--01 L師器 1111 S D9015 11 Ii 9 6 外 II緑部 l平ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色粒多く含む l} I~ 紐 111YR8/4 3/,1 

器泊i I 8 内 1-1緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

936 OSD-06 t帥器 皿 S 1)9015 lllf. 9 8 外 ,_, 緑部I'I"-ヨコナデ，以ドユピオサエ
(I色粒多く介む l} IJ1畑 IOYR814 3/4 

器，¥'/; 2 3 内 ・n緑部ヨコナデ．以ドナデ

93; 052--05 阿転台_t師器 杯 S D90•15 Ill怜 14 4 外 n緑部[i•[ 転ナデ，底部["[転糸り）I) 
白色粒少1,t含む l} 浅黄i(!IOYR8'3 じ3

器甜 4 3 内： , .. , 転ナデ

938 079--03 L'I磁 椀 S 1)90,13 II If 16 0 下緑状ll緑．内外1fii施紺1 桔良 炸灰1'15¥'8.12 rll 12 

939 052-03 I: 師器 皿 S 1)90・16 l1lf. 9 2 外 II緑部 I:"I豆ョコナデ，11.ドユピオサエ
粒ff[し‘ t1 にぶい証IIIYR714 1,3 

器 ,r,; I 5 内： I―1緑部ヨコナデ．以ドナデ

9.,0 052-02 1師器 llll S 1)9046 II径 10 3 
外 「I緑部 I・ 半ヨコナデ，以ト・ユピオサエ

ウンモ少1,t介む 且浅凶橙7SY R8/6 J/,J以 F
内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

9,11 050-05 IM; 器 nu S 1)9047 
,_, 径 9 4 外 II緑部［平ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色粒名＜介む 且 にぶい紐JOYR7/1 1/1 
器沿i 2.1 I~ 11緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

912 050-01 10,1; 湘 杯 S 1)9047 II径 13 6 外 II 緑部 l'I'• ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色粒多く介む 且 にぶい災棺10YR7/'1 1/1以 F器，,,r, 3 4 内 II緑部ヨコナデ，以ト-rデ

9,i:1 051-02 1師湘 1111 S D9044 
II径 9 5 外 II緑部 l'V,ョコナデ，以ドユピオサエ

ウンモl'il'介む 且 にぶい黄橙IOYR7/4 1/2 
器絲 1 5 I~ I ii如部ヨコナデ，以トーナデ

9H 051-0:l l師沿 illl S D9044 n径 9.8 外 II絃部 l・'I'・ ヨコナデ，以トュピオサエ
,・, 色粒多く介む 且灰1'125Y8/2 }/2 

器沿i 1.7 内 II緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

915 036-02 I. 師器 皿 S D90-t-l 
llf肴 14 4 外 II舷部 I•1~ ョコナデ．以ドユピオサエ

['[色粒少1,¥含む 且浅出梃IOYR814 :J.,, まだらに薄<!!,¥-JI'
器ぶ 2 3 内 II象女部ヨコナデ．以ドナデ

9・16 052-0・1 l師器 杯 S 1)90.14 II径 14 5 外 II紐部 I.·1~ ヨコナデ，以ドユピオサエ 1'1色粒乞＜介むウンモ少
t} にぷい如橙IOYR7 -1 1、1

器 硲 2.9 内 n緑部ヨコナデ,J:スト・ナデ J,t含む

9H Oli-05 I: 師器 皿 S D9044 
r, if. 14.1 外 11 緑部 1.•1;. ョコナデ以ドユピオサエ

,・, 色1:,少1,¥介む j} 浅貨ID7SY RS:3 -,~{; 
器沿； 2 7 内 11舷部ヨコナデ．以トーナデ

9・1H 030-05 1師器 皿 S 89009 
II径 8.0 外 11絃部 I.'Iiョコナデ．以ドユピオサエ

l'I色粒多く介む 且 にぶい橙75Y R6i4 完{、
器 !li 1.5 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

949 055~)2 1師岱 皿 h6Pitll ＂径 8 6 外 11緑部 I'I¥:ヨコナデ，以ドユピオサエ
赤色1:,少r,t介む 札浅如橙75YR8/4 ほぼ忍（＇器 ;r,; 1.5 l'i II緑部ヨコナデ，以トナデ

950 0:10--07 IM澤 !Ill j 5Pit2 1-1径 9 2 外， II舷部 I'I'ョコナデ，以ドユピオサエ l'I色I,).多く介む 且 i麟 25Y8/3 ;・w 
器蒻 1.3 内 ］］緑部ヨコナデ，以ドナデ
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番I} Q紬
器純 器形

地区 法 rd
調整・技法の特徴 胎 t 悶 色 調 残If度 伯 身番I} 迫栂 km) 

951 054--09 I: 師llll 皿 18Pit19 i:tf召 10.4 
外内 ：いは部J:中ヨコナデ．以下ユピオサエ

・n緑部ヨコナデ，以下ナデ
白色粒少1,1介む ~ Iこぶい輝IOYR6l3 1/4以ド

952 053-05 k師器 皿 j 7Pit2 rt! 肴 10.6 外 n絃部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ
n色飩多く介む § 淡/11.25Y8/3 1/4以ド

器 舷 I 8 内・ロ給部ヨコナデ，以下ナデ

953 052--09 J: 師器 皿 j 6Plt3 UI蚤 11.2 
外内 口給部 t半ヨコナデ．以ドユピオサエ

'11緑部ヨコナデ，以下ナデ
ウンモ少Id介む § にぷい貨屈IOYR7/3 114以F

954 055-01 t師器 皿 I 8Pit12 ＂径 8.8 外： 10緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ 金色ウンモ介む,~色拉多 l} にぶい紐IOYR7/4 1/3 
器麻 1.4 内：口緑部ヨコナデ．以下ナデ く含む

955 052-10 J: 師器 皿 I SPltS Ulf. 9.4 
外内 ：口緑部I,半ヨコナデ．以ドユピオサエ

: ~l絃部ヨコナデ，以下ナデ
白色粒多く介む § 浪貨規IOYRS/3 11, 以,..

956 052--08 I: 師器 皿 i 5Pit9 
Ill蚤 9.2 外：口緑部上半ヨコナデ，以Fュピオサエ

ウンモ少 ~l介む fj 浪紺2.5Y7/3 1/4 屈麦あり
器砧 1.5 内： 11緑部ヨコナデ．以―ドナデ

957 053-{)6 I•! 転hi:師器 llll k5Pi t2 ロ Iせ 8.4 外-阿1:1緑転ナ部阿転ナデ．底部阿転糸切り I~ 色粒少I;¥介む i IQ7 SY R7/6 112 
器店 1.8 内：デ

958 053--01 1;,1転合 I.師器皿 ; 5p;,1 ＂径 8.8 外内 ：口緑部1a1転ナデ，底部匝転糸切り
ウンモ多く介む § 控7.5YR7/6 1/4 

器砧 1.8 ・ 阿転ナデ

959 053-03 I: 師器 llll i 5 Pit3 
llf世 8.0 外内 ．口緑部」：半ヨコナデ．以しドユピオサエ

白色拉，P1,1介む l} Kl5Y R7/6 1/4以 F
器絲 1.4 :u給部ヨコナデ，以下ナデ

960 053-D'l I. 師器 皿 i 5Pit3 111怜 13 9 
外 'rl緑部上半ヨコナデ．以下ユピオサエ

ウンモ多く介む t il紐 IOYRS/4 114以―ド
内 口緑部ヨコナデ．以ドナデ

961 054-07 I: 師器 皿 I 8Pitl2 は悶
10.3 外内 • ロ緑齢I:半ヨコナデ，以ドユピオサエ 白色I~多く介む § 囮 12.5Y8/2 1/4以―F
2.0 • IJ緑部ヨコナデ，以下ナデ

962 055-04 I: 師器 杯 I 8Pitl2 は悶
13.6 外内 ： LI緑部 I:平ヨコナデ，以下ユピオサエ 1・1色飩多く介む t 1~/11.IQIOY RB/4 1/4以ド
3.7 :1-1紬部ヨコナデ．以下ナデ

963 0.10-03 l"I転hi:師 撒 皿 I 6Pitl0 ば 9 6 外内 ,IJ緑部,.. , 転ナデ，底部ful転糸切り
精良 t}. 如 5Y8l1 ほぼえ/{-

1.3 ・jiil転ナデ

964 030--02 1,q転台 I・師 器 皿 I 6Pit10 
1-11羞 10.6 外I~ '10緑部~I転ナデ，底部r,,1転糸切り ウンモ多く介む t}. t~ 輝 JOYRS/3 完If 1/3ほど/Al変あり
淵麻 2.1 ・ 同転ナデ

965 030--04 1,,1転介I.師llll 台Hill I 6Pit10 
l―II昼 9.2 外：口緑部101転ナデ，底部同転糸切り，紅台ハリッケ

1・1色粒多く介む !} 淡如.5Y8/3 ほぽ忍{-
器“ 2.8 内：阿転ナデ

966 030-06 I: 師llll 皿 i 4 Pi t4 
IJ It IO.I 外：~,給部」：平ヨコナデ．以下ユピオサエ

1'1色柑少11¥介む i}虹 2.5Y7/2 3/4 一郎息安
器麻 1.7 内： ICI緑部ヨコナデ，以下ナデ

967 030-08 I: 師器 皿 i 4PI t4 
f:I I怜 9.6 外： n緑籐」：半ヨコナデ．以Fユピオサエ

n色粒少M介む t}. Iこぶい畑5YR7/4 314 
器紅 1.8 内・ロ緑部ヨコナデ，以下ナデ

968 031-02 !nl転hi:師器 合Hllll i 4 Pi t4 
LIi冷 10.6 外内 ：口緑部1,1転ナデ．底部阿転糸切り．絲台ハリッケ

白色粒多く介む t} ,~ 紐 IOYR8/4 完/(-
器絲 4.4 :101転ナデ

969 054--01 I: 師器 杯 I 7Pit9 1-1 f惰 11.2 
外内 ： n緑部」：＇ドヨコナデ，以下ユピオサエ

: ~· 緑部ヨコナデ．以下ナデ
ウンモfiI'介む l}淡/li.2.5Y8/3 1/4以ド

970 054--08 I. 師器 皿 I 5Pit2 n Iを 12.6 
外 n緑部」：平ヨコナデ，以下ユピオサエ ウンモ少1,t.,・, 色粒多く l} fl紐 IOYRBI, 1/4以ド
内,11紬部ヨコナデ．以ドナデ 介む

971 055-03 I: 師器 皿 S B9013 111愴 15.2 
外： 1-1緑部上やヨコナデ，以 Fユピオサエ

ウンモ多く介む § 控15YR1/6 1/4以F !II安あり
内 'II給部ヨコナデ．以下ナデ

972 053-00 I・ 師器 杯 n 5 Pi 16 11ft. 15,8 外 11緑揺上半ヨコナデ，以Fユピオサエ
ウンモ多く介む l} tll畑 IOYRS/4 1/4 黒色 t器．内iiiと外ilil.

内 n緑部ヨコナデ．以ドナデ 部/I.I変

973 052-{)6 I: 師器 杯 h 5 Pi 13 1111 12.6 
外 口緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ

赤色粒多く介む t}控5YR7/6 1/4以ド
内.IJ緑部ヨコナデ．以下ナデ

97•1 0.'4--04 I: 師淵 杯 h7Pit6 Ill肴 13 4 
外 'II緑部上半ヨコナデ，以ドユピオサエ 赤色粒少I、t.l'I色粒多く l}柑5YR6/6 1/4以ド
内 11緑部ヨコナデ．以ドナデ 介む

975 妬4--06 I: 師1111 皿 I 6Pit2 Ill昼 12.6 
外 f-1給部-~'f- ヨコナデ．以下ユピオサエ

ウンモ多く介む t}. にぶい畑IOYR7/3 1/4以ド
内： n緑部ヨコナデ，以・ドナデ

976 0.や1--02 I: 師器 皿 h3Pit4 Ill沿 16.9 
外.fJ往 部I:平ヨコナデ，以下ユピオサエ

赤色粒多く介む § 面5YR7/8 1/4以F
内： n緑部ヨコナデ，以ドナデ

977 055-07 I: 師器 合f.t皿 I 8Pitl 
II It 外： n絃部ド半ユピオサエぶ5台ハリッケ

ウンモ介む t}. 浅輝IOYRB/3 3/4 内iii一部に黒安あり
器店 ―内：ナデ

978 04S-07 l"I転介 I:師醤 f1Hlll I 6Pi t13 
lllf. 10.4 内外： llll畠J,f.ヨコナデ，以下ユピオサエ，/lflハリッケ，シポリメ碩

ウンモ少Id介む l} にぶい紐IOYR7/4 2/3 
器甜 3 5 日舷部ヨコナデ，以下ナデ

979 055-05 I・ 師器 hf.I皿 I 8Pit4 
Ill肴 ＿ 外内 ：n緑部 F半ユピオサ工．ぶ台ハリッケ

ウンモ多く介む t}. •ff灰黄2.5Y516 2/3 
器科 ：ナデ

980 054-05 I: 師盟 杯 hSPi tS 11径 14.0 
外： IJ絃部K平ヨコナデ．以下ユピオサエ

ウンモ多く介む {} 浅畑IOYR8/4 1/4以F
内 n給陥ヨコナデ，以Fナデ

981 051-03 I. 師器 杯 h5Pit5 llf沿 15.6 
外：「l緑部上1<ョコナデ．以下ユピオサエ

「1色飩多く介む i にぶいIJJ.悦IOYR7/4 1/•l以ド
内 ,11緑部ヨコナデ．以ードナデ

982 029-05 I: 師器 杯 S B9006 
II径 14.8 外 'II絃部上半ヨコナデ．以―ドユピオサエ l'I色粒多く介む l} にぶい畑IOYR7/4 ・,ur-
淵砧 3.7 内．口緑部ヨコナデ，以ドナデ

983 0.,5-06 I: 師器 i); 杯 S 89008 Ill惰 22.2 
外.IJ緑部l:'I'ヨコナデ，以下ユピオサ工，1111

ウンモ多く介む li位SYR6/6 1/4以ド
内 '11緑部ヨコナデ．以ドナデ

如 067-05 l:MI g6Pitl 比さ 3.4 
脚部J¥・,クテ）；向のヘラミガキ 精良 l}阻75Y R6/6 

幅 0.9 

眺9 07'2-o5 I:~! 器 ,~ 杯 g5 l:Hc63 n fl 11.8 
外内 ,IJ絃部ヨコナデ．以ドユピオサ工．脚郎ユピオサエ l'I色粒．ウンモ多く介む § 悦7.5YR7/6

脚部と皿

. ~· 綽部ヨコナデ の郁

螂 09Hl3 須瓜淵 杯誼 h8 I: 坑68 nit 15 4 
外 火）け掃1/3阿転ヘラケズリ，以―ド1••1転ナデ l'I色粒多く含む

良好 外：貨灰2.5Y6/I
r13/12 内,[u[転ナデ 内：貨灰2.5Y5/1

987 091--02 I. 師淵 皿 h8J: 坑68
Ill昼 16 9 外 'll緑部ヨコナデ，底部ユピオサ

赤色斑柑少l1¥介む l}柑7.5YRG/7 完If 底部ほぽ令1面にIll斑
器“ 3.1 内 n緑部ヨコナデ

988 029-09 lnl転台 I:師 器 杯 m5Pi t2 
Ill冷 15.7 外 -11緑部阿転ナデ，底部同転糸切り ,A, 色粒多く介む t} t~/lilQIOY RB/4 ほぼえ/(.
器 ii,; 4.4 内： 1°1転ナデ

989 0.10--01 陶器 椀 n5Pi t7 
Ill蚤 16 7 外.ti'クロナデ．麻台ハリッケ l'I色粒少1』し介む § 虹 25Y7/2 ほぽ忍（：
器“ 5 7 内 ロクロナデ

990 098--01 I: 師器 鉢 161:lii.29 
I.I径 37.0 外．口縁部ヨコナデ，体部ナデ・ユピオサエ

砂粒多く介む t}. 浅輝IOYRS/4
器“ 8.7 内・ i,緑部ヨコナデ，体部ナデ

991 056--01 I. 師llll 鉢 h7Pit9 
lift. 38.0 外： II給部上半ヨコナデ．以Fユピオサエ l'I色付少11¥.ウンモ多く 良好 外内 ．位7.5YR7/6 l/3 底外面にm受あり
器絲 10.1 内： U緑部ヨコナデ．以Fナデ 介む 'にぷい褐色7.5YRS/3 

992 026-07 I: 師器 IDl j 71,J介M
U径 9.6 外内 .u給部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ 1・1色粒少1,t介む l} 浪黄柑7.5YRS/4 、~/{-
器 麻 1.2 ＂紬部ヨコナデ．以ドナデ

993 026--04 I: 師器 皿 h7包介M ＂径 8.7 外・ 口給部I,半ヨコナデ，以下ユピオサエ
n色粒介む {j 浪黄拉IOYR8/4 3,、I

器甜 1.4 内,Cl紬部ヨコナデ．以下ナデ

994 OIR-06 I: 師濶 皿 171,i介M Illせ 8 8 外内 1―1緑部」：半ヨコナデ．以 Fユピオサエ ,・, 色1:,少1,t介む I} IR畑 IOYR8/4 ・,i(、：
器“ 1.7 f:I絃部ヨコナデ．以Fナデ

995 018-02 I: 師器 Ill j 5包介M llf音 9 6 外 ,_, 緑部 1ジトヨコナデ，以下ユピオサエ
ウンモ少I,¥介む fl 11!5Y RG/6 ほぽえIi

器ぶ 1.7 内 n緑部ヨコナデ．以下ナデ

996 017-10 I・ 帥器 皿 i 6包介H
rrl怜 9 6 外 n緑部 1:1'ヨコナデ．以ドユピオサエ

n色飩少1,¥介む ft灰i'IIOY8/2 完 Iヽ：
器 /.l 1.9 内 Cl緑部ヨコナデ．以下ナデ

997 026-01 I: 師器 皿 g5包介N
,, ,~ 7.7 内外： U緑部1:半ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少9、し介む り心2.5Y8/3 完1,, ー・部/.ll安
器麻 1.4 ・r, 緑部ヨコナデ．以下ナデ

998 026-()5 I. 帥1111 皿 h7包介M
II径 9.1 外内 ： n緑部上半ヨコナデ，以下ユピオサエ

ウンモ少f,¥介む fl. IQ7.5YR7/6 ほiおw
器紅 1.5 :n緑部ヨコナデ，以ドナデ

999 026如 I: 師器 皿 h7包介M ＂径 8.8 外内 :~, 絃湿上半ヨコナデ，以Fュピオサエ 1'1色粒少lit介む tt IQ5Y R6/6 完/;
器紅 1.6 : ,., 緑部ヨコナデ，以ドナデ

1000 018--04 I. 師淵 D1l j 6包介l'I ＂径 8.6 外内 ；＂給部上 '1'・ヨコナデ,t(ドユビ才サェ
ウンモfil'¥'tむ fl. I~ 畑 IOYRS/3 完Ii・ 11紬躍内面に!!I変あり

器絲 1.9 :n給部ヨコナデ．以ドナデ

第Il-23表第14 3次調査区出土遺物観察表 (20)
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番I} E録
器稲 器形

地 I{ 法 9』t
函棺・技 法の特徴 胎 I 悶 色 調 残(fl~ 伽 与番I} 遺構 (rn,) 

JOO! 026--02 J: 師器 皿 h7包介荊
Illそ 8 3 外 11緑部t半ヨコナデ．以ドユビオサエ

ウンモ杓I・介む l} 浅貨IQIOYRB/3 完存器晶 pl 85 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

1002 018-10 I: 師器 IDl l4'e! 介-~
ll1f. 8 5 外 ・n絃部Jこ半ヨコナデ．以ト・ユピオサエ

ウンモ少t,¥介む 且 にぶい畑JOYR7/4 ぼま丸元Ii- 外1fiiが,n色器,,; I 8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

1003 018--05 土帥器 1111 g7包介附
II径 8 5 外 I―l 緑部1.•r. ヨコナデ．以ドユピオサエ

白色粒多く含む n i炎柁5YR8/3 完存器 ,r,; 14 内 ,_, 絃部ヨコナデ，以ドナデ

J(l(M 018--03 I: 師器 Ill! j6'el介"'
111冷 8 9 外 I」絃部l・・半ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少lit含む 且 にぶい棺7.5YR7/4 ほぽ完存 II緑部外1/1iに/,li',tあり淵，i,; I 7 内 II緑部ヨコナデ，以ト・ナデ

11105 03碕 _I: 師沿 1m j 6包介洲
Ill怜 8.9 外 I l絃部l.:半ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ多く介む !} にぶい凶棺JOYR7/3 3/4 器,,; 1 8 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

!006 026--06 阿転台：I: 師器 皿 i 5包介附
Ill怜 8 6 外 II 緑部1a1転ナデ，.~部肘転糸切り

赤色粒、 ti色粒少H介む n代7.5YR7/6 3/4 器，,r, I 7 内拓l転ナデ

1007 019-05 1師器 皿 j 5包介削
llff. 9 I 外 ,., 緑部le半ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色I,)少ht含む 且 にぶい紐IOYR7/3 完存
淵 絲 52 05 内 II給部ヨコナデ，以ト・ナデ

1008 017-()9 I: 師器 皿 j 6包介附
11 I~ 9.8 外 II社部 1.'i'ョコナデ，以ドユピオサエ

,・, 色粒多く介む l}如 'JIOY8/2 完存器晶・ 1.9 内 II絃部ヨコナデ．以ドナデ

1009 OIS-01 l:師器 皿 ) 6包含肘
11m 9.3 外 II絃部J:-'i'ヨコナデ，以ドユピオサエ

ウンモ少11¥介む fr I~ 紐 JOYRB/3 ほぼ完存 !!.¥;): あり器晶 1.7 内 II緑部ヨコナデぶlドナデ

IOIO 019-06 l: 師器 皿 18包介M
Illを 10.0 外 1-1給部 I:'f-ヨコナデ,J.:J.ドユピオサエ

ウンモ少1,lftむ l}'"豆 2.5Y5/2 ほぼ元If
内祉沖央がmみがかって

器科 I 8 内 II給部ヨコナデ．以ドナデ いる

toll 018-11 i"i転台J:師器皿 j 5包合M II ff 9.6 外 n給部i"i転ナデ．底部i"i転糸切り ウンモ多く含む,・,色粒少 l}柑7SY R6i6 3/4 器絲 1.9 内 i"i転ナデ fit介む

1012 019-07 I: 師器 皿 i 5'el介-~
lllf. 9.9 外 1-1給部_I_・t-ヨコナデ，以ドユピオサエ

白色1;,多く介む § 虹 12SYB/2 完ii 1-1給部内1{1iに煤付杓器，11; 1 5 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

1013 018-09 1師器 圃 hS'c! 介府
Iii怜 10 I 外 II絃部I:半ヨコナデ，以ト・ユビオサエ

白色粒多く介む 且，火J'/25Y8/2 完Ii器 ,,1; 2 0 内 IIU部ヨコナデ，以ドナデ

1014 019-01 I: 師器 fill 18包介M
1-11怜 9 2 外 II緑部l・'i'ョコナデ，以ドユピオサエ

l'I色粒多く介む 且 /;i/'/IOYR8/2 完Irl!N! り； 2 0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

i015 019-03 1師器 1111 18包介I~
Ill怜 10 5 外 ,_, 緑部_1,•1←ョコナデ，以ドユピオサエ

白色粒多く介む 且，火i'/2.5Y8/2 ほぼ沼'i111111; 2 0 内 II舷部ヨコナデ，以ドナデ

1016 019-02 i"i転台i:師器 1皿 14包介M II ff 9 8 外 '"絃部'"'転ナデ，底部'"'転糸切り ウンモ少rrt介む 且怜5YR6/6 ほぼ忍／：梱れi I 9 内 l"I転ナデ

l017 017--07 阿転台上師器 皿 I 7包介府
Ill怜 11.1 外 II緑部fnf転ナデ，底部'"'転糸切り ,~ 色粒少I,¥介む !}. 細 !OYRS/! ほぽ完/( 摂みがかっている器 t,; 2 I 内 l"I転ナデ

!018 031-01 I: 師器 杯 i7包介附
Ill消 13 6 外.II緑部 I:'f'.ヨコナデ．以ドユピオサエ

ウンモf;-Fftむ l} I~ 細 DYRS/3 完/;
器糾 53 0 内・,.,緑部ヨコナデ．以ト・ナデ

1019 027--01 土帥器 杯 g6包介W
II捐 14 7 外 11給部J浮ヨコナデ．以ドユピオサエ

,・, 色粒多く介む t} にぶい柑75YR6/4 3/4 器 ,r, 2 7 内 1-1緑部ヨコナデ，以ドナデ

1020 017--08 1師器 杯 j 6包介M II It 14 4 外 11緑部I:手ヨコナデ.J:). ドユピオサエ
白色粒多く介む l} 浅凶拉75YR8i4 ほぼ元Ii

器 l'r. 3 4 内 11絃部ヨコナデ．以ドナデ

1021 096-01 1師器 皿 S1190011. 11 lfi 14.9 
外 11緑部 I:キヨコナデ,J.:l.ドユビオサエ

ウンモ少Id含む t} にぶい貨l{tIOYR7/4 113/12 内 r1緑蔀ヨコナヂ，以ト・ナデ

1022 019-08 l: 帥器 llll j 5包介M
Ill冷 13 5 外 II絃部I:半ヨコナデ，以ドユピオサエ

,・, 色粒．赤色粒少1,¥介む 且 llt畑 JOYR8/3 完（｛
器 甜 2 5 内 11緑部ヨコナデ，以ドナデ

102:1 026-10 _f: 師器 杯 g5包介h~
II ff 14 9 外 II給部 1.'I'-ヨコナデ，以ドユピオサエ

精良 且控15Y R1/6 ほぼ兄It器，,・,; 3 0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

1021 026-08 I: 師器 杯 h1包介!'1 11 ff 14 2 外 II緑部I.半ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色粒少lot含む 且にぶいm5YR6/4 3/4 釦f,i に /1.l•Jt あり淵，,・r, 3 0 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

1025 026-09 I. 師湘 杯 i7'el 介,~ II rn 14 8 外 II緑部 l'I'・ヨコナデ，以ドユピオサエ
白色粒多く含む l} にぶい紐IOYR7/3 3/4 II緑部に煤付fl器，,.,; 3 6 内 II緑部ヨコナデ，以ドナデ

1026 020-0, I・ 師器 皿 S119001 I 
111冷 14.5 外 II緑部 I.半ヨコナデ，以ドユピオサエ

精良 t} 浅俎杞75Y RB/3 完/f 底に径045mmU>Jl! イL
盟絲 2.6 内 II緑部ヨコナデ．以ドナデ

l027 018-07 阿転台 I・師器 台Hml k7包介.~
Iii怜 10 8 外 II絃部1.. 1転ナデ．底部l"I転糸切りぶ,;台ハリッケ

赤色l!L少,,し合む l} I~ 畑 7SY R8/4 完/;器,・, 2.6 内 i"i転ナデ

1028 018-08 阿転台i:師器 台付皿 k7包介附
Ill怜 10.8 外 II舷部i"i転ナデ．底部i"I転糸りJり,/.泊台ハリッケ ウンモ少1,t赤色粒少ht l} I~ 卵 IOYR8/3 完存
器 ii 2.6 内 '"'転ナデ 含む

1029 Ol9--0I l••I転台上師器 台H皿 k7包合H
II rn 11.9 外 II緑部[,i[転ナデ，底部[uJ転糸切り，絲台ハリッケ

ウンモ少1,¥介む t} にぶい灼7SY R7/4 完I（ II緑部内,i;に煤Hn
器“ 2.9 内 i"i転ナデ

)030 097-01 灰釉伍J器 皿 w8包介M 11 Ii 13 2 外 11舷部ロクロナデ.~·1j台ハリッケ
,・, 色粒少lot介む l}灰i'l25Y7/l 

112/12 
器必 2 5 内 ロクロナデ /it；台完存

10:11 097--02 陶器 椀 h5'e! 介M i・i台ff. 8 2 
外 11絃部ロクロナデ，11'6台ハリッケ

,・, 色砂粒少lot含む !i灰1'15Y7/l 底外,hi に,~,りあり内 ロクロナデ

1032 097--0-1 灰釉陶器 “旧I i7包介M
lllf. IO I 外 11緑部ロクロナデ，t6台ハリッケ

精緻 且 >Jd'l15Y7/I 絲台径 5 3 内 ロクロナデ

1033 097-o4 i'I磁 椀 h5包介M
11/f. 16 0 

内外1f1i施釉．硲台ケズリダシ 精緻 良H 釉M地淡，灰貨5l'lY58Y/37/! 
112/12 

器 '1'1; 5 8 麻台完存

t0:14 097--05 i'I磁 椀 i 6包合,~
Illを 16 4 

Ii緑状II緑部．内外,Iii施釉，ir,台ケズリダシ 精緻 良if 負11・1火1'125Y8/2 1:13/12 
器，1); 6 1 ぷ地灰1'125Y8/2 麻台完/{-

1035 097佃 器ミニチュア I師 誼 火採
111冷 6 4 外ユピオサエ 「1色I,.少I,¥介む 且 !(l75YR7/6 6/12 
器 /.'6 3 6 内ナデ

l036 097-08 I!.~ k採
II If 

ー脚部J¥・,ユピオサエ 精緻 l} にぷい柑75Y R7/5 
器 甜

1037 067-o1 f・/.!j i 51'. I H さ 7 4 
脚部ILユピオサエ

~O 5,mのi'I色粒微!,¥,ゥ § 祖SYR7/6 
紺 2 2 ンモ多く含む

10:18 09H7 砥Ji I 8包介\~
II rn — 如Iiトギベリ
器 甜

1039 097-06 風 t硯 h8包介I~
Illを

ー脚部9ヽリッケ,/l.1iil'I沿It 精緻 f}如 't5Y7/I
器 甜

第1Iー 24表第 14 3次調査区出土遺物観察表 (21)
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写真



写真 II-1 第 14 3次調査遺構 (1)

第143次調査区全景（北から）

,.,_, 

第143次調査区全景
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第 14 3次調査

SH  9002 (南から）
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写真 II-4
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写真 II-5 
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第 14 3次調査遺構 (5)
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写真II-7 第 14 3次調査 遺物 (1)

S H9001出土土師器

SH 9001出土須恵器
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第 14 3次調査遺物 (2) 写真II-8 

S H9001出土土錘

S K9026出土土器 (1)
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写真 II-9 第 14 3次調査 遺物 (3)

S K9026出土土器 (2)

S K9028出土土器
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m 第144次調在
(6 AG 9• H 9• G 10 中垣内地区）

1 調査の契機と経過

第144次調査区は、平成5年度に行った第100次調

在区に東接する位置や、平成15年度に行った第141次

調査区の西側など全 4地区で調査を行った。このう

ち、最北の調在区は当斎宮歴史博物館が昨年度から

実施している「発掘体験塾」の塾生により掘削・記

録が行われたものである。なお、この体験塾中の調

査には博物館職員が常駐している。

第144次調査を行った史跡西部では、飛鳥・ 奈良時

代の斎宮の所在を確認するために、平成14年度から

5ヶ年計画で、 トレンチによる範囲確認調査を行っ

ている。今回の調査は、この範囲確認調査の 3年目

である。

調査は平成16年8月18日に開始し、同年11月17日

に埋め戻しが完了した。最終調査面積は480面であっ

た。調脊の期間中、 8月25・26日に夏休み子ども体

験発掘（参加者33名）を、 10月24日には現地説明会

（参加者約120名）を開催した。

2 調査区の層位

調在区の現況は畑地である。現状での標高は14m

前後で、近鉄線に近い東西方向の調査区付近が、他

の調在区の標高よりやや高い状況である。調査区の

層序は上から耕作土、床土、黒褐色土（いわゆる黒

ボク）で、今回確認した遺構の多くはこの黒褐色土

層から切り込んでいる。しかし、この層上面では明

確な遺構の輪郭がわからなかったため、その下の地

山面（明黄橙色土層）で検出を行った。地山面の標

高は13.4m前後である。

黒褐色土層が厚く堆積するところでは、地山面か

ら20~30cmほど浮いた状態で人頭大ほどの石が見つ

かることがあった。このことから、中世のピットな

どを確認できないまま掘削してしまった可能性も考

えられる。
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3 遺構

調査の結果、弥生時代、奈良時代から平安時代に

かけての古代、および中世の遺構を確認した。ここ

では主な遺構について記述する。それ以外の遺構に

ついては第m-1• 2表に示した遺構および掘立柱

建物・ 柱列一覧を参照されたい。なお、掘立柱建物

や柱列の主軸方位は、南北棟・東西棟を問わず全て

北 (N軸）を基準とする。したがって、東西棟の場

合は棟方向と垂直となる。

また、今回の調壺区が4ヶ所存在することから、

ここでは便宜上それぞれの調在区を西からA~D地

区と呼称する（第m-2図参照）。

(1)弥生時代の遺構

SK9057 A地区の中央西寄り、 n25グリッド

で検出した遺構である。北部が調査区外にあるため

規模は不明であるが、検出できた東西輻が約2.3m、

深さ約33cmである。 SH9058に切られ、 SD9091と

重複している。検出時にSD9091との重複部分につ

いて、別遺構であるという認識で掘削できなかった

ため、平面での切りあい関係は確認できていないが、

出土遺物から SK9057のほうが古いと考えられる。

底部直上で壺 (5) が出土したことから、前期新段

階のものであると考えた。

SK9062 A地区の西端、 i 25グリッドで検出

した遺構である。東端をSX9051およびSD9063に

切られるが、おそらく平面楕円形であろう。検出で

きた部分の長軸約1.5m、短軸約0.6m、検出面から

の深さ約26cmである。

埋士からは赤色顔料が付着した壺の体部片 (1)

などが出士しており、前期に属するものと考える。

SK9077 D地区の中央、ellグリッドで検出し

た遺構である。平面は不整な長方形で、長辺約2.4m、

短辺約1.6m、検出面からの深さは約20cmである。底

部付近で固く締まった貼床様のものが検出されたこ

とから、上面が削平された竪穴住居の残骸である可

能性も考えられる。炉跡ほか、住居に付随する施設
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などは確認できなかった。

埋土からは中期と思われる土器片が出土している。

SX9051 A地区の西端、 i・j 25グリッド付

近で検出した遺構である。北部が調査区外にあるた

め全体の規模は不明であるが、おそらく 1辺が6m

前後の方形周溝墓であろう。陸橋部にあたる溝の途

切れは、調査区内では検出されなかった。溝の幅は

約0.6~1.2m、検出面からの深さは約20~24cmであ

る。埋葬施設は確認できなかった。

埋土からは壺 (16)などが出土していることから、

中期の遺構であると考える。

SX9071 A地区の東端、 u25グリッド付近で

検出した遺構である。溝の続きが調査区外に延びる

ため、全体の規模や形状は不明であるが、北東部分

がやや方形に屈曲する様相を示すことから、ここで

は方形周溝墓とした。墳丘部分は削平されているが、

調在区の南側に存在したと考える。今回検出できた

溝は幅約I.Om、検出面からの深さが約34cmである。

調査区内で溝が途切れており、これが陸橋部になる

と考えられる。

埋土からは壷 (21)や高杯 (22・23)などが出土

していることから、中期の遺構であると考える。

8D9091 A地区の中央西寄り、 n25グリッド

で検出した遺構である。 SH9058・S K9057と重複

しており、検出時には認識することができなかった。

S H9058を掘削後、その床面で確認したものである。

S K9057との重複部分は、地山面まで完掘を行った

が、住居跡との重複部分については掘削をしないま

ま埋め戻しを行った。確認できた幅は約I.Om、深さ

は約54cmである。

埋土から壺 (14・15)などが出土しており、中期

の遺構であると考える。

SX9089 A地区の東端、 u25グリッドで検出

した遺構である。調査区外に延びるため全体の規模

は不明であるが、方形に屈曲する部分が確認できる

ことから方形周溝墓であるとした。溝の幅は約I.Om、

検出面からの深さは約15cmである。

SX9085 C地区の中央、 w14・w17グリッド

で検出した遺構である。調査区外にも遺構が延びる

ため全体の規模は不明であるが、おそらく 1辺が12m

前後の方形周溝墓になると考える。溝の幅は約1.2m、
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検出面からの深さは約30cmである。埋葬施設は確認

できなかった。

埋土からは壺 (17)などが出土しており、後期前

半の遺構であると考える。

(2)古代の遺構

a 竪穴住居

SH9055 (第m-a図） A地区の中央、 p25

グリッド付近で検出した遺構である。南端部が調森

区外にあり、全体の規模は不明であるが、平面長方

形の竪穴住居跡である。東西辺が約4.8m、南北辺が

5m以上で、検出面からの深さが約30cmである。床

面のほぼ全面で貼床が確認できた。また、住居内の

コーナー付近で主柱穴と思われるピットをそれぞれ

確認した。貯蔵穴およびカマドは調査区外にあると

思われる。

出土遺物は破片がほとんどである。奈良時代前半

のものであろう。

SH9058(第m-9図） A地区の中央西寄り、

n25グリッド付近で検出した遺構である。南部が調

在区外にあるため全体の規模は不明であるが、平面

長方形の竪穴住居跡である。東西辺が約5.2m、南北

辺が5m以上で、検出面からの深さ約30cmである。

東辺の中央付近ではカマドを確認した。カマド内

では甕 (37)や甑 (39・40)などが出土した。また

浅めの壁周溝が、カマド部分を除いて巡る。住居の

南東部には貯蔵穴と思われる土坑があり、床面から

の深さは約50cmである。また、床面には貼床と思わ

れる硬質部分がある。奈良時代前半の遺構であろう。

SH9067(第m-10図） A地区の中央東寄り、

q・r 25グリッドで検出した遺構である。そのほと

んどが調査区外にあるため、全体の規模は不明であ

るが、他のものと同様、平面長方形の竪穴住居跡で

あると考える。東西辺が5.4m以上、南北辺が2.4m

以上、検出面からの深さが約20cmである。

東辺にはカマドが確認できるが、後世の遺構(SK

9069)に攪乱されており、残りが悪い。また、コー

ナ一部分でそれぞれ検出したピットが主柱穴である

と考えられる。住居内では貼床と思われる硬質部分

が見られた。

埋土から土師器の甕 (29)や、須恵器の杯蓋 (28)

などが出土しており、奈良時代前半の遺構であると
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考えられる。

SH9070 (第III-11図） A地区の東部、 s 25 

グリッド付近で検出した辿構である。東側をSH9067 

に切られる。 北部が調壺区外に広がるため、全体の

規模は不明であるが、平面長方形の竪穴住居跡であ

る。東西辺約6.2m、南北辺が4m以上、検出而から

の深さ約15cmである。

南東隅で径約60cmのピッ トを検出した。 前述した

S H9058と、建物の方向がほぼ同じである ことから、

このピッ トも貯蔵穴にあたる可能性が高い。

出土辿物から、奈良時代前半の追構と考える。

b 掘立柱建物および柱列

今回調査を行ったB地区の西隣、平成 5年度に行

われた第100次調壺で、 4条の柱列が検出されている。

このうち 2条 (SA6940およびSA6942)は、東に

延びるとされ、その延長と考えられる柱列が、予想

通り B地区の北端で東西方向に確認できた。

しかし、後に図面を張り合わせてみたと ころ、第

100次調査で検出された柱列と 、今回検出した柱列に

ズレが生じること が判明したため、改めて調査区を

設定する際に使用する国土座標（旧国土座標である。

測地2000には対応していない）などの検証を行った。

その結果、第100次調査区を設定した際の座標ii叫に誤

りがあることが確認された。

したがって、今回第100次調査区と第144次調壺区

を正 しく並べた図面を作成（第皿ー 4屈） し、改め

て柱列の検証を行った。その結果、今回報告する 2

条の柱列と 、以前東に延びると報告された 2条の杜

列とは、柱間に違いが生じ、使用するピッ トも異なっ

てきたため、今回あえて別番号を付与することと

した。

また、この柱列以外にも、建物や柱列に伴うと考

えられるピッ トがいくつか確認できるが、今後の調

査でまとめて精査を行ったほうが後の混乱が少ない

(j) 且笠 ， 
E If 1e id 

11 h＼ ◎ ca~ ＋ 
◎ 

◎ 

◎ O of SK9077 1 
〇◎曇◎

◎ 
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w 

X=-162,142 

E
 

w 
13.4m 

f 
-~~ 
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- ― / 

1. 表土

2. 5Y 3/1 オリーブ黒色土 （旧耕作土）

3. JOY R 3/1 黒褐色土（包含庖）

4. 7.5Y R 6/6 橙色土（検出面）

m
 

r
J
 ゜

第ll-7図 第14 4次調査区 D地区平面図・土層断面図 (1: 100) 
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1. 5 y 3/1 オリーブ黒色砂質土 8. 7.SYR 2/1 黒色砂質土に地山ブロック多く混じる

2. 7.5Y R 2/1 黒色砂質土に地山ブロック少し混じる 9. lOYR 5/4 Iこぶい貿褐色砂質土に地山ブロック混じる

3. 2.SY 4/2 暗灰黄色砂質土 10. 2.5Y 5/3 黄褐色砂質土

4. lOYR 5/4 Iこぶい貿褐色砂質土 11. lOYR 5/3 にぶい費褐色砂質土

5. 5Y 3/1 オリーブ黒色砂質土 12. lOY R 4/2 灰費褐色砂質土に地山ブロック混じる (pi t埋土）

6. 5Y 2/1 黒色砂質土に地山ブロック少し混じる 13. 7.5Y R 4/3 褐色砂質土に地山ブロック少し混じる

7. lOY R 2/1 黒色砂質土に地山ブロック混じる 14. 2.5Y 7/6 明費褐色砂質シルト（貼床）

゜
2m 

第m-a図第144次調査区 S H9055平面・ 断面図 (1: 40) 
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2. TOY R 4/2 灰黄褐色砂質土

3. TOY R 5/4 にぶい黄褐色砂質土

4. 2.5Y 4/1 黄灰色砂質土

5. 7.5Y R 3/1 黒褐色砂質土

6. 5Y 4/2 灰オリーブ色砂質土

7. lOY R 3/1 黒褐色砂質土

8. 7.SY R 2/1 黒色砂質土 (S09091埋土）

9. 鼈構築土

10. 7.SY R 6/8 橙色土（焼土）

11. 7.SY R 4/2 灰褐色砂質土に焼土ブロック多く混じる

。
2m 

第m-9図第144次調査区 S H9058平面・断面図 (1: 40) 
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と判断したため、確実に建てられるものを除いて、

2~3個のピットが並んでも、ここではあえて建物

（あるいは柱列）として認識することを行わなかった。

S69092 A地区の中央東寄り、 s25~ t 25グ

リッド付近で検出した遺構である。北部分は調奎区

外になるが、東西2間、南北2間以上の南北棟の掘

立柱建物である。軸方向はN5°Eで、柱間は東西2.2m、

南北2mである。掘形はほぽ方形で、 1辺約90cmで

ある。柱痕は掘形のほぼ中央にあり、径約20cm程度

である。

この掘立柱建物を構成するピットから黒笹90号窯

式の灰釉陶器が出土しており、斎宮IIー 2~3以降

に相当する遺構と考えられる。

SA9093 B地区の北端で検出した遺構である。

東西方向の柱列で、今回の調査区内で 5間、第100次

調査で確認されたものを合わせて、 14間以上確認し

たことになる。柱間は約2.6m、軸方向はE2~3° 

Sとなる。

柱掘形は重複しているため不明瞭であるが、 1辺

約40~60cmの方形または長方形であろう。柱穴の径

は約20cmである。

SA9094 B地区の北端で検出した遺構である。

東西方向の柱列で、今回の調査区内で 6間分、第100

次調査のものを合わせると、 17間以上を確認したこ

とになる。柱間は約2.2m、軸方向はE2~3°Sと

なり、北を基準にするとN87~88°Wである。

SA9093と同様、柱掘形は 1辺約40~60cmの方形

または長方形で、柱穴の径は約20cmである。

柱穴は第 3層（黒褐色土）上面から掘削されてお

り、柱列を構成する 1つの柱穴の埋土上層（黄白色

粘質土）から、斎宮編年のII-1~2段階に相当す

る土師器杯や皿が何枚か重なるような状況で出土し

た。その出土状況から、柱列の廃絶後に意図的に埋

設された可能性が考えられる。また、重複の関係か

らSA9093より新しい遺構である。

c その他の遺構

8D9080 C地区の北部、 w13グリッドで検出

した遺構である。調査区外に延びるため全体の規模

は不明であるが、東西方向の溝で、幅約l.Om、検出

面からの深さは約30~40cmである。

ヽ 久
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SH9070 
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。
SH9067 

-~--------- G --- ------------~-----~ —-

尼
s- 1: -1L13_2m 

1. 7.SY 2/1 黒色砂質土

2. 2.SY 5/3 黄褐色砂質土に地山ブロック多く混じる

3. 2.SY 3/2 黒褐色砂質土

゜
2m 

第m-10図第144次調査区 S H9067平面・断面図 (1: 40) 
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1. 7.SY R 3/2 黒褐色砂質土 (SK9069埋土）

2. 5Y 2/1 黒色砂質土

3. lOY R 3/1 黒褐色土

4. lOY R 4/3 にぶい黄褐色砂質土 (pi t埋土）

5. 7.SY R 2/1 黒色砂質土 (pi t埋土）

6. lOY R 3/1 黒褐色砂質土

7. lOY R 5/6 黄褐色砂質土（貼床）

8. 7.SY R 5/6 明褐色砂質土（地山）

。
2m 

第m-11図 第 144次調査区 S H9070平面・断面図 (1: 40) 
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埋土からは土師器の皿や甕などが出土しており、

奈良時代前半の遺構であると考える。

(3)中世の遺構

SK9061 A地区の中央西寄り、 m25グリッド

で検出した遺構である。南端部が調査区外にあるが、

おそらく平面楕円形を呈する土坑であろう。短軸約

1.4m、長軸1.8m以上で、埋土中からこぶし大ほど

の石が多量に確認された。それらはほぽ上面を揃え

た状態で検出されたことから、何らかの意國を持っ

て並べられたものと考えられる。なお、 SK9061は

検出を行った地山面の上層（黒褐色土層）から切り

込んでおり、先述の石は検出面（地山）よりも浮い

た状態で確認された。

埋土からは中世の土師器類が少量ながら出土して

おり、当該時期の遺構であるとした。

SK9066 A地区の西方、 k25グリッドで検出

した遺構である。南端部が調査区外にあるため全体

の規模は不明である。確認できた東西軸は約80cm、

検出面からの深さ約26cmである。

遺構の底部付近から土師器の皿 (73)が1点、正

位置で出土している。

4 出土遺物

第144次調査区からの出土遺物は、整理箱で約49箱

である。内訳は、弥生土器のほか大部分が土師器類

で、少量の須恵器・陶器類がある。

ここでは主だった遺物について時期別に記述する。
(1) 

なお、古代の土器分類については、斎宮分類 およ

び平城・長岡•平安京における編年（以下、「都城編
(2) 

年」と呼称） を参照した。

(1)弥生時代

SK9062出土土器 (1・2) 1は壺である。

体部には半裁竹管状工具による波状文および縦線文

が施され、その下には同じ施文具による 3単位の横

線文が見られる。外面の一部に赤色顔料が残る。

2は甕である。口縁部が短く外反し、端部外面を

刻む。頸部外面には半裁竹管状工具による沈線文が

3単位巡る。

これらはいわゆる「亜流遠賀川式」に相当するも
(3) 

ので、上村安生氏の編年でいう I-4様式 にあた

るであろう。

-85-

SK9057出土遺物 (3・4) 3・4は壷。 3

は体部片で、刻目文を持つ突帯が巡り、突帯間には

ヘラ状工具によると思われる沈線文が見られる。た

だし、半裁竹管状工具による沈線の可能性もある。

4は口縁部が大きく外反する広口壺で、頸部および

体部にそれぞれ2単位ずつ半裁竹管状工具による沈

線文が巡る。いずれも I-4様式のものである。

SK9076出土遺物 (5) 5は壺の口縁部。 II

様式のものであろう。

包含層出土遺物 (6~13) 6~11は壺。 6は口縁

部の外面に羽状にキザミが施される。 7・8は同一

個体か。 9は外面に波状文および櫛描横線文が施さ

れ、最後に斜め方向に櫛描文が施されている。 11は

頸部付近の破片。外面に櫛描直線文が4単位巡る。

12・13は甕である。 12は口縁部が外側に大きく開

く。摩滅が激しく調整は不明瞭である。 13の口縁部

の開きは緩やかである。端部を部分的に刻む。

いずれも rr~m様式に属すものであろう。

SD9091出土遺物 (14・15) 14・15は壷であ

る。 14は頸部片で、櫛描直線文・波状文・扇状文の

ほか、板状工具による刺突文など多様な施文が見ら

れる。 15は体部が下膨れ状になるもので、頸部には

6単位の櫛描直線文が巡る。また、体部は沈線で区

画された後、その中を櫛描の横線文および鋸歯文を

施す。肩部には煤が付着する。

これらの土器は、皿様式に相当するものである。

SX9051出土遺物 (16) 16は壺である。体部

を欠くが、口縁部と底部は同一個体である。受口状

の口縁部外面に凹線を施し、刻んでいる。底部外面

には煤が付着している。 W様式のものであろう。

SX9085出土遺物 (17・18) 17・18は壺であ

る。 17は口縁端部および頸部に竹管状工具による刺

突を巡らせる。口縁部外面には籾殻の圧痕が見られ

る。 18は底部片である。

いずれも後期前半のものである。

SX9089出土遺物 (19) 19は壺と思われる底

部である。後期のものか。

SX9071出土遺物 (20~23) 20・21は壺であ

る。 20は内彎する口縁を持つ細頸壺で、口縁部から

頸部にかけての外面に櫛描簾状文を、肩部から体部

最大の部分まで直線文を施している。焼成後に穿孔
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を行っている。 21は頸部から体部上半にかけて、 3

本 (1本に線が2~3本）で 1単位の複合櫛描文が

6周巡り、体部最大径部分付近に、波状文を施す。

外面には少量の煤が付着する。

22・23は高杯。 22はやや深い杯部に内傾する突帯

が巡り、口縁部は水平に引き出され、端部が垂下す

る。脚部は中空で短く、脚裾が「ハ」の字状に開く。

23は椀形の杯部をもち、脚柱部は中実である。これ

らは、畿内系の様相を呈する。

いずれもW様式のものである。

(2)古代

SD9080出土遺物 (24~27) いずれも土師器

である。 24は皿A。内面の暗文は見られない。 25は

甕Aで、底部は丸底になると考えられる。 26は盤A

である。外面はケズリの後ミガキを施している。 27

は長胴甕（甕C)である。

これらの土器は、斎宮編年の I-3段階に相当す

るものと考えられる。

SH9067出土遺物 (28・29) 28は須恵器杯蓋

である。摘み部を欠く。 29は甕Cである。内面に炭

化物が付着する。

これらは、 I -1段階前後に相当する。

SK9087出土遺物 (30) 30は杯B蓋である。

摘み部を欠く。 I期に相当するものであろう。

SH9070出土遺物 (31・32) 31は土師器甕c

である。口縁端部を摘み上げる形状を呈する。 32は

須恵器杯G。底部に丸みを持ち、口縁が内彎気味に

たちあがる。

これらは、 I-1~2段階に相当する。

SK9056出土遺物 (33・34) 33は須恵器の円

面硯。方形の透かしが入る。 34は土師器の甑である。

外面をタテハケ、内面をヨコハケで調整する。外面

には煤が付着している。

これらは、奈良時代前半期のもので、斎宮編年の

I期に相当する。

SH9058出土遺物 (35~40) いずれも土師器

SX9071 (20~23) 

゜
20cm 

23 

第m-13図第14 4次調査区出土遺物実測図 (2)(1:4)
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SA9094(41~44) pit出土遺物(45~49)
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二 69

゜第皿ー15図第144次調査区 出土遺物実測図 (4)(1:4)
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第m-16図第144次調査区 出土遣物実測図 (5)(101は1: 2、それ以外は1: 4) 
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である。 35は杯Cで、非常に造りが粗い。摩滅が激

しいため調整は不明である。 36は杯Cで、内面に放

射状暗文が見られる。底部が欠損しているが、螺旋

状暗文が施されていた可能性が考えられる。 37・38

は甕C、39・40は甑である。 37~40はいずれも住居

内のカマド付近から出土している。

これらは奈良時代前半期のもので、斎宮編年の I-

1~2段階に相当するものである。

SA9094出土遺物 (41~44) いずれも土師器

である。 41・43は杯Al。43の口縁部には一部油煙

が付着している。 42は杯A2、44は皿Alである。

これらは、 Il-1~2段階に相当する。

p i t出土遺物 (45~49) 45・46は皿Aである。 45

は底部外面にケズリを施す。 46の内面に螺旋状およ

び放射状暗文が見られる。底部外面はケズリを施す。

いずれも 1-2~3段階に相当する。

47は椀、 48は甕Cである。 49は須恵器円面硯の脚

裾部である。方形の透かしが辛うじて確認できる。

包含層出土遺物 (50~67) 50~59は土師器である。

50は杯A2、51・54は杯Al、52は.IIIlA1、53は皿

A2である。 52・54の内面には油煙が見られる。 55

は杯Aで、底部外面にケズリを施す。 56は杯Gで外

面に煤が付着する。 57は鉢あるいは薬壺の底部と考

えられる。高台部の先端が大きく外反する。 58は高

杯の杯部、 59は甕Aである。

60は土師質土器（ロクロ土師器）の皿。

61~65は須恵器。 61は杯、 62は蓋、 63は杯B、64

は壺Lの底部、 65は口縁部が直立する甕Cである。

66は須恵質の獣足。左脚部と考えられる。脚の後

部中ほどを指でつまむ。

67は灰釉陶器の椀。

68~71は石製品である。 68は砂岩製の砥石である。

片方の面が非常に使いこまれている。反対の面には

条線が確認できる。 69も砥石である。原材を切り出

す際の擦り痕が残る。 70・71は叩き石であろう。

(3)中世

SK9069出土遺物 (72) 72は南伊勢系の士師
(41 

器小皿。伊藤裕偉氏による時期区分 のJIb期に相

当するものである。

SK9066出土遺物 (73) 73は南伊勢系土師器

の皿である。 Ilb~ma期のものである。
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$D9073出土遺物 (74~76) 74・75は陶器椀

（山茶椀）、 76は陶器練鉢である。 74は猿投または瀬

戸産のものか。 75の内面には重ね焼痕が見られる。

76の内面は擦り減りが顕著である。 75・76は渥美産

のものである。

p i t出土遺物 (77・78) 77・78は渥美産の陶器

椀。 77は口縁部に輪花、漬け掛け釉が見られ、高台

部にはモミガラ痕が見られる。 78の内面には炭化物

が付着する。外面に「上」などの墨書が確認できる。

包含層出土土器 (79~103) 79~81は南伊勢系土師

器小皿、 82・83は皿である。いずれも IIb期のもの

である。

84は土師器鉢、 85・86は南伊勢系の土師器甕と鍋

である。 84は中世前半、 85はIb期、 86はIIb期に

相当する。

87は白磁の椀である。太宰府陶磁器分類のVII類
(5) 

に相当する。

88は青磁の小皿である。13世紀代のものであろう。

89~102は陶器である。 89・90は小皿。 89は猿投ま

たは瀬戸産のもので、台が付いたような形状である。

90は渥美産である。 91~94は椀。 91・94は高台部に

モミガラ痕が見られる。知多産であろう。 92・93は

渥美産である。 95・96、99・100はいずれも練鉢で、

96には高台が付く。また、 99・100は口縁部片である

が、片口状を呈する。 97・103は常滑産の甕である。

102は常滑産の壺。口縁部に自然釉が見られる。 98は

小鉢。平底の底部から内彎しながら立ちあがる口縁

部を持ち、端部が内外に肥厚する。12世紀代のものか。

101は銭貨である。径が約2.2cm程で、中央にほぼ

正方形の穴が開く。北宋の「皇宋通賓」か。

（参考）第 10 0次調査出土の遺物

104は鉄製の鍋の口縁部片である。口縁部が外に大

きく開く形状で、内外面に沈線状の窪みが見られる

ものである。

この遺物は、今回調査を行った隣接地、第100次調

壺区の出土遺物である。三重県内での鉄鍋の発見例

は非常に少なく、今回掲載するものを含めて 9例に
(6) 

留まる 。この機会に参考遺物として紹介する。

5 まとめと検討

第144次調査区では、弥生時代および古代、中世の



遺構・遺物を確認した。ここでは、今回の調査区に

おける成果と課題をまとめておく。

(1)方形区画の想定

今回調査を行ったB地区周辺および近鉄線をはさ

んだ南側辺りは、史跡地内で標高が最も高いところ

である。また、過去に行った第58-4次調在や第100

次調査で、延長すればほぼ直交する柱列が検出され

ている。以上のこと、および現地形の状況から、当

地に100m前後の真北方向の方形の区画が想定され、

それが方格地割形成以前の斎宮である可能性が指摘
17) 

されていた 。

そこで、第144次調在区 (B.C地区）の目的は、

第100次調査区で確認されていた柱列の状況を把握す

ることにあった。調在の結果、 B地区では、第100次

調査からの柱列の続き (SA9093・S A9094)が確

認された。これらは、 B地区の東方にそれぞれ続い

ている。また、 C地区では、この柱列の続きは確認

できなかった。

以上のことを踏まえて、ここでは柱列で方形に区

画された施設（以下、「方形区圃」と呼称）の 1つの

可能性の提示を行う。

方形区画の東西規模 方形区画の西端を第58-4次

で検出された SA4282・S A4281とし、北端を今回

検出した SA9093・S A9094とする。そこで問題と

なるのが、現在確認されていない東端と南端である。

前述したようにC地区まで北端の柱列が延びてい

ないことから、方形区画の東端はB・C両地区間に

あると推測できる。つまり、西端の柱列 (SA4282・ 

S A4281)から B地区東端まで、またはC地区西端

までの104~120mの間に方形区画の北東隅があるこ

とになる。この施設が無秩序に造営されたとは考え

にくいことから、方形区画造営の基準尺を井上和人
18) 

氏の指摘する 1尺=0.296m で考えると、 360尺

(106. 7m)の区画がひとつの可能性として考えられる。

方形区画の南北規模と「道路遺構」との関係 今回

の調査を行った中垣内地区では、通称「奈良古道」

に通じるとされる奈良時代の道路遺構が検出されて

いる。この道はほぼ直線で、現在までの調査で約200m

延びていること、また溝芯々の幅が約 Sm強になる
19) 

ことがわかっている 。区画の南北規模を東西規模

と同じ360尺と考えると、この道路の延長と方形区画
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の南東隅がちょうど 1点で交わるような関係となる

（第皿ー17図参照）。このことから、区画の南北規模

についても360尺となる可能性が考えられる。

今後の課題 ここではひとつの可能性として360尺四

方の区画を提示したが、これには多くの問題を内包

していることも事実である。とくに、柱列を構成す

るピットからの出土遺物が非常に少なく、時期の特

定に困難をきたしている点である。第100次調査では
(10) 

奈良時代前期とし 、第58-4次調壺では 7世紀中菓
(11) 

から 8世紀中菓までと幅を持たせている 。今回の

調在では、 SA9094を構成する柱穴の上層から、斎

宮編年でいう II-1~2段階の土師器杯・皿がまと

まって出土しており、この時期に廃絶したものと考

えている。このように、それぞれの調査における柱

列の時期比定に幅があることも大きな課題であり、

これらがひとつの大区画を形成するのか否かという

議論も必要となってくるであろう。

いずれにしても、これら多くの課題を含めて、慎

重な検討が必要である。

(2)弥生時代の遺構の変遷について

今回調在を行った古里・中垣内地区では、弥生時

代の遺構や遺物が以前から確認されている地区であ

り、とくに旧称古里遺跡の調査では、中期の竪穴住

居跡や方形周溝墓などが見つかっていた。今回の調

査でも前期新段階の土坑を2基、中期の方形周溝墓

を3基後期前半の方形周溝墓を 1基検出している。

ここでは、今回の成果も含めて、これまでの調在

で見つかった当該時期の遺構の変遷・ 分布状況を概

観する。

まず、前期に比定される遺構は、土坑ばかりであ

るが、今回の調査区付近でいくつか見つかっている

ほか、第 4次調査（古里遺跡C地区）でも、この時

期の遺物が確認されている。

これが中期になると、遺構の分布は大きく広がり

を見せ、土坑だけではなく竪穴住居や方形周溝墓な

どが確認されている。この時期に集落としての最盛

期を迎えると考えられる。また、遺構の分布状況か

ら集落としてのまとまりを大きく 2つのグループに

分けることができそうである。個々のグループ内に

は居住域・墓域として認識できるまとまりも想定で

きる。ただし、幕に比べて住居跡の検出例が少なく、



調査区外への居住域の広がりは、今後の調査成果の

蓄積を待って改めて検討をする必要がある。

後期の遺構は、古里・中垣内地区の北部と南部で

確認されているが、いずれも方形周溝墓や土坑のみ

で、住居跡は見つかっていない。前段階と比較する

と、それぞれのグループの規模が小さくなっている

〈註〉
(1)駒田利治・泉 雄:: ・倉m直純「斎宮跡の土器」（『斎宮跡発

掘調査報告』 I 斎宮歴史博物館 2001年）

(2)都城編年については奈良国立文化財研究所編『平城宮発掘調

在報告』 XVI(1993年）のほか、古代の土器研究会編『古代

の土器 1 都城の土器集成』 (1992年）を参照した。

(3)弥生時代の土器についての編年は、以下の文献に拠る。

上村安生「伊勢・伊賀地域」（『弥生土器の様式と編年 束

海編』 木耳社 2002年）

(4)中世の土師器fillについての編年は、以下の文献に拠る。

伊藤裕偉「中枇後期における伊勢・志摩地域の上器相」（『中

世土器・陶器編年研究会記録 3 関束、東海における中世土

器（煮沸具）の最近における研究成果』科研費・「中t仕上器・

陶器編年研究と流通様相の年代的解明」班 2005年）

(5)太宰府市教育委貝会 『大宰府条坊跡XVー陶磁器分類編ー』

(2000年）

ことがいえる。

以上、雑駁に当該時期の状況を概観したが、この

古里・中垣内地区の事例は、このエリアのみの検討

だけでなく、少なくとも明和台地一帯の動向の中で

検討していく必要があると考える 。
(12) 

（柴山圭子）

(6)三頂県埋蔵文化財センター『里前遺跡（第 2次）発掘調在報

告』 (2004年）

(7)明和町『明和町史 斎窮編』 (2005年）

(8)井上和人「斎宮方格地割研究への提言～再検討への第一歩～」

（『斎宮歴史博物館研究紀要』十二 斎宮歴史博物館 2003 

年）

(9)斎宮歴史博物館『史跡斎宮跡平成15年度発掘調壺概報』

(2005年）

(10)斎宮歴史博物館『史跡斎r,;跡'I勺戎 5年度発掘調査概報』

(1994年）

(]I)斎宮歴史博物館『史跡斎宮跡11/l和60年度現状変更緊急発掘調

査報告』 (1986年）

(12) このことについては、以下の文献で触れている。

柴山圭—r 「斎宮の弥生時代」（『斎宮歴史博物館研究紀要』

十四 斎宮歴史博物館 2005年）

第皿ー17図 方形区画想定図 (1 : 2,000) ※「奈良時代の道バま132次調査区以南では調査例が少なく、今のところ確認されていない。
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通番遺構名 迫構の性格 次数 調査時遺構名 地区 グリッド 時 期 斎宮編年 遺構の性格・遺物・その他

SX9051 方形周溝墓 144 ミゾ 1 G9 i・j 25 弥生中期後葉 w様式

SD9052 溝 144 ミゾ2 G9 i 25 

S09053 144 ミゾ3 G9 q25 中世

SK9054 土坑 144 士坑4 G9 q25 奈良？ 迫物少量

SH9055 竪穴住居 144 土坑 5 G9 p25 奈良前半 I 

SK9056 士坑 144 ±坑6 G9 m・n25 奈良前半 I 円而硯出土

SK9057 士坑 144 士坑7 G9 n25 弥生前期後半

SH9058 竪穴住居 144 土坑8 G9 n25 奈良前半 I-1~2 東辺にカマドあり 璧周溝

SD9059 溝 144 ミゾ9 G9 I・m25 

S09060 溝 144 ミゾ 10 G9 k・I・m25 

SK9061 土坑？ 144 土坑 11 G9 m25 中t!I:(室町？） 集石

SK9062 土坑 144 土坑 12 G9 i 25 弥生前期後半 朱付き土器

S09063 溝 144 ミゾ 13 G9 i 25 埋土中にこぶし程度の石多最にtll±

SK9064 土坑 144 土坑 14 G9 i 25 

欠 番 144 土坑 15 G9 i 25 木の根

SK9066 土坑 144 土坑 16 G9 k25 中世

SH9067 竪穴住居 144 土坑 17 G9 q・r 25 奈良前半 I-1前後 東辺にカマドあり

S09068 溝 144 ミゾ 18 G9 v25 

SK9069 土坑 144 土坑 19 G9 s 25 中世

SH9070 竪穴住居 144 士坑20 G9 s 25 奈良前半 I-1~2 

SX9071 方形周溝墓 144 ミゾ21 G9 t 25 弥生中期後半 w様式

SK9072 溝？ 144 ミゾ22 G9 t 25 

S09073 溝 144 ミゾ23 G9 t 25 中1!t(鎌倉）

SD9074 溝 144 ミゾ24 G9 u25 中世

SK9075 土坑 144 土坑25 G9 v25 竪穴住居の可能性あり

144 ミゾ26 G9 竪穴住居の璧周溝のため、抹消

SK9076 士坑 144 士坑27 H9 f 1 1 

SK9077 土坑 144 土坑28 H9 e 1 1 弥生 竪穴住居の可能性あり

SD9078 溝 144 ミゾ29 G 1 0 r 1 2 古代 造物小片

攪乱 144 土坑30 G 1 0 p 1 2 

SK9079 士坑 144 土坑31 GlO q 1 2 奈良？ I ? 遺物小片

SD9080 溝 144 ミゾ32 GlO w 1 3 奈良 I-3 

SK9081 土坑 144 土坑33 GlO w 1 3 方形周溝墓の可能性あり

SD9082 溝 144 ミゾ34 GlO w 1 5 中近世

SZ9083 落ち込み？ 144 土坑35 GlO w 1 5 遺物少量

SD9084 溝 144 ミゾ36 GlO w 1 7 中近世

方形周溝墓
土坑37 GlO w 1 7 

弥生後期前半 V様式（天花寺1I式併行）SX9085 144 
土坑41 GlO wl4 

SD9086 溝 144 ミゾ 38 GlO w 1 9 奈良？ I ? 
SK9087 土坑？ 144 土坑39 GlO w 1 8 奈良 I 

144 ミゾ40 GlO w 1 8 

SK9088 土坑 144 ミゾ42 GlO w14 迫物小片

SX9089 方形周溝墓 144 ミゾ43 G9 u25 弥生後期か

144 土坑44 H9 d 1 1 

SD9090 溝 144 ミゾ45 GlO w 1 7 士師器小片

SD9091 溝 144 ミゾ46 G9 n25 弥生中期前半 m様式か

第m-1表第144次調査区遺構一覧表

通番迫構名
現説時 地区 グリ ピット ピット迫物の 建物 規 模 柱間

主軸
方位

備 考
遺構名 ッド 番号 時 期 時期 （東西間x南北間・ m) （東西ー南北） (N椒焦）

掘立柱 s 2 5 P 1・P 2 II- 竪穴住居より新しSB9092 G9 2 (4.4) X 1 (2.0)以上 2.2-2.0 南北 N5°E 
建物 1 t 2 5 P 1・P 4 Pl:II-2~3 2~3 vヽ

p 1 2 P5 I以降
I以降 N87~ 真東西より約2~SA9093 柱列 GlO q 1 2 P 3・P 5 ～ 14 (37.1)以上 2.6 束西 88'W 3゚南

s 1 2 P5 
Il-2 

p 1 2 P 1・P 4 Pl:Il-1~2 SA9093より

SA9094 柱列 GlO q 1 2 P2 ～ 17 (38.1)以上 2.1~2.2 束西
N87~ 新しい

II-2 ss・w 其3東゚南西より約2~
s 1 2 P2 

第m-2表第144次調査区掘立柱建物・柱列一覧表
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Nn JIii遺構 器種 法t,¥frm) 調整（技法）の特徴 胎 l 焼成 色 曲 残/;I~ 紺i 与 Q 11<枷

I GSK9-90i265 2 弥'!c..,l器 外内 'I',.•/, ●↓竹ナ行デに？よる油状文＋縦線文・横線文""'''、).)
-21100の密砂代含む 内外面面 に褐ぷ灰いIO必Y氾R1IO'1YR7/、1 f.f,: 部)¥・ 外面に赤色顧料f寸-n 0 0 :1 -0 :J 

.-, G Sti:9 -90i 2 65 2 弥'ti史 器 I Iii: 171 内外 ： ： 竹オ1:u竹サ-にエrデよーーナる横デミガ諒ーキ文ミーガ(ヨキ3コ—fi・\fナ・ヨ,'l)デコ→ナ1デ1緑端郎に妍み ..'I¥ l.t ,, 如や"~や"密多く含む にぷい＆栢lOYR7:2 11緑部：i,'12 00:1-01 

3 GSK9-9n0255 7 弥'lei,'"岱 外内：オミガサキエーー●•●ミ帝ガキ，：刻み ヘラ描き？沈線
-, ,,. の密砂粒含む にぷい赤褐 5Y R5/4 休剖¥)'1・ ・r故竹竹による横線のnJ能性もあり 0 0 :J -0 I 

,j GSK9-9n0255 7 少i、tヽ伍i 器 休,IIm部径托 州屈
外：ハケ体メー部·•ミナにガデ"キー"..位.ヨ・ヨずココつナナ）デデーー・.ミ.,. ガ哉キ竹竹による横船文償'i
内：オ部サエ ('1,'i部にシポリ ;fl;)

---2 Oc:: の紗密粒多く含む 橙 5Y R6/6 Ii休底i点部部部 7‘氾11/121(2 / 0 0 2 -0 2 

5 HSK9-90f7ll 6 弥•t、:"'-甜 I I If. 1115 外内： タ9ヽテケハメ→ケ→ナデ,,,, 線文 II緑端部に波状文 , I Oやcaやの!IIJd, 含む 外内面面 灰にぶ凶褐い凶IO橙YIO!<H/Y2IW:I 11緑部 6112 0 I H -0 7 

6 g i 弥,,`,位_, 器 I I If. " 
外内 ：： キー／・.デ,,,ーミ・―ヨ•コヨナコナデデ

-2 ""や""や砂!IL粒含む にぶい俎橙IOYR7/・1 11紺潅I 1/12 0 2 ,t -CJ :1 

7 GOU-合q削25 弥'!屯:! 器 外内 ： 沈-,・船デ文 密 にぶい出橙JOYRfi/,J 体,IIIJ¥ 8と1,;J一→側休 02fi-()fj 

8 G9包-介c.,05 
'""''" '淵

,外,：ー-／/ーーデデ→波状文 沈船文 _, o~ やのや砂Ill粒介む ＿ 外内面面 桟賠灰＆栢N3'IO0YR記 I 休部J¥・ 0 :! ,1→ fl I 

， G9包-''j"' 25 沈''-,, I器 内外：波.,.状デ文 櫛描横腺文
-2伽や"砂や位密多く介む ー にぶし淡杞IOYR7 ,! f,t.: 部,:・ 0~6-(),J 

IO G9包-含n柑25 弥'H屯 器 外内：，ミ、"ケキメ -・ 突"''-姻み．櫛描横線文
~:io~,, 密砂1/1.f,む 内外9面針 に出ぷ灰いIO町YR5Y5'1'"'' f,t. 部I¥・ 0 0 :J -0 5 

II G9包-介m府25 弥'ti"'器 外内 ナオデサ→エミナガキデ~→櫛描横線文 (41;1{、"
-:i 0皿の密砂粒含む ー にぶい褐75¥'R6':I 頸部)¥・ 外1(11に赤色顧料Hlt 00:1-02 

12 1-19包-.{tdk>j ll 弥'l史•I. 器 I If¥'¥ 23 (I 内外 ・ハトデケ→メヨ？→コナヨデコナデ
-,o~"Ill "''含む

灰必1りIO¥'R6、'2 11絃部 8/12 ·外~絨面煤激IしWい 020-01 

1:1 H9包-介d1i'ill ，，加u史 淵 111' 222 外内 ：： ハハケヶ• メメ→ー日ヨココナナデデ ・キザミ やや密 ー にぶい凶柑JOYRfiバI I I舷部 2/12 11絃部のキザミは部分的 0 I H -O 2 

1/4 SGD 9 90-~) nI 2N5 o.5 弥,,、,", 器 内外：櫛ハ描ケ横メ線ーナ文デ波状文・扇状文一突""知I'匁
~:l Oru:nr/粗)砂粒含む ー にぶい杓75Y R7外 頸部)¥ O O 5← n 2 

15 SGD!l 9O -9 <>I2地52 弥,,袖,9, 器
H体k部l< 300 

外： 9ミうガ,l,↓,キ位ナー）デ・沈'線"'l<i1hj→櫛描,,.,線文（汎1部の櫛//,¥横線文'"
やや密 一 灰にぶ褐7い5褐Y7R.55Y /2 R5//I 体部}¥ M培［外1fliに煤付符 012-01 

内： I ~'j 部にシポリ痕）

lfi SGX990-5i12※5 5 弥'leiれヽ ザ，j 晶rn ',r『 外内 ：： ハオ・ケサエメ—・ナミガデーキ・9ーヽ・ケヨコメナ→デヨ—コ•ナII 粒デ部沈線および剣み
~:! 5mml/粗)砂粒含む ー にぶい必位10YR7l1 I 1l』ヒit体部部部欠・;w完IllII 外if1iに煤付ff 005-0J 

17 GSlXO9-0w8l5 -l ,，年,,,_壺,_器 諜 169 1:l 
外： 9罰ヽケメ→ ミガキ→ヨコナデ→I l緑端部および!(¥'j部に竹

内 ナデ→ヨコナデ
-.,'"やのや小密ィ，含む ー杓5Y R6/G II底緑部部 1111/12 112 11粒部外rmに籾殻のII痕あり OOfi-0 I 

18 GSIX09-0wHl5 7 %'H,!, 器 底" 61 内外 ナナデデ・ミガキ 飢
一 ID:25Y R6 6 底部＇え（（ 0 0 (i -0 :1 --I ODllll<l)IIヽ./1合む

19 GSX9―90v825 9 弥'tOJ I器
底" 6' 内外：： 9,ヽケ,けメデ? -・ ナデ

-25匹lのm紗"介む ー にぶし位25Y R6 ,1 庇部＇え((- OOli-02 

20 GSX9-90u275 l 分,,`,_社, 沿 趾
58 外：櫛オ：：：描ガサキ潅→状文ヨコナデ→体部に複合櫛描文 11緑~ffi部に

_, 0四の密砂ti.,,む , 底体,, 1部部,i:9・,w ・/;w 1 2 ''" 一控5Y R6:6 j,t; 部に燎；成；後穿1Lあ I) oo~-01 
2:l 0 内 エー•ハケメ（頭部にシポリ痕）

:!I GSX9-90u275 I 弥"'-,,'-器
""I本""部" 

＂ 
内外：・ミトデガキ→複合櫛描文 (3本で Ilj¥位が6l,',j) 

-, ;~ やのや徴密砂粒含む 一 K1:5YR6-'6
""' 部部 9、1、・ " " 

j,j.: 部外,naに少ti¥:の煤付行 O I 7 -O I 

:!2 GS 9X -9 u0 27 5 1 咋',iU,;杯c器 羅 公2116） 8 2 7 外1'~ : ： -ミJ-ガデキー・ーヨヨコナコナデデ -:i ""や"や砂密粒介む ー橙7SY R7 6 II底舷部部 5・112 :cu 畿1勺系 016-01 

21 G S X 9-9 O"C ', '5 I 弥'油1:杯1・ 船 翡如9 
:21l5 5 5 2 O 1 腐；翌：：：喜謬ご ~l 5tnm/J密)砂粒合む ににぷぶいい橙~!7.55Y YRR66/1 /•l II/』と糸如部部 ，1R/12 /12 畿内系 00,1-01 

叫 GIO-wl3 
SD9080 'IIL'"L繹A 翡 212.5 8 内外：ナデーケズリ

~ ナデ 密 一控5Y R616 It舷部 (i/J.! 11/f文なし 0 0 fl -0 2 

25 GIO-wl3 
SD9080 

l甕e師A沿 11m 187 外内 ：： オハサケエメ→ナケデズ→'}→ハケヨコメ→ナデヨコナヂ やや密 ー にぶい凶招IOYR7叫 11秘部：l!l.! 外1/li摩滅激しい {) {) 9→ () :J 

祁 GlO-wl~~ 
SD9080 

L盤師A器 I I /'I'! :111 外内：： ナオデ~}-ーエ・→ケハズケリーメ・ーミガヨキコナ・デヨコナデ 密 一柁75YR6.'(i 11緑部 ,j/12 009-0 I 

” G S1 009-0w 8I0 :! "史師C器 I ljf. ". 外内 ハ，、ケケメメー（・ケドかズらリ→I)ヨ→コナヨデコナデ→オサエ _, 0匹や,や,,IllJヽ,,含む ー にぶい橙7SY R7':l 11統部 612 休,,部部.外≪iliMf的少,に,,抜の煤い付て甑r.として使Illか 001-01 

28 GSl-19-90r265 7 須杯恵滋硲 I lff. '"' 内外. uロククロロナケデズリーナデ
-1 0皿,,,密砂,,,合む 良 内外面i面：灰灰N65 Yfi0 •I II摘舷み部部幻：1II 12 0 0 7 -0 7 

公 GS19-1-90r:.!65 7 le史師C器 1111'!. 21 0 外内．：ナヽ デヽケメ・ーハケヨコメナ・デヨコナデ ―0 fim:iQ密)砂位含む 外内,面Oi /にこぷぷいい出貨杞出l/l1/lYYl<R7S:!1:J II緑部 2/12 内面に炭ft物付行 007-01 

:m GSIKO9-0w8l7 8 杯須恵B器送 11 /'f. '" 
外内 ロクロケズ 1J→ロクロナデ

Uクロナデ -111皿の密砂"介む 良 外内面1面 賠灰灰N5N:•0! () II摘緑み部部欠：1Ill '12 0 0 7→ 02 

:n GSH9-901275 0 le突師c器 I lff,. 20 2 内外 ： 99ヽ ケヽケメメー→ヨヨココ十ナデデ やや密 外内面面 ににぷぷいい出貨屈祖7IO,5Y¥'l<7'l<fi1/1 11緑部 2/12 010-01 

:12 G S 19 -1 -!l O .s 2 7 5 0 須杯恵G~; 翡 n 外内 ロロククロロナナデデ→底部切り雌し後ナデ ~I 0田やffi/}や)砂密粒含む 良 内外而面 炊黄／5必2Y.65•Y15/l I! 緑部 fi/!2 (I糾企む 007-05 

:l3 G9-n25 
SK90:,6 牙l'Jt曲s,硯,, I Ill'! 28 (I ,外,,,ロロククロロナナデデー沈線

微砂密"'介む
良 外l'-11面01・I7Iオり/］オ1リーリープ灰プ2／火.55Gc; Yy G/J 11素女部 1/12 Ji形スカシ 0 0 8 -0 I 

:¥,! GSK9~90n255 6 l 糾甑' " I I If. 200 外内：：ハハケケーー日・ケコズナリデ・貼り付けナデ -1'"やのや砂密位含む 一 浅貨橙7SY RS/4 It粒部 2/12 外1f1iに少りしの煤付r;- o:io-01 

;15 GSI-19-9m0255 8 l"直,,c 湛" 儡 l:u•l.O ; ,外,、,：,摩ー）ー滅デ激しく調整小'"' やや密 ー 外内 I伯~\） 橙にぶ5いY褐RG7/G 5¥'R5/<l I! 粒部 5/12 !IL製 01,1-01 

m GSf-19-90n255 8 1杯,0,1c; 沿 I I If. "'" ,外,、1 放オサ射状エ暗・ナ文デ 密 - ffi5YR6/6 I! 緑部 l /12 内1f1fllir文 01,1-0::! 

:17 S 8 G119カ―9マn0ド~a 5 ,完,師C器 [ Iii 22 r, 外内 9，、ヽケケメメーーナオサデーエヨ・ コヨナコナデデ やや密 灰浅l'必II位OIOY RY 8R: 2 8 ! 3 II緑部、1、'12 0 I I -0 :1 

;~ GS1-19-9n0~58 5 I史師C器 l I if. 21 8 外内 ハ9ヽケケメメーーナナデデ→→ヨヨココナナデデ 密 ー にぷい＆杞IOYR7•I 11緑部 (1112 0 I :J -0 I 

"' SGH990-5n80地51 I甑師器 11 f'I¥ :11 I 内外 9，ヽ、ケケメメ→→ケヨコズナリデー・→ヨ把コナこfot,デfi人・ナデ オサエ ., 外内面面 ににぷぶいい出"橙橙 IIIIIIYYIlW'6/•6I I J象女部 2'12 0 I :l -0 :.! 

G9-n25 
l甑師盟 ,m  17 II 外内 ナハデケ後・オケサズエリ→後ナケデズ＇・） オサエ やや密 外内面面 ににぶぷいい貨氾7氾.S!OYY R1<6 6:I ·•1 休部～底部jj• つまみのfir.説が対極からずれる 02~J-OI -tO Sl-19058 

カマド

II GSp!/¥iO9 , -0 I p9H!・面I O ft-L師A器I 訟 15 75 外内 ーヨ,... コ,,ナ-デ,t--1t工→ヨコナデ やや~， 一杞5Y R6:・6 11舷部が12 010-01 

"" 
•>2 G1'SI Ai 0!> I -0 I 1'!l 1'1I -0l 2 1 杯庫,¥l喝2 翡

11 0~ 
外内 ・ナオサデエー・ヨ・ ・コ）・デ・）・ヂ`ョコ・）・デ111 やや密 -- Km'l R 7/!i I l緑部 10/12 010~03 

32 

CilO9 I -0 l pH]; lI•釘I ;! "直、Ai湘l 翡 143 外内 ナデ オ・1)-エ・ヨコ・｝・デ
,,:1 "SA ' 29 ：ナデ・ヨコ・）ーサデ やや密 ~I\J:7 !iY RMl I! 緑部完fr 1-1緑部に1111姉付"ti- 0 1 0 -0 2 

11 ti Sp 1 A ! 0 9 1 -0 I p 9l・.I 1•(H I f II暉ILA喝L 翡 215•.15 t 内外 ナナデデ・・オヨサコエナデ・ヨコナデ やや密 l(t o Y [{ 7 !G I I緑部 1/!2 0 I O -0 5 

-15 G I O -q I 2 
p i I I 

lIIIe帥L,¥岱 111怜 160 外内 ナケデズーリ・ーヨ・コヨナコ—デJ-デ 密 - lこふ；し、舟7SY R7/4 I I緑部 1/12 0 l 5 -0 :J 

,u; GIp Ol -I sH ¥2 1";0"叫"岱 111を '10 外内 ： 牧ミ射ガ状キ llff・ケ文ズ•螺リ旋状II~ 文
,.., 

-- mn  Y R7ifi 11緑部 2/12 内1f1illil文あり 015-02 

-17 Ci I ll U i -I r I I :? I師椀召；

"" 152 外内． ナハデケ—メ・ーヨ・コヨ一コJ·-デJ・ デ 密 一浅＆均IOYR8 :1 11緑部 3_!12 床滅激しい 015-0•1 

18 c; I o -r I 2 
p i I :I 

,央.師C船

''" 20.1 
外内. , ヽケメー・ヨコ-J・デ

ハケメ・ヨコがF やや密 ー にぶし淡l::HOYR71』' 11絃部 3112 015-01 

・19 C:1p 0i -I p:! l:! ,.須,心,,,渭;出8 底" 21 6 内外． ロクロ・トデ
ロクロ・トデ やや密 r, 内外,1ho ;i , 仄•kNN 5.JO • o 底部 I 12 Ji形透かし 0 I 5 -0 6 

GS,I.A ,.,O!1<,-, 批19pだ1.まI)2 ＇ 杯L師,¥謁" 翡 14 2 内外． ナオサデエ・ヨ・ナコデナデ・ヨコナデ - ID. 5 'ヽRi 6 11緑陥が12 018-02 50 1,it （ l 36 やや密

51 pG i(l SJI :A 1kO i ¥JI-: O 似rV だI-まI:!) り 杯I師A喘l "径 162 ，，，I'; , ナナデデー—・・ヨヨココ·ナI デヂ やや布 ー にぷし泊75Y Rfii,J 11緑部 1/12 018-04 

52 "c."<S',"A '0''9 '-'協01だ912、まI),, III直LA漆L 翡 160 外内 ナナヂデー・・ヨヨココ・・)） デデ やや密 - l(f 1i ¥'1{7/f, ! 1緑部 1/12 泊1!1問i」・11 (,UIIJllllt/~)ll) 019-03 19 

第m-3表第 14 4次調査区出土遺物観察表 (1)
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.. //H: 遺構 器種 法hiC<ml 閾幣（技怯）の特徴 胎 I: 焼成 色 品l 残 If度 偏 好 E鯰 伽

53 GIO-rl2 
包介M

I. 師謁
IUIA2 「Ifを 110 外：オサエー・ヨコナデ

内・ョコナデ 密 控 5Y R7/6• 7/8 II給部 3112 0 2 7 -() -I 

54 GIO-rl2 I. 師盟 Ill怜 13 6 外：オサエ・ナデー・ヨコナデ
密 棺2.5YR6償 ＂紘揖 Ji・ 油憫Hf/"(f:rl!IJmL即 ID 027-01 a介屑 杯Al 内ナデ→ヨコナデ

55 G l &砕為 L2 I. 師器 111' 17 5 各：ヨコナデ→ケズリ 密 にぶい拉7,SYRG/4 11給部 2/12 021-0; ぅ杯A ョコナデ

56 
GIO I. 師器 翡 12.0 魯：オサエ・ナデ やや密 にぷいIIJ..橙lOYR6/3 I―:1紺部 1/12 摩底滅郎撤外,し,1煤いHI'/ 018-03 
緋 I: 杯G 3.5 囀オサエ・十デ

57 GIO 鉢LO師？器俎
贔ftl怜 12 7 外：ミガキ？．貼り付けナデ

密 にぶい祖7.5YR7/4 紅什部 1/12 027-02 a介M ,ii? 内ナデ

58 GI忍諜 I2 1“師杯器 1111!: 19 8 外：ナデーペ：ガキーヨコナデ
内・ ナデ・→ヨコナデ やや雀 橙 5Y R7/6 11紺部 3/12 杯郁のみ 018-01 

59 G9-n25 Jo師盟 Ill怜 12 6 外： 9ヽ ケ・・ヨコナデ -、-:-、It:
淡困5Y RS/4 II紬部 7/12 岱良lllf 030-02 包介M 査A 内 ナデーケズ•)-ヨコナデ -1. 伽瓢の砂飩介む

60 G9-u25 惰『 底I怜 80 魯：ロクロナデ—•糸切り やや宙 にぷい10:75Y R7/4 屈部 :1/12 018-05 a介h 皿
ロクロナデ

61 H9包-介(屑ll ・は9器 I If怜 15 0 外：ロクロナデーロクロケズリ？ やや祐 良 灰貨褐JOYR5/2 11緑部 1/12 019-0,1 
杯 内 ロクロナデ ~1.011111の砂粒介む

62 Gl0-pl2 咄閉 屈"
13 0 外：ロケロケズリ．ロクロナデ→貼り Hit・,-.デ

密 良 灰ns v111 II紬部 4/12 外,,;n然釉 026-0:1 3 I U介M 2.7 内 ロケロナデ

63 GIO-p12 咄B'lil //6翡hl怜
翌 外：ロクロナデ→貼り付け“介

包介料 12.6 内 ロクロナデ 密 良 灰故25Y6/2 11緑部 2/12 外面I'll~釉 025-0:1 

64 GIO-rl2 須山船 frlf. 13 0 外：ロクロケズリー貼り付け紅fl -:-、"布 良 灰N5/0 白郎 4/12 底部,~面剥がれ 02 l-112 包介M ~IL 内 ロクロナデ -2 011111の砂粒介む

邸 GI&社;I 2 須Al<撒
lll!C 

外：ロクロナデークタキ
内・ロクロナデータタキ やや附 良 灰NG/0 11緑,1ヽJ¥・ 021-01 

fj6 G9-m25 
a介M 脚（欧足） .~ さ 10 9 -1.0皿,,,密砂位介む 良 内外面面 ： 灰灰77 55YY45//I I 左脚部 珀ぷ買 008-03 

61 G9-l25 灰釉肉岱 M1t, 12 外：ロクロナデ→ケズ 1J →貼り Hit~泊介 やや柑 良 灰1'125Y7l1 ‘“勺郎 4/12 0 2 4 -0 I U介榊 擁 内・ロクロナデ ~2 Omm(I)砂粒介む

68 G9-ni25 
砥“ 甘 閉名 条翻線あ2り48• 020-02 U介H

"さ 36 

69 G9-k25 
U介M 砥“ 残If.I< 11.J 残●cuuを紐切りIIll8 す0贔のはり≪< o 2 fl -a 2 

70 H9-dll 叩きli
残幅l,J,! '106 .99 ) 

砂貨fi,.¥, 4 3 8 g 0 2 0-0 :1 
a介"' rtさ 4.3 

71 H9U-介fMll 叩きh I<さ 12 0 ifclil l 6 0 g 0 2 8 -0 l 
紺 3 I 

72 GSK9-90s265 9 I・ 絨i謁 Ill青 70 外． オサエ・ナデ
微砂悶介む ー が面面叫控7褐.75.Y5YR71R56 /2 I―9緑部 3/12 ポ伊勢Db 007-06 

,1ヽ'" 盟鉗 II 内 オサエ・ナデ

73 GSlK09-0k626 5 I・ 帥器 Ill怜 12 2 外：ナデ
密 一 闊薗：岱：混科糾 II綽師ぅUr: g市み伊あ勢りDb~ロ・ 0 0 7 -0 :J 皿 器“ 25 内：オサエ・ナデ

＂ 5GD990-7t32法52 白鸞i
"ft'冷 7 6 外：ロクロナデ,.. 11,1; り付けIii介—•ナデ 密

良 各 薗：岱給:r認 tli介部 2/12 Ill茶 婉 （ 猿 段 瀬 ,() 0 0 8 -o 2 椀 内・ ロクロナデ ~0.5111111の砂粒介む

75 5GD990-7u32※5 1 咄｝ "'"'● 7 7 外：ロクロ＋デ一貼り f・「INlifrーナデ 密 良灰災25¥'112 "台部 6/12 111茶椀（糾災） 007-0、I内 ロクロナデ ~1.0• の砂拉介む

76 SG0990-7t32訟5l 靡 底1を 12.0 外：ロクロナデ→ナデ
内・ロクロナデ ~I.Chmの密砂粒介む 良 外内面面：灰灰,//l・,2s.5vY111712 庇部 4/12 趾内・又面府り絨る 007-08 

77 G l O -w 1 l 嗜i
66購ft > 

閉翌 外：ロクロナデーヘラ切り→11/i tJ Hit/.'~ 合 -、、、古 良 にぷい此祖lOYR7/2 IIali絃fr部郎貨●/If 12 

璽髯己
011-02 PIii No.I 8 0-8.3 内 ロクロナデ

78 p GI 9I -3m2ぬ5I 肉鸞i
M且 悶r!> 

1;, 5ヤ,416.0 魯 ロクロナデ→糸切り→貼り Hit仰 やや術 良 灰灰1'1'111205YYR87/2 /1 II~O給h部部 1115/112 2 011-01 
椀 8,0 口ク Uナデ

四 H9-dll LE師淵 111• 90 外：ナデ？→ヨコナデ
やや術 ー 殺貨控lOYR8l4 II綽部 5/12 翡は琵 O I 8-0 6 包介M ,1、1D1 器,w 16 内ナデ？→ヨコナデ

8() G9-m25 l師掛 "" 8,0 外：ナデ・オサエ→ヨコナデ
術 ー 浅故控IOYR8!3 11緑郎 3/12 南伊勢11b 0 2~t -0 :t 包介屑 小"' 器“ l 05 内，ナデ ヨコナデ

81 G9U-介11M25 1師器 "'を 7,2 外：ナデ・オサエーヨコナデ
密 一 浪 貨KllOYRS/3 II綽部 5/12 州伊勢IIh o 2 a -o 5 小皿 器,, I 0 内・ナデ→ヨコナデ

82 G9-n25 le師盟 I lf'f. 12 0 外：ナデーヨコナデ
-:--:-:t 一灰l'llOYRS/2 11紬部 2112 ltlfJt勢 Ub 023-04 臼介M 皿 岱絲 2.3 内ナデ→ヨコナデ

83 G9-m25 ，．．師器 "往 ,a o? 囮：オサ工．ナデ 密 浪にぷ没い紅7俎.S屈YIORY 8/R3 7/3 11綽部 2/12 内伊勢Db 026-06 U介M "' 鼎絲 1.9 ナデ

" 
GIO ＇ ： 削絆1111 底I青 12 0ワ

外．ナデ？．ケズリ ややffl 外内1面日;, t浪ll貨"'棺"'7IO.5YYRR● ● 14 16 庇部 2/12 111111; 前 •j\ 0 2 4 -CJ 2 樽 I・ 内ケズI}? ~2.0皿の砂粒介む

85 G9-i25 
a介M

le師1111
甕

1 lff. 11 2 外：ナデ・→ヨコナデ
内 ナデ—・ヨコナデ やや術 一浪＆控IOYR8/4 ＂緑部 2/12 内12債Ci煤ftH?l 023-01 

86 G9-m25 I: 師盟

"" 30 O? 外．：ヨコナデ -,o.. やのや砂術粒介む 一灰ruoyRR/2 11紺部 1/12 南伊勢Db 02:1-02 a介肘 鱗 内 ヨコナデ

87 G 9:,i; 介;JJ5 白磁
紐hi< 5.3 外• ロクロケズリ. l'JIJり/l!Li1'6fr 密 良 釉ぶ色地： "灰'オ貨2リ.5ーYプ6/52GY7/I 絲令部 3/12 J.:・t: 府旧韻 026-01 椀

躙 G9-r25 
“介M

,,, 磁

小nn I It怜 8.8 外 ロクロケズリ．削り出し紅什
内 ロクロナデ 密 J~ 釉ポ地色 灰灰オ貨2リ.5ーYプ6/52 Yfi/2 1-1絃部 2/12 13Cfl;; 025-06 

囮 G9-u25 声淵
Ill清 83 外 ロクロナデ→糸切り

密 良灰l'IN8/0 II賛醤・ぇ1?2 1l'I1/然ml釉(猿投瀬I―" 011-0:1 '6盟:fl,~l惰 2 45 . 1"介M 小皿 36 内 ロクロナデ

90 G9-t25 由器 Ill惰 85 外：ロクロナデ
密 良灰1'125¥7/1 11給部 9/12 ,内,,.. 外,,(;n糾然又）釉 025-04 包介M •I ヽ ffll 船.~ 24 内 ロクロ十デ

91 G悶iM" 唱 .. ,fr!. .. , 仇ロクロナデ→糸切り後ケズIJ→貼り付けd玲
ロクロートデ

やや術
~2匹の砂位介む 良灰l'INSIO 紅介部 11/12 ,モ,,茶ミ椀ガラ（,知1,多｝ 0 2 2 -0•I 

92 G9-s25 由淵
舷介"

7 0 - 外：ロクロナデ→糸切り後ケズ1J→貼り付け"'珀 術 1l 灰!'IS810 “介部 I 1/12 '内"面茶椀にt'l（紺然及釉） 021-(1,1 
a介M 揃 7.7 内 ロクロナデ

9.1 Gは;.'l,,25 陶器 絲介I>. 7. - 外：ロクロナデ→糸切り後ケズリー貼り付1tt6h
密 良灰l'IN7/0 “介部 8/12 111茶椀（趾Jl) 021-0:1 椀 7 8 内 ロクロナデ

9,t Gl0-rl2 唱J 翡 17"' .0 外：ロクロ＋デ→貼り付け絲台
密 良灰8/.25Y712 ＂絃部 1/12 ,モ,,茶ミ椀ガラ(艇~I 多） 026-02 a介肘 絲令ff. 86 内 ロクロナデ

妬 G9-r25 
a介M 謡 ,t, そ 13,0 ,Ii =ロクロナデ→ケズ I}-•ナデ？

ロクロナデ 布 良 灰灰/111'122 55YY77//2 I 庇部 3/12 内趾面又南ツJI,ツル 025-02 

96 G9-s25 "'ill! t<hl● 144 外： tl' クロナデー•ロクロケズ •J →貼 IJf-tlt,1'tift ill 良灰5YS/1 llih部 3/12 !a内l及ifii弗ツルツ9レ O 2 5 -0 I 包介M 綽鉢 11i ロクロ＋デ .....、I0mmの,,ヽ.f1介む

97 G9-m25 
包介附

唱↓
-~ 径

11 5 各：ロクロナデ→ナデ
ロクロナデ→ナデ やや布 良 灰俎褐IO¥'R6/2 庇部：J/12 常滑液 019-01 

98 G 9 -:. 2 5 ＃昴 Ill+. II 0 外：ロクロナデ
賓 良灰(125Y7/l I―1緑部 1/12 雌集 022-05 臼介M 内 ロクロナデ 12Ctl:: 

99 G9-m25 
a介M 靡 外：ロクロナデ

内 ロクロナデ -2 0皿"""の砂"'粒介む 良 にぶい祖5Y R6/'1 11緑；小I¥・ 常滑液 0 2 2 -o 3 

100 G9-m26 
U介M 靡 各：ロクロナデ

・ロクロナデ 術 良褐灰IOYR•I 1 II絃,jヽ9ヤ 趾及溝 022-02 

IOI GIO-w17 
SD9084 Ill! .~,. 2.0 摩北減衣激"し;_,く;,通文 ·•r-k イ』"か" 0 1 Ii -0 5 

1位 G9a-介m柑25 "'訟

"" 10 0 外 ロクロナデ
術 良 灰灰褐褐75.5ヽ『VRR55l2 /2 11絃部 2112 常11滑緑疫部にi'I然釉 025-05 ., 内 ロクロナデ

10:1 G9a-介mM25 厨史叫

"" 35 0 外：ロクロナデ
やや密 良μ褐75Y R512 11紺偉 2/12 常滑9霰 0 2 2 -0 I 内ロクロ＋デ

IOI 6A1B00次I-T 
ES 包介M

鉄鱗 "" 30（推,定0） 11給部 1/12 11緑部内外面に沈緯状の代みあ"

第m-4表第144次調査区出土遺物観察表 (2)
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第 14 4次調査遺構 (1) 写真皿ー 1
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第 14 4次調査遺構 (2)

SH 9058 (西から）
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写真III-3 

A地区東端部 SH 9067、 SH9070付近（南西から）
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第 14 4次調査遺構 (4)

p i t (S A 9094)出土状況（南から）
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第 14 4次調査遺構 (5) 写真III-5 

C地区全景（北から）

―・" 
ぶ董ロ ャm藍直祀 ~ 唱・

』
S D9080出土状況（東から）
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第 14 4次調査 遺物 (1) 写真III-7 
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写真III-8 第 14 4次調査 遺物 (2)
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33 
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第 14 4次調査 遺物 (3) 写真III-9 
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写真皿ー10 第 14 4次 調 査 遺 物 (4)

72 

78 

89 
66 66 
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平成17年度 斎宮跡調査報告書作成事業

N 第3次調査（古里遺跡B地区）概要報告

はじめに

1971(昭和46)年度の古里遺跡(A・B地区）における

発掘調査は、斎宮跡の史跡指定の端緒となったもの

である。斎宮跡では2005(平成17)年度現在、第148次

調査を数える。古里遺跡の調在当時と比較して、研

究の進展は目を見張るものがある。現在の研究水準

に照らし合わせて、古里遺跡を含む古里地区の再整

理・再評価と総合研究を行うことは、昨今言われて

いる史跡活用の多方面にわたり有効と考えられる。

ここで、原点に立ち返り、報告書作成事業を立ち上

げ、古里遺跡について再整理し、古里地区の評価を

改めて行うこととした。

1 報告書作成事業

(1)事業計画

遺物の量の寡多も踏まえ、第 3次調査（古里遺跡

B地区）から再整理を開始することとし、 3ヶ年を

かけ報告書までの刊行を行う。なお、外部研究機関

等とも連携を図り、様々な方面からのアプローチを

予定している。計画の詳細については、以下のとお

りである。

平成17年度

対象：第 3次調査（古里遺跡B地区）

内容：再整理（遺構の確認・遺物実測図の検証等）、

概要報告の作成等

平成18年度

対象：第2次調査（古里遺跡A地区）

内容：再整理（遺構の確認・遺物実測図の検証等）、

概要報告の作成等

平成19年度

対象：古里A・B (第2・3次調査）遺跡を含む古

里地区

内容：総合的な検討及び再評価（遺構群・遺物への

学術的なアプローチ）、総合報告書の作成等

(2)再整理の体制

平成17年度の体制は、以下のとおりである。

調壺研究グループ 竹内英昭（主幹兼GL)、小派学

（主事）、水橋公恵（技師）、水木夏美、八木光代、

西村秋子、杉原泰子、鈴木美智子（業務補助職員）

2 再整理の方法

(1)遺構

古里遺跡と遺跡名が付されているものは、 A~E

の5地区が存在する。斎宮跡の遺構については、通

番で遺構番号を付している。 C~E地区の遺構番号

は確定している。年度毎の発掘調脊や整理・報告作

業の進捗状況に鑑み、第3次調査の遺構番号は、平

成16年度報告（学術調壺・緊急調査）に続けて付す

こととした。

現状としては、遺構実測図や写真等の記録類は残っ

ているものの、調在時の遺構番号と図面等にある遺

構が対比できない状況で、遺構の切り合い関係も同

様であった。そのため、収蔵してある出土遺物の出

土地点を記したラベルの情報を基に、遺構の地点を

特定していった。なお、掘立柱建物は調究時の記録

（遺構カード）の所在が確認できなかったため、各

柱穴の位置の判断が難しい状況であるとともに、建

物の所属時期の判断も難しい。

(2)遺物

出土遺物は、整理箱で460箱を数える。遺物につい

ては、木製整理箱に収蔵されていた。整理箱の外側

には箱番号、遺物の出土地点が記入された紙が貼付

けられていた。また、整理箱に直接チョークで遺跡

名や遺物出土地点が記人されているものも見られた。

整理箱内においては、紙製小箱により調在当時の遺

物ラベル毎に、小分けされていた。それらを、その

ままプラスチック製の整理箱に分別し直した（写真

N-1参照）。調査当時のままであるので、本当の意

味での遺構や層位、出土地点の別ということにはなっ

ていない。先述において特定できた遺構毎に集約す

ることにした。特定できなかったものについては、

現状のまま保存するものとした。なお、現状の遺物

ラベルのデータや箱番号も残して収蔵を行った。ま
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た、選別された遺物の実測がなされていて、遺物 1

点毎にR●という番号が付されていた。その実測図

についても、現在の状況に合わせて、修正・再実測・

追加実測を行った。

3 調査の成果

(1)遺構

各遺構の詳細については、後に刊行予定の報告書

に譲り、ここでは概要報告にとどめる。遺構の情報

については、第N-1~5表の遺構一覧表や掘立柱建

物一覧表を参照願いたい。図面類等や出士遺物のラ

ベルからの情報からでしかないが、方形周溝墓 7基、

掘立柱建物25棟、竪穴住居 1棟、土坑108基、井戸17

基、溝29条（道路、道路側溝を含む。）等が確認でき

た。

方形周溝墓は、規模や形態から判断した。概ね弥

生時代のものと考えられるが、出土遺物には中近世

のものがみられる。掘立柱建物は、柱穴の規模や形

態から概ね奈良期のものか。建物方向から 3から 4

時期に分けることが可能と思われる。士坑について

は、規模や形態から竪穴住居と考えられるものもあ

るがここでは土坑として報告する。出土遺物は奈良

期から中世にかけてのものが混在しているものがほ

とんどであった。ここでいう溝には、道路遺構や道

路側溝と考えられるものも含まれている。 SD6700 

は、鎌倉大溝と呼称されている溝である。出土遺物

を概観すると、弥生土器から近世陶磁器まで見られ

る。当時の調査精度もあろうかと思うが、先に述べ

た呼称は適当ではないと考える。 SD4500は、道路

の機能をもつものと言われてきたものである。初期

斎宮の時期に築造されたものと仮定して、後世に道

路あるいは溝として使用された場合、補修等の手が

加えられるので築造当時の姿は残っていないことは

想像に難くない。第139次調査においてもこのような

事象が確認されている。出士遺物については、弥生

土器から中世陶器類まで見られる。これは、先述の

状況を追認するものといえよう。

(2)遺物

出土遺物については、縄文時代から近世までの幅

広い時期のものが確認できた。縄文土器、岩版、弥

生土器、埴輪といった斎宮成立前のものも多くみら

れた。斎宮の中心時期である古代においては、土師

器、須恵器、緑釉陶器、黒色土器、硯、上馬等の出

土が多く確認できた。これらのなかでは、 SK9338 

出土の蹄脚硯（写真N-11参照）が注目できよう。後

続の時期については、中世南伊勢系土師器の出土が

多くみられた。このように、斎宮に関係する遺物だ

けでなく、それ以外の遺物についての重要性が再認

識できた。

4 まとめにかえて

史跡指定の端緒となった古里遺跡の全容を把握す

るための再整理を開始した。まず、第3次調査から

再整理を行い、遺構の特定や遺物を再確認すること

ができ、今後の斎宮跡の調在・研究・活用等に有効

第N-1図第3次調査区位置図 (1: 5,000) 

12 

11 

10 

20m 

20m戸 6,,-,)'ヽ
,.C ・・，．~

100m 

第N-2図第3次調査区大地区割図 (1: 4,000) 

20m 

第N-3図第3次調査区グリッド割図 (1: 400) 
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と考える。しかし、古里遺跡の一部では、遺構の位

懺や遺物の出土地点の特定、遺物の収蔵が十分とは

言い難く、調壺・研究・活用等に少なからず支障を

きたしていたのも事実であった。史跡だけでなく埋

蔵文化財全般でもいえることだが、発掘調査の後に

整理作業を行い、報告書を刊行するという流れが一

第N-4図第3次調査区遺構平面図 (1: 600) 

般的である。では、報告書刊行後はどうだろう。国

民共有の財産である埋蔵文化財をどのように扱うの

か、国民から突き付けられている命題でもある。報

告書刊行後のことも視野にいれ、現地での調査の時

から先に述べたことを十分に意識しなければいけな

いことを痛感した。 （小演学）

-109-



通番遺構名
遺構の

次数 調在時迫構名 地区・グリット 時 削
コンテナ

辺1/11の性格・迫物・その他
忙格 番 け

S D4500 溝 3 大溝. k. 溝,,,部．大溝表±. 08K01~03・06.08L01・08・ 弥'I>室町 13---18・140--- 弥'1,1:器I.I:師器杯・杯慕・皿・盤・紅杯・甕• 長胴甕・鍋．
k溝ド熱．大溝上附、大溝卜→ 09・11~14・16.08M15~21・ 171・173 ~ 甑・竃．須恵器班・杯・杯墓・杯身・料杯• 長頸逼・双耳壷・
部、 k.i栂卜:m.大溝パラス． 24・25、08N20・23~25、09I 246・274 硯/I: 錘．薗羽「l、鉄滓．緑け釉磁. l:!.!!/土師器小皿・羽釜・鍋
J,;i/1/J: パラス.J.;i/11・ドパラス、 01.09 J 08・16・17・21.09K （南伊勢系）、椀（台付） . . 111茶椀 (6~7)
:ki/11111ード.:ki/lJ熱I:、東西溝、 23~25. 09 L 13 奈良古道
k溝上坑、人溝褐色．大溝蚊
← I:、溝ド部、大溝上部、溝•I•

S D6700 溝 3 5i/ll、5i/ll上部. 5溝下刑、 08KOI・19.08LOI・04・05・ 弥'I>近世 10-13・247~ 弥'id:器／須瓜（器邸杯・祉・甕 (I・II}/上甜師杯器、1皿11茶・小皿・
5溝ド部. 5溝蚊上部. 5溝 08·09•11 ・ 13·15、08M13~ 273・290 甕．椀・鍋．蓋・羽釜・茶釜・台付小皿・ 椀 (6~
上IM. 5溝上部. 5 溝 •l•I叫 15・17~19.08Nl9・20.09 I 8. !MF合）• iliilll (6~8)・甕・小型鉢．鉢、廿磁、砥石
5溝パラス.5溝バラス上肘、 06、09J 07~13・19、09Kl4・ 鎌介:ki/ll
5 溝バラス •l•hvJ、人溝.I:. 蚊 15・17~24、09N08
I: 部

S D9420 溝 3 溝、斜溝、斜溝 1 08 J 16.0SKOS・09・15 奈良~•l•ltt 9・284 J: 師器杯 ・IDI・甕・鍋/ill茶椀
古道側溝

S D9261 溝 3 溝. 4溝 07M02~04.08M21.08N23・ 古代～室町 279・308 土師器甕 (I).、ドLil」：師器1111・羽釜・ 鍋（南伊勢系）．胸器
24 甕・迫.iii茶椀 (6~7)

S D9262 i/11 3 11/11. 21/11. 4溝 07MOI・07、07N03・04 奈良~•I•世 303・304・308 cl: 師器皿・羽釜・鍋（南伊勢系）・鍋(I).甜杯(I)・甕(I),

陶器鉢.iii茶椀・ x.n茶椀・壷．須恵器小片．緑釉鉢、 i'I磁

S D9263 溝 3 溝、東~~溝 08)17・19 室町 275・282 」：師器皿・小llll・ 鍋・ ;J;J釜．陶器捏鉢

S D9264 溝 3 溝 08 J 18 室町~f[戸 275 I: 師器II[.鍋 ・JfJJ釜

S D9265 溝 3 斜溝 08K07 室町 276 1:Mi器杯蓋/_I:師器鍋 (j村伊勢系）

S D9266 溝 3 溝 08K08 中世 276 :1:Mi器Oil、陶器甕

S D9267 溝 3 斜 3溝．溝 08L03、09L12・17・18・23 室町~u:戸 296~300 こI:師器llll・ 鍋・羽釜・茶釜（南伊勢系3~4).陶器甕・ 鉢 ・ill
茶椀 (7).1'/磁、 /Mf1l1茶椀

S D9268 溝 3 l:坑、南北溝 08L13·18• 23 古代～室町 90・301 I: 師器甕 (I)・祁杯 (I)・鍋 (I)・甑(!),須恵器／」：師
器on.鍋・茶釜（南伊勢系3~4)、111茶椀 (6~8)・陶器壷・
甕

S D9269 溝 3 6i/ll 08M08・13 302 L:n頂器iii!(I) / J渾i器キl釜（南伊勢系）．陶器甕・壷 ・ill茶
椀 (6~7}

S D9270 溝 3 溝 08N06 屯町 309 l:R1li器鍋 (jfj伊勢系）、 111茶椀 (7~8)

S D9271 溝 3 斜溝 08N06 111111: 309 1: 師器鍋（南伊勢系）

S D9272 溝 3 溝 08N07 弥生～宅町 309 :I: 師器鍋・羽釜（南伊勢系）、胸器すり鉢. Ill茶椀 (7~8)

S D9273 溝 3 J: 坑 09107 奈良～宅町 1・45 」：師器屯 (I)・甕 (I)/」：師器鍋（南fjl勢系多い3~4)・ 羽
釜（南伊勢系多い4).111茶椀 (7~8)、須.¥l(器 (Iくらい）甕・
杯、 ?I磁

S D9274 溝 3 I: 坑 09J 08 弥't~室町 3・48~54 H~i器小皿・鍋・羽釜（南伊勢系3~4) ・茶釜（南伊勢系4).
陶器鉢・壷 ・ill茶椀 (7~8)、肖磁片．緑釉

S D9275 溝 3 斜4溝．溝、斜4か 09L02・07・08・13・18・24・ 奈良～室町 285 ~ 287・ 須恵器甕（（）／」：師器茎・皿・鍋・羽釜 (3~4)・茶釜（南
25 289~291 伊勢系4).陶器喪・ 植i鉢．鉢 ・Ill茶椀 (7くらい）／砥石. l: 

錘、石鍋、粘J:塊

S D9276 溝 3 溝 10 111 ,,, 世 274 胸器甕?'・J:師器,1ヽ）t

S D9277 溝 3 溝 I.溝2 10 J 06 283 1:Mi器甕、 iii茶椀 (6~7)

S D9278 溝 3 南北溝 !OJ 17 奈良~•l•l!t 283 弥'IU:器過／」：師器甕 (I).須恵器祉!.甕 (I)/灰釉陶器／
陶器甕、 111茶椀 (6~)

S D9279 溝 3 溝 lOKlO 奈良？ 283 :I: 師器甕 (I)

S D9280 溝 3 溝 10K12・18東西溝 宅町 278・291 」：師器鍋・羽釜・茶釜 Citi伊勢系4)

S D9281 溝 3 溝 !OLii. 11M05・15・20・25 室町 292・293 :I: 師器羽釜（南伊勢系4).陶器壷・甕

S D9282 溝 3 東西溝、西溝 10L13・14、11M20 室町 292-295・306 」：師器小llll.鍋 •)J,J 釜（南伊勢系4) 、陶器鉢・壷. ;l,ifl茶椀．
,'t磁、 J.錘、鉄悴

S D9283 溝 3 溝 10M05 室町 306 I: 師器鍋・羽釜 (4)、III茶椀 (7~8)

S D9284 溝 3 溝 10M06、10N09 奈良～室町 302 J: 師器甕 (I)・杯 (I)/:I: 糾i器Ull・ 鍋（南伊勢系4)、JIJ茶
椀 (7~8)

S D9285 溝 3 t/ll、東~りt/ll 10M16・19、10N20 ,,, 世 9・307 緑釉陶器椀. 1'1磁

S D9286 溝 3 如Jりi/11 llLll 278 

S E9287 Jt-P 3 JI'「f 08 J 03 鎌介 320 ！街11111茶椀 (6~7)

S E9288 井,; 3 Ji'); 08L06 鎌介～室町 323 土師器小!Ill・ml・ 甕・ 鍋（南伊勢系） I l: 錘

S E6695 )l'I了 3 09017 

S E9289 J!'ri 3 Jr-,,. 束I:坑（井戸） 09 J 01 室町～江戸 19-22・310- J: 師器鍋・茶釜 ・Ult(南伊勢系）．陶器壷・夭r1茶椀・甕、甘
319 磁

S E9290 Jl'i' 3 !l'i' 09K06 奈良～室町 25・321~323 J: 飢i器杯 ・OIL・椀・甕 (!~II).須恵器甕．緑釉陶器椀．製
塩.J:器 /l:01li器鍋・羽釜（南伊勢系）、附器甕 ・tdi鉢．捏鉢．
111茶椀 (6~7)、,'i磁/J:錘

S E9291 Jl'F 3 JI,, 了 09L09 奈良 26・324 I: 師器杯・皿・甕.a・ 針杯 (1-3~4)、須恵器甕．杯、上錘．
製Jf.i_l:器

S E9292 Jl'i了 3 Jr-PJ: 坑• 井戸 09Ll3 室町 25・325 J: 師器鍋・茶釜（南伊勢系）•小皿．陶器鉢／土錘／製塩J:器

S E9293 井戸 3 東・Jr-,一； 09Ll9 鎌介 326 上師器皿・甕・ロクロ上師器椀／陶器甕．鉢 ・Ill茶椀 (6).f'l 
磁

S E9294 Jt-戸 3 西JI'戸 09Ll9 鎌介 326 1:11耐器ml.1!1茶椀 (6)

S E9295 井戸 3 Jl'l了 09L21 鎌介 27・327・328 J渾i器鍋・甕・ロクロJ:師器皿/1l1茶椀 (6)

S E9296 It-Ji 3 JI'戸 09M08 室町 330 」：師器鍋（南伊勢系）・小皿、陶器甕．鉢 ・Ill茶椀 (7)

S E9297 井fi 3 J~F 09M17 室町 331 ・J: 師器鍋・茶釜、陶器鉢 ・111茶椀 (7).石fl

S E9298 井戸 3 Jl'i―9 IOL19 室町 329 埴綸／」：師器茶釜・鍋／陶器甕

S E9299 Jt-戸 3 井,; 10M16・24 室町 331 J: 師器茶釜・羽釜・鍋（南伊勢系）

S E9300 井戸 3 Jj,p 11L15 鎌介～室町 329 埴綸/:I:師器羽釜（南伊勢系）、陶器甕/1(1茶椀 (6~7)

S E9301 井p 3 11,,; 11Ml5 室町 331 J: 師器茶釜・鍋（南伊勢系）、陶器甕 ・Ill茶椀 (7~)

S K9302 :I: 坑 3 J: 坑 06M03 奈良～室町 100 :I: 師器翡杯• na・甕 (I)/」：師器鍋（南伊勢系）．陶器甕．
1l1茶椀

第N-1表第3次調査区遺構一覧表 (1)
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通番迫構名
退構(/)

次数 調査時退構名 地区・グリット 時 削
コンテナ

遺構の性格・遺物・その他
性格 番 号

S K9303 土坑 3 l:坑 06M04 100 

S K9304 上坑 3 土坑 07M08 奈良～室町 100 I: 師器甕．甑 ・llll・i¥'li杯 (I).須恵器甕・壷 (I)/上師器
鍋（南伊勢系4)、陶器甕

S K9305 土坑 3 上坑 07Mll 奈良～鎌介 101 1: 師器甕．甑．杯 (I).須恵器壺 (I)/土師器鍋（南伊勢
系4).111茶椀 (7)

S K9306 土坑 3 新上坑．土坑 07Ml7 奈良～室町 6・101~105 土師器甕 (I)/土師器鍋（南伊勢系4)・小皿・皿・茶釜．陶
器壷 ・Ill茶椀 (6~8).i't磁．砥石、 1,明鉄製品

S K9307 土坑 3 t坑 07M18・19 奈良～室町 IOI・106 :1:/1耐i器店杯・杯・甕（［）、須恵器杯貨 （［前半）／」：師器鍋（南
伊勢系4).陶器甕．鉢. i'i磁．鋳

S K9308 土坑 3 :Uif. 07M20 奈良～室町 106 .l: 師器甕 (I)/土師器鍋（南伊勢系）・羽釜 (4).陶器甕．
鉢.iii茶椀 (7~8)

S K9309 l:坑 3 l:坑 07M21 奈良~'il町 106 :I: 師器杯蓋・甕 (I)、須恵器甕~8／)土・師壷器、鍋青（磁南伊勢系）・羽釜
(I -4)、陶器甕 ・ill茶椀 (7

S K9310 土坑 3 上坑 07N08 室町 8・135 J: 師器鍋・把手付小型鍋・羽釜（南伊勢系4).陶器鉢・甕．
壷．椀（天目）

S K9311 :I: 坑 3 土坑 08 J 03 室町 44 」：師器羽釜・鍋（南伊勢系）、陶器甕・山茶椀

S K9312 土坑 3 SKl 08J 10 奈良？ 44 上師器皿・甕 (I)

S K9313 土坑 3 此）i形± 08113 室町 I・43 I: 師器鍋（南伊勢系4)• Ill! ・小皿．陶器壷 ・Iii茶椀 (7~8)

S K9314 土坑 3 SKl 08 J 16 室町 44 J: 師器杯 (I)・llll/I: 師器鍋（南伊勢系4)

S K9315 土坑 3 SKl OBJ 18 44 

S K9316 土坑 3 SKl 08] 24 室町 44 J: 糾i器JIil・ 鍋（南伊勢系4)

S K9317 l:坑 3 ltJ; 形土 08K04 室町 64 」：師器鍋（南伊勢系4)、陶器椀

S K93!8 1.:坑 3 l:坑 08K06 室町 4・64 J.:師器鍋（南伊勢系4)、茶釜（小）

S K9319 土坑 3 浅：I:坑、浅f1l1部 08KB 室町～江戸 4・64・65 こl:R~i器鍋（南伊勢系4). 須恵器甕．陶器甕・ 11l1・111茶椀 {7~
8)・鉢

S K9320 土坑 3 浅(11(部 08K17 室町 64 J: 師器鍋（南伊勢系4)

S K9321 l:坑 3 上坑 1 08K19 室町 64 l:師器鍋（南伊勢系4).陶器甕

S K9322 土坑 3 J: 坑 08K24 4・66~69 」：師器鍋（南伊勢系4)• 小塑把手鍋・茶釜、陶器椀・ 111茶椀
(7~8)、青磁

S K9323 土坑 3 長方形土 08L01 室町 86 :l: 師器鍋（南伊勢系3)・小皿／須恵器壷

S K9324 土坑 3 長方形土 08L14 室町 86 J: 師器鍋（南伊勢系3)・小llll

S K9325 土坑 3 」：坑 08L16 奈良～室町 86・87 上師器竃・甕 (I)/上師器鍋（南伊勢系）・茶釜・羽釜 (4)、

陶器甕・'"茶椀 (8)

S K9326 土坑 3 :I: 坑 08L17 室町 87 l: 師器鍋 (I)/鍋・羽釜・茶釜（南伊勢系3・4).陶器鉢・
甕・壷.,,,茶椀 (6~7)

S K9327 l:坑 3 こI:坑 08Ll8 90 

S K9328 上坑 3 南土坑 08L20 奈良~~町 88 須恵器甕 (I)・壷 (I)/ l: 師器鍋・羽釜・ 茶釜（南伊勢系
3~4). 陶器甕・ 鉢・ 壺、イ渭1JJ鉄製品

S K9329 土坑 3 J: 坑 08L22 鎌介～室町 89 上師器鍋（南伊勢系）・羽釜（伊藤編年4).陶器甕．鉢 ・Iii茶
椀 (6~7}・LIJ皿 (4)

S K9330 土坑 3 I: 坑 08L25 室町 87 .I: 師器鍋（南伊勢系）・羽釜・茶釜（伊藤編年4).陶器甕

S K9331 土坑 3 J: 坑 08M03 室町 7・107 l:師器鍋（南伊勢系．伊藤編年4)、陶器甕 ・Iii茶椀

S K9332 土坑 3 I: 坑 08M04 弥生～室町 7・JOS~lll 弥<I-:」：器/J.: 師器鍋（南伊勢系、大塑あり）、羽釜、茶釜（伊
藤編年4)・小型把手付鍋．陶器鉢・甕 ・111茶椀 (6~8)・1l1D11
(6~7) I青磁．砥fi

S K9333 土坑 3 長）i形上 08M05 室町 107 l: 師器鍋（南伊勢系4)、陶器甕．鉢 ・Ill茶椀（小片）

S K9334 土坑 3 :I: 坑 08M06 6・107 1:ft~i器鍋・茶釜（南伊勢系4) 、陶器椀・ ,1,茶椀(6~7).1'/磁・
鋳11

S K9335 土坑 3 l: 坑 08M09 鎌介～近lit 6・112・113 須恵器11・(Iくらい） /l: 師（室器町鍋カ （南伊勢系4)・羽釜・翡杯．
陶器111茶椀 (5~16)・ 壷 ヽ？）・甕、白磁／磁器椀

S K9336 土坑 3 J:tii. 08M!O 弥生～室町 114 弥生：I: 器／鍋把手 (I)/ J: 師器鍋（南伊勢系）・茶釜・羽釜．
陶器甕・戒・山茶椀 (6~7)

S K9337 土坑 3 小上坑 08M23 ,,, 世 116 I: 師器鍋（南伊勢系）・羽釜．陶器甕．椀

SK l:坑 3 :l: 坑 08M25 奈良～屯町 6・116~120 蹄脚硯／土師器鍋（南伊勢系3~4)・羽釜 (4)・IIll.Iii茶椀 (7.
1.11,'f含）・瓦質火舎・鉄滓.,'t磁

S K9339 土坑 3 小SK 09 I 11 中世 42 I: 削i器鍋・羽釜（南伊勢系3~4)、須恵器甕、陶器甕・ 鉢

S K9340 I: 坑 3 」:kJt 09}02 奈良-111111: 2・46・47 I: 師、製器塩杯上・器皿／ ・甕(I-2~11-2)、須恵器杯・杯蓋・!!!・獣脚、
瓦 J:ftiji器鍋（南伊勢系3~4) 、陶器甕• ill茶椀(6~
7) /上錘

S K9341 土坑 3 l: 坑 09J 03 奈良 45 弥'IU:器／土師器杯・甕・鍋 (II-Iくらいか）、須恵器

S K9342 土坑 3 1:!ii. 09J 15 55 J: 師器鍋（南伊勢系3~4).陶器甕・山茶椀 (6) f•V-瓦

S K9343 土坑 3 Hii. 09]17 室町～近lit 56 I: 師器鍋．焙烙（南伊勢系4)

S K9344 土坑 3 .I: 坑 09 J 21 室町~n:戸 56 I: 師器小皿・皿・鍋・茶釜（南伊勢系）．陶器祉

S K9345 上坑 3 北土坑 09KOI 古代～室町 70 陣Ji器甕甕 ・土錘/:I:師器鍋（南伊勢系）・羽釜 (3)・小llll、陶
器椀． ／粘土塊

S K9346 土坑 3 l:坑 09KOI 鎌介 70 :I: 師器甕・甑・皿 (Il / I: 師器,jヽ 皿、山茶椀 (6~7)/_I: 錘、
イ渭II鉄製品

S K9347 上坑 3 南土坑、土坑 09K03・08・09 奈良~•l•ltt 4・70・72・ 弥'ti:器/1:師器1111・鍋・甕 (I-2~3)、須恵器杯A(1-3) / 
73・75 I: 師器鍋（南伊勢系4)、陶器鉢

S K9348 土坑 3 北l:坑 09K03・08・09 奈良～室町 71 弥'l,cl:器／土師器皿・杯・絲杯・甕 (1-2~3).須恵器B(l-
3) /:I: 師器鍋（南伊勢系4)、ILL茶椀 (6)

S K9349 土坑 3 l:坑 I 09K04 古代（奈良？） 75 J: 糾i器甕、須恵器小片

S K9350 土坑 3 :I: 坑 09K06 奈良~•I•世 74 J:flrli器杯A・B・III!・甕（小型）・麻杯 (I-2). 須.It(器杯B
(I -2)・ 製塩土器／陶器鉢・ 甕・ 111茶椀 (6).J: 師器鍋（南

伊勢系4)、青磁／土錘

第IV-2表第3次調査区遺構一覧表 (2)
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通番追構名
遺構の

次数 調 l'f.11与遺構名 地区・グリット 時 期
コンテナ

追構の性格・遺物• その他
仕格 番 号

S K9351 」」);: 3 I. 坑 09Kll 依良～宅町 76・77 l:Oifi器杯.11[. 甕（小咆）・砧杯(I-2~3).須恵器甕・ 杯(!).

患色I:器、製塩I:器11:師器鋼（南伊勢系4)

S K9352 :I: 坑 3 l:Jic 09Kl3 屯町 75 1:0ili器鋭（南伊勢系）、須恵器？

S K9353 上坑 3 Ji形I.:坑 09Kl5 仮良～宅町 75 _f.flrfi器甕 (I)/ l:flili器小皿・鍋、陶器甕 ・111茶椀 (6~7)

S K9354 I: 坑 3 l:iiL 09Kl6 弥'I・.-鎌介 5・78-83 弥'1-:.1器／須凡（器甕 (I). 土馬？、瓦、製塩:J:器．粘I・塊/I: 
師岱U,I(南伊勢系3~4)、陶器鉢・ 甕 ・i紐・Ill茶椀 (6)

S K9355 K坑 3 l:JA 09L06 奈良～室町 91 Ulrli器llll・ 甕 (I)、須恵器杯B (I -2) /小llll. l'I磁

S K9356 J: 坑 3 束J:坑 09L09 依良～鎌介 91 1:(irli淵杯 ・JIil・ 甕．甑 (I-2) /Ill茶椀 (6)

S K9357 cl: 坑 3 I: 坑 09L01 ~,lllf 91 弥生I.器 /I f/rli器鍋（南伊勢系4)・茶釜、陶器甕．鉢

S K9358 上坑 3 L: 坑 09113 古代～室町 92 l・flrli盟翡杯・ 鍋（南伊勢系4)、須恵器袖L 陶器甕．鉢

S K9359 _I: 坑 3 u,t 09L14 古代～鎌介 92 J: 師器甕．杯．陶器111茶椀 (6-7)

S K9360 :I: 坑 3 (:r,t 09L15 伐良～室町 92 I: 師器甕 (1~11). 製塩土器／土師器鍋（南伊勢系）

S K9361 I.: 坑 3 浅1111部、浅」．坑、上坑 09L17 伐良～室町 93・94 I: 師器IIIL・,l"li杯・甕 (I)・須恵器/cl:師器鍋（南伊勢系4). 
材釜 (3~4)I l: 錘

S K9362 I: 坑 3 I: 坑 09L18 仮良～室町 92 J: 帥器Oil・ 甕 (I-3~4)、須恵器/J: 師器鍋（南伊勢系4)I I: 
錘

S K9363 I: 坑 3 長}j形 f: 09L22 古代～室町 94 l・師器llll/I.Mi器鍋（南伊勢系3).陶器甕.'"'.iii茶椀 (6)、
[・ 鈍

S K9364 I: 坑 3 I. 坑 09M02 岱良～室lilf 121 I flili僻杯A・B・llll・r灯杯・甕 (I-2)、須恵器杯A・B(I -
2) / l.flr!i器鍋（南伊勢系） , 111茶椀 (7)、'r'/-磁、イ澗1鉄製品

S K9365 J: 坑 3 I坑 09M03 古代～室町 121 U!lli器llll・ 小llll・ 杯・甕・鍋（南伊勢系4)/須恵器甕

S K9366 Jc坑 3 I. 坑 09M04・05・09・10 121-123 l:01li器甕・鍋．甑．翡杯 (I~2 くらいか）、須恵器甕/l:01li器
鍋（南伊勢系4)・小堕把手付鍋、陶器壺．甕／」．錘

S K9367 上坑 3 Uic 09Ml2 古代～鎌介 123 ・Ulrli器甕、 ill茶椀 (6)・鉢

S Z 9368 ィ濁l 3 l:Ji( 09M!3 奈良～室町 123 I: 師器甕 (I)・llll.須恵器甕 (I)/ J: 帥器小llll

S K9369 :I: 坑 3 I: 坑 09Ml4 平安～室町 8・124 l:Oili器甕/l:fllli器鍋（南伊勢系2~4)、111茶椀 (6)・1llllll(6). 
白磁/J:鈍

S K9370 J:Jii 3 I: 坑、斜l:ric 09M19 奈良～室町 124・125 _I~ 削i器甑・ 甕 ・llll(l)・ロクロ土師器皿須恵器llllB/l:Mi 
器鍋（南伊勢系4)、胸器甕・ ill茶椀 (6)/_I: 錘

S K9371 」：坑 3 I.lie 09M20 布!If 8・124 1:(irli僻鍋（南伊勢系4). 茶釜、陶器甕．椀

S K9372 上坑 3 u,t 09NIO 奈良～鎌介 137 J: 帥器fill・甕 (I)、須恵器甕／土師器鋭（南伊勢系） . Iii茶椀
(6) 

S K9373 Jc坑 3 

S K9374 土坑 3 

S K9375 _L: 坑 3 北I.坑 10 J 13 奈良～室町 58-60 l:1!1li器杯盆・甕 (I)、須恵器甕(!)/土師器鋭（南伊勢系）．
羽釜 (3~4)・flit・ 小flll、陶器甕・壷／上錘

S K9376 土坑 3 I: 坑 10 J 15 屯LLLF 61 1:l!ili器小llll・ 鍋（南伊勢系）、陶器甕／製塩l:器

S K9377 L: 坑 3 I.Ji( 10 J 18 依良～鎌介 62 雌Ii器杯A・llll・ 蓋・甕・鍋 (I-3) /1l1茶椀 (6)

S K9378 :I: 坑 3 I: 坑 09 J 01西1:坑 (45)、10J 21 •l•llt 57 _1:flrli器鍋（南伊勢系）・羽釜 (4)、陶器甕

S K9379 上坑 3 I: 坑 10 J 23 鎌介～室町 57 _f:flrli器鍋（南伊勢系3)、山茶椀 (6)

S K9380 土坑 3 I: 坑 10 J 24 伐良～室町 57 Ufrli器甕(!).甑II: 師器鍋（南伊勢系4)

S K9381 J: 坑 3 浅 I:坑 IOK15 84 

S K9382 l:坑 3 束I:坑 !OK17 依良 84 l:flrli器llll・ 杯.,l":j杯・甕 (I-2-3)、須恵器杯益. I: 錘

S K9383 上坑 3 I: 坑 IOK19 俎良～室町 84 l:liili器杯・甕 (I-2) /土師器鍋（南伊勢系4)

S K9384 上坑 3 l)j( !OK23 奈良～鎌介 84 弥'1:1:器II.Mi器llll•/,'/i杯・甕 (I~2~3) 、須恵器短列"''、靴
羽II/iii茶椀 (6)

S K9385 上坑 3 西I:坑 JOK24 俎良～宅町 85 1:f!lli器甕・甑 (I)/1!1茶椀 (6)、1'1磁

S K9386 J: 坑 3 浅1:/jC !OK25 伐良～室町 85 l・flr!i器llll・r'.'li杯・甕・甑 (I-2-3) /.l:flr!i器鍋（南伊勢系：l)、
陶器ヽ M ・甕・ 鉢

S K9387 I力＼； 3 l:JA 10L03 奈良 95 l:flrliila望2・llll(I) 

S K9388 上坑 3 I. 坑 lOL 11 95 ぼrfi器!Ill・ 杯・ 1:1;杯・ 甕 (I-2-3). 須恵器i/,l/l・lirli器鎖（南
伊勢系4)m 

S K9389 J: 坑 3 

S K9390 上坑 3 l:ii( IOL16 俎良～鎌介 95 (:r,,(i器迎・鍋 ・Oil(I -2). 須恵器杯浚/1l1茶椀 (6~7)

S K939! l:坑 3 北I:坑 IOL25 伐良～鎌介 95 庫Ii器杯・甕 (I)/iii茶椀 (6)

S K9392 上坑 3 I: 坑 IOM05、11M25 屯Plf 126・134 弥'(:(:器I.I:師器鍋（南伊勢系）・羽釜 (4)、,1,茶椀 (5-6)

S K9393 」：坑 3 ,, りI:坑 IOM07 仮良 126 l.flrli器甕 (I-3~4) 

S K9394 I.: 坑 3 I・ 坑、 i❖-iJ:坑 10M07・12 111 Ill: 126・128 弥'I:l:W.1/ l.f!llill:1杯 ・llll・ 甕・ 甑・鍋・翡杯 (I-2)、須恵器
甕．杯綴/J:(!rli器小咽把手付鍋（南伊勢系4)、陶器班／製塩 I・
器

S K9395 上坑 3 ,It I: 坑、 I:坑 IOMll・13 俎良～屯町 127 弥'i'I:器/l:lll!i器甕 ・!Ill(I -2-3)、須恵器甕/:l:lt1li悩鍋（南
伊勢系3~4)

S K9396 上坑 :l I/ii IOMll・16 •1•111: 127・129 •J/1、'U:器、 i'I磁

S K9397 U,t 3 I.Ii( 10M17・18 仮良～宅町 129・130 u1,1; 鼎甑・甕 (I)/ L師器羽釜（南伊勢系）．鉗，1(4)、111茶
椀 (6)・甕．鉢／製塩I.器／砥石

S K9398 1: 坑 3 l:!ii 10M20 奈良～室町 133 J: 師器Oil(I) /1: 師器羽釜（南伊勢系）・鍋・茶釜 (4).陶
器甕・ 1111111(6) 

S K9399 :l: 坑 3 I. 坑 IOM21・25 屯lllf 133 陣Ii器鍋（南伊勢系）・茶釜、胸器甕．鉢．椀

S K9400 J: 坑 3 I: 坑 IOM25 鎌介～室町 133 鍋（南伊勢系4). ,PJ釜. 111茶椀 (6)

S K9401 :I: 坑 3 l:t/J: ION08 奈良～室町 138 1:/W器斑 (I)、須恵器甕／土師器鍋（南伊勢系4)、111茶椀(6)• 
甕/I: 鈍

S K9402 J:rA 3 Ilic ION09 鎌介 138 J:n,Ji器鉗（南伊勢系） . rlr茶椀 (6)

第W-3表第3次調査区遺構一覧表 (3)
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通番追構名
遺構I/)

次数 調 fl:11与辺I/Ii名 地区・グリット 時 期
コンテナ

迎構の性格・ 追物・その他忙格 番 可'' 

S K9403 I: 坑 3 l:rii IONIO 奈良～鎌介 138 Ulrli器甕・ Jill(I) / I: 師器鍋（南伊勢系3).陶器甕・ 鉢・ 1l1
茶椀 (6~7)、r'I磁

S K9404 l:坑 3 I. 坑 ION07 138 

S K9405 I: 坑 3 I: 坑 11L03 古代_,,,,it 96 須恵淵•,':j杯IUll!i器鍋（南伊勢系）・羽釜 (3).1!1茶椀 (6)、
,','磁／砥イi

S K9406 上坑 3 J: 坑 11L04 42 

S K9407 I: 坑 3 I. 坑 11L07 依良～鎌介 97 l:flili ぜ~1\'lj 杯· 甑・WI月甕 (I-2) /1l1茶椀 (6)

S K9408 I: 坑 3 1:/A 11L09 奈良～鎌介 96 Ullli器甕.!Ill. 甑 (I)/上師器鍋（南伊勢系3)、ill茶椀 (6).
砥イi.))(・ 

S K9409 t坑 3 如Jり1坑 11L12 屯町 99 l:(llli器鍋（南伊勢系3)、陶器甕．鉢

S K9410 I: 坑 3 l:tit llL 15 奈良~*.町 98・99 弥'1-:1器/I: 削i器鍋(ll.須恵器甕／羽釜（南伊勢系）・ 鋼 (3)、
陶器鉢・ 甕・ 111茶椀 (6)

S K9411 I: 坑 3 I. 坑 11M04 ,,, 世 134 i'I磁、 ,'I磁

S X9412 店 3 溝 11L03・07・12 古珀？ 278 

S X9413 雌 3 如lり溝、溝、 r,'1/1、南北溝 09105・05束西溝. !OJ 24 宅町以降 276・281 1:flrfi器鍋（南伊勢系）、陶器椀.r'f磁

S X9414 店 3 束西溝 09 J 04南北 ・06南北、 10J 23 古代～中世 275・283 uw器杯 (I-3~4). 須恵器小片・甕／上師器甕・鍋（南伊勢
系）．キl釜（南伊勢系）、陶器甕

S X9415 雌 3 如Jり溝、 北 I・坑 09K09・23 奈良～中世 75・276 I firli僻llll・ 杯・甕 (I-2~3) / l・firli器鍋（南伊勢系） ・llll・ 小
l!ll、FL糾器疵小片/I鈍

S X9416 ~t 3 浅 l坑、南北溝，溝、浅凹部、 08 J 13・15・16・20・23 古代-,i,111: 42・44・56・ [・flr[i:i:j甕(?)/ l.flr[i僻鍋・羽釜（南伊勢系）、陶器鉢・山茶
斜溝， I. 坑 275・282・284 椀 (5~6)、'i'i'磁／鉄製品

S X9417 ,~ 3 溝 08 J 07 屯町 275 J・flrli樅llll・ 鍋・羽・釜、 111茶椀 (5-6)

S X9418 店 3 溝 I.溝 10 J 08・14・15 古代？ 276・281・282 Ulrli器甕

S X9419 ・l,'i; 3 溝 l、東西溝 10J07・18 奈良 276・282 I f!lli僻杯・甕 (I)

S H9421 竪穴 3 07Nl4・15、07Mll 奈良？
住居

S E9422 J~F 3 J1,,; 08L16 中世後期～ 323 庫Ii器茶釜・鍋．陶器小皿（仏具？）
江戸

第N-4表第3次調査区遺構一覧表 (4) ＇ 」は時削の違い、（ ）内の数字は. l'/"iが斎・;浪が!'・.1#伊勢系 I:師器が伊藤紺隼 1!1茶椀が藤汗紺年を＆す．

通番追構名 地区・グリット
建物 規模

柱間（束1Jり一南北、 m) l-.il!IJ 
}j位

備 考
時期 束jJり11り(m)X南北間 (m) (N基準）

S B9423 llM5·9·10• 15,11L6• ll I? 2 (4.0) X2 (4 0) 2.0-2.0 南北 N21 ff W 総柱建物

S B9424 !OL21・22・23. 11 LI・2・3・6・7・8 I? 2 (4 4) X3 (6.6) 2.2-2.2 南北 N27.s・w 

S B9425 10L4・5・9・10,lOKI I? 3+ (6.0) X2 (5.4) 2.0-2.7 束1Jり Nl9.ff W 柱穴未確認

S B9426 10L8・9・13・14・15 I? 3 (5.4) xz (4.0) 1.8-2.0 束j/り N27.5"W 柱穴未確認

S B9427 11 K6・7・16・17・18・21・22 I? 4 (7.2) X2 (4.6) 1.8-2.3 束西 N30.5°W 柱穴未確誌

S B9428 9N5,9Ml・2,10N25,10M21 I? 3 (6.0) X2 (4 8) 2.0-2.4 束西 N17 s・W 柱穴未確認

S B9429 9M6・7・11・12・16 I? 2 (4.4) X2 (4 4) 2.2-2.2 南北 Nll ff W 

S B9430 9L2・3・4,10L22・23・24 I? 3+ (7.6) X2 (4.0) 2.0-2.0 束西 Nl6 0" W 柱穴未確認

S B9431 10 K 17・18・19・22・23・24 I? 5 (10.4) X2 (3 8) 1 8、24、2.6-1.9 如 JLj Nl4.o・w 

S B9432 10 J 11・12・16・17 I? 2 (4.0) X2 (4.0) 2.0-2.0 南北 N31.0" 

S B9433 9Kl・2・3・6・7,IOK22 I? 4 (8.0) X2 (4.4) 2.0-2.2 如）り N31.0°W 柱穴未確認

S B9434 !OL!l・16,!0M!S・20 I? 3 (4.8) X2 (3.2) 1.6-1.6 南北 N28.5"W 柱穴未確認、

S B9435 9L6・11・12・16,9Ml5 I? 2 (5.0) X3 (6.4) 2.5-2.0.2.2 南北 N52.ffW 柱穴未確品

S B9436 9Ll6・17・21・22 I? 3 (5.4) X l+ (3.6) I 8-3.6 束1Jり Nl9.0"W 柱穴未確認

S B9437 SNS・9・10.SMI・6・7 I? 4 (8.0) X2 (3.4) 2.0-1.7 束西 Nff S 柱穴未確認

S B9438 8N9・10・14・15,8M6・7 I? 4 (8.0) X2 (2 8) 2.0-1 4 束西 NO'S H穴未確認

S B9439 7Ml4・15・19・20・25 I? 3 (5.4) Xl+ (4.8) 1.8- (4.8) 束西 Nl9.0'E 柱穴未確認

S B9440 7M24・25,6M4・5 I? 2+ (3.6) X2 (4.0) 1 8-2.0 束ilり Nl4.0'E 

S B9441 8Ll4・15・19・20・25,SKll・16・21 I? 3 (6.0) X3 (6.6) 2.0-2.0、2,6 南北 Nl2.0" E 総柱建物

S B9442 8Kl0・15・20,8 J 6・7・11・12・16・17 I? 3 (6.8) X2 (4.8) 2.0、2.4-2.4 束西 NO'S 

S B9443 8J2・3・4・7・8・9 I? 3 (4.8) X3 (4.2) 1.6-1.4 束西 N28.ff W 総柱建物

S B9444 8 J4・5・9・10,9 J 24・25 I? 3 (4.8) X3 (4.8) 1.6-1.6 東西 N28.0" W 総柱建物

S B9445 10 I 16,lOJ 10・15・20 I? l+ (4.0) x2+ (3.6) (4.0) -1.8 束西 N21.5'W 

S B9446 !OMS・9・13・14 I? 2 (4 8) X2 (4.0) 2.4-2.0 束西 N29.5. W 柱穴未確認

S B9447 11 L16・17・21・22 I? 3 (4.2) X2 (4.0) 1.4-2.0 束西 N3o.o・w 柱穴未確認

第IV-5表第3次調査区掘立柱建物一覧表
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写真N-1
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第 3次調査 遺構 (2) 写真N-2

/: 

6~9地区（西から）

8 I・J・K、9I・J・K、10I・J・K地区（北から）
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第 3次調査遺構 (4) 写真N-4
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第 3次調査 遺構 (6) 写真N-6

8~10J地区（北から）
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第 3次調査 遺構 (8)

調査区東端 （東から）
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第 3次調査遺構 (10) 写真N-10

._ .. -,. .. ,:--
- -:.,,,..._、．

S 69443・9444 (西から）

S B9444 
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写真IV-11 第 3次調査遺構 (11)

忽

S Z 9368 (南から）

遺物 (1)

S K9338出土蹄脚硯

出土土馬
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報告書 抄 録

ふりがな しせきさいくうあと へいせいじゅうろくねんどはっくっちょうさがいほう

書 名 史跡斎宮跡 平成 16年度発掘調査概報

副 書 名

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 竹内英昭・小演 学・柴山圭子

編集機関 斎宮歴史博物館

所 在 地 〒515-0325 三重県多気郡明和町竹川503 TEL0596-52-7027 

発行年月日 西暦 2006年 3月31日

ふりがな ふ りがな コード 北緯 東経

所収遺跡名 所 在地 市町村遺跡番号
o I II o I II 調査期間 調奎面積面 調査原因

斎さい 宮くう あ跡と 多た気さ郡ぐんめ明い和わ町らtう 24442 210 34°31' 136°36' 20040401 650面 学術調査

斎さい宮くう たけがわ 55n 16" ～ （第143次）
• 竹川

～ ～ 20050331 480面

34°32' 136°37' （第144次）

30" 37" 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

斎宮跡第143次 官術 奈良平安 道路跡 土師器須恵器 方格地割施工時期特定可

鎌倉以降 竪穴建物跡 緑釉陶器灰釉陶器 能な遺構

掘立柱建物 製塩土器黒色土器

土坑井戸 陶磁器瓦器土錘

溝 鉄釘鉄滓土馬

斎宮跡第144次 官街・ 弥生奈良 方形周溝墓 縄文土器弥生土器 第100次調査に連続する

集落 平安 竪穴住居跡 土師器須恵器 柵（塀）跡確認

鎌倉以降 掘立柱建物 陶 磁 器 砥 石

柵跡士坑

溝

斎宮跡第3次 官術・ 弥生古墳 方形周溝墓 縄文土器弥生土器 史跡指定の端緒となる遺

集落 奈良平安 掘立柱建物 土師器須恵器 跡

鎌倉以降 土坑道路跡 陶器瓦器土版

溝墓 蹄脚硯土馬

要
第 143次は、史跡斎宮跡の東部の方格地割内の柳原地区の調査で、奈良時代の道路跡の廃絶後、方格地

割の施工時に造られた可能性のある竪穴住居跡や平安時代以降の掘立柱建物群などを確認。

第 144次は、史跡西部の中垣内地区で奈良時代の竪穴住居跡や掘立柱建物、および方形区画の一部とな

約
る可能性のある東西方向の柵（塀）跡を確認。

第3次、史跡西部古里地区の調査の再整理で、多数の建物跡や溝と道路跡を再確認することができた。
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